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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　序章：深淵わだつみの王





──我、汝を荒あれたる町と為なし、人の住まざる町々の如ごとく為し、

海を湧わき上がらせて大水に覆おおわしめん。

（エゼキエル書二十六章十九節）






〈おくつろぎのところを失礼します、閣下。お休みですか？〉

「いいやナイン。起きているよ、男だん爵しやく夫人」

　窓の無い室内、低い天てん井じようでは冷光灯が一つ灯ともっているだけだ。白い光で新聞タイムズを読みながら、ソファの男は呼びかけに応じた。

　もっとも答えこそ返したものの、その瞳ひとみは紙面に落ちたままだ。最近、首ロンデイ都ニウムで頻ひん発ぱつしている連続殺人事件を報じた三段記事に目を走らせつつ、低い穏おだやかな声だけを背後に向ける。

「そろそろ目的地かね、スコルツェニー大たい尉い？」

〈はっヤー。当艦かんは三十秒前──一ヒト六ロク〇マル〇マルをもって、アルビオン領海に侵しん入にゆうしました〉

　喪も服ふくのようなダークスーツの男に相対して、立体ホロ映像グラムの中で直立不動の姿勢をとったのは、軍服を纏まとった若い女である。短くカットされた赤毛の下、深い傷きず跡あとの残る右目をやや細め、いかにも軍人らしい几き帳ちよう面めんさで続ける。

〈現在、戦せん闘とう深度を時速三十ノットで潜せん行こう中。目的座標までは約八分の予定です。なお、これまでのところアルビオン海軍の監かん視し網もうが領海侵しん犯ぱんに気づいた形けい跡せきはありません……もっとも、気づいたところで、彼らが当艦をどうこうできるはずもありませんが〉

「『勇気ザ・のベター・最上パート・のバロウ・部分はイズ・分別にデイスクあるレシヨン』──〝ヘンリー四世〟第五幕第四場。慢まん心しんはいけないな、男爵夫人。よくないことだよ、それは」

　初めて男は新聞から目を上げると、立体ホロ映像グラムを顧かえりみた。深しん沈ちんと暗い瞳には一片の光もない。どこか死魚のそれを思わせるそれを女の鋭えい角かく的な顔に置き、窘たしなめるように首を振ふる。

「確かに、君の〝赤のローテ男爵バロン〟に勝利しうる艦かん艇ていはこの世に存在しないかもしれない。だが、この艦もけっして無敵というわけではない。万一、攻こう撃げきを受けて艦体が傷つくようなことがあったらどうするのかね。いま、この艦にはあの方が乗ってらっしゃるというのにだよ」

〈あ……も、申し訳ありませんでした、閣下。よしなきことを申し上げました〉

　立体映像の女はかすかに肩かたを震ふるわせたようだった。軍ぐん帽ぼうを深く被かぶり直したのは表情を隠かくすためだったろうか。一つ咳せき払ばらいすると、やや強こわ張ばった声で報告に戻もどる。

〈さきほどの発言はお忘れいただければ幸いです……それで、そろそろブリッジまでお越こしいただけないでしょうか？　あと五分で潜望鏡深度まで浮ふ上じよういたします。御ご出立の準備をなされてもよろしいのではないかと〉

「ふむ、それもそうだね。すぐに行こう……ああ、そうだ。〝牙のライス眷属ツアーン〟にも声をかけておいてくれないかな。ロンディニウムは久しぶりでね。私の土と地ち鑑かんなど、もうすっかりなくなってしまった。彼の野性の勘かんをあてにすることとしよう」

　微び苦く笑しようを浮うかべて新聞を畳たたむと、男はようやくソファから立ち上がった。その背中にゲルマニクス式の敬礼を施ほどこした立体映像が消えたのを振り返りもせず、部屋の一角──ひときわ濃こい闇やみの蟠わだかまった一いち隅ぐうで恭うやうやしく跪ひざまずく。

「……起きておいでですか、我がマイン君・ヘル？」

　顔を伏ふせた男の口から、小さな囁ささやきがこぼれた。

　彼の目の前、差し渡わたし一メートルほどの穴が床ゆかに空いていた。その暗さはどこか枯かれ井い戸どを思わせたが、穴の縁ふちぎりぎりのところまで黒い液体が満ちている。液体はタールか何かだろうか。とろりと粘ねん液えき質の輝かがやきを放つ水面みなもには、無数の気き泡ほうが漂ただよい、その一つ一つが、覗のぞきこむ男の無機的な表情を反射している。

　暗黒の水面に、主人に対する忠実な執しつ事じのような表情を向けると、男は再度、囁きを紡つむいだ。

「ご命令どおり、ロンドンに到とう着ちやくいたしました。私はこれより上陸して、お言いつけを果たして参ります。件くだんのデータは必ずや回収して参りますれば、どうぞ、いましばらくの不自由をご容よう赦しやくださいませ……」

　恭しい言上の間、水面は相変わらず静かだった。物質化した暗黒を思わせる黒液はさざめきもせず、ただ、水泡だけが男の恭きよう謙けんな表情を映している。そちらにもう一度深い一礼を施し、男は裾すそを払って立ち上がった。だが、身を翻ひるがえしたところで、ふとその足を止める。

「はっ……いま、何とおっしゃられましたか？」

　棺ひつぎの中にいるような静せい寂じやくの中、独り、男は振り返った。あたかも、そこに目に見えない何者かが存在するかというように水面に目を落とすと、静かな言葉を継つぐ。

「ロンドンには私が出向きます。我が君がかような些さ事じにお手を煩わずらわせることもないと思うのですが──」

　独りごちる男の声を遮さえぎったのは、大きな水音だった。

　急に、暗い水面が泡あわ立だち始めたのだ。沸ふつ騰とうしているのだろうか？　いや、それにしては熱も湯気も立ち上ってこない。むしろ逆に室内の空気は、肌はだを刺さすような冷気へと変わりつつある。そしてその不可思議な冷気の中、白い小さな玉が泡立つ水面に浮かび上がってきた──

　それは大きさといい色といい、一いち瞥べつしたところはゴルフボールにも見えた。だが、ボールなどではありえない。なぜなら、その中央には冬の湖を思わせる真っ青な瞳が備わっていたのだ。

「……わかりました。それが我が君の御ぎよ意いとあらば、私ごときに異議などございません。すぐに準備させましょう」

　一方、突とつ如じよ、出現した眼球にも、男は顔色一つ変えなかった。よく訓練された執事を思わせる落ち着き払った口調で、ますます勢いを増して泡立つ水面に語りかける。

「現地の協力者とは今晩にも接せつ触しよくできるよう手配しておきました。例の〝遺い跡せき〟の封ふう印いんについても〝人形遣つかい〟がサンプルをもとに、解除プログラムを準備しております。ですので、遅おそくとも一両日中にはかの地にご案内できるかと……それでよろしいでしょうか、我が君？」

　その瞬しゆん間かん、沸騰が止まった。

　いつの間にか、水面からはあの眼球が消えてしまっている。あとには、あの黒い液体が光こう沢たくを放っているだけだ──いや、違ちがう。

　ゆらり、と水面が揺ゆらいだ。

　それはさきほど、眼球が浮かび上がったときとよく似ていたが、今度は大きく盛り上がったかと思うと、穴の縁に覆おおい被さった。やや間かん隔かくを置きもう一本、跪く男のすぐ足下に。

　それは、二本の手だった。漆しつ黒こくの液体からなる、長い指を備えた人間の手。さらに、それらはあたかも苦く悶もんするかのように小刻みに震えつつも、のろのろと指を動かして前進を始めた。まるでそれ自体が生物であるかのような奇き怪かいな歩行とともに、手首が、腕うでが、そして肩が、水面下から濡ぬれそぼつ姿を顕あらわし始める──ゆっくりと、だが、確実に。

　完全なる静寂しじまの中、やがて、それは這はい上がってきた。







　　　　第一章：北の王国





──主よ、その王国もあなたのものです。

（歴代志略上二十九章十一節）






　　　　Ⅰ




　今夜のヒースロー空港のＶＩＰ専用ラウンジは、一いつ般ぱん客きやくを完全に締しめ出していた。

　ふだん、ロンディニウムの正面玄げん関かんともいうべきこの国際空港は、大陸に向かう旅客やアルビオンに到着した遠来の外国人で昼夜を問わず賑にぎわっている。それはこのＶＩＰだけが出入りできる送そう迎げいラウンジも例外ではなく、連日、高級スーツの企き業ぎよう家かや貴族たちで混雑しているはずだ。しかし、この夜ばかりは、そんな彼らの影かげすら見あたらない。

　だが、一般客の姿がないからといって、ラウンジが無人というわけではなかった。

　彼らに代わって広間を埋うめ尽つくしていたのは、ネイビーブルーの軍服を纏まとった目つきの鋭するどい男たちと記章を袖そでに巻いたマスコミの群れだ。〝タイムズ〟〝イングランド・ジャーナル〟〝ストランド・マガジン〟……日刊週刊を問わず、アルビオンを代表する一流の記者たちが鋭い目でカメラや蓄ちく音おん機きをライフルのようにかまえている。その射列が狙ねらっているのは、軍服たちの中央、にこやかな微び笑しようを湛たたえた、尼に僧そう服の少女だ。

「──このアルビオンに来ることは、私わたくしの長い間の夢でした」

　少女は頭巾コイフからこぼれた赤毛をかきあげると、目を伏せた顔に可か憐れんな微笑ほほえみを浮かべた。記者たちの切る無数のシャッターの間隔さえ計ったような絶ぜつ妙みようのタイミングで、静かに口を開く。

「こうしていま、その夢がかなったことを、私は主に感謝しています。そして、私をこの地にお招きくださった女王陛へい下かが、一刻も早くご平へい癒ゆされんことを祈いのってやみません……ああ、主よ。恩おん寵ちようを陛下のうえに垂れられたまえ。エィメン」

「〝イシュトヴァーンの聖女〟におうかがいしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

　両手をあわせた尼僧にそんなことを尋たずねたのは、最前列でメモ帳を広げた年配の紳しん士しだった。アルビオンでも最高の格式を誇ほこる〝タイムズ〟の社章を襟えりにつけたその男は、社交的な笑え顔がおをつくると丁てい寧ねいな口調で尋ねた。

「先日、ローマの発表したあなたのプロフィールによれば、お父上は我が国の出身だとか。つまり、アルビオンはあなたの第二の故郷といえるわけですが、それについてのご感想は？」

「それについてはちょっと複雑な気持ちです」

　記者の問いに、青金ラピス石色ラズリの瞳ひとみがやや憂うれいを帯びた。喪うしなわれた者たちを思い出しているのか、どこか寂さびしげに胸の前で手を組む。

「あた……私わたくしの家族は、私を拾って育ててくれた聖マーチャーシュ教会のみんなです。その思いはいまも変わっていません。でも、その人たちから、ずっと聞かされてきました。私わたくしの父はアルビオンの人間だと……そのせいでしょうか。今夜、実際にこの地を踏ふんで、まるで久しぶりに我が家に帰ってきたような気がしています。ええ、確かにここは私の故郷みたいですわ」

「──お帰りなさい、シスター・エステル・ブランシェ。長旅、お疲つかれさま」

　キザっぽいウインクに、無数の手を叩たたく音が重なった。記者たちがいっせいに拍はく手しゆを始めたのだ。〝聖女〟の警護を務めているネイビーブルーの軍服たち──王国ロイヤ海軍ル・マ海兵隊リーン第二十八連隊の猛も者さたちすらも、尼僧を見やった厳しい表情をこころなしか緩ゆるめている。

（……さて、最初の摑つかみとしてはなんとか合格というところかしら？）

　周囲の友好的な反応を観察しながら、尼僧──シスター・エステルは胸の内で独りごちた。

　実際のところ、記者たちの反応はアルビオン人が聖職者に接する態度としては例外的なまでに親しげなものと言えた。なにしろアルビオンといえば、伝統的に教会に対して距きよ離りを置くことを国こく是ぜとしており、教皇ヴアチ庁カンに対してもたびたび反はん抗こう的な態度をとってきた北の強国だ。いかに事前に根回しをして、教会に非協力的な新聞社は会見から弾はじいてあったとはいえ、そんな国のマスコミ相手にこれだけの好意的な反応を引き出せたのだから、〝聖女〟に生まれ変わってわずか四ヶ月目の小こ娘むすめとしてはまずまずの出来と言うべきだったろう。ローマからの空路、この質疑を想定したシミュレーションをみっちり繰くり返してきた甲か斐いもあったというものだ。

　軽い満足感とともに、エステルはイヤリングを軽く弾いた。他人の耳には入らぬよう、口の中だけでこっそりと囁ささやく。

「いまの会見、お聞きになってましたか、シスター・ケイト？」

〈うかがってましたわ、シスター・エステル。ええ、ずいぶんといい調子ですわよ。猛もう練れん習しゆうしただけのことはありましたわね〉

　電波の状態が悪いのだろうか。イヤリングの向こうで笑った女の声にはかすかにノイズが被かぶっていたが、内容そのものは明めい瞭りようだった。シスター・ケイト──今回のエステルのアルビオン訪問にあたって、国務聖省から随ずい行こうしてきたたった一人の派は遣けん執しつ行こう官かんは、妹の学芸会に出席した姉のような口調で尼僧の言動を賞賛した。

〈マスコミ相手の第一印象としてはベストのものを演出できたと思いますわ。あとは今夜のパーティーですわね……それさえ切り抜ぬければ、明日には教皇聖下やその他ほかの聖職者の方々もいらっしゃいます。それまでお独りで大変かとは思いますけど、なんとか頑がん張ばってくださいまし〉

「……努力します」

　マスコミの質問も一段落している。相変わらず顔には笑みを貼はり付けたまま、エステルは先せん輩ぱい尼僧の言葉に生返事した。

　三月も下げ旬じゆんともなるのに、夜気はいまだ肺を刺さすような冷たさを備えていた。おまけに窓の外はひどい霧きりだ。いくら濃のう霧むがロンディニウム名物といってもこれほどひどい霧はそうないのではないか。日にち没ぼつと同時に北海から這はい上がってきた冷たい水蒸気が、道路といわず、建物の間といわず、びっしり垂れ込めてしまっている。駐ちゆう機き場じようには〝アイアンメイデンⅡ〟もその巨きよ体たいを横たえているはずなのだが、夜よ闇やみと霧のせいでその影すら見分けられない。

「故郷、か……」

　その寂しげな夜景に目をやりながら、エステルはふとため息をついた。父の国に赴おもむくことは幼いころからの夢だったはずなのだが、いざこうして訪おとずれてみると、心浮うき立つものが何もない。

　一つには、実父がこの国の出身だというのは、養母であったヴィテーズ司教に聞かされたというだけに過ぎず、そのほかの縁えんはこれまで何もなかったということにあるだろう。それに今回、この地に来たのは物見遊ゆ山さんなどではなく、現在、危き篤とく状態にあるアルビオン女王の見み舞まいという重大な任務のためだ。エステル自身は、明日来る教皇その人の付き添そいを務めるだけとはいえ、重大な聖務であることには変わりない。まして今回は、常に教皇の外遊に付き添っている国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァがいない。昨年、イシュトヴァーンでひいた風か邪ぜがまだ抜けきっておらず、ミラノで静養中の上司の代理として、教皇の介かい添ぞえを務めねばならない責任は大きい。

　もっとも、これらの現実上の問題も、いまエステルが抱かかえている憂ゆう鬱うつな気分に比べればちっぽけなものだったかもしれない。

（〝聖女〟ねえ）

　そこかしこに貼られたポスターの中で笑っている尼僧の顔と、そのうえに掲かかげられたキャプション──〝イシュトヴァーンの聖女、ロンディニウムに!!〟──をエステルは横目で睨にらんだ。

　昨年、イシュトヴァーンで起こった〝吸きゆう血けつ鬼きによる〟教皇暗殺未み遂すい事件から四ヶ月──エステルにとってはすでに一生分にも匹ひつ敵てきする目まぐるしい時間が経たったというのに、〝イシュトヴァーンの聖女〟の名はいっかな人々の記き憶おくから消えてはいなかった。いや、それどころか日を追うごとにその知名度はいや増してさえいる。

『ハンガリア侯こうの暴ぼう虐ぎやくからイシュトヴァーンを救った尼に僧そうが、忌いまわしい怪かい物ぶつの毒どく牙がにかかろうとした教皇と枢すう機き卿きようを救った』──事件直後、さまざまな尾おひれに飾かざられた英えい雄ゆう譚たんはマスコミによって諸国の隅すみ々ずみまで報じられ、大きな反はん響きようを呼んだ。

　ラジオ、新聞、演劇、映キネマト画グラフイー……この時代に普ふ及きゆうするあらゆる媒ばい体たいが、あの冬の街で起きた〝事実〟と聖女の〝偉い業ぎよう〟について語っているのだ。その勢いは四ヶ月を経てなお衰おとろえることを知らず、マスコミの報道はますます過熱ぶりを増しつつある。

『時代が閉へい塞そくしているためだとボクは思うネ』

　この現象についてそんな解かい釈しやくを下したのは、広報聖省のボルジア枢機卿だったか。あれは確か、エステルをモデルにした映画を作るという話が持ち上がったときだ。マスコミにニュースソースを提供し、〝聖女〟のイメージ戦略を担当している教皇庁きっての情報通は、世間が見せる予想以上の反応をこんなふうに分ぶん析せきしてみせたものだ。

『〝大災アルマゲ厄ドン〟から千年、〝暗黒ダーク時代エイジ〟からもン百年……時代も人間も、もううんざりしてるんだと思うヨ。昨日と同じ今日、今日と同じ明日にはネ。だから、彼らはそれを破ってくれる英雄を欲ほつしているんだ──男とか女とか、そんなことは関係なくネ』

「迷めい惑わくな話よね……」

　口の中で呟つぶやくと、重々しいキャプションを掲げたポスターに、エステルはなんとも歯は痒がゆげな視線を向けた。

　こうして、自分が持ち上げられているのを見るたびに、じっとりした不快感に襲おそわれる。

　本来なら、自分はこのような栄光を受けるべきではないのだ。多くの愛する者を死なせながらものうのうと生き延びている自分が、こともあろうに聖女などという金きん無む垢くの偶ぐう像ぞうに祀まつり上げられている皮肉には、屈くつ辱じよくさえ覚える。いちいち外出するたびに顔を隠かくさねばならない不便さや、多くの時間を教会に拘こう束そくされている煩わずらわしさがさらに苛いらつきに拍はく車しやをかける。

　しかも、その気持ちを孤こ独どくに抑おさえ込まねばならない。昨年来、連日、数十人もの人間が〝聖女〟に会いに来るが、愚ぐ痴ちを言える相手は一人もいない。もしエステルが抱え込んでいる本音をわずかでも口にしようものなら、とんでもない騒そう動どうが起きることだろう。懊おう悩のうそのものも辛つらいが、それをたった一人、抱え込んでいくことがこれほどきついことだとは思わなかった。これまでの人生もけっして楽ではなかったはずだが、それでも愚痴を聞いてくれる相手が近くにいた。だがいまは──

「あ、そうそう……そういえば、ナイトロード神父はお元気かしら？」

　護衛の兵士がマスコミに今後の予定を説明しているのを遠く見やりながら、エステルはふと呟いた。ありったけのさりげなさを総動員して、無線機の向こうに尋たずねてみる。

「あの方とはイシュトヴァーン以来お会いしていませんけど、その後、元気にやってらっしゃるんでしょうか？」

〈神父アベルですか？　ええ、もうぴんしゃんしてらっしゃいますわよ。それはこっちがむかつくほど……『憎にくまれっ子世にはばかる』っていうのは本当なんですわねえ〉

　エステルの気持ちに気づかなかったのか、それとも気づかないふりをしてくれたのか、ケイトは質問に乗ってきてくれた。スフォルツァ枢機卿の秘書役を務める〝アイアンメイデン〟は国務聖省全職員の動静を把は握あくしている。人事に関しても、その知識は広こう汎はんなものだ。

〈そういえば、いまあの方、ロンディニウムにいらっしゃるんじゃなかったかしら？　ほら、先月、オーブリッジ司祭の起こした不ふ祥しよう事じが発覚したじゃないですか。あれを解決するために、もう一人の派は遣けん執しつ行こう官かんと組んで、この街でお仕事中だったはずですわよ〉

「先月の不祥事というと……ああ、王宮付の司祭が、王宮から機密書類を盗ぬすみ出した件ですわね？　へえ、いまはあの事件を担当してらっしゃるんですか」

〈ええ、なにしろ、王宮付司祭が賭と博ばくで借金を拵こしらえたあげくに、王宮公文書室の書類を売り飛ばそうと企たくらんだんですからね。教皇庁としては可能な限り内密に解決を図りたいということで、派遣執行官を差し向けたんです。そういえば、そろそろ逮たい捕ほが間近って聞きましたわね……無事にお仕事が終わったら、一度、あなたのところに顔を出させましょうか〉

「い、いえ、そんな。お忙いそがしいのに悪いですわ……」

〈悪いことなんてありませんわ。仕事が終わったら、どうせ報告書書くぐらいしかないんですから。それに神父アベルのことですから、あれ以来、手紙なんてよこしたことないんでしょ？　滅めつ多たに近くに来ることなんてないんですから、一度ぐらい呼びつけてやった方がいいんです〉

「は、はあ……」

　ハエ取り紙にくっついたショウジョウバエのことでも話題にするようなケイトの口調に、エステルが思わず気け圧おされたとき。

「──お待たせしました、シスター・エステル・ブランシェ。アルビオンにようこそ」

　エステルの耳を叩たたいたのは、きりっと語ご尾びをあげるハスキーなアルビオン語だった。

　目をあげれば、ネイビーブルーの軍服に身を包んだ背の高い女性が、一団の兵士たちを従えてこちらに歩いてくるところだ。オレンジ色の髪かみをきっちりと結ゆい上げた年の頃ころは二十代も半ばといったところだろうか。女にしては珍めずらしいほどの長身はぴんと背筋が伸のびており、律動的な歩調で軍ぐん靴かを鳴らすその姿は颯さつ爽そうとしておよそ非の打ち所がない。ほどなくエステルの前まで来た女性士官は軍ぐん帽ぼうをとると、敬礼とともに名乗った。

「遅おそくなって失礼しました。小官は、今回、〝イシュトヴァーンの聖女〟の護衛を担当させていただきますアルビオン王国ロイヤ海軍ル・マ海兵隊リーンメアリ・スペンサー大たい佐さです。外に車を用意しておりますので、どうかご一いつ緒しよください。王バツキ宮ンガムまでご案内させていただきます」

「あ、よろしくお願いします」

　頭二つ分近く高いところで爽さわやかに笑った女性士官に対し、慌あわててエステルは会え釈しやくした。士官が護衛につくという話は確かに聞いていたが、こんな若い女性とは思わなかった。だが、この若さで大佐という高位にあることからして、きっとよほどの名門の出なのだろう。そう思って見やると、やや面おも長ながの顔立ちは典型的なアルビオン貴族のものだ。しかも記者たちまで、この女性士官のことを知っていたらしい。例外なく、驚おどろいたような表情になっている。
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「スペンサー大佐、あなたが聖女の護衛を担当されるのですか？」

　他ほかの記者たちと同様、意外げな表情で質問を投じたのはさきほどのタイムズの記者だ。傍かたわらのカメラマンに写真を撮とるよう身み振ぶりで命じながら、自分はメモ帳に速記のペンを走らせる。

「あなたほどの大物が護衛につかれるということは、王国政府としても、今回の聖女の訪問をかなり重大なものと認にん識しきしていると見てよろしいわけですね？」

「小官は一いつ介かいの軍人ですわ、ミスター・ノリス。命令があったから、それに従ったまでです」

　記者とは顔見知りらしい。唇くちびるの端はしに社交的な微び笑しようを溜ためると、女性士官はそつのない答えを返した。聖女を報ほう道どう陣じんのカメラから庇かばうように立ち位置を変えながら、やや声を高める。

「さて、紳しん士し諸君も質問されたいことはまだ山ほどあると思いますが、聖女さまはお疲つかれのご様子。明日には、ローマより教皇聖下もご到とう着ちやくになられますし、明晩にはバッキンガム宮きゆう殿でんで記者会見も開かれます。質疑はそのときにされることにして、今夜はこのぐらいで聖女さまを休ませてあげてください……はるばる万里の波は濤とうを越えてこられた淑しゆく女じよを質しつ問もん攻ぜめにして放さないとあっては、アルビオン騎き士し道どうの恥はじかと思いますが、いかが？」

「これは失礼しました、スペンサー大佐。あなたのおっしゃるとおり」

　女性士官の言葉に記者は恐きよう縮しゆくしてみせた。もともと、タイムズは政府寄りの御ご用よう新聞として知られている。如じよ才さいない笑えみとともに、聖女に恭うやうやしく会釈する。

「ともあれ、シスター、アルビオンにようこそ。我らはあなたの来訪を歓かん迎げいしますよ」

「ありがとうございます」

　こちらも人を逸そらさない笑みを拵え、エステルは出口に向かって歩き始めた。傍らのスペンサー大佐がそっと彼女の背中を押したのだ。

「では参りましょう、シスター・エステル。王宮まで、車で五十分というところです」

　オレンジ色の髪の女性士官は促うながされるままに歩き始めたエステルの後方に影かげのように寄り添そうと、そっと囁ささやいた。

「二十時からは王宮主しゆ催さいの晩ばん餐さん会かいが催もよおされますが、もう少し、時間がありますね。なんでしたら、軽いものでも摂とっておきますか？　パーティーではけっこう忙しいことになると思います。食事を摂られる暇ひまはないかと」

「じゃあ、軽くトーストでも。ありがとうございます、大佐。いろいろお気き遣づかいくださって」

「私のことは、〝メアリ〟でかまいませんよ、シスター・エステル」

　一見したところは若じやつ干かん冷たい印象を与あたえる口元を優やさしげに綻ほころばせ、女性士官は一生懸けん命めいに表情を作っている聖女に囁いた。

「それと、車に乗ったら報道陣は遠ざけますから、その作り笑いもやめてくださってけっこうですよ……まだ、アルビオンにどれぐらい滞たい在ざいすることになるかわからないんですもの。いまからそんなに気を張っていると、保もちませんよ」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、脚あしをもつれさせかけてしまい、慌あわててエステルは踏ふみとどまった。そんな尼僧の顔を、頭二つ分ほど高いところから空色の瞳ひとみが見下ろしている。かすかに笑みを含んだ視線は、にわか仕込みの〝聖女〟の内心などすべてお見通しのようだ。ただ、悪意は持っていないのか、囁きはどこか妹を気遣う姉のような優しいものを湛たたえていた。

「〝聖女〟商売が楽じゃないことぐらい、私も十分推察しているつもりです……アルビオン滞在中は、できるだけ気持ちよく過ごせるよう努めますから、あなたも力を抜ぬけるところは力を抜いてくださいね、聖女さま」

「あたしのことは〝エステル〟でけっこうです、メアリ……さん」

　ラウンジの左右で焚たかれるフラッシュの間をゆっくり移動しながら、エステルは少しだけ気弱げな微笑を背後に向けた。

「本当にありがとう。気を遣ってくれて」

「どういたしまして。さ、では参りましょう」

　再び優しく背中を押され、エステルは出口に向かって歩き始めた。外はひどい霧きりだ。露つゆの張った窓ガラスの向こうで濃のう密みつな靄もやが渦うずを巻いている。最後に、エステルは報道陣のカメラにもう一度、笑顔を向けようとしたが、ふとその目を細めた。

（……あら、あの人？）

　報道陣の最後列、黒ずくめの記者に尼僧は視線を吸い寄せられた。ほっそりした体に纏まとうコートの襟えりを高く立て、鹿撃デイアスち帽トーカーを目ま深ぶかにかぶっているうえ、風か邪ぜでもひいているのか大きなマスクをつけているので顔はわからない。しかし、身ごなしからしてまだ若いようだ──だが、エステルの目を引いたのは彼の背格好ではなかった。

　男は、肩かたから大きなカメラ鞄ボツクスを提さげていた。カメラマンなのだろうか？　だが、なぜかカメラをかまえず、手には他の記者のようにノートと鉛えん筆ぴつを持っているだけだ。しかも、ノートはまだ真新しく、使われた形けい跡せきもない。なのに、ページの中ほどを開いているのはなぜだ？

「変ね、あの人……」

「どうされました、シスター・エステル？」

　小首を捻ひねったエステルに尋たずねたのはメアリだった。空色の瞳をわずかに細めて囁きかける。

「なにか、まだ記者と話したいことでも？」

「いえ、違ちがいます。ただ、あそこの人が──」

　視線で問題の記者を指し示そうとしたエステルだったが、それは果たせなかった。

「──お、おい、あれはなんだ!?」

　ちょうどそのとき、ラウンジに驚きよう声せいがあがったのだ。数人の記者が、驚いたように目を剝むいて出口の方を見やっている。エステルもまた釣つられるようにそちらに目をやって、

「……なに、あれ？」

　ぽかんと口を開いた。

　人間というものは、あまりに意外なものを見た瞬間に思考が停止してしまうものらしい。

　最初、エステルの目を奪うばったのは、霧の帳とばりからぬっと現れた二頭の黒馬だった。ついでその後方、不ふ吉きつな葬そう儀ぎ用の箱馬車の車体とその御ぎよ者しや台だいで必死に鞭むちを揮ふるっている僧服を纏った中年男の姿が視界に入る──だが、はっきりと確かく認にんできたのはそこまでだ。

　まっしぐらに扉とびらに向けて走ってきた二頭立てブル箱馬車ームが、次の瞬間、窓ガラスを粉々に破って突つっ込んできたときも、エステルはいまだ呆ぼう然ぜんと突っ立ったままだった。その目をぎょっと瞠みはったのは、暴走する馬車の屋根に必死の形相でしがみついた人ひと影かげを目もく撃げきした瞬間である。

　ひょろりとした長身に、すっかり着古した僧衣カソツクと摺すり切れたケープ。王おう冠かんのように輝かがやく銀ぎん髪ぱつはおさまり悪くあちこちに跳とびはねていて──

「あれって……まさか……ちょっと、なんでこんなところにいるのよ、あの人!?」

「──エステル、危ない！」

　とっさに女性士官が肩を摑つかんで退さがらせていなければ、エステルの頭は突とつ進しんしてきた馬車にひっかけられていたかもしれない。高速で回転する車輪が鼻先をかすめて行き過ぎる。その車しや蓋がいで、目から涙なみだを、鼻から鼻水をほとばしらせながら甲かん高だかい声で喚わめいたのは件くだんの人物だ。

「だ、誰だれか、たぁすけてえっ！」

　世にも哀あわれなその声が、御者席に届かなかったはずはない。だが、御者席に座ったいま一人の神父はいっかな車を止めようとはしなかった。いやそればかりか、鞭を揮って馬車の速度を上げたではないか。馬車はラウンジを扇おうぎ状じように駆かけ抜けて転進すると、悲鳴をあげる記者たちの間に、狂くるったような速度で再突とつ入にゆうしてきた。

「……あ、い、いけない！」

　エステルは悲鳴をあげた。馬車がこちらに向かって転進したからではない。馬車の行く手に人影を見つけたからだ。とっさのことに逃にげ遅おくれたのだろうか、さきほどの鹿撃ち帽の記者が、床ゆかに転がったカメラボックスを抱かかえ上げようとしているではないか。そこに、猛もう然ぜんと馬車が突進する。

「──エステル、だめです！」

　制止の声を背中に聞いたときには、エステルは猛然とダッシュしていた。身がすくんで動けないのか、それとも錯さく乱らんしているのか、カメラボックスの側そばにうずくまったままの鹿撃ち帽の背中にタックル。小さな声をあげた記者を弾はじき飛ばすと、抱だきつくように一いつ緒しよに床を転がる──直後、背中をかすめて疾しつ走そうする馬車が行き過ぎた。カメラボックスを蹄ひづめにかけて通過した馬車は、悲鳴をあげる神父をぶらさげたまま、再度、出口を走り抜けようとしたが──

「ぬ、ぬわわわわわあっ！」

　一つの銃じゆう声せいに、世にも情けない叫さけび声が重なった。

　馬車に貼りついた神父が、悲鳴をあげたのだ。そのときには、右の前ぜん輪りん軸じくを撃うち抜かれた馬車は激しく傾かしいでいる。顔をあげたエステルがやや離はなれたところで軍用回転拳けん銃じゆうをかまえる女性士官を目撃したときには、銃口は次の閃せん光こうを吐はき出している──今度は右の後輪。

　神かみ業わざ的連射が、馬車から完全にバランスを奪うばった。それでも疾走の勢いは数メートルの距きよ離りを走らせたが、結局自重を支えかねたらしい。大音おん響きようとともに横転する。車蓋にしがみついていた神父も、御者席で鞭を揮っていた神父も、二人揃そろって車体から放り出される。

「ナ、ナイトロード神父！」

　そのときには、魔ま法ほうが解けたようにエステルも我に返っていた。横転した馬車からこぼれて床に散乱した大量の紙──何かの書類だろう。細かな字がびっしりと印字されている──に足を取られながらも、床で目を回している銀髪の神父のもとに駆け寄る。

「だ、だいじょうぶですか、ナイトロード神父!?」

「あ、あれえ、不思議だなあ……」

　大の字の姿勢からむっくり頭だけをもたげると、銀髪の神父は罅ひびの入った眼鏡めがねを押し上げた。どこか明後日あさつての方に焦しよう点てんの合っていない目を向けながら、ぶつぶつと呟つぶやいている。

「なんで、エステルさんの幻げん覚かくが見えるんだろう……おお、主よ、なんだかあなたが作られた世界が回っています……」

「シスター・エステル、これはどういうことです!?」

　訝いぶかしげなハスキーボイスが跪ひざまずくエステルの背中にかかった。やはり走ってきたメアリが拾い上げた書類とエステルの側で目を回している神父を不ふ審しんげに見比べている。

「この書類は、先日、王宮の公文書室から盗とう難なんにあった機密文書です……その神父はお知り合いのようですが、いったい何者です？　まさか、件の賊ぞくですか？」

「あ、いえ、この人は違います」

　慌あわててエステルは首を振った。依い然ぜん、呂ろ律れつの回らぬ声で全能の主に苦情を申し立てている神父を庇かばって手を広げる一方、やや離れたところで失神している、いま一人の神父に顎あごをしゃくる。

「たぶん、機密文書を盗ぬすんだのは、あちらの司祭じゃないでしょうか。この人は彼を追っていたんです……あ、紹しよう介かいさせていただきます。彼はアベル・ナイトロード。教皇庁の命令で事件の調査にあたっていた、国務聖省職員です」

「ああ、そういえば、国務聖省から神父が派は遣けんされてきているという話は聞いております。では、この方がそうでしたか」

　ようやく納なつ得とくしたように女性士官は頷うなずいた。その間にも、兵士たちはてきぱきと動いては、記者を遠ざけ、床に散らばった文書を回収している。そのいかにもプロらしい働きぶりにエステルはしばらく見入っていたが、その目をふと、やや離れたところに落とした。床に転がったカメラボックスの傍かたわら、うずくまったままの人ひと影かげに歩み寄る。

「……あの、あなた、だいじょうぶでしたか？」

　すっかり変形してしまったカメラボックスの蓋ふたをこじ開けようとしている人物に、エステルは心配げな声をかけた。

「さっきは突つき飛ばしたりしてごめんなさい。お怪け我がはありませんでしたか？　なにか、あたしにできることは？」

「……ちっ、余計な真ま似ねをしやがって！」

　ほとんど吐き捨てるように答えると、鹿しか撃うち帽ぼうの記者はそっけなく背を向けた。へしゃげたボックスを大事そうに抱えると、そのまま足早に立ち去ろうとする。

（余計なこと？）

　仮にも助けた相手の台詞せりふとしてはいささか場違いな言葉に、エステルは一いつ瞬しゆん、目を瞬しばたたいた。が、すぐに我に返って、相手が肩に担かついでいるボックスのストラップを摑つかむ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　お詫わびを言わせてください。あちらの騒さわぎは、あたしの知り合いが起こしたものなんです。怪我などなさっているのでしたら、手当てさせてください」

「お、俺に触さわるな！」

　鹿撃ち帽の下の目に、慌てたような光が走った。エステルに摑まれたボックスを引っ張ると、距離をとろうとする。その力は、エステルが思わず体を泳がせてしまったほど強い。

「あ！」

　が、エステルが思わず声をあげたのは、強引に引っ張られて危あやうく倒たおれかけてしまったせいではない。小さな金属音とともにボックスの蓋が開いたのだ。だが傾かたむいたボックスから転げ落ちたのは写真機ではない。勢いよく床ゆかに叩たたきつけられたのは二本のワインボトルだ。

「し、しまった！」「ご、ごめんなさい！」

　二つの狼ろう狽ばいの声があがる間にも、ガラスの砕くだける音を伴ばん奏そうに、ボトルの中身は勢いよく床にぶちまけられている。タイルの上で、透とう明めいの液体と白く濁にごった色水が小さなプールを作り、それを目にした鹿撃ち帽が世界の終わりでも目もく撃げきしたような声で呻うめいた。もちろん慌てたのはエステルも同様だ。急いで跪くとボトルを拾い上げようとするが、次の瞬間、むっとする臭においにその手を止める。

「……なに、この臭い？」

　立ち昇のぼる二種の刺し激げき臭しゆうは、どこかで嗅かぎ覚えがあるものだった。突き刺さすような臭いはガソリンかベンゼンだ。そしてもう一方、レモン汁じるを何百倍にも濃のう縮しゆくしたような強い香かおりはなにかの酸、おそらくは希塩酸か硝しよう酸さんだろう。両者とも比ひ較かく的容易に手に入るものだが、公共の場所に持ち込むことはどこの国でも厳禁とされている。なにしろ、これらを一定の比率で混ぜ合わせたものは、極きわめて強力な燃焼力を持つのだ。しかもよくよく見れば、割れた二本のボトルに、なにやら時計のようなものがコードで結びつけられているではないか。強燃性の液体に時限装置タイマー──この組み合わせは、エステルもパルチザン時代に作ったことがある。

「これって……ば、爆ばく弾だん!?　あなた、いったい!?」

「──動くな、てめえら！」

　エステルがうわずった声をこぼした直後、その喉のどは異様なまでに強きよう靱じんな力で圧あつ迫ぱくされていた。信じがたい素す早ばやさで背後に回った鹿撃ち帽が、細い腕うでを巻き付けたのだ。しかも空いている方の手は、袖そで口ぐちから小さな護身用拳けん銃じゆう──パームピストルを引き出している。

「動くなよ、兵隊ども！　ちょっとでも動いたら、この娘むすめのド頭タマをぶち抜ぬくぞ！」

「──各員、動くな」

　とっさに銃をかまえた兵士たちと悲鳴をあげた記者たちを、メアリの落ち着いた声が抑おさえた。女性士官は右手を水平に伸ばして周囲を制すると、抑よく制せいの効いた表情を鹿撃ち帽に向けた。

「何者か知らないが、こんなところで暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こしても無益なだけだ……即そつ刻こく、シスターから離はなれたまえ。彼女を解放すれば、我々も紳しん士し的に行動することを約束しよう」

「約束だと？　はっ！　貴様の約束など信用できるもんかよ、メアリ・スペンサー大たい佐さ……いや、〝ブラッディ・メアリ〟！」

　マスクのせいで鹿撃ち帽の声はくぐもってはいたが、憎ぞう悪おと瞋しん恚いの響ひびきは聞き間ま違ちがえようがなかった。多勢に無勢で自や棄けになっているのか、それとも何か策があるのか、エステルのこめかみに拳銃を押しつけたまま、憎にく々にくしげに言い放つ。

「ベルファスト鎮ちん圧あつ戦のときの、貴様てめえの武勇伝はよく知ってるぜ！　講和の甘い言葉に騙だまされ、降参したあとで皆みな殺ごろしにされたかわいそうな反乱軍の話はよ……『紳士的に行動する』だと？　はン、よくもほざけたもんだぜ！」

「……君は反乱軍の残党か？」

　鹿撃ち帽の糾きゆう弾だんにも、メアリの顔色は毫ごうも変わらなかった。右手は兵士たちを制したまま、最前までとまったく同じ調子で台詞を継つぎ足す。

「では、ひょっとして私を暗殺に来たのか？　だがそれならば、シスター・エステルは関係あるまい。彼女を放して、私を撃うつがいい」

「ああ、そうしたいのはやまやまだがな。だが、そうしたら、次は俺が蜂はちの巣にされちまう。そいつはごめんこうむりてえ」

　鹿撃ち帽の声に腹立たしげな響きが混じった。エステルのこめかみに押し当てた凶きよう器きに指を沿わせながら、テロリストは忌いま々いましげに舌打ちした。

「〝ブラッディ・メアリ〟を殺やり損そこねたのはちょいと残念だが、今夜の収しゆう穫かくは〝イシュトヴァーンの聖女〟で我が慢まんするさ……おら、来い、小こ娘むすめ！」

　乱暴な力が、エステルの首に加わった。彼女を盾たてにしたまま、鹿撃ち帽が移動を始めたのだ。息を詰つめていた記者たちがいっせいに道を空ける間を、ラウンジの出口に向かって後退してゆく。ガラス扉とびらをくぐれば、すぐそこは、市内に向かう乗り合オムニい馬車バスやタクシーの乗車場になっている。車で逃とう走そうするつもりだろうか？

「く、車で逃にげようたって無む駄だよ……すぐに追いつかれるわ！」

「こりゃ、お気き遣づかいどうも、聖女さま。だが、こっちもちゃんと考えてあるのさ」

　エステルの忠告を嘲ちよう笑しようで返すと、鹿撃ち帽は背中を使ってガラス扉を押し開けた。ここにいたってようやく銃を抜いたメアリと兵士たちが迫せまってくるのを嗤し笑しようで眺ながめつつ、小さく口笛を吹ふく──一いち陣じんの突とつ風ぷうがその頭上から吹きつけてきたのは、まさにその瞬間だった。

「なっ……!?」

　轟とどろいたのは、不ふ吉きつな爆ばく音おんだった。思わず上方を仰あおぎ見たエステルの視界に最初に映ったのは、霧きりのスクリーンを通して浮うかび上がった銀色の円えん盤ばんだ。今日は満月なのだろう。月はくっきりとした真円を描えがいており、霧越ごしに見ても美しい。だが、その中に穿うがたれた、何やら不格好な黒こく影えいがある──あれは？

「お、おい……あれ、突つっ込んでくるぞ！」

　兵士の一人が悲鳴のような声をあげたが、それは雷らい鳴めいのような爆音と強風に搔かき消された。怪かい影えいが、落下するような勢いでこの乗車場めがけて急降下してきたのだ。それが、機体の後方に一基のプロペラ、上方にローターを備えた飛行オート機械ジヤイロだとわかったときには、金属製のハチドリは地面に激げき突とつする寸前、機首をあげて水平飛行に移っている。

「いかん、こちらに来る……全員、退さがれ！」

　メアリの指示が下ると同時に、兵士たちは飛び出してきたばかりのラウンジに転がりこんでいた。一方、オートジャイロは並んでいた自動車や辻つじ馬車を風で吹き飛ばしながら地面すれすれを突進してきたが、建物に激突する寸前、急制動がかかる。常識からすれば、到とう底てい、操縦者が耐たえられるはずもない無理な機動であったが、この場合に限ってはそれを心配する必要はなかったろう──操縦席には人がおらず、不格好なカメラが据すえ付けてあるだけだ。

「馬ば鹿かな、自動オート制コント御ロールだと!?　こんな遺失ロスト技テクノ術ロジー……いったい、どこの国の機体だ!?」

「へっ、あばよ、間ま抜ぬけども！」

　兵士たちの間からあがった呻うめきをよそに、鹿しか撃うち帽ぼうは上空の飛行機械から垂れた縄なわ梯ばし子ごを摑つかんでいた。尼に僧そうの首に巻いた腕はそのまま、片かた腕うでと両足を巧たくみに使って梯子にしがみつく。

「貴様らの大事な〝聖女〟はもらっていくぜ！　せいぜい、悔くやしがるんだな！」

「──撃つな！　聖女に命中あたる！」

　空に浮かんだテロリストに、ほとんど条件反射のように向けられた銃口をメアリの叱しつ咤たが叩たたいた。女性士官はなおも何か叫さけんでいたが、エステルの耳に届いたのはそこまでだ──オートジャイロがエンジンの回転をあげるや、再び上じよう昇しようを始めたのだ。この時代、列強の正規軍でさえようやく試験的に採用を始めたばかりの小型機は低く溜たまっていた霧を抜け、軽やかに夜空に舞まい上がった。その間にも、高速回転するプロペラが巻き起こした強風が、耳を覆おおうこともできぬエステルの鼓こ膜まくを乱打する。
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「おい、気絶するなよ！　死にたくないなら、しっかり摑まっておけ、イシュトヴァーンの虐ぎやく殺さつ者しや！」

　硬かたく身を強こわ張ばらせているエステルの恐きよう怖ふを楽しんでいるのだろうか。鹿撃ち帽は、凱がい歌かをあげるように笑った。地上で、みすみす聖女を奪うばわれた兵士たちが地じ団だん駄だ踏ふんでいるのを見下ろし、さも愉ゆ快かいげに哄こう笑しようする。

「ま、どうしても自殺したいってんなら止めねえけどな……なんなら、あの真ん中に落ちてみるかい？　奴やつらがどんな顔をするか、楽しみだぜ！」

「あ、あなた、何者なの!?」

　巻き起こる風のせいで、ほとんど目を開けていられない。苦労して呼吸しながら、エステルは必死で怒ど鳴なった。このまま沈ちん黙もくしているのは怯おびえていると思われそうで、癪しやくだったからだ。

「スペンサー大たい佐さはあなたのことを反乱軍の残党って言ってたけど、そうなの!?」

「反乱軍だと？　ああ、ある意味、そうかもな」

　この風が苦にならないのだろうか。鹿撃ち帽は肩かたをすくめたが、すぐ忌々しげに舌打ちした。ずり落ちかけていたエステルの体を乱暴に引き上げると、憤ふん懣まんに滾たぎった声で吐はき捨てる。

「だが、言っておくがな、最初に手を出してきたのは奴の方だ！　俺たちは、ずっとこの街で貴様たちと共存してきた。代々の王たちとの盟約に忠実に従ってだ……それを、あの〝ブラッディ・メアリ〟が一方的に盟約を破り、喧けん嘩かを売ってきやがった！」

「……〝貴様たちと〟ですって？」

　訝いぶかしげに、エステルは相手の言葉を繰くり返した。

　アルビオンとは関わりのない、部外者である自分に対して使うには、いささか奇き妙みような呼びかけではないか？　いやそれだけではない。妙みようといえば、最前、このテロリストは何と言った？〝イシュトヴァーンの虐殺者〟──こんな言い回しをしたのはなぜだ？　そしてもう一つ、ほっそりした体格にも拘かかわらず、軽々と片手で人一人抱かかえ上げるこの膂りよ力りよくの強さは……

（ひょっとして、この人……）

　かつて耳にした、この島国について囁ささやかれる噂うわさが、エステルの記き憶おくに浮かび上がった。

〝大暗黒ダーク時代エイジ〟以来、このアルビオンは教皇庁と肩を並べるほどに高度な科学技術を誇ほこっている。だが、教会の科学力は数々の聖人と奇き跡せきによってもたらされたものだ。一いつ介かいの世せ俗ぞく諸しよ侯こうごときがどうしてそれに比ひ肩けんしうるのか？　その理由わけ、聖界と俗ぞつ界かいでまことしやかに囁かれるこの国が抱えた暗黒、それは──

「エステルさああああああん！」

　轟く爆音と猛たける烈れつ風ぷうのさなか、その声は尼僧のすぐ横から届いた。

　思わず顔を向けたエステルの視界、そこに飛びこんできたのは見慣れた長身の影かげだ──銀ぎん髪ぱつの神父が、何か盛んに喚わめきながら、夜空に浮かんでいるではないか。

「し、神父さま!?　なんでこんなところに……まさか!?」

　異様な光景に思わず目を擦こすりかけて、尼僧はバネ仕じ掛かけのように顔を上げた。飛ひ翔しようするオートジャイロのさらに上方、星降る空を圧して、巨きよ大だいな黒影が広がっている。

「〝アイアンメイデンⅡ〟──シスター・ケイト！」

〈シスター・エステル、しっかり摑まってらっしゃいまし！　落ちないように！〉

　イヤリングから警告が聞こえたのと、飛行船からぶらさがったロープに体を結びつけた神父が拳けん銃じゆうを構えたのとはほぼ同時だった。使い込まれた旧式パーカツ回転シヨン・拳リボル銃バーの銃口が、オートジャイロのエンジン部に狙ねらいを定める。

「ダ、畜生ダムン、教会の犬め！」

　唸うなるような怒声は、エステルを抱えた鹿撃ち帽のものである。テロリストはエステルにむりやり縄梯子を握にぎらせると、空いた手でパームピストルをかまえた。

　だが、極近接戦用の護身拳銃など、この距きよ離りではものの役に立たない。双そう方ほうが激しく揺ゆれているとあってはなおさらだ。風音に軽い銃声が混じるも、弾だん丸がんそのものは神父をかすめもせず、星空に吸い込まれた。

　もっとも、激しい振しん動どうという悪条件はアベルの方も同じようなものであるはずだった。いや、ロープが長い分、向こうの方が揺れはひどかったかもしれない。しかし、銀髪の神父は落ち着いて狙いを定めていた。自分の体をロープに固定する一方、振動と彼ひ我がの速度差が合がつ致ちするタイミングを待って、ゆっくりと引き金を引き絞しぼる──高い金属音が火花とともに散った。

「こ、この距離であててきただと!?　化け物か、あいつは！」

　忌いま々いましげに舌打ちすると、テロリストは真っ黒な煙けむりを噴ふき上げ始めた回転翼プロペラを見上げた。出力の伝達系だけを正確に撃うち抜ぬかれたものらしい。機体の飛行姿勢そのものは依い然ぜん、安定しているものの、速度が目に見えて落ちてゆく。

「やべえ、このままじゃ、不時着しちまう……くそっ、踏ふん張ばれ、ポンコツ！」

　鹿撃ち帽はオートジャイロに向かって喚いたが、黒こく煙えんを吐き出す機き影えいは急速にその高度を落としつつあった。同じ回転翼機とはいっても、ヘリコプターとは違ちがって、オートジャイロの飛行原理はむしろ固定翼機のそれに近い。後方のプロペラで機体を前方に進めて生み出した気流によって上方のローターを回転させ、そこで発生した揚よう力りよくが機体を持ち上げるのだ。失速すれば、当然、揚力も失われることとなる。ヘリコプターと違って急に墜つい落らくしないのは、機体の下降で発生した気流がローターを回転させて弱い揚力を生み出しているためだ。どうやら銀髪の神父は、そこのあたりまで計算していたらしい。

「あきらめなさい！　もう逃にげられないわよ！」

　眼下の光が次第に大きさを増しつつあるのを見ながら、エステルは叫さけんだ。あれはロンディニウムだ。ヒースロー空港は王都の西方に位置するから、この機体はずっと真東を指して飛んできたものらしい。夜霧の下は瞬またたく人家の明かりで目が眩くらむほどだったが、その中央を帯状の闇やみが東西に貫つらぬいている。たぶん、あれがテムズ川──北海まで繫つながる、王都の動脈だろう。

「武器を捨てて、どこかに機体をおろしなさい！　悪あがきしても燃料の無む駄だよ！」

「やかましい！」

　テロリストはヒステリックに喚いた。

　これ以上の発はつ砲ぽうは無用と判断したのか、それとも相手の出方を窺うかがうつもりか、神父はそれ以上の攻こう撃げきを仕掛けてこなかった。ただ、オートジャイロにあわせて高度を落としながら、寄り添そうように併へい走そうしているだけだ。鹿しか撃うち帽ぼうはしばらくそれを睨にらんでいたが、やがて、何か決意したようにマスクを剝はぎ取るとオートジャイロに向かって怒鳴った。

「おい！　もうちょっと高度を落とせ！」

　ようやく観念したのだろうか──エステルはほっと息をついた。最悪、自分を道連れに自殺的な抵てい抗こうをされる可能性もあったのだ。そうなった場合、ナイトロード神父やシスター・ケイトらだけでは対処できなかったのだが、幸い、施ほどこしたはったりが功を奏したらしい。

「ありがとう。おとなしく投降してくれれば、誰だれも傷つかずに済むわ。だいじょうぶ。あの神父さまは、降こう伏ふくした人を撃ったりはしないから。でも、詳くわしい事情は聞かせてもらうわよ」

「……降伏だと？　はっ、てめえ、何か勘かん違ちがいしてねえか？」

　テロリストは人ひと質じちを見下ろすと憎にく々にくしげに唇くちびるを吊つり上げた。月光が逆光になっていて、顔の細部まではよく見えなかったが、鋼玉色の瞳ひとみが陰いん火かめいた光を灯ともしたことだけはエステルにもわかった。そのときには、素す早ばやく伸のびた手が尼に僧そうの耳からイヤリングをひきちぎっている。

「この俺が降伏なんてすると思ったか……いいか、この尼あまを死なせたのはてめえらだぞ！」

「……え!?」

　テロリストが無線機に向かって毒々しく宣言した刹せつ那な、エステルは軽い衝しよう撃げきが体にかかるのを感じた。続いて、奇き妙みような浮ふ揚よう感──それまで、ただ高度を落としてゆくかに見えたオートジャイロが、突とつ如じよ、再上じよう昇しようを始めたのだ。上方には、エステルを回収するため距離を縮めようとしていた〝アイアンメイデンⅡ〟の巨きよ体たいが白い天てん井じようのように広がっている。

「ややっ、これはやばいですよ……ケイトさん、避よけて！　避けてください！」

〈そ、そんなことおっしゃられても……ダメ！　ぶつかる！〉

　無線機の向こうで慌あわてたような声が交かわされる中、機械仕掛けのハチドリは〝アイアンメイデンⅡ〟の前方気き囊のう底部に衝しよう突とつしていた。高分子素材の気囊は金属なみの硬こう度どを持つ。激げき突とつの瞬しゆん間かん、オートジャイロは紙細工のようにへしゃげたかと思うと、あっけなく火を噴いていた。

「ま、まず……いっ！」

　頭上に生まれた火球に、エステルは悲鳴をあげた。縄なわ梯ばし子ごが手の中で死んだ蛇へびのように力を失った直後、爆ばく風ふうに叩たたかれた視界が百八十度旋せん回かいしている。

「エ、エステルさん!?」

〈きゃ、きゃあっ！　シスター・エステル！〉

「けっ！　くたばりやがれ、聖人気取りの人殺しが！」

　上下が逆転した世界で、風音に混じった三つの声が谺こだまを引いた。

　そこに自分自身の悲鳴を聞いたように思ったときには、瞳に星空を宿したエステルの体は、爆ばく散さんした機体に混じって、下界に広がる輝かがやきのただ中へと落下していた──




　夜空に膨ふくれあがった火球は、時ならぬ太陽のようにテムズの川面を眩まばゆく照らし出した。

　橋を渡わたってチャリング・クロス駅に急いでいた会社帰りの勤め人や、川沿エンいのバンク河道メントで次の酒屋を物色していた酔すい漢かんたちが、何事かと空を見上げる。そこで彼らが目にしたのは、傷ついた鯨くじらのようにゆったりと夜を横切っている巨きよ大だいな飛行船だ。飛行船の気囊が火を噴いているのを見つけた者が、当初、恐きよう怖ふの叫びをあげたが、幸いなことに、ローマ十字を船体に刻んだ純白の船が墜落してくる気配はなかった。傷ついた気囊を切り離はなしつつ、ゆっくり回頭する優美な姿に賛さん嘆たんと好こう奇きのどよめきがあがった頃ころには、野次馬に変じた通行人たちは例外なく、この玄げん妙みような野外ベージエ劇ントの観客と化している──それゆえ、テムズの河か中ちゆうから、橋のたもとに濡ぬれそぼつ黒こく影えいが這はい上がってきたときも、それに気づいた者は誰もいなかった。

「……へっ！　ざまあ見やがれ、狂きよう信しん者しやどもが」

　野次馬たちの背後で欄らん干かんに腰こしをおろすと、ずぶ濡れの若者は人の悪い笑しよう声せいをこぼした。夜空を見上げて、しとどに濡れた金きん髪ぱつを搔かき上げる。

　顔を隠かくすのに使っていた鹿撃ち帽は、オートジャイロから飛び降りたときに脱ぬげてしまったらしい。いまは白い顔が露あらわになっていた。中性的ながら秀しゆう麗れいな美び貌ぼうは、このようなときでなければ人目を惹ひきつけていたに違ちがいない。だが若者にとって幸いなことに、野次馬たちの視線は空に釘くぎ付づけになってしまっていて、わざわざ彼の方を見る者はなかった。もう一度鼻を鳴らしてほくそ笑えむと、若者はコートのポケットに手を突つっ込んで橋を渡り始めた。人混みの間、夜の闇に溶とけようとして──ふと、その足を止める。

「……よう、あんたか」

　かすれ気味の声で、若者は呟つぶやいた。その眼前、行く手を遮さえぎるかのように一台のリムジンが停とまっていたのだ。運転席の窓は下げられ、陰いん鬱うつな顔つきの運転手が灰色の髪かみの下から若者を見つめている。だが、若者が声をかけた相手は陰いん気きな運転手ではなかった。彼を迎むかえるように開け放たれた後部席の扉とびら──その奥に腰を下ろしたダークスーツの紳しん士しに不敵な挨あい拶さつを送る。

「見てたのかい？　人が悪いな。ご覧の通りさ──惜おしいところで、メアリをぶっ殺すのは失敗しちまったい。俺もヤキが回ったかな？」

「『どんタイム・なにアンド・荒れたジ・アワ嵐のー・ラン日にもズ・ザ・時はラフエス過ぎるト・デイ』──〝マクベス〟一幕三場。人間、誰しも失敗はあるものですよ、ウォルシュ君。気に病やむことはない。汚お名めいは挽ばん回かいすればいいだけの話です」

　喪も服ふくのようなダークスーツを着こなした紳士は光らない瞳で笑ってみせると、若者に隣となりのシートを勧すすめた。静かにリムジンが発車したときには、影かげのように車内に乗り込んだテロリストに向けて赤ワインを満たしたグラスが差し出されている。

「まずは一いつ杯ぱいいかがです？　サマセット・ピルトンの四十年もの……こちらのワインもなかなかに上品ですね。大陸とはまた違った味わいがある」

「いらん。俺たちにアルコールなど効かないのはお前も知ってるだろう、バトラー？」

　不ふ機き嫌げんげに手を振ふって、若者は示された好意をすげなく斥しりぞけた。代わりにいらいらと指先でシートを叩くと、ふて腐くされたような目でスモークガラスの向こうの通行人を睨にらみつける。

「それより、聞いてくれ。メアリの奴やつ、どうやら本気でこの国を教会に売るつもりらしいぜ。教皇だけじゃなく、例の小こ娘むすめ──〝イシュトヴァーンの聖女〟とやらまで呼び寄せやがった。この分じゃあ、女王がくたばる前に、ローマがここに引っ越こしてきても驚おどろかねえな」

「まあ、落ち着かれてください、ウォルシュ君」

　やや興奮気味にまくしたてる青年とは対照的に、黒衣の紳士は落ち着き払はらっていた。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げると、礼れい儀ぎ正しい微び笑しようはそのまま、完かん璧ぺきな上流ジエン階級トリー訛なまりで相手を宥なだめる。

「メアリ・スペンサーが教皇庁に媚こびを売るのは、なにもいまに始まったことじゃないでしょう？　これは十分に予想された事態ですよ。いやそれがわかっていたからこそ、我々はあなたに力をお貸しすることに決めたんです──教会の暴ぼう慢まんによって苦しむ方々に適切な援えん助じよを提供することは、我が〝騎士団オーダー〟の存在意義であり、また使命でもありますから」

「なら、とっととその使命とやらを果たしてくれ！」

　振り上げた拳こぶしを、青年は窓に打ちつけた。ライフル弾だんの直ちよく撃げきですら傷つけられないはずのスモークガラスが、嫌いやな音をあげて亀き裂れつを走らせたのも無視して続ける。

「明日には、教皇本人までここに来やがるんだぞ！　そうしたら、絶対にあの女は何か仕し掛かけてくる……この数日で手を打たないと、俺たちはおしまいだ！　俺たちも、俺たちの街も、あの女の食い物にされちまう！　わかるか、バトラー!?　俺たちには、もう時間がないんだよ！」

「時間がないのは承知しています……誤解なさらぬように。私たちとていたずらに遊んでいたわけではありません。例の〝遺い跡せき〟──あの封ふう印いんを解くために、手を尽つくしていたんです。我々はあと一歩で、あなたに解除コードを手て渡わたせるところまで来ているんですよ」

「〝あと一歩〟じゃ、遅おそいんだ！」

　再び若者の手が窓を打った。蜘く蛛もの巣のような亀裂がさらに広がる。その向こうで奇き妙みように歪ゆがんだロンディニウムの夜景を睨む若者の声は、血を吐はくような響ひびきを備えていた。

「俺たちに残された時間はもうない！　兄貴はいまだにメアリを説得できると信じてるみてえだが、あの雌めす犬が俺たちの話を聞くもんか！　せいぜい気を持たせられたあげくに裏切られるに決まってらあ！　あとは玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで暴れるしかねえが、それにしても俺たちには武器一つねえときた……くそっ、いったいどうすりゃいいんだ！」

「そうですね。まず、そのワインをあけられてはどうでしょう？」

　若者のかすれた声とは対照的に、紳士の返答は冷静そのものだった。けっして冷れい淡たんではないが、ビジネスライクな表情でサイドボードに置かれたグラスを指し示す。

「確かにアルコールはあなた方の大脳皮質に何の影えい響きようも及およぼさないかもしれませんが、それでも芳ほう醇じゆんな味わいは気を落ち着かせます。まずは一杯、干されてください。お話の続きは、それからうかがいましょう」

「…………」

　真しん剣けんな訴うつたえをはぐらかされたと思ったのか、若者は血走った目で紳士を睨ねめつけた。それでもグラスを手に取ったのは、これ以上、時間を無む駄だにしたくなかったからだろう。まずそうに深紅色の液体を啜すすって──ふと、奇妙な表情になる。

「これは……？」

　干したグラスの底から、角砂糖ほどの大きさの透とう明めいな立方体を取り上げ、若者は眉まゆをひそめた。データキューブ──遺失ロスト技テクノ術ロジーの一つで、大容量のデータを貯蔵・伝達するためのアイテムだ。だが、こんな貴重品がなぜ手元にある？　いやそもそも、ここに入っているデータは何だ？

　そこまで自問した若者の顔に、驚きの色が走った。

「おい、バトラー……まさか、これ……」

「さきほど、私は確かに申し上げたはずですよ、ウォルシュ君」

　ようやく悪戯いたずらに気づいてくれた──そんな微笑とともに、紳士は眼鏡を押し上げた。データキューブを食い入るように見つめている若者に向けて、満足げに笑みかける。

「『我々はあと一歩で、あなたに解除コードを手渡せるところまで来ている』とね……いや、焦じらすつもりはなかったのです。でも、あなたがなかなかワインを空けてくれなかったのでね」

「じゃ、じゃあ、これがそうなのか……これが！」

　文字通り、若者は飛び上がって叫さけんでいた。満面に気色を浮うかべると、その小さな電子機器をあたかも神器のように目の前に掲かかげる。

「バトラー、〝騎士団〟に満まん腔こうの感謝を！　これで俺たちは救われた！」

「いや、礼を述べられるのは早いです。なにしろ、時間が逼迫おしていますからね。すでに教皇の到とう着ちやくは明日に迫せまっているのに、こちらはこれから〝遺跡〟の解かい析せきを始めないといけない。問題のアイテムは〝遺跡〟のどのエリアにあるのか、どうやれば作動させられるのか……問題は山積しています。とても楽観できる状じよう況きようではありませんね」

「そ、そうだな……そうだ！　バトラー、お前も〝下〟に来てくれないか？」

　いかにも大事そうにキューブを内ポケットにしまうと、若者は早口に提案した。真剣な口調で、紳しん士しの怜れい悧りな横顔に訴える。

「今回の礼もしたいし、発はつ掘くつ作業の手伝いもして欲しい……よかったら、これから一いつ緒しよに俺たちの街まで来てくれないか？」

「ご一緒したいのは山々なんですが……」

　この日、はじめて紳士の顔に困こん惑わくの色がさした。それまでの作り物めいた微笑とは異なり、真剣に困じているような表情で首を振ふる。

「実は、今回、私はとある方のお世話のためにこの街にやってきております。その方のお側そばを離はなれるわけにはいきませんので……せっかくのご招待ですが、今回は辞退させていただきたい」

「そうか。それは残念だな……ぜひとも、お前のことは歓かん待たいしたかったんだが」

　走り出したときと同様、音もなくリムジンは停車していた。いつの間にか、道はうらさびしい裏街の一角にさしかかっている。人ひと気けとてない路ろ肩かたに降り立つと、若者は車内に残った紳士を名な残ごり惜おしげに振り返った。

「だが、気が変わったら、すぐに連れん絡らくしてくれ。俺の方はいつでもかまわねえから……それにしても、お前の主人ってのはいったい誰だれなんだ？　有名人かい？」

「そうですね、あるいは著名といえば著名なのかもしれません……なにしろ、〝かつていまし、今いまし、先にただ一人ましますその方〟──ですからね」

　聖書の最初と最後に語られる存在について恭うやうやしく口にすると、紳士は軽くステッキを掲げた。冗じよう談だんにしては真剣な相手の表情に、若者が怪け訝げんな顔になったときには、リムジンは影かげのように走り始めている。

　独り、路上に残った若者の見送る先を、血のようなテールランプの尾おを引きながら、漆しつ黒こくの車は夜よ闇やみに溶とけていった。
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　粘ねばるような暗黒に、急に光が射さした。

　それが、うっすらと開いたまぶたの間から差し込んだ月明かりだと悟さとったとき、彼女の意識は現実へと向けて浮ふ上じようした。

　もう、起き床しよう時刻だろうか？　だが、尼に僧そう寮りようの僧そう坊ぼうにしてはあたりが騒さわがしい。いくら朝課の支し度たくをする時間といっても、静せい謐ひつをもって旨むねとする修道院がこんなに騒そう々ぞうしいはずはない。叫びかわされる物売りの声に、けたたましい女の嬌きよう声せい。馬車の蹄ひづめの音に、自オート動モー車ビルのエンジン音。そして、鼻び孔こうの奥を刺し激げきする動物の臭におい……

「う……こ、ここは？」

　妙みようにがさがさとうるさい地面から身を起こしたところで、エステルは干し草の山の頂上に大の字になっている自分を発見した。割れるように痛む頭を押さえて周囲を見み渡わたせば、視界のあちこちに同じような草山がいくつも盛り上がっている。視界を塞ふさぐように建てられているのは、いずれも背の低い建物だ。人間の住居ではない。扉とびら代わりの柵さくの向こうから、首を立ててこちらを興味津しん々しんに眺ながめているのは何頭もの馬たちである。どうやら馬屋のようだが、どこの厩きゆう舎しやなのだろう？

「そ、そうだ、あたし、空から墜おちて……あ、あたし、まだ生きてるの？」

　まるでそれが理り不ふ尽じんなことであるかのように、エステルは自分の頰ほおをはたいた。刺さすような痛みからして、まだ、どうやら生きているらしい。オートジャイロが〝アイアンメイデンⅡ〟に特とつ攻こうをかけたあのとき、地上との距きよ離りはゆうに五十メートル以上はあった。こうして干し草の上に落ちていなければ、即そく死しは免まぬかれないところだったろう。

「え、ええっと、ここはどこなの？」

　鈍どん痛つうの走る後頭部をさすりながら、エステルは慎しん重ちように立ち上がった。

　いったい、どれぐらいの間、気絶していたのだろう？　夜空を見上げても、そこにあるのは霧きりもあがってきれいに晴れ渡わたった星空だけで、空中アイアン戦メイデ艦ンⅡの影も形もない。いったい、彼らはどこに行ってしまったのか？　急に不安になってエステルはイヤリングに手を伸のばしたが、あいにくとそこにあったのは耳たぶだけだった。

「ああ、そうだ！　あの爆ばく弾だん魔ま！」

　エステルは舌打ちした。そういえば、無線機はあのテロリストに取り上げられてしまったのだった。そのことについてなおも毒づきかけ、慌あわてて口をつぐんだのは、まだ近くに敵が潜ひそんでいる可能性に思い当たったからである。もう一度、今度はより注意深く周囲を見渡す。

　厩舎に人影はなく、明かりもなかった、しかし、あたりは静けさとはほど遠いものだ。塀へいの隙すき間まからは眩まばゆい光が漏もれ入ってきているし、そちらからは盛んに人のさざめきや石いし畳だたみを走る蹄の音も聞こえてくる。エステルは、恐る恐る中庭を横断して塀の側まで近寄ると、施せ錠じようもされていなかった扉を思い切って押し開けた。

「あら？　ここは……」

　周囲を見回し、エステルは安あん堵どの息をついた。

　目の前に拡ひろがっていたのは、活気に満ちた大通りだった。すぐ側の路肩に馬を繫つないでいない二輪馬車ハンサムが何台も停とまっていることからして、どうやら、いま出てきた建物は、営業時間を終えた辻つじ馬車屋だったらしい。

　一方、広い車道には大小さまざまの馬車や自動車が機はたを織るように往来し、いくつもの露ろ店てんが並んだ歩道では夜中というのにかまびすしいかけ声をあげる売り子たちが何十人と行き交かっていた。老ろう若にやく男女、いずれも赤ら顔の酔すい客きやくたちが千鳥足で入ってゆくのは、けばけばしい看板を掲かかげた酒場やダンスホール、そしてカジノだ。派手な身なりの女性や化粧した少年たちが酔漢の腕うでをとって路地に面した安っぽい宿屋に入っていっているが、あれはたぶん街がい娼しようだろう。

「……さて、これから、どうしたものかしら？」

〝ハイ・ホウバン・ストリート──ウエストエンド、ソーホー〟──ペンキの剝はげかけた道路標示を見上げて、エステルは顔をしかめた。

　一帯が歓かん楽らく街がいらしいことは察しがつくが、ロンディニウムのどのあたりかとなると皆かい目もく見当もつかない。いや、そもそもそれ以前に、これからどこに行ったものだろうか。

　本来の予定では、国際ヒース空港ローからバッキンガム宮きゆう殿でんに直行するはずだった。では、宮殿に行くべきか？　しかしアベルやケイト、それにメアリたちはいまごろ自分を血ち眼まなこになって捜さがしているはずだ。墜つい落らくした場所のおおよそは見当がついているはずだから、たぶん、この近所を捜そう索さくしているだろう。だとしたら、ここを動かず、彼らを待った方が賢けん明めいだろうか？

　だが、ここでただ彼らを待つのはあまりに芸がないし、例のテロリストが近所をうろついているかもしれない──

「……そうだ、大使館！」

　教皇庁の出先機関の存在を思い出し、エステルは急いでポケットから手帳を取り出した。こんなこともあろうかと、いくつかの連れん絡らく先の電話番号と住所をメモしておいたのだ。ナイトロード神父たちが大使館に引き上げてしまっているとは思わなかったが、連絡ぐらいはいれているかもしれない。そうでなくとも、迎むかえをよこしてくれるよう大使館の職員に頼たのむことはできるだろう。少なくとも、ここで救助をぽけっと待っているよりは気が利きいている。

　とりあえず行動の方針が立ったことに満足して、エステルは街路の一角に足を向けた。こんな時間に尼に僧そうが徘はい徊かいしているのが珍めずらしいのだろう。わざわざ振ふり返ってはじろじろと覗のぞきこんでくる酔客たちの視線から可能な限り顔を隠かくしながら、赤い電話ボックスに近づく。ブースにはすでに先客がいたので、ボックスの外でおとなしく待つことにする。

（……でも、こうしてると四ヶ月前に戻もどったみたいね）

　受話器に向かって盛んに喚わめき散らしている中年男の貧相な背中を眺めるともなく眺めやりながら、エステルはふと思った。ここのところ、ずっとＶＩＰ扱あつかいで、どこに行くにも、何をするにも護衛官たちと一いつ緒しよだった。何度も息が詰つまりかけたものだ。ところが、空港であの銀ぎん髪ぱつの神父が飛び込んできた途と端たん、まるで時間が逆ぎやく戻もどりしてしまった──あのときのアベルの情けない姿を思い出し、エステルは知らず知らず口元を緩ゆるめた。本当に、彼は相変わらずだ。ちっとも変わっていない……

「──だから、一面の見出しは、『軍の秘密兵器、ロンディニウム上空に飛来！』。これで決まりでしょう、編集長！　ばっちり写真も撮とりました！　これから社に帰って記事書きますから、印刷機止めておいてくださいよ！」

　にやにやと思い出し笑いに耽ふけっていたエステルの鼓こ膜まくを、耳みみ障ざわりなダミ声が叩たたいた。なんの気なしに目をあげれば、ブースの中年男が足下に置いたカメラボックスを爪つま先さきで突つきながら、なにやら受話器に喚いている。

　だが、エステルの気を惹ひいたのはその乱暴な態度でもなければ、怒ど鳴なっている内容でもない。ヤニに嗄しわがれた声になぜか聞き覚えがあったのだ。それも愉ゆ快かいな記き憶おくではない。あれは確か……

「え、ただの飛行船事故だろうって？　あんた、そんなのどうでもいいじゃないっすか！　あたしたちの読者が求めているのはつまらない事実なんかじゃないんだ。センセーショナルなゴシップですよ！　ゴ・シ・ッ・プ！　は、当局がうるさいって？　だったら、いつもみたいに折り返しの下にちっこく『…………か？』って書いときゃいいんすよ！　そうすりゃ、誰だれも文句なんて言えない…………え？」

　喚き散らしていた中年男がふと振り返った。まじまじとブースを覗き込んでいた尼僧と真正面から目が合う──そのずるがしこいイタチにも似た表情がエステルの記憶を刺し激げきした直後、中年男も大声をあげている。

「シ、シスター・エステル!?　あ、あんた、なんでこんなところに!?」

「……げげっ」

　驚おどろいたように目を瞠みはる中年男から本能的に一歩後ずさりながら、エステルは素す足あしでゴキブリでも踏ふみつぶしたかのような表情になった。

　目の前にあるのは確かに見覚えのある顔だ。それも到底愉快とはほど遠い記憶である。ピカデリー・ガゼットのクレマン記者──ダヌンツィオ事件前夜のイシュトヴァーンで、自分の戸こ籍せき謄とう本ほんを勝手に取得したうえ、父親についてなにやら意味ありげなことを口にしていた、あの不快な男ではないか？

　一方、クレマンの方はすぐに驚きから立ち直ったらしい。受話器をおろすと、舌なめずりせんばかりの顔で、尼僧ににじりよってきた。

「いや、奇き遇ぐうですな！　まさか、〝イシュトヴァーンの聖女〟とばったり会えるなんて！　ロンディニウムに今晩いらっしゃるって話は聞いてました。空港にもお出で迎むかえに行こうと思ってたんですよ。ところが、政府の許可が下りませんでねえ。残念に思ってたところなんですよ。いやあ、嬉うれしいなあ」

「あ、え、えっと、あの、その……」

　頭巾コイフをむやみにひっぱって顔を隠そうとしながら、エステルは返答に窮きゆうした。

　周囲では、クレマンの声に引かれた通行人がこちらを顧かえりみている。騒さわぎになる前に逃にげてしまった方がよさそうだ。こほんと咳せき払ばらいすると、エステルは澄すました顔で会え釈しやくした。

「え、えっと、人ひと違ちがいじゃないですか、クレマンさん？　あたし、エステルなんて者ではありません……そんなわけで失礼します」

「おっとっと、逃げないでくださいよ、シスター」

　エステルの企き図とは脆もろくも崩くずれ去った。素早く伸のびたクレマンの手が、蜘く蛛もの糸のように腕うでを捕とらえたのだ。

「イシュトヴァーンじゃ、変な邪じや魔まが入りましたが、やっぱり神さまってのはいるんですなあ。これも何かのご縁えんだ。一いつ杯ぱいおごりますから、インタビューの続きをさせてもらえませんか？」

「ちょ、ちょっと放してください！　あたし、ほんとに急いでるんです！」

　クレマンの手をエステルは振りほどこうとしたが、記者の指は頑がん丈じような手て錠じようのようにびくともしない。尼に僧そうの抵てい抗こうをせせら嗤わらうように、クレマンはヤニに黄ばんだ歯を覗かせた。

「まあまあ、そうつれないことをおっしゃらないで。あなたにとっても、有意義な時間になることは保証しますよ。なにしろ、ことはあなたのお父上に関わる情報だ。本当に知りたくないんですか、あなたの父親の正体ってやつを？」

「……正体、ですって？」

　このときエステルがなすべきことは、相手を突き飛ばしてでも手を振りほどき、さっさと姿を消すことであった。もしくは悲鳴をあげて周囲の助けを求めるか──だが実際には、意味ありげな相手の言葉を繰くり返すと、尼僧は身を強こわ張ばらせてしまった。そういえば、先の不愉快な遭そう遇ぐうでもこの男は父親についてなにやら難なん癖くせをつけてきていたのだった。エステルは視線に険しいものを籠こめると、記者を睨ねめつけた。

「正体って、どういう意味ですの、クレマンさん？　あたしの父親について、また何か、ケチでもつけるおつもりですか？」

「ケチをつけるですって？　そんなとんでもない！」

　いかにも心外と言わんばかりに、クレマンは首をすくめてみせた。ただし、おどけたジェスチャーにも拘かかわらず、その目はにこりとも笑っていない。爬は虫ちゆう類るいめいた瞳ひとみに鋭するどい光を走らせると、可か聴ちよう域ぎりぎりまで低めた声で囁ささやきかける。

「あなたの父親であるエドワード・ブランシェ……いや、エドワード・ホワイト卿きようは確かにひとかどの人物でした。その波は瀾らん万ばん丈じようの人生については、あたしが保証申し上げますよ」

「エドワード・ホワイト卿？」

　クレマンの口から出た固有名詞に、エステルは眉まゆを寄せた。その名を初めて耳にしたからではない。むしろ逆──どこかで聞いた覚えのある名だったからだ。どこでだったろう？

「〝ホワイトの乱〟ってのに聞き覚えはありませんか、シスター？　じゃあ、十八年前、当時の王太子妃ひだったヴィクトリア妃が殺害された事件は？　エドワード・ホワイトってのはですね、その事件の犯人ですよ。そしてその男が、あなたの父親ってわけで」

「!?」

　ヴィクトリア妃──その固有名詞が、エステルの記き憶おくを刺激した。

　アルビオンの歴史を勉強していたときに、この忌いまわしい事件について耳にしたことがある。現女王の息むす子こ、王太子ギルバートの妻だったヴィクトリア妃が、王宮内で友人のジュリア・ホワイト夫人ともども殺害されたアルビオン王家史上最悪の悲劇だ。ちなみに、その犯人はエドワード・ホワイト卿──ジュリア・ホワイトの夫である。この男は事件直後に海外に逃とう亡ぼうしたが、そこで無む惨ざんに事故死したため、動機や背後関係などはいまに至るも杳ようとしてしれず、アルビオン史上のミステリーとなっている──そんな人物が自分の父親だというのか!?

「う、噓うそよ！　そんなの、でたらめだわ！」

　頭に昇のぼった血が、エステルを逆上させた。周囲の目も忘れ、思わずクレマンの胸ぐらを摑つかむ。

「そんな痴たわ言ごと、誰だれが信じるものですか！　あたしの父はエドワード・ブランシェって言うの！　エドワード・ホワイトなんて、知らない！」

「エドワード・ブランシェ？　その人ってのは、このサインをした人物のことですかね？」

　悲鳴じみた尼僧の抗こう議ぎを、クレマンはにやにやと笑い飛ばした。もったいぶった手つきでコートの内ポケットを探さぐるとなにやら古びた小冊子を取り出す。

「こいつは、先日、イシュトヴァーンに出張したときに、聖マーチャーシュ教会跡あとで見つけたものでしてね。ほら、巡じゆん礼れい者しやが教会に宿しゆく泊はくするとき住所と名前を記帳するでしょう？　その巡礼者名めい簿ぼですよ……ほら、ここのページを見てください。この十八年前の十二月のページ。ここに〝エドワード・ブランシェ〟ってサインがしてありますよねえ。ひょっとして、これはあなたの親父おやじさんじゃないですか？」

「そ、そうよ！」

　見覚えあるノートを突つきつけられ、エステルはうわずった声を漏もらした。

　父の、いかにも男らしい雄ゆう渾こんな筆ひつ跡せきは、幼い日にこっそり覗のぞいていた頃ころとなんら変わっていなかった。当時は、とにかく本当の親のことが知りたくて、このノートも司教に隠かくれて盗ぬすみ読んでいたのだ。教会が焼き討うちされたとき、これも喪うしなわれたものと思っていたのだが、こんな男の手に渡わたっていたとは──思い出を汚よごされたような気がして、エステルは顔をしかめた。

「確かにそのサインは父のものよ。父は十八年前にイシュトヴァーンを訪おとずれた巡礼で、聖マーチャーシュの宿しゆく坊ぼうに泊とまったんだけど次の日にはあたしを置いて行方ゆくえ不明になってしまって、以来、あたしは教会で育てられて……でも、それがどうだっていうのよ！　別に隠してるわけじゃないから、脅きよう迫はくしたって無む駄だよ！」

「まあまあ、落ち着いて。あたしゃ、別にそのことを追つい及きゆうしてるんじゃないんですから……じゃ、そのうえで、こっちの書類も見てくれませんかね？」

　今度クレマンが手を突っ込んだのは、肩かたから提さげていた古めかしいバッグだった。中から黄ばみがかった便びん箋せんを取り出すと、丁てい寧ねいな手つきで拡ひろげる。

「さて、こいつは王太子妃殺害犯エドワード・ホワイトが事件直前に発行を受けた娘むすめの出生証明書でしてね。ほら、ここにサインがあるでしょう？　この筆跡をさっきの記帳のサインと見比べてくださいやせんか？　確かに姓せいは違ちがいますが、明らかに同一人物の筆跡でしょ？　いちおう専門家にも鑑かん定ていさせましたが、どう見ても、同じ人間のサインだそうで……」

　震ふるえる手で二部の書類を見比べているエステルを見下ろすと、クレマンは愉ゆ快かいげにせせら笑った。ポケットに手を突っ込み、余よ裕ゆうたっぷりに紙かみ巻まき煙草たばこを口に銜くわえる。

「〝エドワード・ブランシェ〟なんて人間は、最初からどこにもいなかったんですよ。エドワード・ブランシェ、つまりあなたの親父さんの本当の名前はエドワード・ホワイト──王おう妃ひ殺しの大逆犯だ」

「…………！」

　手て渡わたされた便箋を食い入るように見つめながら、エステルは沈ちん黙もくしていた。さまざまな思いが頭の中で沸ふつ騰とうしていて、うまく考えがまとまらない。記者の戯ざれ言ごとを笑い飛ばせばいいのか、それとも抗議の声を上げて、相手の顔を引っぱたけばいいのか──それともいっそ、うずくまって泣きじゃくるべきなのか。

「こ、こんなの、信じないわ……こんな書類、いくらでも偽ぎ造ぞうできるじゃない！」

「なんだったら、調べてみますか？　出るところに出て、調べてもらってもいいんですぜ」

　マッチを擦すりながら、クレマンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくにせせら笑った。安煙草独特の甘ったるい煙けむりを真っ青になっている尼僧に吹ふきかけ、声にドスを利きかせる。

「なんせ、いまをときめく〝イシュトヴァーンの聖女〟さまが、実は反逆者の娘だったんだ。こりゃあ、今年の十大ニュースになること間違いなしでしょうなあ。この記事一つで、あたしゃ、一生、食いっぱぐれないってわけで──」

「──あのお、お取り込み中にすいませんがぁ」

　のほほんとした声が新聞記者の脅迫を遮さえぎったのはそのときだった。

　いつの間にか言い争う二人の側そばに近寄ってきていた、人ひと影かげが、脳天気な声をかけてきたのだ。

「ちょっとよろしいですか？　実はボク、道に迷ってしまって……よかったら、道を教えてくれませんかね？」

「し、神父さ……ま？」

　地じ獄ごくで天使に会ったかのようにエステルは表情を輝かがやかせた。その脳天気な声に、確かに聞き覚えがあったからだ。だが、弾はじかれたように視線をあげた途と端たん、尼に僧そうはその声を萎しぼませてしまうこととなった。

　エステルの目の前に突っ立っていたのは、ひょろりと背の高い青年だった。頼たよりなげに揺ゆれている瘦そう身しんといい、頭二つ分ほど高いところで瞬しばたたいている青い瞳ひとみといい、確かにエステルの知っているものとよく似ている。だが、共通していたのはそこまでだ。

　まず、その人物は神父などではなかった。おそらくはどこかの田舎いなかから都見物に上ってきた郷ジエン紳トリー田舎士族だろう。長身瘦そう軀くに真っ白な三みつ揃ぞろいを纏まとい、脇わきの下にステッキを手た挟ばさんでいる。手にはいかにもお上りさんらしく大きな地図を拡げ、小脇に古本屋の屋号が入った紙かみ袋ぶくろを重たげに抱かかえたその姿はお世辞にも格好のいいものではない。透すき通るように白い顔はなかなか品よく整っていたが、それもいまはぽけっと口を半開きにしてエステルを見返している。

「神父さま……じゃない？」

「あのお、どこかでお会いしましたっけ、お嬢じようさん？」

　目を瞬いている尼僧にえへらっと笑えみかけると、その若者はおさまりの悪い金きん髪ぱつを搔かいた。ついで皺しわくちゃの地図を突きつけるや、取り込み中の二人に無ぶ遠えん慮りよに尋たずねかける。

「ここって、この地図でいうとどのあたりなんですかね？　北はどっちでしょう？……あ、そうだ。それと、ボクの泊まってるホテル、ご存じないかなあ？」

「……なんだぁ、お前めえは？」

　胡う乱ろんげな顔になって、クレマンが声にドスを利かせた。地上二メートルほどでへらへらと笑っている白い顔を上うわ目め遣づかいに睨ねめつけ、唇くちびるを捲まくり上げる。

「こっちはいま、取材活動中なんだよ。道なら、どっかよそで聞けよ、馬ば鹿か」

「えへへ、すいません……でも、そちらのお嬢さん、なんだか、嫌がってらっしゃるみたいですよ？」

　そうとうに心が広いのか、それとも頭のネジが数本抜ぬけているのか、馬鹿呼ばわりされても若者は怒おこらなかった。ただ、気き恥はずかしげに頭を搔くと、どこか遠えん慮りよがちにエステルを指さす。

「もうちょっと、女性には優やさしく振ふる舞まわれた方がいいんじゃないかなあ……なんてネ♥」

「……てめえ、いちゃもんつける気か、こら？」

　クレマンの目が据すわった。エステルから手を離はなすや、今度は若者の腕うでを摑つかんで怒ど鳴なる。

「てめえ、この俺を誰だれだと思ってやがる！　〝アルビオン紳しん士しの忠実なる友〟ピカデリー・ガゼットのクレマンさまだ！　マスコミに喧けん嘩か売るつもりか!?　ああっ!?」

「べ、別に、そんなつもりはありません……あ、暴力はやめてください！　あ、痛い、痛い」
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　逆上した中年男に腕を捩ねじりあげられ、青年は悲鳴をあげた。取り落とした古本が路上に散らばり、後生大事に握にぎっていた地図が捩上げられた手から離れて飛んでゆく。

「ちょっと、あなた！　いい加減にしなさいよ！」

　いくらなんでもこれはやりすぎだ。

　気弱げな悲鳴をあげている青年を暴力記者から救おうと、エステルが声を荒あらげたとき──それは起こった。

　最初に車道から聞こえたのは、甲かん高だかい馬の嘶いななきだった。ちょうど通りかかった辻つじ馬車の牽ひき馬の顔に、折おり悪あしく歩道から飛んできた地図が貼はり付いたのだ。視界を塞ふさがれ、興奮した馬が竿さお立だちになって嘶く。老御ぎよ者しやが慌あわてて手た綱づなを引いたが、竿立ちになってあがく馬の蹄ひづめが、路ろ肩かたに停とまっていた荷車を蹴け倒たおした。荷車いっぱいに積まれていたのはミルクホールに配達するはずだったらしい何ガロンもの牛乳缶かんだ。無数の缶は荷車から落ちると通りがかった馬車や自動車をちょっとしたパニックに陥おとしいれながら、路面を転がってゆく。その一つが、偶ぐう然ぜんにもエステルたちの側でガス灯の煤すす払はらいをしていた清掃作業員の脚きや立たつに激げき突とつした──

「あ、危ない！」

　ほとんど直上から落下してきた水の塊かたまりにエステルは悲鳴をあげてとびすさった。脚立がぐらついた拍ひよう子しに、清掃作業員が提げていたバケツがひっくり返ったのだ。煤で真っ黒になった水が、たまたま、その真下にいたクレマンの頭を直ちよく撃げきする。

「うわぷっ……!?」

　声をあげたときには、新聞記者は汚お水すいで頭からずぶ濡ぬれになってしまっていた。悲鳴をあげて後ずさるが、そのままへたりこむほどのかわいげはないらしい。かろうじて踏ふみとどまると、エステルに指を突つきつけて絶ぜつ叫きようする。

「こ、こ、この小こ娘むすめ！　てめえ、ぜってえに許さねえぞ！　そっちのクソガキもだ！」

「なに言ってるのよ！　あたしたち、何もやってないじゃない！　だいたい、そっちが悪いんじゃないの！　暴力までふるって！」

「うるせえうるせえ！　とにかくおまえら、ただじゃおかねえからな！　覚かく悟ごしやがれ！」

「──ちょっと、お客さん！」

　往来で喚わめき散らす記者を制したのは、まったく別の声だった。騒さわぎを聞きつけたものか、ミルクホールからでっぷりとした巨きよ体たいを現した店主が、露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな顔で割って入ったのだ。

「さっきから騒がしいですよ。店先で面めん倒どうを起こさないでくれませんか？　他ほかの客の迷惑だ」

「うるせえ！　知ったような口を叩たたくんじゃねえ！」

　完全に逆上しているらしい中年男は、似え非せ紳士の仮面も剝はぎ捨てて怒鳴り返した。それでも、店主の巨体をはばかったのか、多少は声量を下として付け加える。

「それより、あんた、警察を呼んでくれ！　この尼アマ、俺に暴力を振るいやがった。俺を痛めつけて、記事を書かせないように企たくらんだんだ。言論弾だん圧あつってやつだ……俺は〝アルビオン紳士の忠実なる友〟ピカデリー・ガゼットのクレマン。新聞記者だ」

「……ピカデリー・ガゼットのクレマンだって？」

　店主の目が針のように細くなった。だが、それはクレマンの名乗りに恐おそれ入ったからではない。逆に記者に向き直ると、はなはだ非友好的な視線で睨み据えたではないか。

「じゃあ、てめえだな！　この前、新聞でうちの店をぼろくそにけなしやがったインチキ記者は！　牛乳に混ぜものしてるだの、ケーキの賞味期限が切れてるだの、噓うそ八百並べやがって！」

「え!?　あ、いや……」

　それまで真っ赤に染まっていたクレマンの顔から音をあげて血の気が引いた。袖そでをまくって二の腕を剝むき出した店主に対し、青ざめた顔を振りながら、二、三歩、後退する。

「あ、いや、ご主人……あれは表現の自由への挑ちよう戦せんというか、近代市民社会におけるマスコミの存在意義の発はつ露ろというか、そのですな……」

「失うせろ、このハイエナ野や郎ろうが！」

　野太い怒ど声せいが火山のような勢いで轟とどろいたときには、言論の護まもり手は鮮あざやかに回れ右していた。そのまま雲を霞かすみと逃にげ去る姿は、啞あ然ぜんとしていたエステルが不覚にもすがすがしいものを感じてしまったほどだ。見る間に小さくなっていくその後ろ姿を、店主はなおも憎にく々にくしげに見送っていたが、ほどなく軽けい蔑べつしきったように鼻を鳴らして店内に引っ込んでしまった。

「あのぉ……どうも、ありがとお、シスター」

　ほっと息をついていたエステルの耳みみ朶たぶを、のんびりとした声が叩たたいた。

　見れば、白ずくめの若者がのほほんと笑って手を差し出している。いまだ不得要領に頷うなずいている尼に僧そうの手を勝手に握ると、若者は肩かたがはずれそうな勢いでそれを振ふった。

「いやあ、こんなに小さいのに、ほんっとうに勇ましいんだねえ！　ぼかぁ、驚おどろいてしまったよ！」

「……あ？　あ、いや、それはどうも」

　碧へき眼がんをきらきらと輝かがやかせて感心している若者に対し、エステルは煮にえきらない声を返した。悪い人間ではなさそうだが、どうにも調子の狂くるう相手だ。

「ええっと、それじゃあ、あたしは用があるんで、これで失礼──」

「ああっ、ちょっと待ってくれたまえよ、シスター！」

　あまり相手にしないことにして、この場を離れようとしたエステルだったが、その意図は早々に葬ほうむられた。馴なれ馴れしく手を握ったまま、件くだんの若者がのこのこあとをついて歩き始めたのだ。

「えっと、エステルさんって言ったっけ？　よければ、ここがどこか教えてくれないかな。ぼかぁ、ホテルに帰りたいんだけど、ロンディニウムはひさしぶりで、すっかり迷っちゃったんだよ」

「あたし、この街は初めてなんですけど……まあいいわ」

　本当はこういう手合いには関わらないのが一番いいのだが、それでも結果的にはあの不ふ愉ゆ快かいな記者を追い払はらってくれた恩人である。無む下げにも突き放せず、エステルはやむなく若者が差し出した地図を覗のぞき込んだ──それから、なんとも言えぬ奇き妙みような顔になる。

「あの……ひょっとして、あたしのことからかってらっしゃいます？」

「え、どうして？」

「どうしてもなにも……これって世界地図じゃないですか！」

　こめかみに青筋立てて、尼僧は呻うめいた。

「こんなもの見せて、どうしろっていうんですか！　もういいですから、さっさとホテルの名前を教えてください。人に聞いてあげます！」

「ええっとね……なんか、おっきなホテルだったなあ。うん、それと人がいっぱいいた」

「……ひょっとして、ホテルの名前、忘れたんですか？」

「ごめんね。あ、でも、窓があったな、たくさん。それと、上には屋根も……あ、ちょっと！　どこに行くの、シスター！」

「さようなら。どこか遠くで幸せになってくださいませ」

　これ以上は付き合っていられない──ため息をつくと、エステルはつかつかと人混みの間を歩き始めた。

　ナイトロード神父といい、いまのといい、どうして自分の周りにはあんなのしか集まって来ないのだろう？　何か妙みようなフェロモンでも撒まき散らしているのだろうか？　それとも、守護天使の手て違ちがいか何かで特別な試練を課されているのだろうか？

「だったら主よ、あたしの忍にん耐たいはもう十分に試ためされました。そろそろ、普ふ通つうの試練をお願いします──」

　一方、そんなエステルの願い空むなしく、白ずくめの若者は通行人に餌えさでも与えられた野の良ら犬いぬのようにひょこひょことくっついてきた。しかも、およそ周囲をはばからぬ大声で呼びかける。

「ねえ、シスター！　足が速いのはよくわかったから、もうちょっとゆっくり歩いてくれないかなあ。ついてけないじゃないか」

「だったら、ついてこないで下さいませ」

「つれないなあ。君とボクの仲じゃない」

　全身で拒絶のオーラを発しているエステルに対し、若者はいっこうに傷ついたふうもなくまとわりついてくる。あまつさえ、馴れ馴れしくもその肩を抱だいてきたではないか。

「それにまだ、君にはさっき庇かばってもらったお礼してないしぃ……そうだ、何か欲しいものはある？　お菓か子し？　あ、ケーキなんてどうかな？」

「けっこうです。あたし、シスターですから、見ず知らずの人にそんなものいただけません！」

「え、そうなの？　不便なんだねえ、シスターって……なんだったら、ボクが別の仕事紹しよう介かいしたげようか？　こう見えてもボク、顔は広いんだ。女王さまでもなんでも、好きな仕事に就つかせてあげるよ」

「女王さまって、あなたね……ああもう、わかりました！　女王さまでもなんでもいいですから、少し静かにしてください！」

　集まってくる周囲の目に赤面しつつ、エステルがペラペラと動く若者の口をなんとか閉じさせようとしたとき。

「──シスター・エステル？」

　訝いぶかしむような声は、車道から聞こえた。

　ちょうど通りがかった黒くろ塗ぬりのリムジンが停車すると、その後部座席に座っていた紳しん士しが窓から顔を覗かせたのだ。

「シスター・エステルではありませんか？　どうしたのです、このようなところで？」

「あ、あなた……」

　声をかけてきた相手を見返し、エステルもまた驚いたように目を瞠みはった。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの下の怜れい悧りな顔に見覚えがあったからだ。

「バトラーさん？」

「やあ、奇き遇ぐうですね。これは驚きました」

　アイザック・バトラー──以前イシュトヴァーンで出会った紳士はドアを開けると抑よく制せいの利きいた微び笑しようを浮うかべた。灰色の髪かみの下で陰いん気きに黙だまりこくっている運転手を顧かえりみて、同意を求める。

「君もびっくりしているだろう、グデーリアン君？……あのあと、教皇庁でもずいぶんとご出世されたと聞いておりましたが、まさか、こんなところでお目にかかることになるとは思いも寄りませんでしたよ、シスター・エステル。いつ、アルビオンに？」

「ええっと、つい、さっきです」

　たとえ一、二度しか会ったことのない相手でも、まったくの異郷に唯ただ一人放り出されているときには、家族のように思えるものだ。ましてこの紳士にはイシュトヴァーンではずいぶんと世話になっている。急に心強い味方を得たような気分になって、エステルは胸を撫なで下ろした。

「実は、宮きゆう殿でんの晩ばん餐さん会かいにお呼ばれしていたのですが、案内の者とはぐれてしまって……ちょっと困っていたところなんです」

「おや、それはいけませんね」

　黒くろ髪かみの紳士は同情したような口調になった。だが、どこか困ったように眉まゆをひそめる。

「そういうことでしたら、送っていってさしあげたいのですが……実は私の方もそうは参りませんでね。実はいま、人を捜さがしている最中なのです」

「人を捜してる？」

　実に不ふ吉きつな予感に駆かられて、エステルは紳士の言葉を繰くり返した──その予感の正しさが証明されたのはその直後のことである。

「やあ、アイザック！」

　太平楽をそのまま音声化したような声が、背中越ごしにかかった。声の主はわざわざ振り返らずともわかる──こんなお気楽な声で喋しやべる男はエステルの知る限り、この世に二人だけだ。

「よかった！　捜しに来てくれたのか……あ、紹介するよ。こっちの彼女はシスター・エステルって言ってね。ボクの友人さ！　シスター・エステル、彼はアイザック。ボクの執しつ事じさ」

「急にいなくなられたので、あちこち捜しました、我がマイ・君ロード」

　いったいいつ、どうやってこんな変なのの友人になったのだろう──エステルが深刻な懐かい疑ぎの発ほつ作さに囚とらわれている間にも、黒衣の紳士は白ずくめの若者に対して、恭うやうやしいがやや非難がましい抗こう議ぎを行っている。

「いったい、どちらに行かれていたのです？　我が君に万一のことがあれば、留守の者たちに私は吊つるし上げられてしまいます。どうか、くれぐれもご自重くださいませ」

「そんなことぐらいわかってるって。まったく心配性だなあ、アイザックは……そんなんじゃ、すぐに禿はげちゃうぞ？」

　皺しわくちゃになったローマの地図を脇わきに手た挟ばさみ、若者は脳天気に笑ってみせた。それからふと、思い出したようにエステルの方を顧みる。

「あ、そだ！　せっかくだから、宮殿まで送ってあげちゃおう！　急いでるんだろ？　乗ってきなよ！」

「え？　そんな、悪いですわ」

　気さくな申し出に対し、エステルは半歩後ずさった。若者自身はともかく、忠実なその執事に迷めい惑わくをかけるのを恐おそれて首を振ふる。

「これから、ホテルにお帰りになるんでしょう？　余計な寄り道になってしまいます」

「エステルさま、我が君の仰おおせです。どうか、お乗りください」

　そんな尼に僧そうの辞退を遮さえぎったのは黒髪の執事だ。恭しく尼僧のためにドアを開けたまま、慇いん懃ぎんな口調で言い添そえる。

「それに宮殿はちょうどホテルへの帰き途とですから、ご遠えん慮りよにはあたりません……さあ、どうぞ」

「そ、そうですか……すみません」

　結局、それ以上辞退するのもかえって無礼なことのように思えて、エステルは頭を下げた。恐きよう縮しゆくしながら、リムジンに乗り込もうとして──ふと背後を振り返る。

「……そういえば、まだうかがっていませんでしたね」

　彼女に続いて車に乗ろうとしていた若者を、エステルは顧みた。にこにこと目を細めている天真爛らん漫まんな笑え顔がおに向かって問いかける。

「お名前、なんておっしゃるんですか？」

「あれ、まだエステルには教えてなかったっけ？」

　神しん妙みように尋たずねたエステルに対し、青年は照れくさげに頭をかいた。それから、まるで天使が降りてきたような笑顔で自分の名を口にする。

「ぼかぁカイン──カインっていうんだ」




「えい、くそ、忌いま々いましい！」

　足下の小石を勢いよく蹴けり飛ばして、クレマンは舌打ちした。

　イシュトヴァーンのときといい、今度といい、あの〝聖女〟に近づくとなにかしら余計な邪じや魔まが入るらしい。

　もっとも、取材に障害は付き物だったから、ベテラン記者は落らく胆たんまではしなかった。正義と信念とボーナスのための取材活動を妨ぼう害がいし、言論の自由を封ふう殺さつしようとする諸勢力に対し、常にクレマンは雄お々おしく戦ってきた。これまで彼がペンとインクでその心臓を貫つらぬいてやった芸能人や汚お職しよく警官はすでに十指に余る。そういった過去の強敵と比べれば、あんな小こ娘むすめ風情ふぜい、その気になればいかようにも料理できるはずだ。

「けっ！　覚えてやがれよ……おっ!?」

　路地裏で残飯を漁あさっていた野の良ら猫ねこに石を投げつけようとして、クレマンはふと目を凝こらした。道路を、一台の黒くろ塗ぬりのリムジンが走り去ってゆく。ロンディニウムでも珍めずらしい高級車だったが、クレマンの目を奪うばったのは車体そのものではない。スモークガラスが開いたままになっている後部座席に、ちらりと赤い輝かがやきが見えたからだ。あの特とく徴ちよう的な赤毛は──

「シスター・エステル!?　それと隣となりの奴やつは……イシュトヴァーンのあいつ!?」

　尼僧の対面に腰こしを下ろしている黒服の男に、クレマンは見覚えがあった。そう、確かアイザックなんとかいうイシュトヴァーンの邪魔者ではないか！

「あいつら、知り合いだったのか？　いや、そんな感じには見えなかったな……」

　血のように赤いリムジンのテールランプは、すでに遠く消えかけている。追いかけるのは困難だし、その労力に見合う何かがあるかどうか、保証の限りではない。だが、このときは何かが、クレマンの記者魂だましいを刺し激げきした。

「おい、あのリムジンを尾行つけろ！」

　道ばたに停とまっていた二輪馬車ハンサムに乗り込むと、クレマンは御ぎよ者しやに命じた。実のところ、煙草たばこが一箱買えるかどうかという小銭しか持ってないのだが、いざというときは、適当に難なん癖くせつけて、代金を踏ふみ倒たおす覚かく悟ごである──なにごとも取材のためだ。

「急げ！　ちゃんと追いかけられたら、チップははずんでやる！」

　走り始めた馬車の座席で足を踏ん張ると、クレマンは鞄かばんから愛用のカメラを取り出した。
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「ほんっとうに！　まことにもって！　誠心誠意っ！　申し訳ありませんでしたあっ！」

　競馬場ほどもあろうかという広大な広間には、王立管かん弦げん楽がく団だんの奏かなでる夜曲が優ゆう雅がな旋せん律りつを為なして漂ただよっていた。

　まだ初春になったばかりにも拘かかわらず、シャンデリアの下では色とりどりの花々が姸けんを競きそい、庶しよ民みんであれば、一生、目にすることもないであろう料理の数々がテーブルクロスの上で湯気をあげている。しかし、これら贅ぜいを極きわめたテーブルに、盛装した列席者たちはほとんど見向きもしない。それぞれエスコートするパートナーと優雅なワルツを踊おどる者、あるいは仲間ごとに小さな会話の輪を作って談だん笑しようする者、そしてまた広間の隅すみで意味ありげな密談を交かわし合う者……その間では、皺しわ一つ無い制服に身を固めた宮きゆう殿でん付の給仕たちが、まるで機械人形じみた精せい緻ちさで動き回ってはそれぞれの仕事を果たしている。

　一方、広間の調度も贅美極まるものだ。洗練の度合いではいま一歩、ローマの法王宮には及およばぬものの、豪ごう奢しやという点に限ればあれに匹ひつ敵てきするやも知れぬ。実際、いま、エステルたちの足下を埋うめるカルタゴ絨じゆう毯たん一つとっても、百人の職人が十年がかりで仕上げたものだ。〝北方の雄ゆう国こく〟の財力を、これほど如によ実じつな形で物語るものも少ないだろう──だが、その絨毯に額を擦こすりつけかねまじき勢いで、銀ぎん髪ぱつの神父はもう一度頭をかがめた。

「エステルさんがおっこちたあと、できることなら、すぐに捜そう索さくしたかったんですよ。でも、私の方もあのときはそれはもう大変で……ロープは切れるわ、川に落ちるわ、ようやっと這はい上がったと思ったら下着ドロと間ま違ちがわれて、犬に追い回されるわで、それはもうおおごとだったんです……ううっ、ちくしょう、あのブルドッグ。犬の分際でワンワン吠ほえやがって……」

「はあ……それは大変でしたわねえ」

　泣きべそをかいている神父の声を耳の隅で聞き流しながら、エステルは気のない顔で頷うなずいた。

　さきほどから、広間中からこちらに集中している視線に注意を引かれて、まともに相手をするどころではなかったのだ。視線は敵意とまではいかないものの、けっして温かなものではなかった。いや、それはいまに限ってのことではない。ようよう宮殿に辿たどり着いてからこちら、数多あまたの貴き顕けんに紹しよう介かいされたが、そのほとんどから似たような目を向けられ続けていた。

「……どうも、あたしはあまりこの国の人たちに歓かん迎げいされていないみたいですね」

　えぐえぐと泣きべそをかいている神父にハンカチを手て渡わたしながら、エステルはそっと囁ささやいた。アベルに言ったのではない。さきほどから傍かたわらでパイプを嚙かんでいたいま一人の神父──面おも長ながの顔に知的な表情を浮うかべた中年の紳しん士しに向けた言葉だ。

「歓迎はしていないんだけど、追い払はらうこともできない厄やつ介かい者ものが迷い込んできた……そんな感じがしますわ。なんだか、この人たちも、あたしをどう扱あつかっていいものか困っているみたい」

「然イグザクりトリイ。まさに、君の言うとおりだよ、シスター・エステル」

　優ゆう秀しゆうな学生の発表を愛めでるように、紳士はエステルの発言を首しゆ肯こうした。長いこと使い込んでいい色合いになっている海ミア泡シヤ石ムのパイプに火を入れながら、採点官的な物もの腰ごしで補足する。

「知ってのとおり、このアルビオンはとても排はい外がい的なお国くに柄がらでね。ことに、教皇庁に影えい響きよう力を行使されることを極きよく端たんに嫌きらってるんだ。だから、本来ならば君や、あるいは明日到とう着ちやくされる教皇聖下の訪問はけっして歓迎されるものではない……普ふ通つうならね」

「でも、いまは普通じゃない？」

「そのとおり。なにしろ、いまやアルビオンは大きな選せん択たくを強しいられようとしているところだ。おそらくは今後の数十年、いや、数百年の国家の命運を左右することになる大きな選択をね。だから、彼らとしても君をどう扱ったものか迷っているところなのさ……ああ、ありがとう」

　エステルが差し出した灰皿に灰を落として、中年紳士──派は遣けん執しつ行こう官かん〝プロフェッサー〟ことウィリアム・ウォルター・ワーズワース博士は目を細めた。そのポーカーフェイスぶりは教皇庁でも名高かったから、このアルビオン貴族出身の神父が祖国の同どう胞ほうにどんな感想を抱いだいているものか、エステルには推察さえつけられない。ただ、皮肉っぽい横顔を見る限り、この状じよう況きようをそれなりに楽しんでいるような、そんな雰ふん囲い気きが漂っている。

「まあ、その選択肢し次第では、この国は従来の孤こ立りつ主義を捨て、教皇庁にすり寄らねばならなくなるかもしれないだろうね。当然その場合、〝聖女〟を邪じや険けんに扱うことは論外だ──だが、別の選択肢を選べばまた話は違う。その場合、教皇庁に近づくことはかえって危険を招くことになるからね。ま、〝どっちつかず〟というのが、この場合は一番賢けん明めいな処世術じゃないかな」

「あのぉ、すいません、〝教授〟。おっしゃる意味がよくわかんないんですが……」

　スマートな講義にいかにも頭の悪げな質問を挟はさんだのは、当然ながらエステルではない。考え深げに頷いていた尼に僧そうの側そばで、一人だけ置いて行かれた顔で鼻をほじっていたアベルが、手をあげたのだ。

「いま、この国が大変ってのはどういうことです？　何か大事件でも起きる予定があるんで？」

「神父さま、お願いですから、新聞ぐらいは読んでくださいませんか？」

　軽く目を瞑つぶって思索に耽ふけっている紳士に代わって、エステルは出来の悪い生徒を窘たしなめた。ため息とともに、自分の知識をレクチャーしてやる。

「いま、この国の女王陛へい下か──ブリジット二世がどういう状態かはご存じですね？」

「ええっと、確か、病気で寝ね込こんでおいでなんですよね？　ずいぶんと悪いって聞きました」

「悪いなんてもんじゃありません……お気の毒に。今日明日をも知れぬ容態だそうですわ」

〝北海の女怪スキユラ〟〝ロンディニウムの雌めす蝮まむし〟〝サタンの妻〟──半世紀にわたってアルビオンの玉座に君臨してきた女王ブリジット二世を飾かざる二つ名は、枚挙に暇いとまがない。

　四王国の一いち雄ゆうにして北の覇は者しやたるアルビオンは、歴史的にも地政学的にも、大陸からは一種独立した地位を占しめ続けてきた強国だが、今日に至る道はけっして平へい坦たんなものではなかった。

　教皇庁やヒスパニアといった強国の圧力をはねのけ、北方諸国に覇はを唱えるに至ったのはようやくここ半世紀においてである。そこまでこの島国が力をつけてきた理由としては、伝統的に有していた工業力や、教皇庁の衰すい退たいといった諸もろ々もろの要因が挙げられるだろうが、やはりその最たるものは、諸列強相手に権けん謀ぼう術じゆつ数すうの限りを尽つくしてきた現女王ブリジットの手しゆ腕わんにあったと見て間違いあるまい。わずか十五歳で即そく位いしてから半世紀、〝北海の女怪スキユラ〟はローマの〝大帝〟グレゴリオやベルリンの〝軍ソルダー隊テンケー王ニヒ〟フリードリヒらに伍ごして、国際社会にアルビオンの名を重からしめてきたのである。

　だが、その女王が病に伏ふしたのはつい先週のことであった──即位ゴール五十年デンジユ記念祭ビリーのパレード中、急に倒たおれたのだ。侍じ医いたちの診しん断だんした病名は脳のう溢いつ血けつ。今年で六十五という年ねん齢れいは老齢というほどでもないはずだが、内に無数の反乱を鎮ちん圧あつし、外に列強と渡わたり合ってきた半世紀は、さしもの〝女怪スキユラ〟にも多大な負担を強いていたものらしい。床とこにつくや、そのまま人事不省の重体となってしまったのである。いまや、その命は月を越こせぬだろうとさえ言われている。

「ははあ、それはお気の毒に。あ、それで、明日には教皇聖下が終油の秘ひ蹟せきを施ほどこすためにアルビオンにいらっしゃられるわけですね？　でもって、エステルさんはそのお供と……あれ？　でもそれと、さっき言ってた〝この国の大事な選択〟ってのと何の関係があるんです？　お葬そう式しきの日取りで、何か揉もめてるんですか？」

「そんなくだらないことじゃありません……問題は世よ継つぎの君ですわ」

　不ふ謹きん慎しん極きわまる言葉をお気楽に口走る神父から目を逸そらすと、エステルは声調を落とした。周囲でこちらを盗ぬすみ見ている者たちの耳に入らないための用心ということもあったが、それ以上に、つい一時間ほど前の繁はん華か街がいでの会話──あの新聞記者が口走っていた戯ざれ言ごとが脳のう裏りにひっかかっていたのだ。あんなデマを気にすることはないと自分に言い聞かせつつも、つい説明を続ける声が小さくなってしまう。

「ええっと、ブリジット二世はお倒れになったとき、まだ王太子──つまり、次期国王を決めてらっしゃらなかったんです。いいえ、本当は決めてらっしゃったんですけど、十八年前に病で亡なくしてしまわれたんです」

「それがギルバート王子──女王のたった一人の息むす子こだった人物だよ」

　往事を思い出すように口を挟んだのは〝教授〟である。アルビオンの名門貴族出身である派遣執行官はパイプに火をいれると、妙みように歯切れが悪くなっている尼僧の台詞せりふを引き取った。

「僕と彼は大学で同窓だったんだが、非常に優ゆう秀しゆうな人物だったねえ。頭も切れて、人ひと柄がらも良かった。生きておられれば、きっと名君になられただろうに……ままならないものだ」

「へえ、それはまた残念ですねえ……あ、でも、それと王位継けい承しよう者しやがいないってことにどういう関係があるんですか？　王族なんて他ほかにもいるでしょう？　そもそも、王太子に子供は？」

「亡くなった当時、王太子はオストマルクのヴィクトリア公女と結けつ婚こんしてまだ半年と経たっていない頃ころで、子供はまだ生まれていなかったんだよ。それでも数ヶ月後、ヴィクトリア妃ひは王太子の忘れ形見の男児を出産されたんだが、それもあいにくと死産だった。王太子には兄弟はいなかったから、その時点で、王家の系けい譜ふはほとんど絶えてしまったんだ。おまけに、その直後、当の王太子妃自身も死亡してしまった……あの忌いまわしい〝ホワイトの乱〟でね」

「〝ホワイトの乱〟？」

　いかにも物知らずな顔でアベルは首を捻ひねった。その名が出た直後、傍かたわらで尼僧が反射的に身を堅かたくしたのも気づかないように、質問する。

「それって確か、なんとかって騎き士しが、王太子妃と自分の奥さんを殺しちゃった事件のことですよね？　ええっと、エドワード・ホワイト卿きよう──でしたっけ？」

「ああ。事件まではアルビオンでもっとも高潔な騎士と言われていた人物だ。武勇にも優すぐれ、妻のジュリア・ホワイト夫人ともども王太子夫妻の信任篤あつかった」

「ははあ。でも、そこまで立派な人物がなぜそんなだいそれた真ま似ねを？」

「わからん。いろいろ説はあるんだがね。王太子妃への横よこ恋れん慕ぼとか、逆に自分の妻が王太子と密通していたと勘かんぐっての報復とか……実際のところは僕にもわからない。当時、僕自身もちょっと事情があってこの国を離はなれていたからねえ」

　そう呟つぶやくと、〝教授〟は彼にしては珍めずらしく哀かなしげなため息をついた。その当時の〝ちょっとした事情〟に思いを馳はせているのか、それともアルビオンの出身者として間近に迫せまった国王の不在を憂うれう気持ちがあるのか、軽く目を瞑って紫し煙えんをくゆらせている。

　実際、王ギル太子バートの死後、十九年の長きにわたってブリジット二世は後こう継けい者しやを定めていなかった──いや正確には、定めることができなかったというべきだろうか。なぜなら、王太子とその死産した息子の死を最後に、宮きゆう廷ていから王族と呼べる者は消えてしまっていたからだ。

　その原因はさまざまだが、アルビオン王家が繰くり返してきた近きん親しん婚こんをその最たるものと見るむきは多い。ここ半世紀、王族に子が生まれることは極めて稀まれで、生まれた者もたいていは遺伝病によって若くして命を終えている。現女王がまったく縁えんもゆかりもない小国オストマルク──この公国そのものは、十八年前にゲルマニクスに併へい合ごうされてしまった──から息子の嫁よめを迎むかえたのも、その遺伝的閉へい塞そく状じよう況きようをどうにかしたいという意図があったのだろう。しかし、目もく論ろみ虚むなしく王太子は夭よう折せつし、孫は死産。妃は凶きよう刃じんにかかるという傷いたましい結果に終わった。

「だから王太子逝せい去きよからこちら、めぼしい後継者が宮廷にいなかったんだよ。それに陛下自身も、自分がこんなに早く寿じゆ命みようが尽きるとは思ってなかったんだろう……不幸とは重なるものだ」

「うんうん、つくづくお気の毒な方ですねえ」

〝教授〟のレクチャーを聞いて、アベルは首を振ふった。黙だまりこくったままのエステルの顔を見下ろし、同意を求めるようにため息をつく。

「偉えらい人ってのも、苦労が絶えないんだなあ。私、確かに貧びん乏ぼうで幸薄うすいですけど、平民でつくづくよかったです……あれ？　でも、〝教授〟。いま、『王家の系譜はほとんど絶えてしまった』っておっしゃいましたよね。〝ほとんど〟ってことは、誰だれかまだ王族の方がいるんで？」

「ああ、二人ほどいるよ。それぞれ、女王の二人の妹君が他家に嫁とついで生まれた子供──つまり、甥おいと姪めいにあたる方々さ」

「なあんだ、それじゃあ別に問題ないじゃないですか」

　神父は勢いよく鼻の穴を膨ふくらました。自分が問題を解決したように偉そうな顔で付け足す。

「そのどっちかが、次の王様になれば問題なく話が収まるのでは？」

「いや、それが両方とも厄やつ介かいな問題のある方でねえ。まず、甥というのが、他国の国王なんだ──現ゲルマニクス国王ルードヴィッヒ二世さ」

「げっ！　よりによってゲルマニクスの〝兇きよう王おう〟ですか!?」

　お気楽そのものだったアベルの顔が青ざめた。無理もない。ゲルマニクスといえば、なにかと問題の多い軍事国家だ。歴史は浅いが、優れた科学力と諜ちよう報ほう網もうを武器に周辺諸国を蚕さん食しよくしてその地じ盤ばんを固めてきた中欧のこの国は、教皇庁にとっては、なにかと頭の痛い存在である。

「そんな人が王様になったら、アルビオンは実質的にゲルマニクスに併合されちゃうってことになりませんか？　同君連合なんて生やさしいこと言う人たちじゃないですよ、あそこは」

「だから、この国の貴族たちも対応に苦く慮りよしてるんじゃないかね」

　広間の一角に、〝教授〟は顎あごをしゃくった。神父たちとはちょうど対角線上、ジャーマングレイが特とく徴ちよう的なゲルマニクスの軍服を着た男たちが我が者顔にテーブルを占せん拠きよしている。おそらくはかの国の大使とそのスタッフであろう。何か威い圧あつ的に喋しやべっている大男たちを前に、アルビオン外務省の高官らしい紳しん士しが数人、しかめっつらを並べていた。

「うわ、なんか大変そう……じゃ、じゃあ、もう一人だ！　さっきの話だと、姪めい御ごさんがいるんですよね？　だったら、その人で決定じゃないですか」

「アベル君、僕はそう簡単にはいかないと言ったよ？　いったい何を聞いていたのかね……ほら、噂うわさをすればなんとやらだ」

　お気楽な神父の台詞に耐たえかねたように手を挙げると、〝教授〟は、ちょうど向こうで侍じ従じゆうたちが開いた広間の扉とびらを指し示した。

　そこから広間内にしずしずと入ってきたのは、いささか風変わりな一団だった──いずれも美しい少年少女が三十人あまりもいるだろうか。まるで天使の群れが地上に降りてきたような美形の群れはそれだけでも注目を集めるに十分だったが、それ以上に人目を引いたのは、彼らが恭うやうやしくその裾すそを取っている人物の存在だったろう。

　年の頃は二十代の後半ぐらいか。滝たきのように宝石を縫ぬいつけた露ろ出しゆつ度の高いドレスを身に纏まとうのは、口元に黒子ほくろのある一人の女性だ。銀粉を捌はいたブルネットの下、顎の尖とがった顔はどう控ひかえめに表現しても美形の範はん疇ちゆうに含ふくまれたが、気け怠だるげな、それでいてねっとりと絡からみ付くように周囲を見回している視線にはどこか険がある。〝美女〟〝麗れい人じん〟という言葉は彼女にはそぐわない。〝妖よう婦ふ〟──その単語がこれほどぴったりと当てはまる人物も珍しかろう。

「エリン公ジェーン・ジュディス・ジョスリン──アルビオン海ヴアイ軍ス・中アドミ将ラル。国家財政副委員長。自由党院内幹事ホイツブ。王国貴族院終身議員。エリン最大の複合コングロ企業体マリツトジョスリン・コンツェルン総そう帥すい。そしてブリジット陛へい下かの姪……アルビオンきっての大貴族で大だい富ふ豪ごうさ。でも、〝カラミ疫病ティ神・ジェーン〟って綽あだ名なが一番、知られているかもしれないねえ」

　見事なラインを描えがく脚あしの付け根までスリットの入ったドレスを艶なまめかしく波打たせながら、広間を横切ってゆく美女を見やって〝教授〟はやや複雑な表情で解説を加えた。その間にも少年少女は忙いそがしく女主人の周囲を回っては、マニキュアを塗ぬり直したり、一刻一刻形の変わる髪かみを整えたりと主あるじの美を磨みがくことに余念がない。

　だが、キロ単位の宝石を纏った絶世の美女を眺ながめる貴族たちの目には、抜ぬきがたい警けい戒かいと嫌けん悪おの色がある。

　それもそのはず──いまでこそ、このアルビオンの一地方となっているエリンだが、〝アイルランド〟という名を持っていた頃ころは隣りん国ごくとして、アルビオンとはライバル関係にあった。百年ほど前にアルビオンの一部になってからも、独自の議会と軍隊を持ち、準独立国の色しき彩さいを濃こく残しているのだ。そしてその影かげの君主として君臨しているのが他ほかならぬ彼女である。

「公人としては成功した企き業ぎよう家か、軍人としては海かい賊ぞく退治やヒスパニアとの国境紛ふん争そうでめざましい戦功をあげた軍歴の持ち主……経歴だけ見れば、王位を継けい承しようする分には申し分ない才女だ。だがいかんせん、半ば独立した地方領主の彼女に王位を継つがせることを屈くつ辱じよくと考えている貴族が多くてね。しかも、教会嫌ぎらいで通っているから、ローマの受けもよくない。おまけにプライベートでも醜スキヤ聞ンダルが多すぎる」

「醜聞とおっしゃいますと？」

「それはもういろいろさ。不純異性交遊に不純同どう姓せい交遊、乱交パーティーに薬物摂せつ取しゆ……それと、これまで彼女は七回結けつ婚こんしているが、夫は七人とも病死しているんだ。妻に毒殺されたというのがもっぱらの噂だよ」

「それはまた……ええっと、すごい方なんですねえ」

　うそ寒げな表情になって、銀ぎん髪ぱつの神父は肩かたをすくめた。

「ゲルマニクス王とエリン公──どちらに転んでも、とんでもないことになりそうだ。この際、遠い親しん戚せきでもいいから、他にまともな王族はいらっしゃらないんですか？」

「実はもう一人、王族がいるにはいるんだが……」

　珍めずらしく歯切れの悪い表情になると、〝教授〟はパイプを嚙かんだ。遠く、オレンジ色の髪の女性士官と親しげに何か話しているエリン公を眺めやりながら、若じやつ干かん、声量を下げる。

「カルスレー子し爵しやくと言ってね。現在は軍ぐん籍せきにあるが、非常に優ゆう秀しゆうで人格的にも優すぐれた方だと聞いている。ただ、残念なことに庶しよ子しなんだ。ギル……王太子殿でん下かが結婚する前に愛人に産ませた子供なんだよ」

「はあ、庶子……」

　さすがにそこまでは頭が回らなかった──アベルはそんな顔になった。

　ちなみに庶子とは、教会法により正式に施し行こうされた婚こん姻いんから生まれたのではない子供のことである。たとえば、未み婚こんの母が産んだ子供や、愛人関係でできた子がそれにあたる。この時代、庶子には家か督とく継けい承しようはおろか、財産分ぶん与よも認められていない。当然、王位継承権も発生しない。

「……さてと、いつの間にかこんな時間か」

　遠くから聞こえてくる時じ鐘しようの音を聞きながら、講レク義チヤーを終えた〝教授〟は懐かい中ちゆう時計を取り出した。依い然ぜん、晩ばん餐さん会かいは終わる気配を見せなかったが、そろそろ日の変わる時刻だ。それを確かめ、紳士はそれまで座っていた椅い子すから腰こしをあげた。二人の同どう僚りようを見下ろして告げる。

「アベル君、シスター・エステルは明朝から教皇聖下をお出で迎むかえしないといけない。そろそろ寝しん室しつにお送りして、我々は本来の職務に戻もどることにしようじゃないか。この分だと、徹てつ夜やかね」

「……本来のお仕事？」

　自分の名を耳にして、エステルは夢から醒さめたように顔をあげた。小首を捻ひねりかけ、すぐに〝教授〟の言わんとするところに思い当たる。

　実は、二人の派は遣けん執しつ行こう官かんがこの時期ロンディニウムに来ていたのは、別にエステルのエスコートのためではない。つい先日、宮きゆう殿でん内で起こった聖職者による不ふ祥しよう事じを解決するためだ。

　問題を起こしたのは、宮殿礼拝堂付の下級司祭である。賭と博ばくで経済的に破は滅めつしかけたこの司祭は、こともあろうに保管されていた極ごく秘ひ文書を盗ぬすみ出し、売り飛ばそうと企たくらんだのである。

　実のところ宮殿内に保管されていた文書のほとんどは、数十年、あるいは数百年前のものばかりで、近々の国際関係や政治に及およぼす影えい響きようはまず皆かい無むであったが、それでも、歴史上の事件の内幕を暴ばく露ろするものとして、スキャンダルの材料にはなる。しかも、それが聖職者によって盗み出されたとあっては、ただでさえ不安定なアルビオンと教皇庁の関係に罅ひびを入れかねない──そう危き惧ぐしたカテリーナが、〝教授〟とアベルに事件の解決を委ゆだねたのである。

「あれ？　でも、盗まれた文書はさっき無事に回収されたんですよね？　あの司祭も逮たい捕ほされたし……じゃあ、事件はもう解決したんじゃないんですか？」

「いや、それがそうもいかなくてねえ……実は回収した文書に欠落が見つかったんだよ」

　ややうんざりとした光を目に浮うかべると、〝教授〟は長い顎あごを撫なでた。

「問題の司祭が言うには、自分が文書を盗み出したとき、すでにその欠落した部分は誰だれかが持ち出したあとだったそうなんだ。まあ、十中八九は噓うそだろうが、でも、それならそれで、その欠落箇か所しよを見つけないといけないわけだから……やれやれ、面めん倒どうなことになりそうだ」

「ええっと、リストによれば、欠落箇所は聖暦六四五年の十一月あたりですね」

　手て垢あかに汚よごれたメモ帳を懐ふところから引っ張り出しながら、アベルが補足した。いかにも眠ねむたげな生欠伸あくびを嚙み殺してメモに書かれた文書のリストを読み上げる。

「内容はっと……ああ、〝教授〟。これが、あれですよ。さっきのホワイト卿きようの反乱──王太子妃ひが殺された事件の記録ですよ」

「…………!?」

　急に胸を襲おそった動どう悸きに、エステルは一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。

〝ホワイト卿の反乱〟──その単語を耳にした瞬間、背筋に冷たいものが走ったのだ。大きく息を吐はきかけ、かろうじてこらえる。

「……おや、どうしました、エステルさん？」

　懸けん命めいに平静を保とうとしている尼に僧そうの顔を覗のぞき込み、銀髪の神父が不思議そうに声をかけた。

「お顔の色が悪いですよ？　睡すい眠みん不足ですか？」

「あ、いえ、違ちがいます……違うんです……」

　首を振ふってアベルから離はなれながら、エステルは息を整えた。これまた、どこか不ふ審しんげにこちらを見ていた〝教授〟に向き直ると、思い切って口を開く。

「あの、ワーズワース博士……実は、おりいってご相談があるのですが。個人的なことでちょっとご意見をうかがってもよろしいでしょうか？」

「ああ、かまわないよ」

　思い詰つめたような尼僧の嘆たん願がんに頷うなずき返すと、〝教授〟はしまいかけていたパイプを再び銜くわえた。年経たフクロウを思わせるアルビオン貴族の顔には、どこか頼たよってきた者を安心させるような、知性に裏打ちされた優やさしさがたゆたっている。エステルはどこまで話したものか一瞬迷ったが、すぐに意を決した。

「博士がお忙いそがしいということはわかってますし、個人的なことで甘えるのは大変に心苦しいのですが、実は、ちょっと〝エドワード・ブランシェ〟という騎き士しのことを調べて欲しいんです。この国に実在した人物なのか。実在したのなら、どういう人物だったのか」

「ああ、それはかまわないが……〝ブランシェ〟というと、君の親族かね？」

「父です……いえ、父だと思っていた人物です」

「……ふむ？」

　思し慮りよ深げに眉まゆをあげた紳しん士しの前に、エステルはポケットから書類を取り出した。さきほど、あの新聞記者に手て渡わたされ、その後のどさくさで、返しそびれたものである。

「こちらは聖マーチャーシュ教会の僧そう坊ぼうに、あたしの父が泊とまったときのサインです。なんとかって新聞の記者が、イシュトヴァーンで見つけ出したんだそうです。ところがその記者が、あたしの父が、その……さきほどお話に出た反乱事件の犯人と同一人物じゃないかって言い出しまして」

「つまり、エドワード・ホワイト卿かね？」

　書類に目を落としながら、〝教授〟は鼻先で笑った。そこに書かれた字だけでなく、紙片の繊せん維い一本一本に至るまで丹たん念ねんに観察しつつ、せせら笑う。

「そんな話、でたらめに決まっているよ。反乱事件の直後、エドワード・ホワイトは確かに海外に逃とう亡ぼうしたが、ほどなくヴィエナで事故死している。彼がイシュトヴァーンまで逃にげたという記録はない……確かにエドワード・ホワイトには娘むすめがいたし、高飛びする際、その娘を連れて行っている。しかし、彼女もヴィエナで父親と一いつ緒しよに事故死したんだ。たぶん、その新聞記者とやらは、そのあたりから話を創作したんだろう。ゴシップ紙がよく使う手口だよ」

「……なんだ、そうだったんですか」

　重荷から解放された安心感に、エステルはため息をついた。あんなゴシップ記者の言葉に惑まどわされてしまった自分が情けない。急に気分が楽になって、エステルは中年紳士に感謝した。

「でたらめでよかったです。その人、こんなものまで用意して、あたしを騙だまそうとしたんですよ……見つけ出したら、張り倒たおしてやりたいわ」

「ああ、おおいに張り倒したまえ」

　エステルが差し出した二枚目の紙片──〝エドワード・ホワイト〟のサインが入った出生届を拡ひろげながら、〝教授〟は面おも白しろくもなさげに頷いた。

「これは洒落しやれにならん話だよ。なにしろ、売り出し中の〝聖女〟が反逆者の娘なんてことになったら、それこそ教皇庁の権けん威いはがた落ちだ。新聞社には厳重に抗こう議ぎせねばならんだろうね。まったく、その人物はどういう経けい緯いで、そんな妄もう想そうに脳を侵しん食しよくされたのか……ね……」

「……どうされました、〝教授〟？」

　急に声量を落として黙だまり込んでしまった同どう僚りようを、不審げにアベルが覗きこんだ。

「なんだか、お顔の色が悪いですよ。パイプ草でも食べちゃいましたか？」

「──ちょっと、さっきのリストを貸したまえ」

　アベルの返事より、さっと伸のびた〝教授〟の手が彼の手中にあった手帳をひったくる方が早かった。中年紳士はほとんど光速に迫せまる勢いで手帳に記されたリストに目を通していたが、とある箇か所しよにくるとはたと目の動きを止めた。

「どうされました、〝教授〟？　なにか、ご不審な点でも？」

「……リストにあるんだ」

「何がです？」

「この書類が、紛ふん失しつ文書のリストにあるんだ」

「!?」

〝教授〟の言葉が終わらないうちに、エステルはその手に握にぎられていた手帳をひったくっていた。そこに記き載さいされていたのは、保管されていた膨ぼう大だいな量の極秘文書のリストだ。そのいちいちに、盗ぬすみ出されたものであることを表すらしい○印と回収されたことを表す×印が添記されている。だが、その一部──○印だけがあって、×印が書かれていない一角に、確かにその名はあった。

〝エドワード・ホワイト、児童出生証明書類一式〟

「シスター・エステル、この書類はいったい誰だれが持っていたのかね？」

「ク、クレマンっていう記者です……ピ、ピカデリー・ガゼットとかいう新聞の」

　急に重くなったリストを震ふるえる手で開いたまま、エステルはかろうじて声を絞しぼり出した。

「ふ、二つの書類のサインが一緒だって……だから、エドワード・ホワイトとエドワード・ブランシェは同一人物に違いないって……あの、ワーズワース博士！　あ、あたしの父は反逆者なんかじゃないですわよね？　お后きさきさまや妻を殺すような人じゃ……」

「……まあ、落ち着きたまえ、エステル君。申し訳ない。僕としたことが、少々、取り乱してしまったようだ。まずは謝罪しよう」

　軽く咳せき払ばらいすると、〝教授〟はパイプを銜え直した。小刻みに震える尼に僧そうの手から、優やさしく手帳を取り上げながら、諄じゆん々じゆんと説明を加える。

「さきほども言ったように、エドワード・ホワイトはイシュトヴァーンまで行っていない。だから、君が反逆者の血を引いているということはありえない──その点は確かだ」

「で、でも、この書類は……」

「ああ、書類は本物のようだ。だがだからと言って、書いてあることが本当だという証明にはならないよ……わからないのは、その記者とやらがどうしてこんなものを持っていたかということだね。うん、この問題はまず、そこから入った方がよさそうだ。さっそくだが、僕はこれからこの書類を科学的に鑑かん定ていしてみよう。それから明日にでも、そのクレマンとやらに会ってくる……ああ、アベル君。例の盗とう難なん事件の後始末やらなんやらは君に任せたからね。あとはよろしく頼たのむ」

「えっと、その〝なんやら〟には、報告書作りも含ふくまれてるんでしょうか？　私、昨日も寝ねてないんですけど？　ねえ、〝教授〟……って、もう行っちゃったよ、あの人」

　情けない声で銀ぎん髪ぱつの神父が訴うつたえたときには、瘦そう身しんの紳しん士しの姿は広間から消えていた。アベルはため息をついたが、すぐに、隣となりで青ざめている尼僧の存在を思い出したらしい。顔を覗のぞきこんで微笑ほほえみかける。

「そんなに心配されなくてもだいじょうぶですよ、エステルさん。〝教授〟も言ってたでしょ。それにもし、書類が正しかったとしても……あなたはあなたです。お父さんの過去がどうだろうと、気に病やむことなんてありません」

「でも……」

　慰なぐさめの言葉は十分に暖かかったが、エステルはうそ寒げな表情を変えなかった。それが、急に微笑みに変わったのは、遠くから、スペンサー大たい佐さ──あの有能で親切な女性士官が律動的に歩み寄ってきたのを見つけたからだ。もっとも、彼女の背後についてきたもう一人の女性──歩く宝ほう飾しよくの塊かたまりのようなエリン公とその従者である少年少女の接近は、悟さとらぬ方が難しかっただろう。

「……何かあたしにご用でしょうか、大佐？」

　正直、いまは人と口をきくのさえ苦痛だった。にも拘かかわらず、エステルがかろうじて愛あい想そ笑いらしき表情を作ることができたのは、〝聖女〟として群衆やマスコミ相手に過ごしたここ数ヶ月の努力の成果である。

「そちらの方はエリン公閣下──レディ・ジェーンとお見受けしましたが、お知り合いでいらっしゃいますの？」

「はっ、彼女とは十年来の友人です。実は士官学校の同期でして」

　堅かた物ぶつの女性士官と色事師の大貴族──これほどまでに対照的な取り合わせも珍めずらしかったろう。軍ぐん帽ぼうを小こ脇わきに抱かかえたまま、メアリは几き帳ちよう面めんな口調で紹しよう介かいの労をとった。

「遅おそかれ早かれ、対面しないわけにはいかないと思いまして連れて参りました……ジェーン、ご挨あい拶さつを。こちらがシスター・エステル──〝イシュトヴァーンの聖女〟だ」

「はじめまして、聖女さま。お目もじできて、光栄ですわ」

　厚い瞼まぶたを色っぽくおろして、〝カラミティ・ジェーン〟は膝ひざを折った。その優ゆう雅がな物もの腰ごしは、礼れい儀ぎ作法の教則本に見本として載のってもおかしくなかったほどだ。が、次にこの大貴族の唇くちびるから出た言葉は、世の悪評をいささかも裏切らぬものであった。

「〝聖女〟なんていうから、てっきり、骨と皮でできたガリガリの小こ娘むすめを想像していたのですけれど、こんな、美お味いしそうなお嬢じようさんとは思いもよりませんでしたわあ……ほんと、食べてしまいたいぐらい」

「お、お褒ほめに預かり恐きよう縮しゆくです」

　厚い唇を色っぽく舐なめ上げた公こう爵しやくに露ろ骨こつな欲望の視線を向けられ、エステルは思わず後あと退ずさるところだった。愛想笑いを貼はり付けた顔に冷ひや汗あせを浮うかべて、首を振ふる。

「で、でも、私わたくしのごとき、卑いやしい馬の骨にはいささか過分なご賞賛ではないかと」

「あら、この世で一番大切な物は〝美〟です。それに比べれば、出自や地位など取るに足らないことよ、かわいいお嬢さん……そして、一つ付け加えるなら、あなたはわたくしの好みね」

　もう一つ付け加えるなら、エリン公にとって、性別などというものはさらに取るに足らぬ問題らしい。こうしている間にも、美女の長い指は軟なん体たい動物を思わせる卑ひ猥わいな動きでお付きの美少女の胸元をまさぐっている。真っ赤になった顔を明後日あさつての方向にそらしつつ、エステルは死にものぐるいでここから逃にげ出す口実を探した。

「え、ええっと……ああ、そうそう。スペンサー大佐、教皇聖下が到とう着ちやくされるのは、明日の何時でしたっけ？」

「宮きゆう殿でん到とう着ちやくは〇マル八ハチ〇マル〇マルのご予定です。その後、女王陛へい下かを見み舞まわれて後、午後から開かい催さいされるロイヤル・レガッタをウォータールーブリッジまで見物に出られることになっています」

「まあ、そんなに早くご到着なさいますの？　大変、それじゃあ、私も今日は早く休んで、明日に備えないと」

「いや、エステルさん、だいじょうぶですよ、そんなに慌あわてられなくても……ぐふっ！」

　したり顔で口を挟はさんできた神父の鳩尾みぞおちに肘ひじをいれると、エステルはさも眠ねむたげに目を擦こすった。

「それに、私、修道院暮らしが長くて、夜は弱いんです……そろそろ、失礼してもよろしいでしょうか？」

「もちろんです。すぐに寝しん室しつにご案内いたしましょう」

　はきはきと答えたメアリの背後から、涎よだれを垂らさんばかりの顔になっているエリン公が声をかけた。

「では、わたくしもご一いつ緒しよしましょう。よければ、聖女さま。わたくしの罪深き懺ざん悔げをじっくりと聞いていただけると嬉うれしいのですけれど」
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「君は来なくてもいい、ジェーン」

「あら、冷たいわ、メアリ……そういう、野暮なところは昔と変わってないのねえ」

「君が変わらなさ過ぎなんだ」

　にべもない返事を投げつけると、大貴族にして次期国王候補をメアリは手の一ひと振ふりで追い払はらった。なおも名残なごり惜おしげに指をくわえているエリン公の視線から体を張って〝聖女〟をガードしながら、前に立って道を作る。エステル、そしてアベルが慌てて後に続いた。

「ところで、ご寝しん所じよは客館の方にお作りしておきました。そちらのナイトロード神父の寝室が近くにございますので、なにかと便利かと存じまして」

「す、すいません、何から何まで手配していただいて」

　明めい瞭りようにして手て際ぎわの良い女性士官の配はい慮りよに、エステルは恐縮してみせた。同時に、少し意外な気もする。

　アルビオンのような大国ともなれば、国こく賓ひんへの接待はそれ専門の部署が行うのが普ふ通つうなのだ。だが、エステルの到着以来、一いつ貫かんしてこの女性士官が彼女の世話を焼いている。軍だけでなく、宮きゆう廷てい内にも顔が利きくというのは、いったい、どういう身分なのだろう？

　大広間を出ると、そこは中庭へと続く回かい廊ろうになっていた。後をひょこひょことついてくるアベルが迷子にならないよう気を払いながら、エステルはその点を尋たずねようとした。

　だが──

「そこにいるのは、誰だれだ!?」

　まるで、エステルが声をかけるタイミングを察知したかのようだった。その直前、立ち止まったメアリは素す早ばやく手をあげて後続の二人を制している。素早く前方に出たアベルにエステルを任せ、自分は腰こしの軍用リボルバーを抜ぬき放はなって、中庭の一角、濃こく蟠わだかまった闇やみを一いつ喝かつしたのだ。

「隠かくれているのはわかっている……ここが、アルビオンの女王います宮と知っての狼ろう藉ぜきか!?」

「……女王陛下います宮と知るがゆえに、参内したのでございます」

　声は澄すんではいたが、か細かった。

　ようやくエステルが何者かの気配を察知したときには、闇の中からほっそり人ひと影かげが現れていた。全身黒ずくめ。修しゆう道どう僧そうのような貫かん頭とう衣いを纏まとったうえに、深くフードをおろしている。その顔は、完全に影かげに隠れて見えず、男か女かさえ、定かではない。

　だが、メアリにはその人物が誰かわかったようだ。理知的な美び貌ぼうが露骨な嫌けん悪おを孕はらんだかと思うと、彼女には似合わず鋭するどい声で叱しつ責せきする。

「マンチェスター伯はく！　貴様、何のつもりだ……そのような穢けがれた身にして、王宮に推参するとは！」

「お叱しかり申し訳ございませぬ。されど、女王陛下のお病気いたつき篤あついと聞き及および、いても立ってもいられず、このようにまかりこした次第……」

　叱声を浴びた黒衣の影は、恐きよう縮しゆくしたように身を縮めた。しかし、その場に留とどまったまま、憐あわれみを請こうように手を差し伸のべる。

「我らがこうしてあるも仁徳厚き陛下おわしてのこと。かの君亡なくならば、我は生きていてもしようがない……どうか、お聞かせくだされ、殿でん下か。女王陛下は、再び、健すこやかになられたまうのでありましょうや？」

「──知らぬ」

　凜りん然ぜんとして、メアリは答えを拒きよ絶ぜつした。もし、このときエステルが別のことに気を取られてなければ、黒衣の人物が女性士官に対して〝閣下レデイ〟ではなく〝殿ユア・ロイヤル下・ハイネス〟という呼びかけを使ったことを不ふ審しんに思ったに違ちがいない。だがこのときエステルは、黒衣の人物の憐れみを請う声に完全に意識を集中していた。

（この声って、ひょっとしてあのときの……）

『けっ！　くたばりやがれ、聖人気取りの人殺しが！』

　あのとき、マスクを剝はぎ取ったテロリストの怒ど声せい。オートジャイロの爆ばく音おんと風鳴りのせいでよく聞きとれなかったが、滑かつ舌ぜつのよい口調は、いま、目の前の人物のそれとそっくりだ。そう思って見直してみると、背格好も瓜うり二ふたつと言いたくなるほど似ている。

　一方、その間にも、メアリは件くだんの人物を凜と澄んだ声で叱りつけていた。

「とにかく、今宵こよいは晴れの祝しゆく宴えん。そして、ここは王宮にして、汝なんじ如ごときが立ち入ることのできる場所ではない……耳あらば、よく聞き分けて、疾とく去いぬるがよい、伯はく爵しやく。そして、二度とその不ふ吉きつな姿をこの王宮に現すな！」

「……やむを得ませぬ」

　重ねて叱りつけられ、黒こく影えいは哀かなしげにため息をついたようだった。それから振ふり返ると、足音もたてず、中庭を遠くに去ってゆく。

「……いや、申し訳ありません、聖女さま」

　肩を落とした黒影が中庭を出ていったそのときには、メアリはさきほどまでの怜れい悧りな表情を取り戻もどしていた。気まずげに黙だまっている客たちに対し、てきぱきと詫わびをいれる。

「いまのはマンチェスター伯と申しまして、かつて宮廷で不始末をしでかした者です。女王陛下の禁きん忌きを犯して城を追放された身でありながら、ときどき口実を設けてはああして戻って参るのです……我々も、ほとほと対応に苦く慮りよしております」

「ははあ、なるほど。それはなんともお気の毒さまで……あ、ここが客館ですね？」

　いかにも自然なメアリの詫わび言ごとに対し、エステルは異を唱えなかった。ただ、客館の前まで来ると、陽気に頭を下げてみせる。

「じゃあ、ここまででけっこうですので……今日はいろいろとありがとうございました、スペンサー大たい佐さ。明日もよろしくお願いいたします」

「こちらこそ……どうか、よい眠ねむりを」

　平静を装よそおったエステルの挨あい拶さつに敬礼を返すと、女性士官は踵きびすを返した。律動的な靴くつ音おとをあげて、その背中が遠ざかってゆく。

　一方、メアリの姿が消えたのを確かく認にんして、エステルは傍かたわらで生あくびを嚙かみ殺しているアベルの胸ぐらを摑つかんだ。

「さっ、いまの人を追いましょう、神父さま！」

「わあっ、びっくりした……い、いまの人って、スペンサー大佐をですか？　なんで？」

「大佐はどうでもいいんです！　さっきの黒ずくめの奴やつです！」

　まだ何もわかっていない顔の神父の胸を揺ゆさぶると、エステルは声をひそめた。中庭からはすでに人影は消えていたが、出口は一つだけだ。急いで追えば、まだ尾び行こうできる。

「あの黒ずくめ……空港で、あたしをさらったテロリストです！　間違いありません！　声でわかりました！」

「……マジですか？」

　訝いぶかしげなものがアベルの声にこもった。胸ぐらを摑まれたまま、もったいぶって眉まゆをひそめる。

「でも、なんだか、スペンサー大佐のお知り合いみたいでしたよ？　エステルさん、空港のテロリストは大佐のことを罵ののしってたっておっしゃってたじゃないですか。何か、矛む盾じゆんしてません？　それって、話が変ですよ」

「変だから、確かめるんじゃないですか……わかりました。神父さまはいらっしゃられなくてけっこう！」

　尼に僧そう服のスカートに手を沿わせながら、エステルはそっぽを向いた。散さん弾だん銃じゆうの感かん触しよくを確かく認にんして宣言する。

「あたしだけで追いかけます。ナイトロード神父は先に休んでいてくださいませ」

「ああ、もう、わかりましたよ、わかりました……追いかければいいんでしょう？　私があとをつけてきますよ。ですから、エステルさんは先に休んでてください」

「いや、あたしも一いつ緒しよに──」

「ダメです」

　気色ばむ尼僧を制して、アベルは指を立てた。まだ明かりの灯ともっている大広間の方をさして、しかつめらしく首を振る。

「あなたは明日も仕事があるんです。あの連中と渡わたり合うって仕事がね……ここは私に任せて、あなたは体力を回復することだけを考えていてください。それが、あなたの仕事です」

「でも……」

「だいじょうぶ。おまかせください。行き先を確認したら、すぐに戻ってきますから……それより、あなたは早く休んでください。明日は寝ね坊ぼうなんてしちゃだめですよ？」

　念を押してふっと笑ったときには、アベルは素す早ばやく身を翻ひるがえしていた。背の高い影かげは足早に中庭の闇やみに溶とけ込んでゆく。

　──もし、エステルが伝説で語られる本物の聖女たちのように、未来を見通す力があったら、けっしてアベルを行かせたりはしなかったろう。だが、そんなものは彼女にはなかったから、足早に遠ざかってゆく影に向けて心細げにこう言葉を贈おくっただけだ。

「あまり無理はせずに、適当なところで帰ってきてくださいね」

「はいはい、わかってますって」

　闇の中から聞こえてきたその声を最後に、神父の気配は完全に途と絶だえた。







　　　　Ⅳ




『ロンディニウムという街には二つの国がある』

　かつて、そんなことを言ったのは誰だれだったろうか。

　街の西ウエスト側サイド──王都としてのロンディニウムは完かん璧ぺきなまでの伝統と格式を誇ほこる。

　東西を貫かん流りゆうするテムズ川の川かわ縁べりを中心に、宮きゆう殿でんのあるヴィクトリアロード、国会議事堂が川かわ面もに映はえるウェストミンスター、ロンディニウム司教座聖ポール大聖堂を擁ようするラドゲイト、そして歓かん楽らく街がいであるソーホーと、多様ながら、いかにもアルビオンらしい保守的な伝統と格式が支配する空間が整と並んでいる。

　だが、街の中心──〝西のウエス終わりトエンド〟と称しようされるチャリングクロスの東、金きん融ゆう街がいであるシティーの向こう側に一いつ旦たん、視線を向けてみよう。そこにあるのは、まるで異国かと目を疑いたくなるような貧ひん民みん窟くつだ。

　本来、このあたりはテムズ川を遡そ航こうしてきた外洋船が停てい泊はくする埠ドツ頭グラ街ンドであった。外国からの交易品の積み卸おろしや、荒あらくれた水夫相手の商売で、いささか粗そ野やながらも活気に満ちた街だったのだ──だが、産業の発達に伴ともなう富の集中は大量の失業者と貧困層を生み出し、活気に満ちた町並みを、一転、荒すさんだスラムに変えてしまった。

　荷下ろしに従事していた労働者たちは、木材や羊毛の代わりに阿あ片へんを扱あつかうようになった。水夫たちはその手に握にぎったオールを鋭えい利りなジャックナイフに持ち替かえて追い剝はぎを働き、マッチ売りの少女たちはいかがわしい宿の前で銅貨一枚と引き換かえに体を売るまでに身を堕おとした。街灯はことごとく叩たたき割られ、ごみごみと建て込んだ町並みは昼なお暗く、あちこちに放置された糞ふん便べんの臭においに死し臭しゆうが混じる。

　東のイースト果てエンド、ホワイトチャペル街ロード──ここを支配するのは犯罪と貧困、そして闇だ。




　目的も原則もなく、ただ建て増された家屋が細い路地の半ばまではみ出している。せり出した屋根のせいで、星の光さえ地上ここには届かない。お陰かげで、尾行が発見される気き遣づかいは減ったが、その代わり、こちらも相手を見失わないようにするのが一苦労だ。

「やれやれ、どこまで行くつもりですかね？」

　闇の中、ひたひたと歩み続ける黒こく影えいを見やって、アベルは独りごちた。イーストエンドに足を踏ふみ入れ、もうずいぶんと経たつ。最後の派出所の前を通りすぎたのは、いつのことだったか。さしも逞たくましいスラムの住人たちもこのあたりではめっきり姿を消し、たまにジンの空あき瓶びんを抱だきかかえた酔よいどれが道ばたに眠ねむり込んでいる──そのうちの何割かは二度と目覚めることはない──のを見かけるだけだ。

　最前までの晩ばん餐さん会かいとのあまりの落差にアベルは暗いため息をついた──これが、本当に同じ国だろうか。貧富の差もここまでくると上下ともに感覚が麻ま痺ひしてしまうのかもしれない。

　それにしても、あの黒ずくめは驚おどろくほど夜目が利きくらしい。これほど暗い中、まるで昼間と変わらぬような足取りで歩いている。後方から追つい跡せきしているからまだついていけているものの、アベル一人なら、これほどの速度で動くのは不可能だったろう。

　いったいあの人物は何者なのか？

　エステルの話では、空港で彼女をさらった例の鹿撃デイアスち帽トーカーと同一人物らしいという。だが、あの場にはメアリもいた。大たい佐さは、別にエステルのような反応は見せなかった。尼僧が間ま違ちがっているのか、あるいは大佐が気づいていないのか──

「あ、あれっ!?」

　埒らちもない思いに耽ふけっていたアベルは、自分が致ち命めい的な失策を冒おかしたことにようやく気づいた──黒ずくめの姿がどこにもない。

「あれれ？　ど、どこに行きました、あの人？」

　慌あわてて神父は左右を見回したが、そこに蟠わだかまるのは闇だけだ。側そばの壁かべに掛かかった真しん鍮ちゆう製せいの住所表示は〝ブリック小路レーン〟となっている。確か、ホワイトチャペルでも最深部ではなかったか。

「弱ったなあ。このまま帰ったら、エステルさんに火ひ焙あぶりにされてしまいますよ」

　冷ひや汗あせを垂らして、神父は周囲を見み渡わたしたが、道を尋たずねられそうな人ひと影かげはなかった。

　奥にぼんやりと光が灯っているのは、〝大災アルマゲ厄ドン〟以前の地下鉄駅跡あとだ。この時代、数多くの都市に存在する旧時代の遺物だが、ロンディニウムでは貧民が入り込むのを警けい戒かいして、全部、コンクリートで埋うめてしまっているはずだ。黒ずくめがあの中に姿を消した可能性はない。

「ああ、困りましたねえ。いったい、どうしたものか……おや？」

　眼鏡めがねの奥で、神父の目が希望に輝かがやいた。脇道の奥に人影を見つけたのだ。例の黒ずくめだろうか──いや、違う。

　それは、男女の二人連れだった。

　おそらく、娼しよう婦ふを買った男が宿を取る金もケチって、そのあたりでことを済ませようというのだろう。イーストエンドでは珍しくない光景だ。

　ため息をついて、アベルはその場を立ち去ろうとした。女の方はさっそく壁にもたれかかってスカートをたくし上げようとしているところだ。このままでは覗のぞき魔まになってしまう。道のあちこちに落ちている汚お物ぶつを踏まないよう、気をつけて歩み去ろうとして──

「──ちょ、ちょっと、何すんだい、あんた！」

「!?」

　悲鳴にも似た声に、アベルは振ふり返った。たとえば料金の支し払はらいや、あるいは性的嗜し好こうをめぐるトラブルだろうか？　だが、次の瞬しゆん間かん、神父の手は懐ふところの拳けん銃じゆうに伸のびている。

「ひ、人殺し……誰だれか、助けて！　人殺しだよ！」

　悲鳴をあげる女に男がのしかかっていた。その振り上げた手には、鉈なたほどもあるジャックナイフが握られている。わずかに空から漏もれ来る月光を浴びて、凶きよう器きが銀色の輝きをこぼした。

「おやめなさい！」

　警告と同時に、アベルは撃げき鉄てつをあげていた。男が背後を振り返る。骸がい骨こつのように瘦やせた顔の中では、窪くぼんだ目が陰いん火かを灯ともしていた。その光に肌はだ寒ざむいものを感じながらも、アベルは引き金を引いた。

「…………！」

　銃じゆう弾だんは見事にジャックナイフを弾はじき飛ばしていた。もっとも、凶器が円を描えがいて虚こ空くうを舞まったときには、アベルは突とつ進しんを開始している。腰こしを浮うかした男の下から、娼婦が必死で這はい出すのを掩えん護ごするつもりで、第二、第三弾を撃うち放つ。

「……へっ!?」

　だが、今度はアベルが目を瞠みはる番だった──さきほど虚空に舞ったジャックナイフはそのまま、計ったような正確さで男の手中に落ちていた。しかも、驚くべきはそれだけではない。次の瞬間、一いつ閃せんした凶器が飛来した弾だん丸がんを弾き返したではないか。

「う、噓うそでしょ!?」

　先せん端たん部から正確に両斬ざんされた弾丸が、石いし畳だたみに転がると同時に、男は疾しつ走そうを開始していた。空だった左手に、もう一本のナイフが現れる。二本のナイフを逆手にかまえたその姿は、気まぐれに地上に降りてきた死神を思わせるものだ。慌ててアベルが照準を定め直そうとしたときには、瞬間移動したように距きよ離りを詰つめた男は、凶器を優美に旋せん回かいさせていた。あたかも一つの車輪を思わせる曲線を描いた二振りの刃やいばが、それぞれ神父の左右からその肩かたを抉えぐる。

「ぐぶっ！」

　ナイフは、解かい剖ぼう学的な正確さで鎖さ骨こつと肩けん胛こう骨こつの間を貫つらぬき、肺の最上部をかすめ切っていた。傷ついた肺から、空気がこぼれ、その気圧で逆流した血が、たちまちアベルの口こう腔こうから溢あふれ出す。突とつ然ぜん、酸素の供給を絶たれた体はそのエネルギーを失い、長身が冗じよう談だんのように膝ひざをついた。

「ぐ……ごほっ！」

　急速に明度を失い始めた瞳ひとみを、アベルは必死で上げようとした。さきほどの娼婦はいつの間にか姿を消してしまっている。遠く、蹴け躓つまずきつつも駆かけ去ってゆく足音がそうだろう。一方、目の前に立つ骸骨のような男は、細い切れ込みのような口を引き結んだままナイフを振り上げた。あくまで無表情。淡たん々たんと日々の仕事をこなす職人のように、凶器を神父の頸けい部ぶと頭部のつなぎ目、神経叢そうの集中する延えん髄ずいに振り下ろした──

「──やめたまえ。ここでの殺せつ生しようは何人たりとも許さん」

　静かな声とともに、小さな赤い滴したたりが石畳に落ちた。

　アベルの血ではない。ナイフを取り落とした男が手を押さえて後ずさった。憎ぞう悪おに顔をしかめた彼の手からは赤い雫しずくが玉となって滴っている。その足下に落ちているのは、尖とがった小石だ。

　一方、なおも掌しよう中ちゆうで小石を玩もてあそびながら、妨ぼう害がい者しやは口を開いた。

「君も、イーストエンドの住人なら知っているはずだ……ここは、女王陛へい下かが定めし光と闇やみの境はざ界かいの地。何があったか知らんが、王国の名においていかなる争いも許されん」

「あ、あなたは……？」

　霞かすみのかかった目で妨害者を見上げたアベルは、濁にごった声をこぼした。修道衣を思わせる黒衣にフード──さきほどまで追つい跡せきしていたあの人物ではないか？　だが、黒ずくめの方は神父を一いち瞥べつだにしなかった。フードを目ま深ぶかにおろしたまま、ナイフの男に警告する。

「即そつ刻こく立ち去りたまえ。さもなくば、私は女王の騎き士しとして、君を討うち滅ほろぼさねばならん」

「〝騎士〟、だと？」

　はじめて、骸骨じみた顔に表情らしきものが浮かんだ。薄うすい唇くちびるが三日月形に割れ、嗤し笑しようを形作ったのだ。毒々しい敵意が、相手に投げつけられる。

「〝ゲットー〟の化け物どもの分際で……忌いまわしい怪かい物ぶつが、騎士などと僭せん称しようするのか？」

「その通りだ」

　毒々しい嘲ちよう弄ろうにも、黒ずくめは動どう揺ようを見せなかった。ただ、雲間を割って覗いた月光の下、フードをはねのけると静かにこう呟つぶやいただけだ。

「私は女王の忠実なる騎士だ。たとえ、この身は救われざる暗黒に生を享うけようと、かのお方の定めし法を犯おかす者は許さん」

「!?」

　男の顔がかすかに強こわ張ばった。

　それはこの闇に沈しずんだ路地にこぼれた一筋の月光に驚おどろいたのだろうか。それとも、フードの下から現れた顔が、玲れい瓏ろうと白い若者のものであったことが意外だったためか──いや、いずれも違ちがう。彼に緊きん張ちようを強しいたのはまったく別のものだ。

「こ、こいつ……影かげが!?」

　ひび割れた石畳、月光に延びた若者の影が突とつ如じよ歪ゆがんだかと思うと、細長く延びたのだ。まるで、生き物のように男の足下めがけて触しよく手しゆを伸ばす。男が跳とびすさったのはほとんど本能的な回かい避ひ行動だ。その足下をぎりぎりでかすめ過ぎると、〝影〟は伸びきったゴムが縮むように、再び若者の足下に集束している。

「地面が灼やけている？　なんだ、これは？」

　路上に視線を落とした男は、かすかにうわずった声を漏らした。〝影〟が通過した石いし畳だたみが、まるで彫ちよう刻こく刀とうで彫ほり抜ぬいたように無む惨ざんに抉れている。何かに溶とかされたのだろうか？　抉られた面からは灰色の煙けむりが立ち上り、あたり一帯に焦こげ臭くさい刺し激げき臭しゆうがたちこめている。

「〝ナハツェーラー〟……そうか！　では、貴様がマンチェスター伯はくか、吸ヴア血ンパ鬼イア！」

　ナハツェーラー──深夜に墓場から這い出し、教会の鐘かねを突つき鳴らす吸血鬼。その影を踏ふんだ者は死ぬと言われる悪あく霊りよう。

　忌まわしきその名を口にした男の肩が素す早ばやく動いた。武器でも取り出すつもりか、ポケットに手を突っ込む。一方、無言のままの若者の足下からは、再びその影が走り出していた。長く延びるや、今度こそ、相手を喰くらおうかというように男の足下を目指す──だが、ポケットから引き出された男の手が、何かを石畳に投げつける方が一いつ瞬しゆんだけ早かった。

　目も眩くらむような閃せん光こうがほとばしった刹せつ那な、〝影〟の動きが止まった。まるで光に怯おびえたかのように若者の足下に舞まい戻もどる。若者自身、顔を背けると瞳どう孔こうを光の奔ほん流りゆうから庇かばう。

　光が闇を駆く逐ちくしていた時間は、ほんの半秒にも満たなかった。閃せん光こう弾だんの光が消え去るや、すぐに柔やわらかな暗黒がその領域を奪だつ還かんする。しかし、そこにあの骸がい骨こつのような男の姿は見あたらぬ。あの極少の時間に逃にげ去ったのだとすれば、尋じん常じようならざる身体能力の持ち主だ。

「う……ぐ……」

　一方、血ち溜だまりに横たわったまま、アベルは小さな呻うめき声をあげた。血けつ塊かいに塞ふさがれた気管から必死で酸素を取り込もうとするが、うまくいかない。気き囊のうから漏もれた空気が肺を圧あつ迫ぱくして、呼吸ができなくなっているのだ。目の前がたちまち暗くなってゆく。

　と──

「無理に動いてはいけない、神父殿どの……それ以上動けば、血管が破れる」

　鈴すずを振ふるような声がかかった。目をあげれば、鋼こう玉ぎよく色いろの瞳が二つ、血まみれの神父を見下ろしている。戦いに乱れた金きん髪ぱつを几き帳ちよう面めんに撫なでつけた若者は跪ひざまずくと、すでに意識を保てなくなりつつある神父に手を伸ばした。肉の薄い掌てのひらが、冷ややかな感かん触しよくと共に額に押し当てられる。

「とりあえずは我が所領で手当てしよう……しばし眠ねむりたまえ。何も心配することはない」

　澄すんではいるがどこか固い声が告げた瞬間、アベルの意識はふと途と切ぎれた。







　　　　第二章：逃のがれの地





──また地を見れば、艱かん難なんと幽ゆう冥めいと至しつ楷告こくの闇あり。

彼らは暗黒の裡うちに追放された者。

（イザヤ書八章二十二節）






　　　　Ⅰ




　頭が痛くなるほどに冷えたオレンジジュースの隣となりは、新しん鮮せんなミルクをかけたシリアルだった。その側そばにはかりかりに炒いためた無脂し肪ぼうベーコンと半熟の目玉焼きを添そえたライ麦パンが置いてある。そして食後には湯気をあげるミルクティー──典型的なアルビオン風朝食だ。

　こと食についてはけっして高い評価がされているとは言い難がたいアルビオンだが、例外的に朝食だけは外国人にも評判がいい。実際、エステルの前に並べられた食事も、健康な十八の乙女おとめならば食欲を刺し激げきされずにはおかないはずのものであったが──

「あら？　聖女さま、全然召めし上がっておられませんわね？　お口にあいませんでしたか？」

「い、いえ、とっても美お味いしいです……ただ、ちょっと食欲が無くて」

　心配げに尋たずねてきた客館レデイ付ーズ女官メイドに、エステルは疲つかれた愛あい想そ笑いを返した。さすがにそれだけではまずいと思って、すっかり温ぬるくなったオレンジジュースを一口啜すすってみせる──泥どろ水みずのように味気ない。おまけに、顔がむくんでしまってひどいことになっているのが自分でもわかる。なにしろ昨夜は一いつ睡すいもしていないのだ。これで食欲があろうはずがない。

「あの、ちょっとうかがってもよろしいでしょうか？　まだナイトロード神父はお帰りになっていませんか？」

「ああ、例の神父さまですか？　いいえ、そのような話は聞いておりませんが」

　カーテンを開けて、清せい浄じような朝の空気を部屋に入れながら、女官は礼れい儀ぎ正しく答えた。

　ようやく夜よ霧ぎりのあがった中庭では、召めし使つかいの男女が総出で朝の掃そう除じに立ち働いている。その向こう、木立の間を轍わだちを接するように往来している馬車の一群は、宮きゆう殿でんに出仕する貴族たちのものだろう。エステルが初めて目にするアルビオンの朝──だが、そのいずこにも、あの背の高い神父の姿はない。

「……まったく、どこで油を売ってるのかしら、ダメ神父！」

　寝ね不ぶ足そくとストレスで生じた目の下の隈くまをいらいらと擦こすりながら、エステルは舌打ちした。別に、アベルの身を案じているわけではない。断じてそんなことはありえない。だが彼はスフォルツァ枢すう機き卿きようの命で作戦行動中だった。それを自分が脇わきから仕事を頼たのんだせいで作戦に支障を来きたすようなことになったら、さすがに責任を感じざるを得ない。

「いつもいつも人に心配させて……たまには、びしっと決めてくれればいいのに！」

「あの……こちら、お下げしてもよろしいでしょうか？」

　青金ラピス石色ラズリの瞳ひとみを不ふ機き嫌げんげに細めていた尼に僧そうに恐おそる恐る声をかけたのは、カーテンを開け終えた女官だった。すっかり冷めてしまった朝食を指さし、気き兼がねしているように首を傾かたむける。

「聖女さまは、食が進まないようでいらっしゃいますし……また、お腹なかが空かれるようでしたら、あらためてご用意させていただきますわ」

「そ、そうですか？　ごめんなさい。せっかく、用意していただいたのに」

「いいんですのよ。それでは、お下げしますね」

　愛想良く微笑ほほえむと、女官は手つかずの料理を手早く盆ぼんに移した。深々と一礼し、カートを押して部屋を出てゆく。

　その後ろ姿を寝不足の目で見送りながら、エステルはもう一度まぶたを擦った。

　いくらなんでも遅おそすぎる。ひょっとすると、何かトラブルでもあったのではないか？　尾び行こうがばれて、捕つかまってしまったのではないか？　いまごろ、拷ごう問もんされていたりして……

「……捜さがしにいく？　いや、ダメ。それはまずいわ」

　おりしも八時の時じ鐘しようを打ち鳴らし始めた時計を睨にらみ、エステルは独りごちた。

　地理に不案内な自分が街に彷徨さまよい出てみたところで、この大都市からたった一人の神父を捜し出すのはまず不可能だ。それに予定どおりなら、もう教皇がロンディニウム入りしている時間である。ひょっとすると、そろそろ宮殿に到とう着ちやくする頃ころかもしれない。〝聖女〟が席をはずしているのはどう考えてもまずい。といって、シスター・ケイトはこのような問題では動けないから、相談したところで、人のいい彼女を無意味に心配させてしまうだけだろう。さて、誰だれに相談したものか……

「あ、そうだ！」

　唇くちびるを嚙かんで考え込んでいたエステルの脳のう裏りに、いま一人、頼たよりになる人物の存在が浮うかんだ。

　ドクター・ワーズワースはこの街の出身だ。彼に相談すれば、なにか手を打ってくれるかもしれない。

「ええっと、まだいらっしゃられるかな？」

　確か、今日は朝から例の新聞記者に会いに行くとか言っていた。まだ、そのへんにいてくれるといいのだが──そそくさと身み支じ度たくを整え、エステルが廊ろう下かに出ようとしたとき。

「──まったく、いけすかない小こ娘むすめよ！」

　扉とびらの向こうから聞こえてきた声は、たっぷりと棘とげを含ふくんでいた。

「ほんっと、むかつくわ！　田舎いなかのガキがちやほやされていい気になってさ……ほら、見てよ！　ぜんぜん、口も付けてない！」

　ぼそぼそと聞こえてきた声に、エステルは聞き覚えがあった。そっと足音を忍しのばせ、廊下の角まで近づく。角の向こうにいたのは、やはりさきほどの女官だ。同どう僚りようらしい、やや年かさの女官にトレイを示しながら、さかんに何か喋しやべっている。

「せっかくこっちが用意した餌えさに不満でもあるっていうの？　ほんっとむかつくわ！」

「あら、しかたないわよ。あの方はなにしろ聖女さまですから」

　シーツを抱かかえた方の女官は意味ありげに肩かたをすくめてみせた。言こと葉ば遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、話題に上っている人物への敬意の欠片かけらもみせずに付け加える。

「なにしろ、シスター・エステルよ？　〝イシュトヴァーンの聖女〟さまでいらっしゃられるのよ？　下々の食べ物なんて、とても召し上がられませんことよ……私たちなんて、お顔を仰あおぎ見ただけでも畏おそれ多いと思わなくちゃ」

「何が聖女さまだか……聞いた話じゃ、親も無くて教会で養われてたって話じゃない？　はん！　そんな馬の骨が聖女っていうなら、私なんてとっくの昔に神さまだわ」

「あはは、むりむり。イーディス、あんたはまず、その気の短いところをなんとかしないとね。あと、男好きも」

「うるさい！　ほっといてよ……ああ、そうそう。それで思い出したんだけど、あの小娘と例の神父もちょっと怪あやしくない？　昨日もさ……」

　陰かげ口ぐちは蜜みつの味というが、相手が有名人となればなおさららしい。女官たちの密談はいっかな終わる気配をみせなかった。〝聖女〟の容姿、言葉遣いから始まって、プロフィールや異性関係まで、よくぞこれだけあげつらうネタがあるものだとエステルが感心させられたほどだ。

　もっとも、延々と続く中傷を耳にしながらも、エステルは別に傷ついたりはしなかった。

　この数ヶ月というもの、毀き誉よ褒ほう貶へんにはすっかり慣れてしまった。ほとんどの人間は〝聖女〟のことを大きく持ち上げるか、極きよく端たんに蔑さげすむかのいずれかで、客観的に観察してくれる者はまず滅めつ多たにお目にかかれない。世間の目から見れば、〝イシュトヴァーンの聖女〟は一種の偶ぐう像ぞうであって、血の通っている人間とは思えないのだろう。いちいち目くじら立てても始まらない。

「…………」

　気づかれないようため息をつくと、エステルはその場を離はなれようとした。相変わらず陰口は続いていたが、立ち聞きはよくない。たとえ、それが自分への誹ひ謗ぼう中傷であってもだ。

「──ああ、それに知ってる？　だいたい、あの小娘を使ってるスフォルツァっていうのが、すごい女なのよ」

「…………!?」

　後から聞こえてきたその名前に、部屋に戻もどろうとしていたエステルの足が止まった。我知らず眉まゆを上げると、背後を顧かえりみる。

「とんでもない雌め狐ぎつねだってね、あれは。なんでも、弟が馬ば鹿かなのをいいように操あやつって、ローマを牛ぎゆう耳じってるんだそうよ」

「へえ、そんなタマなの？」

「本当よ！　私が外務省に勤めてる親しん戚せきから聞いたところじゃ……」

　どうやら、攻こう撃げきの矛ほこ先さきは〝聖女〟から、その上司である〝鉄の女〟に変わったようだ。女官たちは楽しげに枢すう機き卿きようのゴシップ情報を交こう換かんしている。

（……許せない！）

　頭の奥でふつふつと滾たぎり始めたものを、エステルは感じた。

　ミラノ公が必ずしも清らかな手の持ち主でないことぐらい、エステルも知っている。あの美しい枢機卿はいくつかのスキャンダルの材料になっているし、あまつさえ、その抱える闇やみを目まの当たりにしたことすらあった。

　だが、こんな女たちにとやかく言われる筋合いはない！

　さきほど自身が中傷されたときでもこんな不ふ愉ゆ快かいな気持ちにはならなかった。なにか、大切なものを汚けがされてしまったような不快感に、エステルは廊下の角を飛び出そうとしたが──

「──やめなさい、あなたたち」

　穏おだやかに、しかしどこか抗あらがいがたいものを含んで響ひびいたハスキーボイスはエステルのものではなかった。

　いつの間に現れたか、きっちり結ゆい上げたオレンジ色の髪かみの女が硬かたい表情で女官たちを見下ろしている。ほっそりした長身をネイビーブルーの軍服に包んだ女性士官──メアリ・スペンサー大たい佐さは女官たちをじっと見み据すえると、一言一言、嚙んで含めるように口を開いた。

「今日は、ここに教皇聖下がおいでになるのはご存じですね？　聖下は、かたじけなくも女王陛へい下かのお見み舞まいにわざわざローマからお見えになるのです……そして、ミラノ公はその聖下の姉君。そんな方のことを悪く言っていたことが、もしお耳に入るようなことがあったら、それはアルビオンにとって大いなる恥ち辱じよくとなります。あなたたち、そんなこともわからないの？」

「し、失礼しました、メアリさま……」

　メアリの口調は乱暴でもなければ、荒あらっぽくもない。まして恫どう喝かつするような響きは欠片もなかった。にも拘かかわらず、女官たちは神の怒いかりに撃うたれたようにすくんでいる。

「本当に申し訳ございませんでした！　い、以後、気をつけますので、どうかお許しを……」

「わかってくださればけっこうです。今後このようなことはしないと誓ちかっていただけるのなら、今回に限っては女官長にも報告はいたしません」

　階級は大佐に過ぎないはずだが、あるいはこれが持って生まれた威いというものであろうか。まるで王者のような圧あつ倒とう的な存在感に満ちて、メアリは頷うなずいた。

「ただし、一人の人間としても、陰口は見苦しいものです。ミラノ公だけではありませんよ。たった一人の、身よりのない少女を誹謗するようなこともあってはならないことです──もし今後、シスター・エステルをわずかでも中傷するようなことがあれば、この私を全面的に敵に回すものと覚えなさい」

「は、はいっ！」

　低いが厳しい口調で宣告され、女官たちは電流でも通されたような顔になった。バネ仕じ掛かけのぎこちなさで一礼すると、そのままそそくさと逃にげ出す。後ろも振ふり返らずに遠ざかってゆくお喋り雀すずめたちを、メアリは無表情に見送っていたが、ふと肩の力を抜ぬいて振り返った。エステルの隠かくれている方に向かって、いかにも軍人らしい足取りで歩いてくる。

「あ、まずい」

　別に逃げる必要もなかったのだが、エステルも慌あわてて身を翻ひるがえした。急いで自室に駆かけ込むと、呼吸を整える。規則正しいノックの音が聞こえてきたのは、なんとか、頭巾コイフや尼に僧そう服の乱れを直した直後のことだ。

「おはようございます、シスター・エステル。お食事はもうお済みですか……おや、どうされました？　目の下、ひどい隈くまになっていますよ。お体の具合でもよろしくないのですか？」

「あ、いいえ……体はだいじょうぶです。ただ、ちょっと寝ね不ぶ足そくで」

　爽さわやかな女性士官の笑え顔がおに、エステルは照てれ隠しのように赤毛を搔かいてみせた。自分がなぜ照れているのかわからないままに、会え釈しやくする。

「おはようございます、スペンサー大佐……ええっと、何かご用でしょうか？」

「さきほど教皇聖下が空港に到とう着ちやくされたとの報しらせが参りました。現在、こちらに向かっておいでですので、そろそろお出で迎むかえの準備をされてはいかがかと」

「わかりました。それではすぐに参ります……あ、そうだ、大佐。どこかでナイトロード神父かワーズワース神父を見かけられませんでしたか？　ちょっと用があるんですけど？」

「神父さま方ですか？　ナイトロード神父は見かけておりません。ワーズワース博士でしたら、今朝方早くに、街の方へお出かけになったと報告を受けております。行き先までは存じませんが……緊きん急きゆうのご用でしたら、捜さがさせましょうか？」

「い、いや、けっこうです。そんな重要な話じゃありませんから」

　急いでエステルは首を振った。〝教授〟が街に出たということは、たぶん、例の記者に会いに行ってくれたのだろう。となれば、あちらは彼に任せておけば問題ないはずだ。

（となると、残る問題はあと一つか……）

　まったく、あの男はどこをほっつき歩いているのだろう──ため息をつくと、エステルは椅い子すから立ち上がった。




「お、おひ、おひ、お久しぶりです、シ、シスター・エステル……」

　車から降りた途と端たんに首相や外務大臣、そしてロンディニウム司教に囲まれたものらしい。気取った顔の紳しん士したちから次々と握あく手しゆを求められて、その少年は真っ青になっていたが、近づいてきたエステルを発見するや、闇やみ夜よに光を見つけたように、ほっと息をついた。イシュトヴァーン以来、顔をあわせたわけではなかったのだが、未知の人々の間で、見知った人物を見つけるのは彼でなくとも嬉うれしいものだ。第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世は泣き笑いのような表情で尼僧に声をかけた。

「お、お仕事、ご苦労さま……お、お疲つかれではありませんか？　顔色が、わる、悪いですよ」

「いえ、あたしは平気ですわ。それより、聖下こそ、わざわざローマからご苦労さまでした」

　おどおどと、しかし真しん剣けんな気き遣づかいの色を浮うかべる少年教皇を安心させようとエステルは微び笑しようを作った。

「長旅、お疲れでしょう？　あたしのことなんかより、どうぞご自身をお気遣いくださいませ」

「──シスター・エステルの言うとおりにございますぞ、聖下。他人の身より、まずは御自分の身を慈いつくしみくだされい」

　エステルの発言に賛意を表明したのは、無意味に大きな声である。教皇と同じリムジンから降りてきた大おお柄がらな特警将校が、無ぶ遠えん慮りよにも会話に割り込んできたのだ。そのまだ若い顔も、エステルにはイシュトヴァーン以来のものだったが、こちらの方に会うのはこれで三度目だ。

「あ、おはようございます、ブラザー・ペテロ。護衛、ご苦労さまです」

「うむ、イシュトヴァーン以来だな、シスター・エステル・ブランシェ。その後、いろいろと教会と主の栄光のために働いておると仄そく聞ぶんした。活かつ躍やく、なによりである」

　将校服の偉い丈じよう夫ふ──異い端たん審しん問もん局局長ブラザー・ペテロは、エステルの会釈に対していかにも尊大に頷き返した。こちらもやはり異端審問官だろう。同様に特警の将校服を纏まとった控ひかえめな表情の女性と凜り々りしげに眉まゆをあげた少年の二人を背後に従えた雄ゆう偉いな姿は、アレッサンドロなどよりよほどに王者の風格に満ちている。もっとも、本人はあくまで教皇を立てているつもりなのか、おどおどと視線を彷徨さまよわせる少年の手をとると、恭うやうやしい声をかける。

「ささっ、聖下。ここはシスター・エステルにお任せあって、聖下は疾はやく館やかたへお入りくだされ。いつまでもこのようなところにおられたのではお風か邪ぜを召めしてしまいます……なあに、このシスター・エステルは、本を質ただせば下層民の出自。こういう下々の人間はゴキブリのようにしぶといものと相場が決まっておりますので、心配御無用にございますよ。はっはっは」

「……ええっと、激しく腹が立ちますけど、ブラザー・ペテロのおっしゃるとおりですわ。あたしなんかより、ご自分のことにお気をつけくださいませ、聖下」

　乗り物酔よいか、ただでさえ血の気の薄うすい顔を青ざめさせている少年に、エステルは気遣うような声をかけた。

　本来ならば、教皇の身を気遣い、アルビオン貴族だのゲルマニクスの外交官だのが余計なちょっかいをかけてこないよう目を光らせるのは彼の異母姉であるミラノ公の役目だった。だが現在、彼女はミラノで静養中の身だ。上司の不在は、部下である自分たちで埋うめねば──深呼吸して決意を新たにすると、エステルは教皇を案内して客館に導き入れようとしたが、

「──シスター・エステル！」

　凜々しい女の声がその背中にかかった。振ふり返れば、やや離はなれたところで部下らしい下士官となにやら話し合っていたメアリが駆かけてくるところだ。長身の女性士官はアレッサンドロに几き帳ちよう面めんな敬礼を施ほどこすと、エステルに向き直った。

「さきほどお問い合わせのあったナイトロード神父の件ですが、部下の一人から下町の方で見かけたとの報告がありました──詳くわしく、お調べになられますか？」

「下町で？」

　思わずエステルは眉をあげた。

「それっていつです？」

「昨夜遅おそく、二時頃ころだそうです。なにやら、かなり急いでソーホーを東の方に歩いておられたとのことですが」

「はあ、二時頃ですか……」

　パーティーから逃にげ出したのが日付が変わる頃だったから、二時というのはおそらく、例の黒ずくめを尾び行こうして城を出た直後だ。こちらが知りたいのは、その後のことなのだが──エステルはやや落らく胆たんしたが、せっかくの気遣いにそれは悪い。なんとか微笑を拵こしらえてみせる。

「そうですか。わざわざありがとうございました。部下の方にもお礼を申し上げてください」

「──ナイトロードだと？　むっ、そういえばおらぬな？　珍めずらしいではないか。いつも飼い犬みたいに汝なんじとつるんでおるくせに」

　エステルと女性士官の会話に野太い声が割って入った。会話に耳をそばだてていたペテロが、胡う乱ろんげに目をぎょろつかせたのだ。

「いや、そんなことより、いやしくも教皇庁の人間が聖下のお出で迎むかえを放って、いったいどこをほっつき歩いておるのだ！　不敬ではないか！」

「ナ、ナ、ナイトロード神父がどうかしましたか、シスター・エステル？」

　憤ふん慨がいする巨きよ漢かんを抑おさえるように声をかけたのはアレッサンドロだ。旧知の神父の名が出たのに注意を引かれたのか、少年教皇は心配げに首を捻ひねった。

「か、か、彼、どこかに出かけてるんですか？　い、い、一いつ緒しよにいたんじゃなかったんですか？」

「え？　ええ、それが……」

　どこまで説明したものか──異端審問官たちやメアリの存在に注意しながら、エステルは慎しん重ちように言葉を選んだ。憤慨するペテロと凜々しい眉の少年はなにやら熱心に国務聖省職員の怠たい慢まんについて意見を戦わせ始めていたが、残る一人、図書館の司書を思わせる静かな顔の女性がいつのまにかすぐ近くまで近づいてきていたのだ。そちらの耳に入らないよう、声をひそめてエステルは教皇の質問に応じた。

「実はですね、今朝から彼の姿が見えないんです。昨日の夜、ちょっと街に出てもらう用事があったんですが、それから帰っていないみたいで」

「そ、それは心配ですね……そ、そ、そうだ、ブラザー・ペテロ、ち、ちょっといいですか？」

　エステルの言葉にアレッサンドロは心配げに耳を傾かたむけていたが、ふと何か名案でも浮うかんだように手を打った。異端審問局局長を手招きすると、たどたどしく説明する。

「ブ、ブラザー・ペテロ、あ、あ、あなたはナイトロード神父と、お、お友達でしたよね？　よ、よかったら、街まで捜さがしにいってあげられませんか？」

「はあっ、友達ですと!?　某それがしとあの罰ばち当あたりがでありますか？　滅めつ相そうもござらん！」

　教皇の言葉に、ペテロはまるで何かの手て違ちがいで地じ獄ごくに落とされたような顔になった。いったいどこの悪あく魔まが教皇にそんないかがわしい話を吹ふき込んだのだと言わんばかりに首を振る。

「それはとんでもない誤解でありますぞ、聖下。いや、むろん、捜しに行けというのが聖命であれば、遂すい行こうするのはやぶさかではありません。が、今日は、某ちょっと忙いそがしくてですな……おい、シスター・エステル！　貴様、国務聖省そつちの面めん倒どうを人に押しつけるような汚きたない真ま似ねはよせ！　汝の他ほかにも国務聖省の者はおるだろう？　そいつに任せろ！」

「いるにはいます。でも、大事な用で出かけていまして、いまは手が割さけないんです」

「大事な用だと？　ふざけるな！　某にも、フィレンツェ公から仰おおせつかった大切な仕事があるのだ！　Ａｘのボンクラなどにかまっている暇ひまはない！」

「……フィレンツェ公から仰せつかった大切な仕事？」

　偉い丈じよう夫ふの言葉にエステルは首を捻った──教理聖省に所属する異端審問官に、教皇の護衛以外のいったいどんな仕事があるというのだろう？

「大切な仕事ってなんですの？」

「むあっ!?　あ、い、いや、たいしたことではないのだ！」

　ペテロは慌あわてて口元を押さえた。隣となりで将校服の女が何か物言いたげな表情を作ったのを見下ろし、そちらに弁明するかのように首を振る。

「べ、べ、別にたいしたことではない。聖下の護衛任務以外に特命を帯びているとか、極秘だとか、そういうわけではけっしてないからな！　勘かんぐるでないぞ？」

「特命？　特命って、どんな特命なんです？」

「むうっ！　そ、某、特命などと言ったか？」

「ええ、それはもうきっぱりと……それで、どんなお仕事なんです？」

「──ああ、ちょっとした調査ですわ、シスター・エステル」

　脂あぶら汗あせを浮かべてしどろもどろになっている〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に代わって、エステルの追つい及きゆうを受けたのは、静かな女の声だった。さきほどから一言も発さず黙だまっていた士官服の女性が、上司を救うように会話に割り込んだのだ。整ってはいるが、地味な顔立ちの彼女は確か、シスター・パウラと言ったろうか──エステルの記き憶おくが確かなら、異端審問局の副局長だったはずだ。

「実は、ロンディニウムに新しい司教座を一つ増やすという話が教理聖省で出ていましてね。新しい聖堂を建設する候補地として、イーストエンドがあがってるんです……そこで、今回の出張のついでということで、その候補地の予備調査を申しつかって参りましたの」

「……ははあ、なるほど」

　胡う散さん臭くさげな表情が顔に出ないよう、苦労してエステルは頷うなずいた。

　たしかに、なにかと教権に反はん抗こう的なアルビオンの首都に新しい司教座を一つ増やすというのは、大きな事業だ。慎重に運ばねばもめ事の種になりかねない。だがそれでも、たかだかその予備調査程度に異端審問官が三人も投入されるだろうか？

　一方、如じよ才さいない部下の説明に満足したようにペテロも大きく顎あごを引いてみせた。

「とまあ、そんなわけで、某らも何かと忙しい身でな。悪いが、汝の要求に応じることはできぬのだ、シスター・エステル……聖下、まことに申し訳ござらぬが、お聞きおよびのとおりです。件くだんのボンクラの捜そう索さくは、誰だれぞ、他の者に申しつけくださいますように」

「……そ、そ、そうですよね。あ、兄上のお仕事があるのに、ぼ、ぼ、僕のお願いなんて、聞いてくださる時間なんて、あ、ありませんよね」

　いかにも心苦しげに首を振ふった〝壊滅騎士〟に向けて、少年教皇はがっくりと項うな垂だれた。

「ど、ど、どうせ、ぼ、僕のお、お願いなんて、兄上のだ、大事なめ、命令に比べたら、ち、ちっぽけなものだもの……ブラザー・ペテロ、む、無理なこと言って、ごご、ごめんなさい」

「ちっぽけなどと！　いや、そのようなわけではけっして──」

「ほ、ほんとうにごめんなさい……お、お仕事、が、頑がん張ばってください、ブラザー・ペテロ」

「せっ、聖下ぁ～」

　いまにもべそをかきそうなアレッサンドロに対し、ペテロはこちらも世にも情けない表情になった。面おもてに冷ひや汗あせをかきかき、言い訳に努めるその姿は〝壊滅騎士〟の異名にはおよそそぐわぬものだ──それを遮さえぎったのは、静かな女の声である。

「そういうことでしたら、局長、こちらはかまいません。お行きください」

　最前のフォロー以来、一切の存在感を消していたシスター・パウラが一歩進み出ると、二人の間に提案を投じたのだ。

「ことはいやしくも聖下の御要望です。どうか、まずはそれを遂行されてください。特務については、我々で処理しておきますので、御心配なく」

「むっ？　し、しかし、君はそれでいいのかね、副局長？　某が抜ぬけると、君の負担が増えるのではないかな？」

「聖命とあらば、何にも増して優先されるべき命令です。たとえそれがどんなに些さ細さいなことでも、軽んじるわけには参りません……アルビオン当局とロンディスコツトニウムランド・首都警ヤードには私から話を通して、局長の支し援えんにあたらせましょう。局長がお帰りになられるまで、穴はブラザー・アンデレに埋うめさせます」

「──お任せください、局長閣下ッ！」

　パウラの言葉にこめかみに血管を浮うき出たせたのは、前まえ髪がみを切り整えた将校服の少年だった。いまだ十代前半の幼さを残すその異端審問官は、猛たけ々だけしく眉まゆをあげると頼たのもしげに胸を叩たたいた。

「聖下の意志はすなわち神の意志！　どうか、聖命を御遂すい行こうください！　局長のお留守の間は、不ふ肖しよう、このブラザー・アンデレが微び力りよくを尽つくしまする！」

「おおっ、頼もしいぞ、アンデレ！　貴様、成長したなっ！」

　まぶたの間からぶわっと涙なみだを溢あふれさせ、ペテロは拳こぶしを作った。それをかざして吼ほえる。

「うむっ、そうとなれば話が早い！　御安心くださいませ、聖下。このペテロが街に急行いたしまして、あのロクデナシめを見つけ出して参ります！　もし、なんぞぐずぐず言って戻もどりたがらぬようなら、素っ首ねじ切って持ち帰る所存！」

「いや、できれば、生かしたまま連れ帰ってきて欲しいんですけど……」

　エステルが慌てて口を挟はさんだときには、すでに偉丈夫の背中は視界から消えている。ただ、遠くの方からどかどかと荒あらっぽい足音とともに、

「いよぅし、特警第一小隊は某それがしに続けぃ！　ロンディニウム中、草の根分けてもナイトロード神父を狩かり出し、拘こう束そくの後のち、連行するのだ！　立ち塞ふさがる者は、即そく時じ撃げき滅めつしてかまわん！　これは聖命である!!」

　そんな、威い勢せいのいい胴どう間ま声ごえが響ひびいてきただけだ。

「だ、だいじょうぶかしら？　あんなの野放しにしちゃっても……ええっと、感謝いたしますわ、聖下」

　猪いのししを街に放してしまったことに深刻な不安がないでもないが、それでもせっかくの心づくしだ。それにペテロ本人はともかく、特務警官やアルビオン警察が動いてくれるのは心強い。きっと彼らがあのダメ神父を見つけ出してくれるだろう──そう自分を納なつ得とくさせると、エステルは気弱げに微笑ほほえんでいる少年教皇に恭うやうやしく会え釈しやくした。

「これでなんとか、肩かたの荷をおろせそうです……ダメ神父って言っても、一応は同どう僚りようですものね。こんな街で道に迷って野垂れ死にでもされたら、きっと後味が悪いわ」

「後味が悪い？　そ、そ、それだけですか？」

「え？　それだけとおっしゃいますと？」

「い、いえ、べ、べ、別に……ふか、深い意味はありませんけど……」

　少年教皇はまだ何か喋しやべりたそうに口を開閉していたが、ちょうどそのとき、ようやく人混みをかき分けて客館付の侍じ従じゆうたちが到とう着ちやくした。恭しい口調と態度で、教皇とその護衛官たちを館やかたの中に促うながす。

　アレッサンドロは素す直なおに頷いて歩き始めたが、最後にふとエステルの方を振り返った。

「は、は、早く、ナイトロード神父が見つかると、い、いい、いいですね、エステル……それじゃ」
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「ううっ、カテリーナさん、すいません……もう経費をごまかすことはいたしません。おやつは三ディナールまで……だから、首絞めるのはやめて……あ、あれ？」

　首筋から肩にかけて走る痛みに目が醒さめてみると、そこは薄うす闇やみの底だった。

　見たことのない部屋だ。四方の壁かべはコンクリートが打ちっ放しになっており、細かなひびの入った天てん井じようでは、白い冷光灯が弱々しく瞬またたいている。

「こ、ここはどこです？　ええっと、私は……あいててて！」

　肺に走った痛みにアベルは顔をしかめた。と同時に、最後の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。

　イーストエンドの路地裏で、娼しよう婦ふを襲おそっていた骸がい骨こつのような男にやられたのだ。しかし、どうしてまだ生きているのか？　あのとき、自分はなすすべもなく転がっていただけだというのに、なぜ、とどめを刺さされなかったのか？

『しばし眠ねむりたまえ。何も心配することはない』

　澄すんだ声が、脳のう裏りに再生された。

　そうだ、あのとき自分は例の黒ずくめの男に救われたのだ。だが、彼はいったい何者だ？　そして、ここはどこだ？

　疑念をひきずったまま、アベルは苦労して身を起こした。布ふ団とんのシーツは、きちんと洗せん濯たくされているが、しごく粗そ末まつなものだ。それにこのベッドも、どこかの病院の手術台でも持ってきたものではないだろうか。スプリングがないうえ、やたらとごつい。

「あのお、すいませ～ん……誰だれか、いらっしゃいませんかあ？」

　誰もいない室内で、アベルはそっと囁ささやいた。当然、それに応こたえて現れる人ひと影かげはない。ただ、最前まで自分以外の誰かがいたことを物語るように、ベッドの側そばのサイドボードには飲みかけのココアを満たしたマグカップが放置されていた。

「まだ温かい……近くにいるのかな？」

　カップから手を離はなすと、アベルは立ち上がった。枕まくら元もとに置かれていた旧式パーカツ回転シヨン・拳リボル銃バーに弾たまが装そう塡てんされたままであることを確かく認にんしながら、戸口に近寄る。

　扉とびらは、強化合金製の防火扉だった。三層の複合ハニカム構造は、対衝しよう撃げき性に優すぐれ、しかも二千度までの高温に耐たえる耐たい熱ねつ性を持つ。〝大だい災さい厄やく〟以前の施し設せつでときどき発見される貴重品だが、いくら高価な品とはいえ、普ふ通つうの寝しん室しつにはどう考えてもそぐわない代物しろものだ。

「しかも、鍵かぎかかってるし。うわ、しかもこれ、電でん子し錠じようじゃないですか！」

　いったい、ここは何の施設なのだろう？

　遺失ロスト技テクノ術ロジーの産物である電子錠を見下ろし、アベルは困こん惑わくした。国務聖省もセキュリティについてはかなり偏へん執しゆう的だが、その本庁舎である〝剣つるぎの館〟でさえ、ここまでの代物は滅めつ多たにお目にかかれない。こんなところに貴重な遺失ロスト技テクノ術ロジーを投じるぐらいなら、もっと別のものにコストをかけた方が断然効率がいいためだ。何者か知らぬが、この部屋の主はよほどに潤じゆん沢たくな資金を持っているか、そのあたりのバランス感覚が失調しているらしい。そのくせ、建物そのものがかなり古びているのが不思議だったが。

「でも、この型ならなんとかなるかな？　機械錠じゃなくて、本当によかったですよ。ええっと、まずここを開けるでしょう。でもって、この線をちょいちょいと……」

　アベルはロザリオをはずすと壁の整備用ポートを開いた。ロザリオのエッジで、奥に隠かくされていた複雑な配線をしばらくいじっていると、やがて、空気の抜ぬける音が聞こえた。気密扉のロックがはずれたのだ。続けて、鉄てつ扉ぴがスライドする。

「意外とちょろかったですね……それとも、最初から、私を閉じこめておくつもりがなかったんでしょうか？」

　きょろきょろと周囲を見回しながら、アベルは廊ろう下かに出た。

　どこまで続いているかわからぬ廊下には窓らしきものは見あたらず、一面、闇やみに閉ざされていた。埃ほこりは積もっていないし、ところどころにぼんやりとした光が灯ともっているところからして、廃はい墟きよではなさそうだが、到とう底てい、住居の類たぐいとも思えない。かといって通路でもない。それになんだろう、さっきから感じているこの感覚は？　強い既視デジヤ感・ヴのようなものにアベルは戸と惑まどった。遠い昔、この道をこんなふうに歩いたような気がする。いったいあれはいつだったろう？　前回、ロンディニウムを訪おとずれたのは何年前だったか──

「待ってください、まさかここは……」

　ぼやけながらも脳裏に蘇ってきた記憶に、銀ぎん髪ぱつの神父は顔をしかめた。にわかに用心深い顔になって周囲を見み渡わたす。

　壁といい床ゆかといい、確かに見覚えはない。だが、この道そのものが、記憶のどこかにひっかかっている。曲がりくねった分ぶん岐き、通風口、そして微び妙みような傾かたむき具合……

「まさか……いや、間ま違ちがいない！　ここはあそこだ！　でも、どうして!?」

　驚おどろいたように周囲に視線を向ける神父の口を我知らず呟つぶやきがこぼれた。半ば懐なつかしむように、そして半ばは厭いとわしげに床に目を落として独りごちる。

「驚いたな。とっくの昔に閉へい鎖さされたものだと思っていたけど……おや？」

　いったい、どのくらいそうやって歩いていただろう。遠くから聞こえた物音に、ふとアベルは耳をそばだてた。

　声──何か、人の声のようなものが前方から聞こえてくるのだ。それも一人のものではない。

『あかスタるいーラおほしイト・さま、スターかがやくブライトおほし・フアーさま、ストスこんやター・さいしょアイ・シのおほしートウナさまイト……』

　それは歌だった。確かこれは、童どう謡ようではなかったろうか？　愛くるしい子供の声がマザーグースを合唱している。

「……人がいるんですか？」

　歌は、どうやら廊下に並んだ扉の一つから聞こえてくるようだった。遥はるか前方、扉の一つが薄うすく開いており、一筋の光が漏もれている。声はそこからこぼれてくるのだ。だが、なぜ、こんなところに子供がいるのだろう？　やや不気味なものを感じながら、アベルはそっと扉の隙すき間まを覗のぞきこんだ──

　その部屋は、大おお雑ざつ把ぱに表現するなら幼よう稚ち園えんを思わせた。

　色紙で作った安っぽい飾かざりが部屋のあちこちを飾っており、壁かべにはクレヨンとインクで描えがかれた拙つたない絵が所ところ狭せましと貼はり付けられている。これまた手作りとおぼしきオモチャの数々が散乱している床で車座になって座っているのは、まだ小学校に上がる前ぐらいの幼い子供たちだ。

　幼児たちは、オルガンの音にあわせて童謡を合唱していた。もっともアベルが表情を引きつらせたのは、彼らの歌があまりに拙かったせいではない。楽しそうにオルガンを弾ひきながら、子供たちをリードしていた人物に見覚えがあったからだ。

「わたアイ・しのウイツシおねユ・アイがい・メイ・かなウイツシえてユ・アイね。・マイトこん・ハヴやのデイス・おねウイツシがいユ・アイかな・ウイツえてシユ・トねウナイト……ようし、よくできた。じゃあ、次は〝メリーさんの羊〟だ。覚えてるな？」

　ややかすれ気味の声で、オルガンの奏者は子供たちに笑いかけた。だが、あちこち跳はねた長い金きん髪ぱつも、鋼はがね色の瞳ひとみも、そして中性的なほっそりした体にもアベルには見覚えがあった──紛まぎれもない。昨夜のあの人物、空港でエステルをさらい、イーストエンドでは自分をナイフから助けた、あの黒ずくめの青年ではないか!?

「あ、あの人、昨夜の……おうっ!?」

　相手の顔をよく確認しようと隙間に目を押しつけたアベルだったが、次の瞬しゆん間かん、小さな悲鳴をあげてしまうこととなった。どこを触さわったものか、扉が勢いよく横にスライドしたのだ。支えを失った長身が、悲鳴をあげて部屋の中に転がり込む。途と端たんに、それまで響ひびいていたオルガンの音が途と切ぎれた。

「て、てめえ、誰だれだ!?」

　オルガンの前から立ち上がった青年が、やや高い声で叫さけんだ。最前までとはまるで人が違ったほどに厳しい瞳を転じると、鋭するどい警告を飛ばす。

「そんなところに隠れて、何をやってやがった！」

「す、すいません、隠れるつもりはなかったんですが……」

　観念して、アベルは両手をあげた。青年の表情は険しく、口調は好戦的だったが、昨日、命を助けてくれたことといい、いま、子供たちを相手にしていたときの優やさしい表情といい、どうやら悪い相手ではなさそうだ。よもや、いきなり殴なぐりかかられるということもあるまい。

「あ、あの失礼しました。目が醒さめたら、誰もいらっしゃられなかったので、勝手に出歩かせていただきました……あ、申し遅おくれました。私ですね、教皇庁国務聖省から参りましたアベル・ナイトロード神父と申します。親しみをこめて〝神父さま〟とお呼びください♡」

「ヴァ、教皇ヴアチ庁カン!?　神父!?　って、貴様、昨日の空港の！」

　神父の詫わび言ごとを青年は聞いてはいなかった。アベルとその僧衣カソツクを記き憶おくを探さぐるような顔で見つめていたが、やがて鋼玉色の瞳に憤ふん怒ぬの光を浮うかべたのだ。

「お前たち、退さがってなっ！」

　怪かい鳥ちようのように両りよう腕うでを拡ひろげるや、青年は幼子たちを怒ど鳴なり飛ばした。もっとも、怒鳴られた幼児たちがきょとんとした顔になったときには、細やかな肢し体たいはアベルの視界から消失している。

「消えた……まさか〝加速ヘイスト〟!?」

　まるで白昼夢のように消えた青年の姿にアベルが生なま唾つばを吞のみ込んだのと、そのぼんのくぼで髪かみの毛がそそけだったのはまったく同時だった。刹せつ那な、首をすくめて身を投げ出すタイミングが一いつ瞬しゆんでも遅れていれば、アベルの頭部は旋せん回かいした鉤かぎ爪づめに切断されていたに違いない。

「わ、わわっ！」

「──教皇庁のイヌが！」

　見苦しく床の上を転がって距きよ離りを稼かせごうとする神父の頭上に、再び鉤爪を閃ひらめかせながら、青年──いや、その姿をとった吸ヴア血ンパ鬼イアは憎にく々にくしげに牙きばを剝むき出した。

「なんで教皇庁のイヌがゲットーにいる！　貴様、いったいどこから入りこみやがった！」

「ゲ、ゲットーってなんです!?　だ、第一、あなたが昨日、私を助けて……うわわっ！」

　直上から落下してきた凶きよう風ふうを、アベルは芋いも虫むしのように体を丸めて避よけた。頰ほおに血の筋が弾はじけるが、そのときには丸まった体をバネのように伸のばしてジャンプ。もんどり打つような形でバク転して距離をとる。

「仕方ない……動かないでください！」

　鮮あざやかな回転を決めて着地したとき、神父の手には旧式の回転拳けん銃じゆうが握にぎられていた。その銃口は、第三撃を繰くり出そうと腕うでを振ふり上げた吸血鬼にぴたりと向けられている。

「動かないで！　少しでも動いたら、撃ちます……あのですね、どうも、お互たがいに誤解があるようなんです。まずはそれを解かせてください」

　空いている方の手で額の冷ひや汗あせを拭ぬぐい、アベルは青年に一歩、歩み寄った。あまり距離を開けていては、発はつ砲ぽうしても着ちやく弾だんまでの間に〝加速〟されて、弾たまを避けられてしまう恐おそれがある。引き金に指をかけたまま、奥歯を嚙かみ鳴らしている夜の種族の傍かたわらに慎しん重ちような足取りで近寄る。

　それにしても、これはどういうことだろうか？

　いま、この青年は明らかに自分を殺そうとしていた。昨夜はわざわざ窮きゆう地ちにあるのを救い、そのうえ傷の手当てまでしてくれたのにである。それが、いまはまるで初めて見る者のように自分を殺そうとした。言動にまったく一いつ貫かん性がない。

「ええっと、あなたに聞きたいことがあります──まず、ここはどこです？　そして、あなたは長生種メトセラのようですけど、いったい何者です？　昨日は私を助けてくれようとしたのに、どうしてこんな真ま似ねをされるんです？」

「ここはどこかだと？」

　鋼色の瞳に憤怒が燃えた。長い牙が突つき破った唇くちびるから、鮮せん血けつが一筋、尖とがった顎あごを伝わってしたたり落ちる。なかなかに美しい顔だちであるだけに、それは凄せい艶えんですらあった。

「しらじらしいことをほざくな、教会のイヌが！　どうせ、あの女──〝ブラッディ・メアリ〟に呼ばれてきたんだろう！　この隔離地区ゲツトーを潰つぶすために！」

「隔離地区ゲツトー？」

　初めて聞く名に、アベルは眉まゆをひそめた──いや、正確には初めてではない。かなり前に、何かの噂うわさ話ばなしでちらりと耳にしたことがある。あれは何の話だったろうか……

「なんです、それは？　それに〝ブラッディ・メアリ〟って、ひょっとしてスペンサー大たい佐さのことですか？　あの人はただのエステルさんの護衛官です。私たちがアルビオンに来たのは、女王陛へい下かがご危き篤とくだからなんですが──」

「はン！　そんな見え透すいた噓うそで、俺を騙だませると思ったのか、ナイトロードとやら！」

　若い長生種は鼻を鳴らすと挑ちよう戦せん的に唇を吊つり上げた。長い犬歯を剝き出して苦々しく吼ほえる。

「あの女と、お前たち教理聖省がつるんでここを潰そうとしていることは知っているんだ！　貴様はその偵てい察さつにやってきたんだろう！」

「……教理聖省が!?」

　教理聖省──教皇庁の信しん仰こうと内治を司つかさどる機関の名に、アベルは危あやうく拳銃を取り落としそうになった。慌あわてて銃把グリツプを握り直したが、その拍ひよう子しに銃口が青年の胸に強くあたる。次の瞬しゆん間かん、意外なほどに弾だん力りよくのある塊かたまりが硬かたい鋼はがねを押し返した。

「あ、あれ？　こ、この感かん触しよくは……」

　適度な柔やわらかさと弾力感に富んだ感触は、男であれば誰もが心ここ地ちよく感じるものであったが、この場合に限っては、神父を動どう揺ようさせることしかできなかった。これは、確かに乳ち房ぶさだ。しかも女性の。

「あ、あ、あなた、女の子さん!?　てことは、ひょっとして昨日の人とは別人……」

「き、貴様ああああああっ！」

　文字通り、怒ど髪はつ天を衝つくとはこのことだったろう。

　一瞬、顔を赤らめた青年──いや娘むすめの顔が鮮やかに青ざめた。と次の瞬間には、その長い髪は、まるで毒どく蛇じやの鎌かま首くびのように勢いよく持ち上がっている。

「か、髪が!?　そうか！　この人、〝鬼メデユ女ーサ〟の……って、う、うわあああああっ！」

　すべての毛もう髪はつ細さい胞ぼう──とりわけ、毛髪中央の髄質メデユラと呼ばれる気き泡ほう層の保水力を任意に変質させることで、まるで体の一部のように毛髪を操あやつる長生種の存在を思い出したときには、アベルの体は、絡からみ付いてきた髪に自由を奪うばわれていた。長さどころか太ささえ、元の数十倍にまで膨ふくれあがった髪の毛が、鉄てつ鎖さの如ごとく四し肢しに食い込む。

「す、すみません！　いまのは事故です！　別にいやらしい気持ちはこれっぽっちも──」

「殺す！　絶対に貴様は殺す！」

　哀あわれな神父の慈じ悲ひを請こう声に応こたえたのは、ひび割れた咆ほう哮こうだった。強力な拘こう束そく具にして凶きよう器きと化した髪で犠ぎ牲せい者しやを完全に絡め取った〝鬼メデユ女ーサ〟は、長い牙を剝き出した。憤怒に駆かられるまま、伸ばした鉤爪を悲鳴をあげている獲物アベルの細首に叩たたきつけ──

「──やめろ、ヴァネッサ！」

　瞬前、横合いからかかった澄すんだ声と伸びた手が、〝鬼女〟の動きを止めていなければ、神父の生首は悲鳴をあげながら、どこかにちぎれ飛んでいたに違ちがいない。いったい、いつ現れたものか、黒ずくめの人ひと影かげが、腕を伸ばして少女の手首を摑つかみ取っていた。そこにさほどの力が加わっているとは思えない。しかし、怪かい力りきを誇ほこる長生種メトセラがびくとも腕うでを動かせなくなっている。

「……兄貴、こいつ、教皇庁だ！」

　一方、〝鬼女〟に驚きよう愕がくの色はない。妨ぼう害がい者しやに叫さけんだ声は駄だ々だをこねるような響ひびきがある。

「ここに忍しのび込んで、うろつき回ってた……きっと、メアリのスパイだ！」

「いいや、それは違う、ヴァネッサ。紹しよう介かいが遅おくれたが、彼は私の客人だ」

　黒ずくめの声は至極穏おだやかだった。まるできかん気な娘に困らせられている父親のように首を振ふると、フードを取りながら、気のない口調で窘たしなめる。

「昨夜、私が〝上〟で助けて、ここまで連れてきたんだ……さ、わかったら、その髪かみをおろせ。レディともあろう者がはしたないぞ」
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　静かだが、どこか有無を言わせぬ響きを孕はらんだ声に、ヴァネッサと呼ばれた長生種の目に困こん惑わくの光が浮うかんだ。重ねて命じられ、不承不承頷うなずいたときには、その金きん髪ぱつは命を失ったもののようにアベルの手足から離はなれている。

　それらが元の長さに戻もどってゆくのを確かく認にんして、黒ずくめはアベルに向き直った。長い金髪に鋼色の瞳ひとみ──〝鬼女〟とそっくりの顔を神父に向けて、深々と会え釈しやくする。

「大変失礼した、お客人。無礼はどうか許されよ。妹のヴァネッサは、非常に短気でね」

　形の良い唇を露ろ骨こつに尖らせ、盛大に不満を表明している娘をちらりと見やって、青年は微び苦く笑しようを刻んだようだった。それから、礼法の教則を完全に再現した恭うやうやしい一礼を施ほどこす。

「ああ、自己紹介がまだだったね。私はマンチェスター伯はくヴァージル──気高きアルビオンの女王より、この闇やみの街の統治を仮か託たくされている者だ。以後、お見知りおき願いたい」

「〝闇の街〟ですって？」

　くっきりと縛いましめの痕あとが残る手首をさすりながら、アベルは眉まゆをひそめた。胡う乱ろんげに相手の言葉を繰くり返し、周囲に目をやる。

「ええっと、あなた、ヴァージルさんとおっしゃいましたか？　ここは、いったいぜんたいどこなんです？　ロンディニウムの市内じゃないんですか？」

「いや、ロンディニウムだよ。ただし、その地下百メートル──旧時代には地下鉄やシェルターとして使用されていた地下ジオ・区域フロントだがね」

　若者はどこか誇らしげな表情で胸を張った。薄うす暗ぐらい部屋と、部屋の隅すみで好こう奇き心しんに満ちた目を光らせている子供たちを振り返りながら、明めい晰せきな口調で告げる。

「我らは、ここを〝隔離地区ゲツトー〟と呼んでいる──代々のアルビオン女王が君たち教皇庁からお隠かくし遊ばされてきた聖地にして、我ら長生種に残された最後の〝逃のがれの地〟だよ」










　　　　Ⅲ




　川面を照らす陽ひ射ざしこそ、冬の名残なごりを残してまだ頼たよりなかったが、風は爽さわやかだった。

　両岸と言わず、橋きよう梁りよう上にしつらえられたひな壇だんと言わず、ロンディニウム中から集まった人の群れで埋うまっている。いや、盛んに叫びかわされる声にさまざまな言語が混じっていることからして、詰つめかけているのはこの国の人間ばかりではないようだ。コート、燕えん尾び服ふく、シルクハットの三みつ揃ぞろいにステッキで装よそおった大小の貴族から、ぼろぼろの一いつ張ちよう羅らに穴の空いた木き靴ぐつでめかしこんだ下層民まで、さまざまな階層のさまざまな人々が、テムズの川面に浮かんで出走のときを待っている手漕ぎレガボートツタを見下ろし、熱ねつ狂きようの声を送っている。

　冬の終わりを告げるものといえば地方によってさまざまだが、春の遅おそいアルビオンでそれを探すとしたら、それは三月の終わりに開かい催さいされるロイヤル・レガッタだろうか。

　ロンディニウムを東西に横切るテムズ川を、八カ国八艘そうの手漕ぎボートがスピードを競うこの競技は、古くは〝大災アルマゲ厄ドン〟以前に行われていた大学対たい抗こうレースに起源を持つアルビオンでももっとも歴史ある行事だ。八カ国の内訳は、アルビオンを筆頭にその領邦ほうであるスコットランド、ウェールズ、エリン。大陸国であるヒスパニア、フランク、ゲルマニクス。そして、カンタベリー大司教座の代表という形で教皇庁ローマから送られてきた八チームで優勝が競われる。

　大会のスポンサーは、王家を含ふくめたアルビオン貴族ほぼ全員が務める。この国の上流階級は総じて、知的好奇心を満たす学問よりも音楽や美術のような感覚的芸術を、また音楽や美術以上に運動や狩しゆ猟りようのような肉体的娯ご楽らくを好む傾けい向こうがある。中でもラグビーやレガッタなどの大会は例外なく貴族がスポンサーとなり、また、身分の垣かき根ねを越こえて賭と博ばくの対象とされる。

　現に今日も、河か畔はんはアルビオン全国、いや遠く外国からさえ押し寄せた見物客で溢あふれかえり、お祭りのような騒さわぎになっていた。スコットランド・ヤードも総出で警けい戒かいにあたっているはずだが、さすがにこれだけの人間を捌さばくのは難しそうだ。例年、事故や喧けん嘩かで二桁けたにのぼる死傷者が出ているのは伊だ達てではない。

「でも、絶対に中止にはならないでしょうね。この国の貴族たちにとって、スポーツはもっとも人気のある娯楽……いえ、ほとんど生き甲が斐いですから」

　やや皮肉げに呟つぶやくと、黒絹のシルクハットに男物のタキシード、そしてアルスターコートを纏まとった長身の女性は、テムズ川が大きく屈くつ曲きよくするウォータールーブリッジに顎あごをしゃくった。

　川面を一望できる北岸に掲かかげられた〝ユニコーンと薔ば薇ら〟の旗は王室の紋もん章しよう旗きだ。周囲には、大貴族たちの家か紋もんを掲げた貴き賓ひん席せきがしつらえられている。もっとも女王が病中ということをはばかってか席のほとんどは空席のままであったが、その隣となりに設けられた子爵や男爵クラスの中下級貴族の席は満席であったし、市長や各ギルドのマスターたちも全員顔を揃そろえている。

　一方、ウォータールーブリッジの南岸には、郷ジエン紳トリーたちが陣じん取どっている。准バロ男爵ネツトや勲爵士ナイトの地位にある彼らは北岸の貴族と比べれば遥はるかに家格の落ちる地方地主だが、経済的にアルビオンの繁はん栄えいを担う藩はん屛ぺいたちだ。ひな壇をびっしり埋め尽つくした彼らとその家族の姿はめいめいに粋いきを凝こらしたものであり、今日のイベントが大切な社交行事の一つとして生活に組み込まれていることを感じさせる。

　そんな郷ジエン紳トリー席の端はし、目立たぬようにしつらえられた席でシルクハットを伊達男風に傾かたむけた男装の麗れい人じん──メアリは隣りん席せきのジャンパースカートの少女に苦笑めいた表情を向けた。

「アスコット競馬とフットボールのプレミアリーグ、そしてロイヤル・レガッタ……この三つについて、ギャンブルの対象としないアルビオン国民はいないと言われています。女王陛へい下かが亡なくなりでもしたら話は別でしょうが、でもない限り、たとえ戦争が始まったとしても開催されるでしょう。下手に中止でもしたら、それこそ暴動が起こりますわね」

「ほんと、この国の方々は賭かけ事ごとがお好きなんですねえ」

　席の間を忙いそがしく縫ぬって歩いている伊達男や淑しゆく女じよの群れを見やって、ジャンパースカートの少女──エステルはやや落ち着かない顔で肩かたをすくめた。さきほどからどうにも緊きん張ちようしているのは、一つにはこんな世せ俗ぞく的な格好をさせられているためだが、それよりも、これだけの人混みの中にほとんど無防備な形で出てきているという理由が大きい。

　一応、メアリがついてくれているとはいえ、護衛が彼女一人とあっては不安を拭ぬぐえない。テロはともかく、もし〝聖女〟の存在に群衆が気づいたらパニックになりはしないだろうか？　いや、おしのびで紛まぎれ込んでいるのは彼女だけではない。さらに大物がここにはいるのだ。

「あの……だいじょうぶですか、聖下？」

　その大物──さきほどから隣で一言も発しない背広の少年に、エステルはいたわるような声をかけた。彫ちよう像ぞうのように身動きしない背中をさすりながら、青ざめた少年の顔を覗のぞきこむ。

「お加減が悪いなら、宮きゆう殿でんに引き上げましょうか？　あたしもご一いつ緒しよしますから……」

「だ、だい、だいじょうぶです、シスター・エステル……」

　か細い、それでもなんとかエステルが聞き取れる程度にはしっかりとした声で応こたえると、少年──アレッサンドロは首を振ふった。額の冷ひや汗あせを拭いながら、喘あえぐように吃きつ声せいを絞しぼり出す。

「せ、せっかくの招待に応じないのはし、失礼にあたります……ぼ、僕のことは気にしないで」

「でも……」

「あら、本人がかまわないとおっしゃってるのよ？　だったら、したいようにさせておくのがよろしいんじゃなくて？」

　いかにも艶つやっぽい声でエステルの口を封ふうじたのは、脂あぶら汗あせをかいている少年教皇でも、鋭するどい目を周囲に走らせている男装の麗人でもなかった。彼らの背後で、天使のような少年少女たちに囲まれて座っていた美び貌ぼうの女性が、いかにも命令することに慣れた者の口調で言い放ったのだ。

　宝石を絡からめて複雑に結ゆい上げた髪かみを指先に弄いらいながら、〝カラミティ・ジェーン〟──エリン公は長い睫まつ毛げの下から複雑な表情の尼に僧そうを見やった。

「まあ、私わたくしとしてはせっかくだから、聖女さまと水入らずで楽しみたいのだけれど……よかったら、シスター・エステル。私わたくしと一緒にどこか邪じや魔まの入らないところでお話でもいかが？　いろいろ、ローマのことなど聞かせてくれたら嬉うれしいわあ」

「……お言葉ですが、そうは参りませんわ。あたしの居場所は聖下のお側そばです」

　ねっとりと微笑ほほえむ美女に対し、エステルは慌あわてて首を振った。表情が渋しぶくなるのを避さけられない。

　そもそもが『〝イシュトヴァーンの聖女〟と一緒におしのびでレガッタを見に行きたい』などというとんでもない我わが儘ままを言い出したのは、この大貴族なのだ。

　もちろん当初、エステルは一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく断ったのだが、そうすると今度は『教皇庁は女王陛下のために教皇と聖女を送り込んできたのに、私の願いは聴きき容いれられないと言うのね？　贔屓ひいきだわ！』などと騒ぎ始めて、危あやうく国際問題になるところだった。そこで渋しぶ々しぶ了りよう解かいしたところ、今度はアレッサンドロまでが『お、お二人が行くなら、ぼ、ぼ、僕も行きます』などと言い出したのである。

　おしのびの教皇と聖女と公こう爵しやく──これで何か起これば、それこそ戦争さえ起こりかねない事態だ。ただでさえ、王位継けい承しよう問題や例の新聞記者の脅きよう迫はくで頭が痛いのに。おまけにアベルも〝教授〟もいまだに姿をみせず、事実上、孤こ立りつ無む援えんの状態なのに。

「本当に、こんなのでだいじょうぶなのかしら……うう、胃が痛い」

「だいじょうぶですか、シスター・エステル？」

　腹をさすっている尼僧を、メアリが心配げに覗きこんだ。

「どこか調子でも悪いのかしら？　薬を持って来させましょうか？」

「いや、そんなんじゃないですから、お気き遣づかいなく。ただ、ちょっと神経が……あの、メアリさん、本当の本当にあたしたちこんなところにいてもいいんでしょうか？」

　相変わらずふんぞり返ったままのエリン公と、肉にく食しよく獣じゆうの檻おりに放り込まれた子犬のような顔できょときょと周囲を窺うかがっている教皇を横目で示しながら、エステルは唯ゆい一いつ、頼たよりになりそうな女性士官を問い質ただした。

「あたしたち、全員、顔が知られています。もしもばれたら、とんでもないことに──」

「ああ、そんなことを気に病やんでらっしゃったんですか？　それならご心配なく。手は打ってあります」

　縋すがるようなエステルの視線に対し、メアリは苦笑ぎみに唇くちびるを綻ほころばせた。懐ふところから銀のシガーケースを取り出すと、中から取り出した紙巻きシガーで周囲の紳しん士し淑しゆく女じよを指し示す。

「実は、この席の周りには、変装した私の部下たちを配置してあるんです──会場内にざっと百人ほどでしょうか。いずれも特とく殊しゆ部隊の猛も者さ揃ぞろいです」

「……はっ？」

　女性士官の言葉にエステルはきょとんと目を瞬しばたたいた。

「た、大佐の部下の方たちですって!?」

「なにしろ、今日は、ほとんどのロンディニウム市民が集まってきてるんですよ。そんな場所に、ジェーン──エリン公はともかく、畏おそれ多くも教皇聖下をまったくのおしのびで連れてくるほど、我々が考えなしだとお思いだったんですか？」

　豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような聖女の顔がよほどに面おも白しろかったのか、メアリは、くつくつと喉のどを鳴らした。悪戯いたずらっぽく唇の前に指を立てながら、エステルだけにかろうじて届く程度の声で囁ささやく。

「でも、エリン公には黙だまっていてくださいね。ばれたら、また妙みような言いがかりをつけられそうですから。それと、部下をすり替かえてあるのはこの区画だけです。ですから、この外には絶対に出ないようにお願いします。あなただけじゃなくて、聖下たちもね」

「は、はい！」

　やはり、派は遣けん執しつ行こう官かんたちが揃って頼りにならない現状では、頼りになるのはこの人しかいない──たった一人投げ出された嵐あらしの海で浮ふ木ぼくに出会ったような思いで、エステルは頷うなずいた。

　さて、そういうことなら安心だ。ほっと表情を緩ゆるめてテムズの方に向き直る。八艘そうのレガッタはいまだ見えなかったが、河岸に取り付けられた大型スピーカーからは、レースの様子を実じつ況きよう中ちゆう継けいしているラジオ放送が大音量で流されている。いまのところ、アルビオンとエリンが接戦を繰くり広げながらこのゴールに近づきつつあるようだ。どちらが勝つかはまだわからなかったが、優勝はこの二チームで争われているらしい。アナウンサーが興奮した声を張り上げるたびに、観客席から歓かん声せいと悲鳴があがっている。

「ど、ど、どうもローマは負けちゃったみたい、ですね」

　エステルがメアリと話し込んでいる間もラジオに耳を傾かたむけていたアレッサンドロが青白い顔で苦笑した。精神的に大きな問題を抱かかえている彼としては、このような人混みの中に出てきただけでもかなりの負担を強しいられているはずだが、それでも同行者らに心配をかけまいと彼なりに頑がん張ばっているのだろうか。ぎこちなく、とりとめもない感想を口にする。

「や、やっぱり、海に囲まれている国は、ボ、ボート、つ、強いんでしょうか？」

「そうですわねえ……こう言っちゃ失礼かもしれませんが、やっぱり、持久力とテクニックがそちらのチームとは比べものになりませんわ」

　教皇の質問に艶つやっぽい声で返したのは、いつの間にかエステルの隣となりに座っていたジェーンだ。アルビオンきっての大貴族というよりローマの高級コルテイ娼婦ジヤーナを思わせる美女は、自分のチームが勝っているのに機き嫌げんをよくしたのか、そっと尼に僧そうの膝ひざに手を置いてきた。

「それに情熱も……ねえ、聖女さま。よろしかったら、今夜にでも、私わたくしの屋や敷しきにお越こし頂けません？　私、懺ざん悔げしたいことがいっぱいありますの。この憐れな子羊の罪深い話を聞いてくださいませんか？」

「……あ、そうだ！　そろそろ、お腹なか空すきませんか!?」

　軟なん体たい動物のように蠢うごめきながら太ふと股ももを這はい上がってきた美女の手から逃のがれるように、エステルは立ち上がった。冷ひや汗あせでびっしょりになった顔を背後に向けて、メアリを捜さがす。

「スペンサー大たい佐さ、あたし、ちょっと向こうで何か食べたいんですけど……って、あら？　大佐は？」

「ス、ス、スペンサー大佐なら、ちょっと用があ、あるって、さっき、どこかに行ってしまいましたけど」

「……げ」

　せっかくしがみついた浮木がいきなり沈しずんでしまったような顔で、エステルは左右を見回した。しかしメアリの姿はいずこにもなく、獲え物ものを前に舌なめずりしているような〝カラミティ・ジェーン〟の笑え顔がおと、緊きん張ちようで青白くなっているアレッサンドロの細ほそ面おもてがあるだけだ。

「それで聖女さま、お返事は？　今夜は都合が悪いのでしたら、これからどこかに参りましょう。ロンディニウムは広いんですもの。女同士、愛を語らう場所には苦労しませんわ」

「ざ、懺悔じゃないんですかっ!?」

　カルタゴの地下水道に単身踏ふみ込んだときも、これほど恐おそろしくはなかった。耳元に熱い息を吹ふきかけてくるジェーンを、エステルが必死で押し返そうとしたとき。

「あ、あ、あいたたた……」

　それまで青白い顔をしていたアレッサンドロが突とつ如じよ、呻うめき声を上げ始めた。腹部を押さえ、なにやら唸うなっているではないか。

「お、お腹が痛い……」

「だ、だいじょうぶですか、聖下!?」

　さっと青ざめ、エステルは教皇の手を取った。こんなところで何かあったら一大事だ。慌あわてて相手の顔を覗のぞきこむ。

「ど、どんな痛みです？　盲もう腸ちようの手術って、もうされてたんでしたっけ？　いやだわ、どうしよう……」

「た、たぶん、き、緊張のし過ぎだと、おも、思います……」

　腹部を押さえたまま、小さな声でアレッサンドロは説明した。

「ちょ、ちょっとの間でも、こ、ここを離はなれれば、よくなると思うんですけど……」

「ここを離れる？」

　エステルは困ったように教皇の言葉を繰り返した。この区画からは絶対に出ないようにというメアリの警告を思い出したのだ。しかし、アレッサンドロに縋すがるような目で見つめられ、尼僧はしかめた顔を前後左右に向けた。

　いまだ、メアリが帰ってくる気配はない。また、周囲を取り囲む観客のうち、護衛官が誰だれかはエステルの目には判別は不可能だった。ちなみにエリン公はといえば、教皇の具合が悪いと聞いた瞬しゆん間かん、厄やつ介かいごとに巻き込まれぬよう、やや離れた位置に移ってしまっている。

「そうですね……わかりました。じゃあ、ちょっと出てきましょうか。そのかわり、外の空気を吸ったらすぐに戻もどってきましょう」

　逃にげるならいまのうちだ──ため息をついて、エステルは教皇の要よう請せいを受じゆ諾だくすることにした。




「少しは、ご気分はよくなられましたか？」

　川風に目を細めている少年にエステルはいたわるような声をかけた。

　すでに太陽は傾きかけており、空気は涼すずしいというよりは肌はだ寒ざむくなり始めている。そろそろ先頭のボートがこのあたりにさしかかってもおかしくない時間だ。いまいるここは、さきほどのウォータールーブリッジからはやや離れた〝河岸エンバン通りクメント〟と呼ばれる堤てい防ぼうの上に築かれた広い河道だ。ドックとおぼしき大きな建物や河蒸気船の乗降場の並ぶ広い道だが、ここからの見物は規制されているらしく、観客席は用意されていない。遅ち刻こくしてきた市民が、せめてゴールだけでも見ようと言うのだろう。馬車や徒歩で、河岸の方へ急いでいる。道ばたに軒のきを拡ひろげ始めているのは、そういった連中をあてこんだ屋台だ。つい、さきほどまではずいぶんと静かだったのだが、ここに来て俄にわかに人通りが激しくなりつつある。

　これ以上、人が増える前に席へ戻った方がいいかもしれない──さきほどから、ガス灯とうの柱によりかかったままのアレッサンドロの顔を、エステルは覗きこんだ。

「顔色はお悪くないみたいですけど……まだ、調子がよくないんだったら、お医者さまに診みてもらった方がいいかもしれませんね。手配します？」

「だ、だいじょうぶです。お、お、お医者さんは必要はありません」

　言葉は相変わらず激しくつっかえているものの、意外なほどしっかりとした表情でアレッサンドロは首を振ふった。どこかはにかむように笑うと、

「も、も、もともと、気持ち悪かったわけじゃありませんから……あん、安心してください」

「え？　でも、さっきは──」

「あ、あ、あれは噓うそです。シ、シス、シスター・エステルが、エ、エ、エリン公に困っていたようだったから、た、助け、ようと思って……ほ、本当は平気なんです」

「なんだ、そうだったんですか。びっくりしました……あ、わざわざお気き遣づかいありがとうございました、聖下」

　へえ、この方、こんなこともできるんだ──少しだけ意外な気持ちを押し隠かくして、エステルは照れくさそうに顔を赤らめている少年に礼を言った。

「でも、素す晴ばらしいお芝しば居いでしたわ。あたしもすっかり騙だまされました。完かん璧ぺきな演技力ですね」

「そ、そう、そうですか？　ぼ、ぼ、僕なんかでも人の役に立てたのなら、嬉うれしいです」

　褒ほめられて、少年はますます顔を赤くした。しかしそれでもどこか嬉しそうに、体の前で手を震ふるわせながら声を絞しぼり出す。

「う、う、噓つくのはちょっと緊きん張ちようしました。ぼ、僕はう、噓は、に、苦手なので……で、でも、ちょ、ちょっとだけ、わくわくしてしまいました。せ、聖職者失格ですね」

「そんなことありませんわ！　『知クイ・恵アウテムもて・グラデ歩イウル・むサビエン者テル・はイステ・救わサルワビれるトウル』と申しますもの。聖下は私を救ってくださるために、お知恵を巡めぐらせてくださいました。ご自分を貶おとしめないでくださいませ」

「じ、じ、自分を貶めないで、ですか──ぼ、僕、ま、ま、前に、ある人に『己を嘲ちよう笑しようするような人間になるな』と、い、言われたことがあります」

　エステルの言葉の何かが琴きん線せんに触ふれたのか、ふと、アレッサンドロは寂さびしげな目になった。道行く人々を見やりながら、小さくため息をつく。

「そ、その人は命がけで多くの人たちを護まもって死んでしまった……それなのに、ぼ、ぼ、僕はその人との約束をなかなか守れません。り、り、立派な教皇にな、なるって約束したのに……」

「そんな！　聖下は一生懸けん命めい頑がん張ばっておいでじゃないですか！　今度だって、姉君が来られないのに、独りでアルビオンまで来て……とてもご立派です！　その、聖下の約束のお相手だって、きっと聖下のことを誇ほこりに思っておいでですよ！　あたしにはわかります。あたしにも、そういう約束をした人がいましたから──あたしの方は、まだちょっと時間がないと誓ちかいを果たせそうにありませんけど」

「エ、エ、エステルも、だ、誰かと約束したんですか？」

　元気づけられたことが嬉しかったのか、それとも、傍かたわらの少女も自分と同じ道を歩んでいることを知って元気づけられたのか、少し生気を取り戻した目で、アレッサンドロはエステルを顧かえりみた。その時点でようやくエステルに見つめられていたことに気づいたのか、照れくさげに笑って付け足す。

「あ、あ、あなたが誓いを果たせるときが早く来るといいですね……ぼ、ぼ、僕は祈いのります」

「ありがとうございます──聖下もいつか約束をお果たしになれる日が来ることを」

　互たがいに微笑ほほえみあい、少年と少女はそのまま川に目をやった。川面は次第に傾かたむき始めた陽ひの光を受けて相変わらず眩まばゆく輝かがやいている。光の煌きらめきは永遠のように繰くり返されているが、実はその一つとして同じものはない。エステルとアレッサンドロは、それぞれ逝ゆきし人との行きし日々のことに思いを馳はせるかのように、しばし川面に目を落としたまま押し黙だまっていた──

「……いけない、もうこんな時間だわ！」

　ふと、対岸に目をやったエステルはややうわずった声をあげた。上流に聳そびえる厳いかめしい尖せん塔とう──国会議事堂付属の時計ビツク・塔ベンの針が、三時を回りつつあるではないか。おそらく周囲には民間人に変装した護衛官たちがついていてくれているとはいえ、さすがにそろそろ戻った方がいいかもしれない。

「じゃあ、聖下、そろそろ席に戻りましょうか。もうすぐ、レースも終わると思うし」

「そ、そ、そうですね……あ」

　素直に頷うなずきかけた少年教皇が急に顔を赤らめた。空腹を告げる腹の虫がいかにも自己主張をするかのように絶好のタイミングで鳴いたのだ。

「ひょっとして聖下、お腹なかが空いてらっしゃいますの？」

「あ、あ、あ、いや、これはち、違ちがいます。僕は、ぜんぜん──」

「かまいませんわ。あたしもちょっと小腹が空いたところでした。何か買ってきましょう……あ、あれがいいわ」

　きょろきょろと周囲を見み渡わたしたエステルが目を止めたのは、ちょうど、すぐ側そばで開店準備をしていた屋台だった。愛あい嬌きようのある顔つきをしたでっぷり太った親父おやじが、屋台の前に『トッドのＦ＆Ｃ──ロンディニウムで一番!!』と描えがかれた派手な看板を拡げている。

　ちなみに〝Ｆ＆Ｃ〟とは〝フィッシュ・アンド・チップス〟のことで、近海で獲とれた鱈たらとポテトの短冊切りを油で揚あげたもののことだ。アルビオン人がもっとも愛する街角料理ということで、エステルも一度試ためしてみたかったのだが、なにしろ昨日の今日で、これまではそのチャンスがなかった。いそいそと財布を取り出すと、屋台に足を向ける。

「聖下、お魚にアレルギーはありませんわよね……すみません、おじさん。フィッシュ・アンド・チップス二人前」

「あいよっ！」

　威い勢せいのよい声とともに親父は大きな肉切り包丁で鱈の身を捌さばいた。ブルドッグのように頰ほお肉が垂れ下がった人相の悪い男だが、顔の悪さと反比例して腕うでは確からしい。手早く揚げると、まだ油を引いているそれを新聞紙にくるむ。

「二人前で六ディナールね。味付けは、そっちにあるのを好みでつけてくんな」

「ええっと、塩と酢すとソースにオリーブ油……聖下、どれにします？」

　屋台に並べられた調味料を前に、エステルは逡しゆん巡じゆんした。なにしろ、初めての料理で食べ方がいま一つわからない。思い切って、一番端はしにあったウスターソースをとりあげる。

「いちおう、はずれがなさそうだし、ソースにしておきますか。最近、ちょっと塩分摂とり過ぎなのよね。薄うす口くちで──」

「んんっ、いかん！　いかんな～っ！　そんな食べ方はまったくもってダメのダメダメだっ！」

　まるでエステルの全人格さえ否定するような声が背後からかかったのはそのときだった。

　振ふり返れば、まだ若い男がさも嘆なげかわしげに首を振りながら叫さけんでいる。

「嘆かわしい！　君たちはフィッシュ・アンド・チップスのなんたるかが何もわかっちゃいない！　こいつＦ＆Ｃにはとにかく酢ヴイネとガー塩ソルト！　これをドッサリ、それこそ即そく死ししてしまいそうなぐらいにぶっかける！　それ以外は邪じや道どうと心得よ！　そう、ソースなんてもってのほかなりっ！」

「あ、あなた……」

　突とつ然ぜん出現したかと思うとこめかみに青筋立てて演説し始めた男を、エステルはまじまじと見返した。

　目が痛くなりそうな原色のシャツに真しん珠じゆ色のジャケットとぴかぴかに磨みがかれたエナメルの靴くつ。それだけでも一いつ般ぱん社会においてはかなり間ま違ちがっている感じの風ふう体ていなのに、とどめに鉄工所かガラス工場から調達してきたような巨きよ大だいなサングラスで顔面の半分ほども覆おおっている。しかし、おさまりの悪い金きん髪ぱつの下、冬の湖を思わせる碧へき眼がんと鼻筋の通った中なか高だかの顔は忘れようがない──昨夜、ソーホーで出会ったあの青年ではないか？

「ええっと……カインさん？」

「………………おや？　そういう君は聖女さま？」

　自分の名を呼ばれて、若者はぱちぱちと目を瞬しばたたいた。それから、はたと手を打って奇き声せいをあげる。

「うわ、きぐーだねー！　あのあと、ちゃんとパーティーには間にあった？　意地悪な継けい母ぼに叱しかられたりはしなかったかな……ああ、でも、聖女さまとあっては、ますます、いまのソースはいただけないな」

　カイン──金髪の若者は腰こしに手をあてると嘆かわしげに人差し指を立てた。ちっちっとそれを振りながら、もったいつけて舌打ちする。

「よござんす。ボクがこれから正式なフィッシュ・アンド・チップスの食し方をレクチャーしてあげるから、しっかりと勉強するように！　では、さっき言ったようにたっぷりの酢と塩をかけたら、次は思い切ってがぶりとやってみよう。一口目でだいたい全体の三分の一が目安だ。そもそも、このフィッシュ・アンド・チップスの起源というのがだね、いまをさること数百年前……」

「我が君、お話はまことに結構でありますが、いきなりそのように通な話題を出されても、若い方々はお困りになられるだけかと……事実、お二人とも引いておいでのようです」

　良識的かつ正確な指し摘てきは、若者の背後からかかった。こちらは若者とは対照的に漆しつ黒こくの三みつ揃ぞろいで決めた黒くろ髪かみの男が、端たん正せいな口調で主人を窘たしなめたのだ。

「申し訳ございません、シスター・エステル。我が君はあなたのことがたいそう気に入っておいでのようなのですが、他者への愛情表現が、一般の標準と比ひ較かくしていささか屈くつ折せつしたところのある方でして」

「あ、どうもそんな感じですね……あははは」

　いくぶん笑え顔がおが虚うつろに見えたことは勘かん弁べんしてもらうしかない。冷ひや汗あせを隠かくすため無意味に頭を搔かきながら、エステルは愛あい想そ笑いを黒服の執しつ事じ──バトラーに向けて拵こしらえた。

「あ、そういえば昨日は送っていただいてありがとうございました。お蔭かげでなんとか晩ばん餐さん会かいをすっぽかさずに済みましたわ」

「それはよろしゅうございました。ですが、お礼はこちらこそ述べるべきでしょうね。我が君がすっかりお世話になってしまいまして……さぞや大変だったことではないかとご推察いたします」

「いえ、そんなことは……まあ、ありましたけど」

　向こうで独りフィッシュ・アンド・チップスの起源とその発展についての社会学ならびに栄養学的考察を延々と論じている若者を目の端で見やって、エステルは口の中で呟つぶやいた。礼儀正しい微び笑しようを浮うかべている紳しん士しに同情をこめてささやく。

「でも大変ですよね、バトラーさんも。その……仕えてる方があんな方で、苦労も多いんじゃないですか？」

「はい、確かに。しかし、手のかかる方ほど愛いとおしいと申しましょうか」

　慈じ父ふにも似た表情を黒髪の下に浮かべ、バトラーは薄い口もとを緩ゆるめた。眼鏡を優雅に押し上げると、その下の切れ長の目で、尼僧の言うところの〝あんな方〟を優やさしげに眺ながめて付け加える。

「それに、俗に問題のある子ほど可愛いと言いますしね。真に敬愛に値する方であれば、労苦もかけられた方が喜ばしいもので──」

「ところで、シスター・エステル？　ぼかぁさっきから気になっていたんだけどさ──」

　話題にのぼっていた当人がいきなり会話にわりこんできたのは、そのときだった。誰も聞いていない講義に飽あきたのか、それとも一人だけ会話に取り残されて寂しかったのか、親指を立てて──本人としてはたぶん小指のつもりだろう──冷やかすように、エステルに向かって口笛を吹く。

「そっちの少年は何なのかな？　ひょっとして彼氏ですか？　ひゅーひゅー」

「いや、我が君、違いますよ、この方は……」

　いささか上品とは言い難がたい反応を示した主人をバトラーは困ったように窘めたが、すぐにエステルに視線を戻もどした。顔を真っ赤にして立ちつくしているアレッサンドロに目をやると、声をひそめて囁ささやく。

「シスター、これは少々大だい胆たんすぎませんか？　かようなところにこのような方をお連れして、万一のことがあったら……」

「ええ、同感です。ただ、〝ちょっと外の空気を吸いたい〟とたってのご希望でしたもので」

　本当は〝無む謀ぼう〟と言いたかったのだろうが、いかにも良家の執事らしくより抑よく制せいの効いた表現を駆く使ししたバトラーに、エステルは申し訳なさげに頭を搔いた。確かに警戒心に乏しいと非難されても仕方がない。それでも、もう冷え始めているフィッシュ・アンド・チップスに口を近づけながら懸命に言いわけする。

「でも、ご心配なく。これを食べたらすぐに帰りますから。確かに、ちょっと席を空けすぎましたね。いまごろ、みんな、あたしたちを捜してるはず──」

「ああっ！　君、だめだよ、こんなもの食べちゃ！」

　激しく責める声が、エステルの弁解を遮さえぎった。尼に僧そうが驚おどろきのあまり固まってしまったときには、その手中からフィッシュ・アンド・チップスの包みは奇き術じゆつ師しめいた素す早ばやさで奪うばい取られてしまっている。

「だから、さっきから言ってあげてるじゃないかあ。フィッシュ・アンド・チップスには酢と塩だって。それをソースなんてかけて何を考えてるんだ……よろしい、こんなものは、彼に処分してもらおう」

「あっ！　ちょ、ちょっと！」

　エステルが抗こう議ぎの声をあげたときには、カインはすっかり冷めてしまった魚の唐から揚あげを路上に放り投げてしまっていた。そこに寄ってきたのは、それまでゴミ箱を漁あさっていた大きな黒くろ猫ねこだ。一目で野の良らだとわかる猫は、人間たちに鋭するどいガンを飛ばしながら、落ちてきたご馳ち走そうを意い地じ汚きたなく頰ほお張ばり始めた。

「ああ、もったいない……なんてことするんですか！」

　瞬く間に肉にく食しよく獣じゆうの胃の腑ふに納まってゆく昼食に、エステルは抗議の声をあげた。

「食べ物を粗そ末まつにしちゃいけませんって、お母さんから習わなかったの！」

「え、えっと、その……いや、ぼかぁ、ボクは君のためを思ってその……」

　一方、カインは尼僧に詰つめ寄られてびっくりしたらしい。しどろもどろに言い訳をしかけたが、やがて、罰ばつ悪げに、

「ええっと……ごめんなさい」

「まったくもう」

　自分より頭二つは高いところにある顔を見上げて、エステルはため息をついた。こうもあっさり謝られると、自分が彼のことをいじめているようではないか。

「もういいですわ。今回のことは許してさしあげます。その代わり、今後は気をつけてくださいね、神父さ……カインさん」

　そういえば、この人のフルネームってまだ聞いてなかったわね──思わず相手への呼びかけを間違いかけたエステルが、ようやくそのことに思い至ったとき。

「……エ、エ、エステル、あ、ああ、あれ！」

　うわずった吃きつ音おんが一同の耳を打った。振ふり返れば真っ青になったアレッサンドロが路上を指さしているではないか。何事かとそちらを見たエステルだったが、次の瞬しゆん間かん、大きく目を瞠みはってしまった──最前、あれほど食事にいそしんでいた黒猫が路上に倒たおれていた。いや、それだけではない。その体が小刻みに震ふるえ、だらしなく開いた口からは盛んに血ち泡あわが噴ふき出ている。

「な、なに、これ……病気!?」

「いや、これは違ちがいます……」

　影のように猫の側そばに近づいたバトラーが首を振った。すでに力無い痙けい攣れんを始めた獣けものの側に身を屈かがめると、軽く首を傾かしげて空気を吸い込む。

「アーモンド臭しゆう……毒、それも青酸系のものですね。おそらくは青酸塩か、シアン化カリウムではないかと」

「せ、青酸ですって!?　なんでそんなものが!?」

　重ねて問いかけたところで、エステルは猫の歯形がついた魚肉片に目を走らせた。ついで血相変えるや、アレッサンドロが抱かかえたままだったフィッシュ・アンド・チップスを叩たたき落とす。

「まさか、この中に毒が!?　でも、なんだって、そんなもの──」

「あーあ……せえっかく、人が楽に死なせてやろうと苦労したってのによ。どこのボンクラか知らんが、妙みようなちょっかいだしやがって」

　尼僧の質問に答えたのは、黒髪の執事の礼れい儀ぎ正しいアルビオン語ではなかった。どこか下げ卑びたダミ声が、隠かくしおおせようもない悪意をこめて一同の耳を打ったのだ。

「お陰かげで、お嬢じようちゃんたちに痛い思いをさせちまうことになっちまったじゃねえか。まったく、心が痛むぜぃ」

「……何者だね、君は？」

　エステルは恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしている教皇を抱だくように後ずさっている。白衣の青年はいまだ何事が生じたかわからぬ様子できょときょと周囲を見回しているだけだ──そんな三人を庇かばって、進み出たのはバトラーである。黒衣黒くろ髪かみの執しつ事じは、下品な笑しよう声せいを撒まき散らしている人物──フィッシュ・アンド・チップスの屋台の親父おやじに正対すると、まるで試合相手の身分を問いかける騎き士しのように名を尋たずねた。

「この毒を仕込んだのは君だね？　ただの零れい細さい企き業ぎようの経営者ではなさそうだが……何者だね？」

「俺はトッド。〝スウィーニー〟トッドって呼ぶ奴やつもいる……」

　面めん倒どうくさげに答えながら、男は屋台の下から巨きよ大だいな鉄の塊かたまりを持ち上げた。ようやくただならぬ気配に気づいてこちらを振り向いている通行人たちなど目に入らぬかのように、抱えた鉄の塊──二脚きやくを取り付けた機き関かん銃じゆうの装そう塡てんハンドルを手元に引く。

「ある方のご命令で、そこのガキどもの命をもらいに来た者さ！」
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　次の瞬間、男の構えた機関銃が凄すさまじい勢いで火線を吐はき出し始めた。




「豊かな国ですね……それに美しい」

　数百の黄金の欠片かけらのように陽光を反射している川面を見下ろし、シスター・パウラは呟つぶやいた。もっとも、静かな瞳ひとみこそ川に落ちていたが、意識は傍かたわらで煙草たばこに火を点つけている女性士官に注がれているようだ。図書室に入った新刊本のことでも語るようなさりげなさで、話を切り出す。

「さきほど、イーストエンドの状じよう況きようを調べさせていただきました。電力消費量、ガス、水道……ライフラインのほとんどすべてがかなりの消費量を示していましたよ。あんな生活水準の低いスラムにしては、ずいぶんと贅ぜい沢たくをなさっているようですね」

「まるで、あの下にもう一つの街があるかのように──ですか？」

　紫し煙えんに乗せて、メアリは微び苦く笑しようを吐き出した。この川岸に沿った遊歩道は、今日はごく少数の貴族と王宮関係者以外は立ち入りが禁じられている。ふだんは恋こい人びとたちが愛を語らうベンチに腰こしをおろすと、女性士官は柵さくにもたれている尼に僧そうに薄うすい笑えみを向けた。

「隔離地区ゲツトー──我々はあそこのことをそう呼び慣らわしてきました。アルビオン王国五百年の闇やみが詰まった異界。呪のろわれた街です」

　初春の陽光を受けた川面は、相変わらず、眩まばゆく輝かがやいている。すでにレースのトップはこの近くまでさしかかっているのであろう。下流の方から、遠く声せい援えんが聞こえてくる。いかにも華はなやかで生に満ちた祝祭の気配が、大気の隅すみ々ずみまで満ちているかのようだ。にも拘かかわらず、ベンチで煙草をくわえている女の表情に春を愛めでる色はなかった。嫌けん悪おと微び量りようの恐怖──硬こう質しつの美び貌ぼうに負の感情を映したまま、紫煙を吐き出す。

「呪われし、吸ブラツ血ドサツ鬼カーどもの街……教皇あなた庁がたが奴らへの反はん攻こうに成功して数百年。この北方諸国でも、次々と奴らは敗れ、滅めつ亡ぼうしてゆきました。その多くは城を焼かれ、杭くいで心臓を貫つらぬかれて火にくべられた。逃とう亡ぼうに成功した者も、次第に追いつめられ、ついには太陽の下でいたずらに骨を曝さらしたと聞きます」

「だが、生き残り、逃にげ延びることに成功した者たちがいた……」

「そう。その者たちが逃げ込んだのが、ここ、ロンディニウムです」

　パウラの台詞せりふを引き取ると、メアリはどこか愛いとおしい者を抱くように煙草を挟はさむ手を都に向けて回した。恋人のことを語るにも似た口調でロンディニウムの歴史を口にする。

「当時のアルビオン女王ヴィヴィアンは日に日に支配権を強めてくる教皇庁に対たい抗こうすることに心を砕くだいていました。〝大災アルマゲ厄ドン〟によって失われたかつての文明を取り戻もどすためには教皇庁の保有する科学と技術が絶対に必要だった。だが、援えん助じよを受けることは必然的に教皇庁の支配を受け入れることとなる……彼女が板いた挟ばさみになっていたちょうどそのとき、彼女の前に現れたのが、大陸で追いつめられ、海を渡わたって逃げてきた〝奴ら〟だったのです」

「アルビあなたオンがたが地下に〝奴ら〟を匿かくまい、その保有する科学技術を活用していたことは、ずいぶんと前から我々も知っていました──しかし、それを告発する証しよう拠こがなかった」

　柵にもたれかかったまま、尼僧は物もの憂うげに目を細めていた。ただ、その手にはいつの間にか一通の封ふう筒とうが携たずさえられている。アルビオン風の飾かざり文字で〝Ｍ・Ｓ〟のイニシャルと有翼グリフ獅子オンを意い匠しようした封ふう蠟ろうが押されたその封筒の宛あて先さきは教理聖省長官親展となっている。

「まあ、たとえ証拠があったとしても、貴国を糾きゆう弾だんするわけにはいかなかったでしょう。そんなことをすれば、最悪、人類社会が真っ二つに割れる大戦争となる。たとえ教皇庁われわれの勝利は動かずとも、疲ひ弊へいしたところを〝帝てい国こく〟に襲おそわれればそれで終わりですから」

「でしょうね。かくて、我がアルビオンは代々の女王の元で自由と繁はん栄えいを謳おう歌かしてきたわけです。教皇庁からは支配も受けず、援助も受けず、一方で地下に潜ひそむ〝奴ら〟には忠誠を誓ちかわせ、その科学技術を最大限に利用してきた……」

「そう、かつての平和な時代ならそれでもよかったかもしれませんね」

　有翼グリフ獅子オンを象かたどった印章指輪の間に煙草を挟んでいる女性士官に目を移して、パウラは静かに頷うなずいた。今月の新刊書を利用者に説明する司書のように淡たん々たんと台詞を紡つむぐ。

「しかし、現今の国際情勢下、この国が生き残っていくには、強固なパートナーシップを結んだ信しん頼らいできる外部勢力が必要でしょう──たとえば教皇庁われわれのような。ただし、私どもとしても、何かと問題の多い軍事国家の国王や、教会に反はん抗こう的な女公こう爵しやくと信頼関係を築くことは困難であると判断しております。どうせ友人になるならば、そう、あなたのように信用できる方を選びたいものですね、カルスレー子し爵しやく閣下……いえ、メアリ・スペンサー王孫殿でん下か」

「〝信用できる〟？　しかし、教会は私のような庶しよ子しを認めていないのではなかったのですか？」

　半ば以上も灰になった煙草を石いし畳だたみに捨てると、メアリは苦笑した。もっとも顔こそ笑ってはいるものの、空色の瞳はどこか冷ややかな刃やいばを含ふくんでいる。刃の半ばは自らに、半ばは相手の身勝手な論理に向けられたものだ。

「確かに、私は王太子ギルバートの娘むすめです。しかし、我が母は王太子の愛人にすぎませんでした。しかも、王太子にはヴィクトリアという妃きさきもいました。正式な婚こん姻いん以外の出生はこれを認めず──確か、教会の基本方針でしょう？」

「確かに。ですが、それはなんとでも理り屈くつをつけられます。たとえば、故王太子殿下とあなたの母上──先代カルスレー子爵夫人ハリエットとが密ひそかに婚姻していて、その書類がローマで見つかったら？　そのときは、ヴィクトリア妃との結けつ婚こんが無効になり、カルスレー子爵夫人との婚姻が正規のものとなります……当然、その令れい嬢じようも庶子ではなく、嫡ちやく出しゆつ子しとして扱あつかわれますでしょうね」

「……ずいぶんといい加減なものですね、教会も」

　石畳の上でまだ煙けむりをあげている煙草を爪先で踏ふみにじりながら、メアリは表情を消した。空色の瞳をロンディニウムに向け、まるで独りごちるかのように呟く。

「私の母は、ずっと日ひ陰かげの身でした。本人は私が八つのとき──王太子が亡なくなった一年後に死にましたが、死ぬその日まで、幼い私に恨うらみの言葉を注いでいましたよ。毎日、毎日……それこそ、子守歌の代わりに聞かされたようなものです。子供すら設けた男に、日陰の身に落とされた女の恨み……シスター・パウラ、母があなたの言葉を聞いたら、どんな顔をしたでしょうね？」

「わかりません。それに、その推測は私の任ではありません」

　険を含んだメアリの言葉に、〝死の淑しゆく女じよ〟は軽く片かた眉まゆを動かしただけだった。半眼に閉じたその瞳ひとみに一切の感情を浮うかべることなく首を振ふる。

「私がメディチ枢すう機き卿きようから賜たまわった任務は、予想されるアルビオン女王の死去に伴ともなう、王位継けい承しようの争いを教会にもっとも望ましい形で解決すること──それだけです。しかし、そのためならば、どんな労力も惜おしむなと命じられています」

「庶子を嫡出子に変える……そういえば、奇き跡せきはあなたたち教皇庁の大事な商品でしたね」

　皮肉げな光を灯ともした瞳を、メアリは無表情な尼に僧そうから逸そらした。ふたたびロンディニウムに視線を向けたそれを細めて呟つぶやく。

「それで、私に王位をくれる代価に、あなたたちは何を望むのです？　〝司祭、ウヌム・そのブロ・清めデリクトらる・エト・べきアルテ咎人ルム・のイン・ためにホロカス神のトウム・前にクム・贖いをリバメン置くテイス・べしシス〟──庶子に生まれた罪を贖あがなうために、私は何を支し払はらえばいいのかしら？」

「贖いなどと……教皇ヴアチ庁カンはあなたに貸しを作るつもりなど毛頭ありません。我らは神の代理人──神意が正しくこの世に行われることだけを望む者です」

　自じ嘲ちようとも糾弾ともとれるメアリの言葉に対し、いかにも心外げに尼僧は首を振った。ただ、女性士官の視線を追うように王都に目をやると、気のない口調で付け加える。

「ただ、我らが頭を悩なやませているのはゲルマニクス王とエリン公の存在です。彼らは図ずう々ずうしくも王位を主張しております。もし、我らがあなたを王として認めても、彼らがそれを認めますまい。最悪、それを不満として紛ふん争そうを起こすかもしれません。少々、気がかりですね」
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「確かに……では、もしそうなった場合、私は教皇あなた庁がたの支し援えんを期待できるのかしら？」

「残念ながら、それは難しいところです。教会は中立を以もつて旨むねとしております。そのような状じよう況きよう下で殿下に手をお貸しするには、殿下がよほどに教会と信しん仰こうに対して敬けい虔けんなる者である証しよう拠こをお示しになっている必要があるのではないかと」

「証拠とおっしゃると？　どんなことをやって、私は信仰を証明してみせればいいのかしら？」

「……美しい都ですね」

　片眉をあげた女性士官の問いに、パウラは答えを与あたえなかった。それきり、これまでの話題に関心を失ったかのようにテムズ川に瞳を落とすと、静かに慨がい嘆たんする。

「人の営みの積み重ねを歴史というなら、この都は、肉体を備えた歴史そのものです……ですが、どんなに清らかな街にも暗い闇やみがあり、どんなに誇ほこらかな国にもおぞましい歴史がある──そして、そこに巣くう獣けものどもも。もし、それを駆く逐ちくすることができれば、その王はきっと神の祝福を受けた者なのでしょうね。いにしえの聖王たちのように」

「……隔離地区ゲツトーのことをおっしゃってるの？」

　俄にわかに鋭するどいものがメアリの声にこもった。それまでのどこか韜とう晦かいにも似た気け怠だるげな気配をかなぐり捨て、〝ブラッディ・メアリ〟は〝死の淑女〟の無表情な横顔を睨にらみ据すえた。

「シスター・パウラ、つまり、メディチ枢機卿は私にあそこを殲せん滅めつしてみせろと？　それを試金石にするおつもりなのね？」

「解かい釈しやくはあなたのご自由です、殿でん下か」

　メアリの視線は万軍の将に相応ふさわしく、鋭く、覇は気きに満ちたものだった。だが一方、それを受けるパウラの顔色もいささかも変わっていない。〝死の淑女〟は穏おだやかに口を開閉させた。

「ただ、そのような業績をあげられれば、きっとあなたの名は聖者として歴史に残りましょう……庶しよ子しか実子かなどというささいな事こと柄がらは、それこそ問題にもならないでしょうね」

「なるほど。それがメディチ枢機卿の意向ですか……よかろう」

　ごく短い沈ちん黙もくを挟はさんで頷うなずいたのは、相手の要求のことをある程度、予測していたものに違ちがいない。メアリの表情にいささかの逡しゆん巡じゆんもなかった。もっとも、ここで逡巡するぐらいなら、最初からローマに隔離地区ゲツトーの存在を証あかし立てる密告状を送ったりもしなかったろうが。

「ここ数日中に隔離地区は私が殲滅する。だから、お前もさっさと主に報告して、書類の改かい竄ざんを準備させるがいい──お前たちも、ジェーンやゲルマニクスの馬ば鹿か王なぞを薔ば薇らの玉座に座らせたくはないだろう？　であれば、せいぜい励はげんで私に協力することだ」

「……御ぎよ意い」

　整った顔の中で唇くちびるを吊つり上げてみせたメアリの顔にもはや迷いはない──そこにあるのは己おのれの運命と正面から向き合い、野心だけを友にそれを征せい服ふくしようとする若い王者の覇気だけだ。

　そんな女の前に尼僧が恭うやうやしく──しかし、どこか満足げに会え釈しやくしかけたとき。

「お、おい、あれを見ろ！」

　不ふ審しんげな声が二人の耳を叩たたいた。

　そちらに目をやれば、それまで川かわ縁べりのベンチに腰こしをおろして睦むつ言ごとを交かわしていた若いカップルが川面を指さしてなにやら騒さわいでいる。その声に引かれるように視線を落とした二人の女たちも、次の瞬しゆん間かん、棒を飲んだように顔を強こわ張ばらせた。

　それまで静かに輝かがやいていた川面の中央が、どす黒い泡あわを吐はき出している。川底の泥どろに溜たまっていたガスが噴ふき出してきたのだろうか。いや、違う。もっと激しく、連続する泡は、メアリにもパウラにも見覚えがあるものだ。

「これは……魚ぎよ雷らい発射管の注ちゆう水すい泡ほう!?　こんなところに潜せん水すい艦かんだと!?」

「──殿下、お退さがりを」

　愕がく然ぜんと呻うめいたメアリの腕うでをパウラが摑つかんだ次の瞬間。

　耳を聾ろうする轟ごう音おんと、凄すさまじい水みず飛沫しぶきが川岸を席巻したかと思うと、泡立つ川面から巨きよ大だいな水柱が幾いく本も立ち昇のぼった。
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　連続する銃じゆう声せいは、電動ノコギリの作動音を思わせた。発射速度があまりに速いため、ほとんど重なって聞こえるのだ。とっさに傍かたわらの教皇をエステルが押し倒たおしたとき、無数の銃じゆう弾だんの連なりが、すぐ側そばをかすめ過ぎた。直前まで二人の聖職者がいた空間を、邪じや神しんの鞭むちが引き裂さく。凄まじいまでの爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はに全身を叩かれ、一いつ瞬しゆん、エステルの意識は遠のきかけた。

「エ、エ、エステル！」

　遠くなりかけた尼に僧そうの意識をかろうじて現実に引き戻もどしたのは、彼女が庇かばった少年のあげた悲鳴と、こめかみを伝わり落ちたぬるりと生暖かい感かん触しよくだ。ともすれば気絶したくなるのを必死で頭を振ふって堪こらえ、かろうじて上半身を起こす。

「だ、だいじょうぶですか、聖下？」

「あ……う、あ……エ、エステル、顔に血が……」

「だいじょうぶ。ちょっと切っただけです」

　こちらの顔を穴が空くように見つめている少年教皇に笑えみかけると、エステルは顎あごを伝わる血を拭ぬぐった。たぶん、飛び散った石いし畳だたみの欠片かけらがかすめたのだろう。たいしたことはない──そう自分を奮い立たせながら、次にとるべき手を探して視線をあげたところで、愕然となる。

「なんて……なんてことを！」

　石畳に何人もの人々が倒れていた。すでに息をしていないことは彼らの体を赤黒く穿うがつ銃創を見ずともわかる。折り重なって倒れた母子の下で、ゆるゆると拡ひろがってゆく血溜まりに、危あやうくエステルは吐きかけた。

「……おいおい、お前らが避よけちまうから、余計な死人を出しちまったじゃねえか。畜生フエルめぃダム」

　どこか笑いの発作を嚙かみ殺しているような声がそんな尼僧の耳に届いた。見れば、まだ煙けむりをあげている機関銃から空になった弾帯を引き抜ぬきながら、中年男がぼやいている。

「まったく、カタギの連中をこんなに犠ぎ牲せいにしちまいやがって……それでも、あんたら、聖職者かよ？」

「…………」

　糾きゆう弾だんを装よそおった挑ちよう発はつに、エステルは答えなかった。スカートの中に吊った散弾銃を取り出そうと密ひそかに手を動かすので手いっぱいだったからだ。しかし、必死にしがみついてくる教皇の体が邪じや魔まで、なかなか得物に手が届かない。そうこうしているうちに、男は新たな弾帯を機関銃に差し込み終えている。固定ボルトを解放した音が、ギロチンめいて無情に響いた。

「こ、こ、こんなことして、あなたもただじゃすまないわよ……」

　路上に転がった物言わぬ死者たちとまだ呻いている怪け我が人にんたちの間に、例の白衣と黒衣の主従の姿がないことを不審に思いながらも、エステルは震ふるえる声を押し出した。別に翻ほん意いを求めたのではない。わずかでも、生き残っている者たちが逃にげる時間を稼かせごうとしたのだ。

「こんな派手な真ま似ねをして、無事に逃げられると思ってるの？　たとえあたしたちを殺しても、すぐに捕つかまるわ。誰だれに雇やとわれてるか知らないけど、雇い主が困るんじゃない？」

「ご忠告どうも。だけど、心配無用さ。間ま抜ぬけな警察に捕まるほど、俺たちはノロマじゃない」

　トッドと名乗った男の笑い声に、腹に響く爆音が重なった。見れば、傍らにあった倉庫の扉とびらを押し破って、一台の大型トラックが出てきたところだ。トラックの荷台、荷下ろし用のタラップに足をかけながら、トッドは片手だけで保持した機関銃の銃口をエステルへと向けた。

「そういうことで悪いな、お嬢じようちゃん……お別れだ」

「…………！」

　余よ裕ゆうたっぷりに嗤わらった殺し屋のでっぷり太った指がトリガーにかけられた瞬間、エステルは傍らの教皇を抱だきしめた。せめて盾たてになろうと思ったのだが、機関銃弾の前には人体など紙切れに等しい。こんなことをしてもおそらく無む駄だだろう──

「──な、なんだあっ!?」

　だが、覚かく悟ごを決めた尼僧の耳に届いたのは機関銃の癇かんに障さわる発射音ではなかった。

　素すっ頓とん狂きような声に思わずまぶたを開いたエステルの視界に飛び込んできたのは──

「……な、なに、あれ？」

　テムズの川面から、巨大な水柱が数本、立ち上っている。それらは天に掛かかる梯はし子ごのようにいったんは蒼そう穹きゆうめがけて伸のびたが、一転、そのベクトルを変えた。流星めいた勢いで、白い噴ふん煙えんをあげながら、エステルたちのいる川岸──正確には、いまにも発はつ砲ぽうしようとしていた暗殺者とそのトラックめがけて落ちかかってくるではないか。

「は、迫はく撃げき砲ほう？　い、いや、違う！」

　自分の発言をエステルが訂てい正せいしている間にも、その光条は白い尾おを引いて落下してくる。エステルの言葉の続きは、彼女同様、啞あ然ぜんと空を見上げていたトッドが引き取った。

「水中発射式の噴ふん進しん爆ばく弾だんだと!?　馬ば鹿かな！　こんなもの、どこの国も実用化……い、いかん、逃げろ！」

　ようやく我に返った暗殺者が喚わめいた次の瞬間──閃せん光こうと爆音が周囲を包み込んだ。

「!?」

　鼓こ膜まくが引き裂かれるような衝しよう撃げきに、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感が続いた。

　閃光の直撃を受けたトラックが消し飛ぶのをエステルは一瞬、確かく認にんしたが、その直後、彼女自身も爆風に吹ふき飛ばされている。反射的に教皇を抱きしめたものの、二人分の体重も押し寄せた衝撃波の前には何の役にも立たなかった。石畳のうえを転がったかと思うと、堤てい防ぼうの端はしを囲む柵さくに叩たたきつけられる。柵はペンキの塗ぬり跡あとも新しい新品だったが、木製だった。あっけなくへし折れたときには、エステルとアレッサンドロは揃そろって河中に叩き落とされている。

「…………！」

　目の前に広がった気き泡ほうの中、エステルはともすれば飛んでしまいそうになる意識を必死でかき集めた。なんとかなけなしの体力と気力を振り絞しぼり、頭上の光──おそらく水面みなも──を目指そうとする。ここで気絶しては、溺でき死しは免まぬかれない。自分だけならばともかく、教皇までも死なせるようなことがあってはならない。

（あ……だめ……）

　だが、爆風の衝撃は思ったより深刻だったようだ。体が鉛なまりのように重い。それに、酸欠で集中力が低下しきっているらしい。思考がもどかしくなるほど続かない。自分の体がどちらを向いているのかさえもわからなくなってきた──

「…………？」

　朦もう朧ろうとなった意識の片かた隅すみで、エステルは誰かの手が自分の着衣を摑つかむのを感じた。その細い指の感かん触しよくに、最初はアレッサンドロだと思ったのだが、それが驚おどろくほど強力な力を秘めていると悟さとったときには、エステルの体は抱いていた少年ごと、信じ難がたい鮮あざやかさで水中から引き上げられている。

「ぶわっ！」

「──だいじょうぶですか？」

　大量の水を吐はき出し、水すい槽そうから飛び出してしまった金魚のように喘あえぐ尼に僧そうの耳に、中性的な声がかけられた。目の前にびっしり貼はり付いている赤毛を苦労して剝はがしたエステルは、自分が川岸に引き上げられていることを知った──それも、さきほどまでいた南岸ではない。北岸、ウエストミンスター側だ。驚きと安あん堵どに目を瞬しばたたきつつ、隣となりに佇たたずむ人ひと影かげに顔を向ける。

「あ、あなたは!?」

「自己紹しよう介かいはゆっくりしたいところなのですが、あいにく時間がありません……水に入ったせいで、少々、ジェルが流れてしまいました。この時間の太陽は、まだ我々にとって危険だ」

　深く傾かたむけたフードをさらに目ま深ぶかに降ろしながら、その人物は苦く笑しようしたようだった。

〝ようだった〟というのは、彼──もしくは彼女の顔は一分の隙すきなく包帯で覆おおわれ、唯ゆい一いつ露ろ出しゆつしているはずの目も漆しつ黒こくのサングラスで隠かくされていたからだ。

「だが、これだけは言っておきましょう、エステル・ブランシェ。誓ちかって、私はあなたたちの敵ではありません。ある人物に請こわれて、あなたに会いに来た者です」

「ある人物？」

「君の知人ですよ──名はアベル・ナイトロード」

　黒ずくめは静かに立ち上がると、エステルとアレッサンドロを細ほそ腕うでに軽々と抱き上げた。

「現在、彼は我が館やかたに滞たい在ざい中です。これから、あなたたちもそこにご案内しましょう」
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　装そう甲こう車しやは狭せまい路地のちょうど中央で停車した。

「お待ちしておりました。連れん絡らくのあった異い端たん審しん問もん局きよくの方ですな？」

〝神ヴイのネア鉄ム・槌ドミニ〟──電光と槌つちをあしらった紋もん章しようを描えがいたドアから将校服の偉い丈じよう夫ふが降りるやいなや、目つきの悪い小男が駆かけ寄ってきた。頭頂部の寂さびしくなった頭から山やま高たか帽ぼうをとると、恭うやうやしく会え釈しやくする。

「私、警スコツト視ランド庁ヤード捜そう査さ一課のファーガスンと申します。照会要よう請せいのあったアベル・ナイトロード神父の足取りが摑めましたので、ご連絡いたしました者です」

「某それがしがブラザー・ペテロだ。よろしく頼たのむ、警部……それで、ナイトロードがいるというのはここかね？」

　小鼻に胡う乱ろんげな皺しわを寄せると、ペテロは左右に建て込んだ建物を見上げた。

　真昼というのに、密集したあばら屋のせいでほとんど日が射さない。道の左右にはゴミや排はい泄せつ物が山積みとなって悪あく臭しゆうを放ち、まだ寒いのにそこら中を蠅はえが飛び回っている。密造酒らしきジンの瓶びんを抱だいて寝ね転ころがっている者が何人もいるが、はたしてまだ生きているのだろうか？　たとえ命があっても、こんな鼻の曲がりそうな毒気の中では、それほど長く生きられまい。

　ホワイトチャペル通りロード──イーストエンドと呼ばれる、ロンディニウムきっての貧民窟スラムだ。

「いったい、こんなところであの似え非せ神父は何をやっとるのだ。馬鹿者バカモンが……では、さっそくだが警部、件くだんの神父の所に案内してくれたまえ。何をやっておるか知らんが、とっとと連れて帰りたい」

「いや、それが実はちょっと無理なんで」

　粗あら髭ひげを生はやした口元を搔きながら、警部は申し訳なさげに首をすくめた。ペテロの先に立って、路地に面した一件のあばら屋──どうやら、素す泊どまり専門の木ロツジ賃ング宿ハウスらしい──に導き入れながら、早口に説明する。

「要請をいただいて、すぐに捜査員をありったけばらまいたんですが、お捜しの神父さま本人はまだ見つかっておりません」

「見つかっていない、だと？」

　ぼろぼろに腐くさった廊ろう下かを大おお股またに歩きながら、ペテロは剣けん吞のんな光を切れ長の目の奥に灯ともした。小ずるそうにこちらを振ふり返っている警部を睥へい睨げいして、一言一言、唸うなるように言葉を発する。

「見つかっていないとはどういうことだ？　某、ナイトロード神父の足取りが摑めたと報しらせがあったから、こうして急行して参ったのだ……それが見つかっていないだと？」

「いやいや、足取りは摑めました。ただ、本人はまだ見つかってないんで」

　ペテロの眼光は、いまにも突とつ進しんを開始しようと土を搔かいている猪いのししを思わせる。真っ向から睨にらみつけられ、食い殺されるとでも思ったのか、ファーガスンは慌あわてて首を振った。

「いただいた写真をもとに聞き込みをしましたところ、ナイトロード神父らしい方を、昨夜、この界かい隈わいで見かけた者が大勢出てきました。そりゃあ、こんなところで僧衣カソツクなんて着てれば、サンタクロースがトナカイで走り回るより目立ちますからな。で、足取りを追うのは苦労しなかったんですが、バックス・ロウのあたりまで来たところで、すっぱり目もく撃げき証言が無くなっちまいまして……まるで、煙けむりのように消えちまったんですな、これが」

「足取りが消えただと？」

　切れの長い目を訝いぶかしげに細めて、ペテロは警部の言葉を繰くり返した。こんな地じ獄ごくの出張所のような場所では聖職者は目立つはずだ。それが消えてしまったというのはどういうことだ？

「殺されて川にでも放り込まれたか？　それとも、身みぐるみ剝がされて埋うめられたか？」

「はい、私どももそう思ったんですが、それでも一応、死体は捜さないといけない……そうこうして調べているうちにおもしろいことを言っている者が見つかりましてね。このあたりをねぐらにしている娼しよう婦ふが、昨夜遅おそく、この近くの酒場に血まみれで駆け込んできたと。その女は介抱した酒場の主人に、『切りジヤツク裂き・ザ・ジャックリツパーに襲おそわれたところを神父さまに助けてもらった』──そう口走ったそうなんで」

「〝切り裂きジャック〟？」

　どこかで聞いた名前だ──ペテロは額に指をあてた。そういえば、今朝読んだこちらの新聞タイムズにあった名ではなかったか。最近、ロンディニウムで頻ひん発ぱつしている女ばかりを狙ねらった連続殺人事件──その犯人に付けられた綽あだ名なだ。

「だが、ちと妙みようだな。某の読んだ記事では〝切り裂きジャック〟とやらの犠ぎ牲せい者しやはわりと上層階級の婦人ばかりと書いてあったのだが」

「ええ、おっしゃるとおりで。これまでの犠牲者は全部で五人ですが、そのいずれも、ウエストエンドやケンジントンの貴族のメイドや家庭教師、下級騎き士しの夫人たちばかりでさ。ですから、『切り裂きジャックにやられた』っつーのは娼婦の勘かん違ちがいでしょうが、『神父さまに助けてもらった』ってのが、ひっかかりやして」

「なるほどな……よろしい。状じよう況きようは了りよう解かいした。ではまず、その娼婦に事情を聞こう。手配できるかね？」

「ええ、そのためにここまでご足労願ったわけで。問題の娼婦はこの宿の常連です。ここ一月は、三階の十三号室に連れん泊ぱくしていました。いまはとりあえず警官をつけて、部屋に拘こう束そくしておきました──どうぞ、こちらです」

　廊下に立っていた警官たちの敬礼に答礼しながら、ファーガスンは異端審問官の先に立って階段を上り始めた。

「ちなみに名前はアナ・ファーマー。年は三十五。やはり同じ年とし頃ごろのミシェル・リーって女と暮らしてます。二人とも、この界隈じゃ、〝べっぴん〟で通ってますな。なんでも本人たちは、『昔はいいところのお屋や敷しきに勤めていたメイドだった』とか駄だ法ぼ螺らを吹ふいてまわっているらしいです。まあ、年はちょいととうが立っちゃいますが、確かにこの辺りの娼婦にしちゃあ、二人とも珍めずらしいぐらいの美人でさ」

「同居人の方も押さえてあるのかね？」

「あいにく、警官が到とう着ちやくする直前、客に呼ばれて出て行ったそうで。まあ、そっちの方は例の神父さまとの関わりはないようなんでほっときましたが……いちおう、捜させますか？」

「いや、いらん」

　急きゆう勾こう配ばいの階段を上り終えると、そこは埃ほこりっぽい廊下になっていた。娼婦たちの常宿だけあって、昼間は墓場のように静まりかえっている。軋きしむ床ゆか板いたを踏ふみ抜ぬかないよう気をつけて歩を進めながら、ペテロは愛あい想そなく首を振った。

「某の捜しておるのは、あくまでナイトロード神父の行方ゆくえのみ。そのファーマーとやらに話を聞いたら、とっとと退散することにしよう」

「お気持ちはわかります。なにしろこのあたりはイーストエンドでも最低のゴミ溜ためですからなあ。棲すんでいる連中ときたら、娼婦か犯罪者。さもなくば拾いスカヴエ屋ンジヤー、下水トツあさりシヤー、ポン引き、泥ひマツドばりクラーク……」

　扉とびらとは名ばかりの木ぎれの向こうで、夜の獣けもののように光る無数の目がこちらを見つめている。それらとは視線をあわせないようにしながら、ファーガスンは肩かたをすくめた。

「イーストエンドでも最低の連中が流れ着くドン底だ。人気も稼かせぎもまずまずの娼婦がこんなところに棲んでるのが、不思議なぐらいで。もっといいところに住めるんだから、とっとと出て行けばよかったのに……何か、それなりの事情ってやつがあるんでしょうかねえ」

「さてな」

　どこか同情と共感を含ふくんだ警部の慨がい嘆たんに、ペテロは気のない声を返した。

　実際、罪つみ人びとたちの事情など知ったことではない。彼らはその罪ゆえにこのような地獄、汚お穢わいに身を堕おとしたのだ。汚お物ぶつの中を這はい回ろうと、野垂れ死のうと、それがペテロの住む世界の秩ちつ序じよと信しん仰こうの障害とならない限り、一切、関知するつもりはない。

「十三号室……ここだな」

　廊ろう下かの突つき当たり、もっとも暗い隅すみまで来て、二人の男たちは足を止めた。

「中には一応、見張りの警官を一人置いておきました。取り調べには私も同席してかまいませんかな？」

「いや、それはけっこう。君はここまでだ、警部」

　先に立って扉を開けようとしたファーガスンを、ペテロは丁てい寧ねいだが、断固たる手つきで隅に押しやった。咳せき払ばらいとともにノックをしようと手を上げ──ふと、訝しげに眉まゆ根ねを寄せる。

「……む？」

「どうされました、閣下？」

　ファーガスンの問いかけにペテロは答えなかった。ノック抜きでノブに手をかけるが、中から施せ錠じようされている。真しん鍮ちゆうのノブはがっちり固定されて動かない。

「ちっ！」

　舌打ちとともに、ペテロは脚あしをあげた。その手を両腰ごしに吊つった二振ふりの鎚つち矛ほこ──〝叫喚スクリー者マー〟にかけるや、長い脚で木製の扉に強きよう烈れつな蹴けりを見み舞まっている。何事かと傍かたわらで見ていたファーガスンが短い悲鳴をあげたときには、〝壊滅騎士〟は真っ二つに折れ砕くだけた扉の残ざん骸がいを飛び越こえるように、薄うす暗ぐらい室内に飛び込んでいた。

「──そこを動くな、下げ郎ろう！」

　抜き放はなった〝叫喚者〟をかざし、ペテロは吼ほえた。いましも部屋の奥、窓まど際ぎわに据すえられたベッドの傍らで大きなナイフを振り上げていた人ひと影かげを一いつ喝かつする。

　骸がい骨こつのように細い人影の足下では、真っ赤な血溜まりが湯気をあげていた。血溜まりの中心、警官の服装をした若者がズボンをおろしかけた姿勢で前のめりに事切れている。推測するに、保護されていた娼しよう婦ふとの間に商談を成立させていたらしい。いざことに及およぼうとしたところで、後頭部に一いち撃げきを受けたのであろう。首は皮一枚を残して切断された状態で、死者の瞳ひとみは壁かべを向いたまま虚うつろに膜まくを落としている。

　一方、ベッドの上、骸骨のような人影に組み伏ふされるような形で横たわっていたのは、小こ柄がらな女だ。スカートはしどけなくめくれあがり、黒いストッキングをつけた脚が付け根まで剝むき出しになっている。上半身には粗そ末まつなブラウスを纏まとっていたが、色は定かではない──背中に一文字に開いた傷口から激しくほとばしった血が、いまも真っ赤に染め変えつつあったからだ。

「か、閣下、これは──」

「退さがっておれ、警部！」

　ファーガスンが悲鳴をあげるのを一喝すると、ペテロは部屋の奥に向けて突とつ進しんした。骸骨のような男が、振り上げたままだった凶きよう刃じんをベッドの女に突き下ろそうとしたからだ。〝叫喚者〟を起動すると、悪あく霊りようのような喚わめき声をあげ始めたそれを横よこ殴なぐりに見舞う。

「…………」

　教皇庁最強の騎き士しの迫はく力りよくは、気の弱い者なら見ただけでも気死しかねぬものであったろう。しかし、殺人者の髑どく髏ろを思わせる顔に恐おそれはない。ただ、剃刀かみそりで切れ込みをいれただけのような口が小さく動くと、青黒い舌が薄うすい唇くちびるをちろりと舐なめ上げただけだ。

「ぬうっ！」

　そして次の瞬しゆん間かん、耳を覆おおうようなおぞましい音とペテロの呻うめき声が、室内の空気を満たした。

　男の両側面から旋せん回かいさせた左右の〝叫喚者〟が、二振りのナイフによって受け止められていた。〝叫喚者〟はただの鎚矛ではない。その先せん端たんは岩をも塵ちりに変える高周波ホイールになっている。普ふ通つうの鋼刃なら、受け止めた瞬間に砕け散るだろう。それを受け止められるのは──

「高周波ブレードか……小こ癪しやくなっ！」

　相手の得物が、自分のものと同様、遺失技術を利用した兵器であることを認にん識しきした刹せつ那な、ペテロは巨きよ腕わんに力をこめた。得物の能力が同等である以上は、単純に力に勝まさる方が勝つ──そう判断して、ナイフを支えている敵手の細ほそ腕うでを折りひしごうとしたのだ。力ずくのやり方ながら、瞬時にその判断を下したペテロの戦術センスは賞賛に値しただろう──しかし。

「…………」

　髑髏が笑った。

　ペテロの動きをあらかじめ読んでいたように嗤わらうと、男は唇を尖とがらせた。次の瞬間、吐はき出された鋭するどい剃刀が数枚、美しく煌きらめきながら、ペテロの眼球を襲おそっている。

「ぬおうっ！」

　巨体にそぐわぬ素す早ばやさが、〝壊滅騎士〟を失明から救った。強きよう靱じんな足あし腰こしのバネで巨体を支えつつ、偉い丈じよう夫ふは上半身を大きくのけぞらせた。鼻先をかすめる形で行きすぎた剃刀が背後の壁に突き刺ささる。

　もっとも、当のペテロには自分の幸運を喜んでいる余よ裕ゆうも時間もなかった。

「い、いかん……待てい、賊ぞく！」

　半瞬にも満たぬ時間で体勢を立て直したときには、ナイフの男は後方に向けて跳ちよう躍やくしていた。そのまま、背中から窓ガラスに突っ込み、鋭い破片と高い破は砕さい音をばらまきつつ、外に飛び出す。狭せまい路地に猫ねこのように身を丸めて着地したときには、その脚は何事もなかったように石いし畳だたみを蹴って、建物の建て込む路地裏へと走り入っていた。

「ちいっ、逃にげられたか……」

　窓まど枠わくだけになってしまった窓の側そばに駆かけ寄り、ペテロは舌打ちした。追うことも考えないでもなかったが、こんな地理不案内のスラムで、あれだけ素早い男を捕ほ捉そくすることができると思うほど、〝壊滅騎士〟も無む謀ぼうではない。なおも、未練げに視線を彷徨さまよわせていたが──

「──閣下、この女、まだ息がありますぞ！」

　ファーガスンの声に、弾はじかれたようにペテロは振り返った。見れば、血を吸ったシーツの上で、女が弱々しく四し肢しを動かしている。それを抱だき起こそうとしている警部に、ペテロは早口に尋たずねた。

「助かりそうか？」

「いや、おそらく駄だ目めでしょう……出血がひどすぎる」

　ファーガスンの指し摘てきしたとおり、女は冥めい府ふへの道行きに脚を踏ふみ出しかけていた。それでも人の気配を感じたのか、弱々しくまぶたがあがる。

「さっきの、奴やつ、は……？」

「安心しろ。あいつは追い払はらった」

　一つ咳せき払いすると、ペテロは女の手を握にぎってやった。偽ぎ善ぜんだと思わないでもなかったが、せめて最さい期ごに慰なぐさめを与あたえてやるつもりで頷うなずきかける。

「我々は汝なんじの味方だ。すぐに医者が来るからな。それまで、しっかりするがいい」

「みかた……？」

　ペテロの言葉が薄れかかった意識に届いたのだろうか──急に女の瞳ひとみに光が灯ともった。消える直前の蠟ろう燭そくよろしく、かすれ声で何かを懸けん命めいに訴うつたえようとする。

「あたしはいいから……ミシェルを……助けて……お願い……あの子、狙ねらわれる……」

「ミシェル？　それは汝の同居人か？」

　傍かたわらのファーガスンと顔を見合わせ、ペテロは尋ねたが、それは相手の耳に入らなかったようだ。恐ろしいほど血の気のない唇でぶつぶつと何事か呟つぶやいている。

「サラ、ハーマイオニー、セアラ、キャサリン、マーサ……あのときの同どう僚りようは、みんな殺された……あいつ、あの子も殺すつもり、だ……」

「……〝あいつ〟だと？」

　いまの骸がい骨こつとこの女は知り合いなのだろうか？

　いましも肉体を離はなれようとしている魂たましいを呼び戻もどそうとペテロは声を荒あらげた。

「おい、しっかりしろ！　いまの男に何か心当たりがあるのか!?　〝あのときの同僚〟とはどういう意味だ!?」

「ミシェルを……お願い……」

〝壊滅騎士〟の声は大きかったが、すでに女の耳はそれを拾う機能を失っているようだった。いや、もう思考力さえ無くなっているのかもしれない。急速に光を失い始めた瞳を見開いたまま、か細い単語の連なりだけが唇からこぼれる。

「あの子、今朝、客が、連れて……行った……ランガムホテル、三〇三……バトラー……」

「おい！　しっかりしろ！　目を瞑つぶるな！」

　急に重くなった体を揺ゆすってペテロは怒ど鳴なったが、もはや、女の瞳に光が戻ることはなかった。だらりと力無く垂れ下がった手首から脈みやく拍はくが消えたのを確認して、警部が咳払いする。

「いま、検死官を呼びにやります。しかし、神父様の行方ゆくえについては結局聞けずじまい──」

「……ランガムホテルとやらはどこだ？」

　ほっそりした体を床ゆかに降ろし、ペテロは険しい瞳をファーガスンに向けた。死者に向けて十字を切ると、荒あら々あらしく立ち上がる。

「それと、ミシェルとやらの写真はあるか？　某それがしはこれからそこに急行する……警部、その間に汝はこの婦人の身元を調べておけ！　いいか？　どんな過去も徹てつ底てい的にだ！」

　高圧的にそう怒鳴ると、〝壊滅騎士〟は勢いよく身を翻ひるがえした。
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〝言論の砦とりでの守護者〟にして〝アルビオン紳しん士しの忠実なる友〟たるピカデリー・ガゼット首席記者フィリップ・オーガスト・クレマンは、さきほどからたいそう苛いらついていた。いらいらと煙草たばこを吹ふかしながら、ティーラウンジの片かた隅すみを占しめるボックスシートから壁かべの時計を見上げる──午後三時。彼がここにきて、もう二時間が経たつ。

　そもそも、このランガムホテルはロンディニウムでも目め抜ぬき通りであるリージェントストリートに立つ超ちよう一流ホテルである。七階建て六百室、カーペット総延長一万四千メートルという建物の内装は白と緋ひと金の三色で統一され、このホテルに宿しゆく泊はくすることこそ、アルビオン紳士の重要なステイタスであるとまで言われる。一定以上の階級でなくば、どんなに金を積んでも宿泊は許されない神聖な場所だ。

　では、どうしてそんな場ば違ちがいなホテルでクレマンがこれほど苛ついているかといえば、実のところ半時間ほど前から極きわめて激しい尿によう意いを催もよおしていたからであり、なぜ尿意に悩なやまされているかといえば、午後に入ってすでに数時間、この席に座ったまま一度も中座していないからである。

「……くそ！　あの連中、いったいいつになったら帰ってきやがるんだ？　それとも奴ら、今日は帰って来ないつもりなのかよ？」

〝奴ら〟がホテルに戻ってくればすぐにでも撮さつ影えいできるよう、カメラの用意は調ととのっている。機材部の新米社員を言葉巧たくみにだまくらかして調達してきた蠟ろう管かん式蓄ちく音おん機きも十分に暖機してある。ちなみにこの蓄音機はシガーケースほどの大きさで、実に三百秒もの長時間録音が可能な優すぐれものだ。まさに準備万ばん端たんとはこのことであろう──なのに、肝かん心じんの取材対象だけがいっこうに姿を見せないときた。

　当初は客室への潜せん入にゆうも考えたのだが、あいにくなことに、ランガムのホテルマンたちは全員、クレマンの顔を見知っていた。それは過去三度ほど、熱意溢あふれる取材活動の過程に生じたささやかなトラブルのせいなのだが、およそ報道の自由に理解のない支配人以下のホテルマンどもは、以来、〝言論の砦の守護者〟を目の仇かたきとしているのだ。いまはまだクレマンがティーラウンジに逼ひつ塞そくしているからいいようなものの、一歩でもエレベーターホールから向こうに足を踏ふみ入れれば、途と端たんに襟えり首くび摑つかまれて摘つまみ出されるに違いない。現に、フロントマンたちはさきほどから、三日ばかり餌えさにありついていないハイエナめいた目つきでこちらを睨にらんでいる。クレマンはひきつった愛あい想そ笑いを唇くちびるの端はしに浮うかべると、鞄かばんから薄うすいファイルを取り出した。それで顔を隠かくしながら、中に挟はさんであった新聞の切り抜ぬきに目を走らせる。

〝死し霊りようの花はな嫁よめ──レディ・フランセスの遺体にまつわる怪かい奇きな物語!!〟

　黄ばんだ切り抜きは、扇せん情じよう的な見出しのついた三面記事だった。十九年前、いまだ駆かけ出しだったクレマン自身が取材して、キャプションをつけた事件だ。だが、クレマンがそれを資料室の奥底から発はつ掘くつして、こんなところまでわざわざ持ってきたのは遠い昔の思い出に耽ふけるためではない。彼が睨みつけたのは、記事に添そえられた一人の男の顔写真──栗くり色いろの髪かみと淡あわい緑の瞳を持つ若い顔だ。その下に斜ななめ文字で記された若者の名を、クレマンは低い声で読み上げた。

「ロンディニウム王立学院医学部アイザック・バトラー……間ま違ちがいねえ。整形してやがったからぱっと見にはわからなかったが、あいつだ。あの野や郎ろうだ！」

　怜れい悧りな若々しい顔の中で、死魚にも似た光のない瞳を見開いている若者の顔写真を弾はじいて、クレマンは唸うなった。

　十九年前に起こった、ベドフォード公の令れい嬢じようを巡めぐる、あのおぞましくも淫いん靡びな生体実験事件については、まるで昨日のことのように記き憶おくしている。当時、事件の主犯と目されながらも姿を消してしまった医学生のことを、クレマンは血ち眼まなこになって捜さがしたものだ。だが、クレマンやロンディスコツトニウムランド・首都警ヤード、そして〝死体蘇そ生せい〟という禁断の実験に激げき怒どした教会とベドフォード公こう爵しやく家関係者たちの必死の捜そう索さくにも拘かかわらず、医学生はついに見つからなかった。文字どおり、煙けむりのように消えてしまったのだ──それが、この街に舞まい戻もどってきていたとは！

「野郎、今度こそ逃にがさねえぞ……」

　写真の中の男を睨みつけたまま、クレマンは口元を吊つり上げた。

　これほどの犯罪者にイシュトヴァーンで気づかなかったのは我ながら不覚であったが、こうしてロンディニウムで再会できたのは、思いもよらぬ幸運だった。〝イシュトヴァーンの聖女〟の父親を巡る問題も重要だったが、こちらもそれに劣おとらぬ貴重なネタだ。しかも、両者が微び妙みように繫つながっているとあってはなおさらである。この二つを記事にすれば、フィリップ・オーガスト・クレマンの名はアルビオン報道史に不ふ滅めつの名をもって刻まれることであろう。うまくすれば、〝サー〟の称しよう号ごうも夢ではない。

「待ってろよ、バトラー……ぜってえにしっぽを摑つかんでやるぜ！」

「──失礼。君がフィリップ・クレマン君かね？　ピカデリー・ガゼット社会部の？」

　写真を睨みつけていたクレマンにかけられた声は、完かん璧ぺきなケンジントン訛なまり──つまり、アルビオン貴族でも最上層階級の者たち特有のイントネーションを備えていた。

「こんにグダフタちはフーン。編集部の方にお邪じや魔ましたら、こちらだとうかがったものでね。少し話したいんだが、かまわんだろうね？」

「……どちらさんで？」

　慌あわててファイルを閉じると、用心深げにクレマンは相手の人相を窺うかがった。聖職を示す僧衣カソツクにステッキを携たずさえた背の高い男だ。ウェーブのかかった黒こく褐かつ色しよくの髪の下、深い知性を宿した碧へき眼がんがどこか悪戯いたずらっぽく笑っている。恭うやうやしく近づいたウエイターにステッキを預けた動作も、いかにも人に奉ほう仕しされ慣れた身ごなしだ。

「ああ、そう警けい戒かいしなくてもたいした時間はとらせないよ。ミスタ・クレマン。用が済んだら、さっさと引き上げるさ」

　迷めい惑わくげな表情を作ったクレマンの反応が目に入らなかったのか、それとも最初からそんなものは無視するつもりだったのか、紳しん士しはさっさとボックスシートの対面に腰こしをおろした。懐ふところから海ミア泡シヤ石ムのパイプを引っ張り出すと、たっぷりの煙草たばこを詰つめてふかし始める。

「まずは初めましてと挨あい拶さつすべきだろうね。僕はドクター・ウィリアム・ワーズワース。教皇庁国務聖省に奉ほう職しよくする神父だ。君がちょっかいかけている〝イシュトヴァーンの聖女〟とは職場が同じでね。今日は忙いそがしい彼女に代わって君に会いに来た……単刀直入に話そう、ミスタ・クレマン。現在、君はシスター・エステルの家族について調査を進めているね。あれを中止して欲しい。即そく時じかつ完全にだ」

「……へっ、ご冗じよう談だんでしょう？」

　知的な中にもどこか高圧的な神父の態度に気け圧おされつつも、クレマンは必死で虚きよ勢せいを張った。いかにもすれた笑えみを作って、相手の余よ裕ゆうに対たい抗こうしようとする。

「あたしたちには真実を知り、それを報道する権利がある。いくら法王さまだって侵しん害がいできない基本的人権ってやつでさ……神父さんだったら、ご存じでしょ？」

「もちろん。しかし、世の中には本音と建て前が存在することも知っていてね……君が取材を続ければ、この世からピカデリー・ガゼットという新聞社は消えることになるが、それでも構わないかね？」

「……おや、圧力ですかい、神父さま？」

　さらりと発せられた脅おどしの言葉を、クレマンは鼻先で笑い飛ばした。

「言っときますが、そんなものはあたしには効きませんぜ。うちの会社を潰つぶしたけりゃ、いくらでもどうぞ。でも、あたしら記者は腕うで一本で食ってますからね。聖女のスキャンダルなんて大ネタ抱かかえている限り、雇やとってくれるマスコミには事欠きませんや。たぶん、一生、食いっぱぐれねえと思うね」

「ふむ、たいした自信だねえ」

　クレマンのはったりが功を奏したのか、あるいは向こうも虚勢を張っているのか、神父は感心したようにパイプを口から離はなした。濃こい紫し煙えんを吐はき出しながら、いかにも気け怠だるげに記者の覚かく悟ごを褒ほめ称たたえる。

「感心なことだね。マスコミ人とはかくあるべきかな……と言いたいところだが、この場合はやや自信過か剰じようと言うべきかな？　確かに君ほどの実力派なら、どこか雇ってくれるところがあるかもしれない。しかし、さすがに実じつ刑けい判決を受けた犯罪者となると、それも躊躇ためらわれるのではないかね？」

「……なに？」

　意味ありげな神父の言葉に、クレマンは表情を改めた。背もたれから身を起こすと、上うわ目め遣づかいに相手の顔を仰あおぎ見る。

「どういう意味です、先生？　何がおっしゃりたいんで？」

「ああ、簡単なことさ、ミスタ・クレマン。君が過去の取材活動中に犯おかした違い法ほう行こう為いの物証を三十七件ばかり僕は握にぎっているんだ。盗とう撮さつ、恐きよう喝かつ、住居不法侵しん入にゆう、傷害……十分に刑けい事じ審しん判ぱんの訴そ追つい対象となるものだよ。これがしかるべき筋に提出されれば、懲ちよう役えき刑けいは間ま違ちがいないね。しかも、君は過去に六件の告こく訴そを受けている身だ。ま、次に起き訴そされて刑が確定すれば、執しつ行こう猶ゆう予よはつかないと思った方がいい。まず間違いなく、実刑判決が出るんじゃないかねえ」

「き、汚きたねえぞ、神父のくせに！」

　裏返った声でクレマンは怒ど鳴なった。

　いま監かん獄ごくに入れられては、聖女の取材はストップしてしまう。それでは、大ネタを元手に雇ってもらうことができなくなるではないか。さらには、アルビオンの監獄というのは過か酷こくな環かん境きようで有名だ。しかもそこには、これまでクレマンが紙上で槍やり玉だまにあげた大勢の犯罪者が蠢うごめいているときた。彼らのただ中から無事に外界シヤバへ戻って来られる可能性は、明日、最後の審しん判ぱんが起こる確率よりも低い。

「あ、あ、あんた、俺を脅きよう迫はくしてんのか！　いいのかよ、聖職者がそんなことをして！」

「脅迫？　いいや、違うね、ミスタ・クレマン。これは〝脅迫〟ではなく〝命令〟と言うんだよ。脅迫とは、力が同等かそれに近い者同士の間でのみ使われる言葉だからねえ……ま、座って落ち着きたまえ。その間、僕はちょっとお茶をいただくよ」

　罵ば倒とうを澄すました顔で聞き流すと、紳士は指先だけでウエイターを呼びつけた。恭しく参上した給仕に、茶葉の銘めい柄がらからポットの温度まで、微びに入り細さいを穿うがって指示を与あたえる。現れたときと同様、給仕が恭しく退さがってゆくと、〝教授〟はクレマンにそっけない一いち瞥べつを改めて与えた。

「さて、そろそろいいだろう。申し出は受けてもらえるのかな？　イエスかノーで解答してくれたまえ」

「……わかっイエたよス！　わかりイエスましたよサー！　えい、畜ちく生しよう、なんて人だ、まったく！」

　いったい、他ほかにどんな返答があったろう──忌いま々いましげに舌打ちして、クレマンは首を振ふった。だが、絶対にいつか目にもの見せてやる。胸の内でそう復ふく讐しゆうを誓ちかいつつ、しおらしげに首を折ってみせる。

「仰おおせのとおり、聖女ネタは諦あきらめますよ、くそったれ……どうせ、いまはもう一つのネタを追ってるところだったしね。当分は、そっちに専念することにして、シスター・エステルには今後ちょっかい出さないって誓いますよ──これでいいんでやんしょ？」

「けっザツツ・こうフエア。おおいにフエア・けっこうイナフ。どうやら、お互たがいにとって有益な結果がもたらされたようだね、ミスタ・クレマン。今日の会談は有意義なものだった……ああ、そうそう。ここまで来たついでに、ひとつ見てもらいたいものがあるんだがね」

　丁てい寧ねいな、しかしいささかも心のこもっていない──これもアルビオン貴族の特色である──拍はく手しゆを記者に送った神父が、ふと何か思い出したような顔になった。僧衣カソツクのポケットを探さぐって二通の書類を取り出す。両方とも、クレマンにとって未知のものではない。確か、昨夜のどさくさでシスター・エステルに渡わたしっぱなしになっていた書類ではないか？

「むろん、見覚えあるはずだね、ミスタ・クレマン？　これは君が昨夜シスター・エステルに見せた二通の書類──聖マーチャーシュ教会の巡じゆん礼れい者しや宿しゆく坊ぼう名めい簿ぼとロンディニウム市役所がエドワード・ホワイトに発行した出生証明書だ」

　書類を机のうえに並べると、神父はじっとクレマンの顔を見み据すえた。長い顎あごをしゃくって問いかける。

「両方とも写しなんかじゃなく、原本だということは確かく認にんした。ただわからないのは、これの出所だ。教会の方はともかくとして、こっちの出生証明書なんて、いったいどこから手に入れたのかね？　よかったら、由来を教えてくれないかな？」

「出所？　さあ、それはちょっとわかりませんねえ……いや、噓うそじゃないんで。ほんとでさあ、旦だん那な」

　神父の目が悪戯いたずらっぽく光ったのを見て、クレマンは慌あわてて首を振った。本来、ニュースソースの秘ひ匿とくはマスコミ人の義務だが、そんなこと言っていられる場合でも、また相手でもない。彼にしては正直に、入手の経けい緯いを喋しやべる。

「去年のいつだったかなあ。編集部のあたしのデスクに、匿とく名めいの封ふう筒とうが送られてきましてね。その中に入っていたのが、この二通の書類だったんでさ。差出人の名前はおろか、他に手紙も何もついてませんでした」

「匿名の封筒？　その封筒はいま持っているかね？」

「ええっと、鞄かばんに入れっぱなしだったと思ったが……ああ、これだ」

　ごちゃごちゃと小物を詰つめ込んだ鞄のポケットから、クレマンは一通の封筒を取り出した。半年近くそこに放り込まれていた封筒はあちこち皺しわや染しみだらけになっていたが、紙の質がよかったものか、思ったより状態は良好だった。表には、きっちりと打たれたタイプの文字で『ピカデリー・ガゼット内Ｐ・Ａ・クレマン様』と宛あて名なされている。しかし裏面に差出人の住所はなく、封ふう蠟ろうにも印章の痕あとは残っていない。

「消印はロンディニウム市内だね。チャリングクロス郵便局。日付は昨年の十月四日──ふむ、例の書類盗とう難なん事件の直後だな。ちなみに、封筒に封ふうをした人物は右利きで、身長は百八十から百九十。おそらくは男。だが、その人物と投とう函かんした人物は別人のようだね……クレマン君、該がい当とうする人物に心当たりは？」

「い、いや、全然……あのう、神父さま、おたく千里眼かなんかで？」

　受け取った封筒を観察する〝教授〟を薄うす気き味み悪げに見やって、クレマンは息をひそめた。

「なんで、封筒見ただけで、そんなことまでわかるんです？　魔ま法ほうですかい？」

「いや、魔法なんかじゃないよ。単に、訓練された観察と初歩的な推理の積み重ねなんだが、まあ、君に解説しても時間の無む駄だだろう……ああ、一応、これは預からせてもらうよ」

　一とおり検分し終えた封筒を懐ふところに収めながら、神父はウエイターが運んできたカップを持ち上げた。そのまましばし、薄うす紅べに色いろの液体からあがる芳ほう香こうを楽しんでから、世間話の続きのように尋じん問もんを再開する。

「さて、クレマン君。ところで君は、君が持っていたこの書類の一方──エドワード・ホワイト卿きよう宛あての出生証明書の出所をご存じかな？」

「いや、全然。市役所の保管庫かどこかから持ち出されたもんじゃないんですか？」

「違うね。これは王宮の公文書室に極秘に所蔵されていたものなんだ。ところが、昨年の十月に盗難にあってね……以来、行方ゆくえ不明になっていたファイルの一部なんだよ」

「王宮から盗ぬすまれた？　なんでそんなもんがあたしに送られてきたんです？」

「わからない。だが、書類が盗まれた事実は関係者に箝かん口こう令れいが敷しかれていて、君たちマスコミには発表されていなかった。この書類が市役所ではなく、王宮の公文書室で機密指定を受けていたというのも極きわめて不自然なんだが、この際、その理由の詮せん索さくは後回しだ。いまは書類を盗み出した犯人を──君にこれを送りつけてきた人物を捕とらえたい。そこで君に協力してもらって、犯人を誘おびき出そうと思っているんだがね……よかったら、協力してもらえるかな？」

「〝よかったら〟って……どうせ断ったら、ひどいことするつもりでやんしょ？」

「もちろん」

「ひっでえな。しようがねえ。そういうことでしたら、おっしゃるとおりにしますよ。ただし、あたしにもなんか美お味いしい情報くださいよ。こっちだって忙いそがしいところに……あ！」

　なんとか紳しん士しから妥だ協きよう案を引き出そうとしたクレマンだったが、急にその口を閉じた。急いで、カメラをバッグから引っ張り出す。むろん〝教授〟を写真に収めようとしたのではない。ホテルの正面玄げん関かん、ドアマンが開いた扉とびらをくぐって見覚えある人ひと影かげが入ってきたのだ。

　人影は二つだった。先に立つ、安っぽいが派手で露ろ出しゆつ度どの高いドレスを纏まとった年増女の方は知らない顔だ。そちらはどうでもいい。だが、その女に半歩遅おくれるように入ってきたもう一人の人物──灰色の髪かみにいかにも陰いん気きげに押し黙だまった若者はクレマンのよく知った顔だ。イシュトヴァーンで自分を張り倒たおした、バトラーの運転手。たしか、グデーリアンとか呼ばれていた。

「おや、どうしたのかね、クレマン君？　そんなに慌てて？」

「ちょ、ちょっと黙っててください、旦那……旦那にゃ、関係ないことで」

　のんびり話しかけてきた紳士を制して、クレマンがようやくカメラを構えたとき。

　その瞬しゆん間かん、ホールの照明が消えた。
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「──なに、停電かしら？」

　いっせいに電灯の消えたホールで、不安げな声があがった。

　まだ外は陽ひのある時刻だが、電灯の消えたエントランスは、黄昏たそがれ時のようにほの暗かった。ネオゴシック様式が採用されたこのホテルは、自然採光という一点においてははなはだ劣おとる。ホール中央に設けられた最上階直通の螺ら旋せん階段沿いに設けられた小窓を除けば明かり採りの窓はない。昼間というのに明かりが点ついていたのはそのためだ。

「ちぇっ。肝かん心じんなときに停電かよ！」

「……いや、停電にしては、これは少しおかしいよ」

　なにやら慌あわただしくカメラを引っ張り出した新聞記者が舌打ちするのを聞きながら、〝教授〟はエレベーターホールに視線を走らせた。ホールは高い吹ふき抜ぬけになっており、壁かべにはエレベーターが一基備え付けてある。エレベーターは電動式だが、それは正常に動いていた。消えているのは、どうやら照明だけらしい。

「妙みようだね。なぜ照明だけが……むっ!?」

　降りてくるエレベーターを待っている男女──さきほどクレマンが〝グデーリアン〟と呼んだ青年と連れの女に目をやったところで、〝教授〟は片眉まゆを撥はね上げた。突とつ然ぜんの闇やみに騒さわいでいる客たちの間から、背の高い影かげが男女の方へと早足に歩み寄っているのに気づいたのだ。トレンチコート姿の、まるで骸がい骨こつのように瘦やせた男。ポケットに深く手を突つっ込み、男女の方へとまっすぐ近づいてゆく。その腰こしのあたりが不自然に膨ふくらんでいるのを確かく認にんしたとき、〝教授〟は反射的に叫さけんでいた。

「危ない！　気をつけたまえ！」

　思わぬ大声に、エントランス中の視線が〝教授〟へと集中した。外で窓を拭ふいていた作業員さえ、ぎょっとしたような目を向けたほどだ。当然、灰色の髪の男も振ふり返っている──その眼前で、白光が閃ひらめいた。

「……しまった！」

　ステッキを脇わきに引き寄せて走りながら〝教授〟が舌打ちしたのは、トレンチコートから引き出された大おお振ぶりなナイフが、グデーリアンとやらの顔面を断ち割ったように見えたからだ。スピード、タイミング、角度──完かん璧ぺきな死角からの抜き打ちだった。常人であれば即そく死しは免まぬかれないところだったろう。

　だが、驚おどろいたことに刃やいばは目標を捉とらえなかった。白はく刃じんは、まるで骨のないもののようにのけぞったグデーリアンの鼻先をかすめ、壁を切り裂さいている。非常識なまでの身体能力だ。しかし、加害者の方は殺さつ戮りくが未み遂すいに終わったことに何の感かん慨がいも漏もらそうとはしなかった。一いち撃げき目が回かい避ひされたとみるや、それまでポケットに突っ込んでいた左手も引き出す。ほとんど残像さえ見えぬほどのスピードで突き込まれた刃が狙ねらう先は、青年の心臓だ。

「…………」

　しかし、グデーリアンに動じた様子はなかった。ちょうどそのとき、のどかなチャイムを鳴らして開いたエレベーターに連れの女を突き飛ばすと、素す早ばやく扉を閉める。閉じた扉の前に立ち塞ふさがった青年を、今度は左右から二本のナイフが襲おそう。わずかなタイムラグを置いて旋せん回かいしたそれを身を沈しずめて避よけると、グデーリアンはその真下から鮮あざやかな掌しよう底ていを打ち上げた。旋回角度に対し直角に撃うち込まれた打だ撃げきが、ナイフというよりは山刀と呼んだ方がいいような刃をいとも容易たやすく粉ふん砕さいする。

　転瞬、柄つかだけになってしまった凶きよう器きを握にぎったまま、襲しゆう撃げき者しやは後方に跳とびすさった──撤てつ退たいするつもりだろうか？　にしても、その意志は果たせなかった。やはり無言のまま、グデーリアンが無造作に距きよ離りを詰つめたのだ。陰いん鬱うつな表情を守る若者の指は、猛もう禽きんのように鋭するどく曲がっていた。長い指に、鋼線をよりあわせたような筋肉と腱けんが白く浮うかび上がる。逃にげることを諦あきらめたのか、とっさに両りよう腕うでを体前にかかげてファイティングポーズを取った襲撃者めがけ、グデーリアンは野や獣じゆうの鋭さで襲いかかった──

「む、いかん！」

〝教授〟は固い声で呟つぶやいた。

　体格とスピードに勝まさるグデーリアンの一撃がその場に固まったままの骸骨男を粉砕することを恐おそれたのではない。グデーリアンの攻こう撃げきが届く直前、骸骨男の袖そでが不自然に膨らんだのを目もく撃げきしたのだ。

「…………！」

　くぐもった呻うめき声と同時に、噴ふん水すいのような血飛沫しぶきが噴ふき上がった。勢いよく血を噴いて倒れたのは、必勝の体勢にあったはずのグデーリアンだ。一方、倒れ伏ふした若者を踏ふみ越こえ、骸骨男は前進を再開している。大きく裂けた両の袖からは、灰色の腕うでが覗のぞいていたが、骨と皮ばかりの細腕の半ばから、皮ひ膚ふを突き破やぶって鋭い刃が生はえている。刃は渡わたり三十センチ近いこの凶器が、グデーリアンの頸けい部ぶを貫つらぬいたのだ。

　だが、灰色の髪の若者がくずおれたときには、エレベーターはすでに閉じていた。扉の上にかかった階数表示板の針が、ゆっくりと動いている。それを一いち瞥べつし、骸骨男は進路を変えた──ホール中央にある螺旋階段へと歩み寄るや、それを信じがたい速度で駆かけ上がり始める。

「むむっ、これはまずいよ」

　小さく舌打ちすると、〝教授〟も階段へと駆け寄った。男を追って階段を駆け上ろうとして──次の瞬間、大きく跳びすさる。

　紳しん士しが階段に脚あしをかけた瞬間、上方から、とんでもなく巨きよ大だいな黒い鞭むちが叩たたきつけられたのだ。鞭は背筋の凍こおるような音をあげて〝教授〟をかすめ、床ゆかに極大の爪つめ痕あとを残した。その正体を確かめる間もない。続けて二本目が落ちてくる。

　実用というよりは装そう飾しよくの趣おもむきが強い螺旋階段は、中央の細い柱と周囲を囲む六本の鋼線によって天井から吊つり下げられていた。次々と〝教授〟を襲っているのは切断されたその鋼線だ。階段の中ちゆう途とに立つ骸骨男の刃は瞬またたく間に六本の鋼線を切り裂き、ついに残っているのは中央に頼たよりなく立つ支柱だけとなった。

「む、まずい……皆みな、逃げたまえ！」

　敵手の意図を悟さとった〝教授〟がホールに向かって怒ど鳴なるのと、骸がい骨こつ男の刃が甲かん高だかい音をあげて支柱を真っ二つに断ち割ったのは同時だった──切断の瞬間、骸骨男が跳ちよう躍やくしたときには、支えを失った螺ら旋せん階段は自重に引かれて崩ほう落らくを開始している。あたかも美女が昏こん倒とうするかの如ごとく優ゆう雅がに、しかし急速にエントランスホールへと倒たおれてくる。その非常識な光景に、それまで呆ぼう然ぜんと死し闘とうを見守っていた宿しゆく泊はく客たちも我に返った。悲鳴をあげる彼らが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去るのを待ちかねたように、螺旋階段はホールに倒れ、巨大な轟ごう音おんと膨ぼう大だいな埃ほこりを巻き上げた。

「……し、神父さん、奴やつが！」

　悲鳴のような情けない声をあげたのは必死でカメラを埃から庇っていたクレマンだ。天井を指した記者の視線の先では、例の骸骨男が梁はりに貼はり付いている。地上の混乱に見向きもせず、蜘蛛のように梁を伝わって移動している先は、七階の廊ろう下か、いまも上じよう昇しようしつつあるエレベーターの扉だ。

「まずいっすよ、神父さん！　あの女、殺やられちまう！」

「なに、そうはさせんよ……それより、クレマン君。救急車の手配を頼たのむ。それと警察もだ」

　この期ごに及およんでなお手放さなかったパイプを銜くわえ直すと、神父はステッキのグリップを握った。そこにあったボタンを数回、不規則な間かん隔かくをおいて押すと、今度は先せん端たんを斜ななめ頭上──エントランスホールを見下ろす形で巡めぐっている七階の廊下に向ける。再度、グリップを握りしめると、ステッキの先端部が勢いよく弾はじけた。圧あつ搾さく空気によって射出された刃は、ワイヤーの尾おを引いて飛ひ翔しようし、廊下の手すりに突つき刺ささった。と次の瞬間、ステッキ内に仕込まれたモーターが回転を始め、〝教授〟の体はワイヤーに釣つり上げられる形で宙に浮かび上がる。

　チャイムの音とともにエレベーターが七階に到とう着ちやくしたのと、蜘蛛のように天てん井じようを伝う骸骨男が廊下に到とう達たつしたのはまったく同時だった。エレベーターからまろび出た女が前方に降り立った怪かい人じんに目を剝むいたのと、腕から刃やいばを突き出した骸骨男が女に跳びかかったのもほぼ同時──そして、二人の間に〝教授〟の影かげが忽こつ然ぜんと出現したのは次の瞬間だ。

　突とつ如じよとして現れた伊だ達て男おとこに驚おどろいたか、骸骨男は一いつ瞬しゆんだけ減速した。が、すぐに攻こう勢せいの続行を決断したらしい。さらに疾しつ走そうの勢いをあげて刃を突き込む──刹せつ那な、〝教授〟の姿が消失した。

「!?」

　髑どく髏ろのような男の顔に、今度こそ驚きよう愕がくの色が走った。確かに敵手を屠ほふったはずの刃は虚むなしく空を貫いていた。だが、彼を驚かせていたのはその事実ではない。突き出したままの薄うす刃ば上に、静かに立っている人ひと影かげ──彼の驚愕を無視して、白はく刃じんのうえの〝教授〟は仕し込こみ杖づえの鞘さやを払はらった。現れた細剣レイピアが骸骨男に突きつけられる。

「どうやら、王手チエツク詰みメイトのようだよ、刃ミス物タ・ブ男レード君マン」

　まるで下手な蠟ろう人にん形ぎようのように動かない──いや、動けない敵手を見下ろした神父の口調に、誇ほこる色はない。淡たん々たんと事実を指し摘てきした声は、むしろ面めん倒どうくさげですらある。

「僕もチャンバラを楽しむには少々、年がいきすぎているようでねえ……このまま、警察が来るまでおとなしくしてくれていると助かるんだが、どうだろう？」

「…………」

　紳士的な申し出に対し、骸骨男は即そく答とうしなかった。かすかに動いた暗い目が、頭上の神父を虚うつろに見上げただけだ──と、次の瞬間。

「……断る、ワーズワース神父」

　冷え冷えと鉄錆さびた声が薄うすい唇くちびるの間から発せられた。そのときには大きく膨ふくらんだ男のトレンチコートの脇わき腹ばらから、白い輝かがやきがほとばしっている。

「ほう、僕を知っているのかね？　それに、ずいぶん変わったアクセサリーをお持ちのようだ」

　裂さけたコートから突き出した丸太のような物体を前に、〝教授〟は低く呟つぶやいた。それは、刀ほどもあるナイフを握にぎった二本の腕だった。重量挙げの選手のそれを思わせる巨きよ腕わんが二本、男の背中から生えていたのだ。
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「──シャアッ！」

　獣けものじみた気合いとともに、凶きよう風ふうが巻いた。

　旋せん回かいしたナイフを、〝教授〟はそれまで足場にしていた刃から飛び降りることでかろうじて回かい避ひした。しかし、そのときには彼の優位は完全に失われてしまっている。後退して距きよ離りをとろうとするも、骸骨男はそれを許さない。それぞれ刃を握った四本の腕うでがめまぐるしく繰くり出され、頼たよりなげな細剣レイピア一本を掲かかげる〝教授〟のガードを崩くずそうと詰つめ寄る。たちまち、僧そう衣いのアルビオン紳しん士しは廊下の端はし、非常階段へと続く防火扉とびらまで追いつめられてしまっている。

「ああ、ちょっとこれはまずいことになっているかな？」

　背後に厚い鉄てつ扉ぴ、正面に四振ふりのナイフを構えた凶人を控ひかえ、教授は嘆たん息そくした。あちこち刃の欠けた細剣を悲しげに見つめて詠えい嘆たんする。

「だいたい、こういう肉体労働は僕には不向きなんだよ。人間、やっぱり慣れないことをするもんじゃないねえ」

「…………」

　紳士のため息──もしくは愚ぐ痴ちなど、骸骨男の知ったことではなさそうだった。無言のまま四振りの刃を腰こしだめにかまえると、獣のような前ぜん傾けい姿勢をとって突とつ進しんを開始したのだ。完全に追いつめられた〝教授〟に逃にげ場はない。それを悟って覚かく悟ごを決めたか、紳士もまた、向かってくる敵手にささやかな反はん攻こうの刃を向けるが──

「──ようやっと追いついたぞ、下げ郎ろう!!」

　すでに確定事じ項こうとなりかけていた紳士の死を遠ざけたのは、廊下に轟とどろいた大音声だった。

　二人の剣けん士したちが争う防火壁へきとは反対側、廊下の端に白銀色の輝きが出現している。地じ響ひびきめいた咆ほう哮こうの主は、その輝き──正確には背に四枚の自律式防盾じゆんを背負い、手負いの猪いのししよろしく鼻息を荒あらげた装そう甲こう戦せん闘とう服の偉い丈じよう夫ふだ。

「不幸なる女の命を虫けらのごとく奪うばい、いままた凶きよう刃じんを揮ふるいて人を殺あやめんとするその罪、まさに許し難しっ！　天に代わりて、このブラザー・ペテロが成敗いたすッ！」

　凶きよう暴ぼうに吼ほえた偉丈夫の手元で、甲かん高だかい異音が巻き起こった。それを見た骸がい骨こつ男が反射的に後ずさったときには、ドリルのように高速回転を始めた鎚つち矛ほこを〝壊滅騎士〟は頭上に振り上げている。

「くらえいっ！　神しんツばああ罰ああああつツ！」

　唸うなりをあげて〝叫喚スクリー者マー〟が振り下ろされた直後、その先せん端たんは高速回転しながら射出されていた。ガイドワイヤーに誘ゆう導どうされた高周波ホイールはほとんど亜あ音速に達する勢いで、逃げようと身を翻ひるがえした骸骨男の背中を直ちよく撃げきしている。

「！」

　悲鳴はあがらなかった──いや、あがったのかもしれないが、高周波ホイールの作動音にかき消されて聞こえなかった。まるで戦せん車しや砲ほうの直撃でも受けたような勢いで吹っ飛んだ骸骨男の体は、そのまま防火扉に突っ込んだ。悲鳴のような音をあげて蝶ちよう番つがいごと鉄扉が弾けたときには、それを追うように、骸骨男の体もきりもみしながら外に投げ出されていた。地上七階──地面に叩たたきつけられ、無事にすむ高さではない。いや、それ以前に、高周波ホイールの直撃を受けてずたずたの血ち煙けむりと化したか。

「やれやれ、なんだったのかね、いまのは？　ただの通り魔まには見えなかったが……」

「御無事ですかな、ワーズワース博士？」

　至近をかすめた高周波ホイールのせいで耳鳴りに悩なやまされていた〝教授〟を野太い声が叩いた。〝叫喚者〟を小こ脇わきに手た挟ばさんだ〝壊滅騎士〟が大おお股またに近寄ってきたのだ。

「火急のことゆえ、失礼いたしました……お怪け我がはございませなんだか？」

「ええっと、確か君はペテロ君だったね、異い端たん審しん問もん局きよくの？」

　恭うやうやしく差し出された手をとって立ち上がりながら、〝教授〟は若い偉丈夫の顔を見上げた。火の消えてしまったパイプに煙草たばこを詰めつつ、片眉まゆをあげる。

「僕の記憶では、初対面だったと思うが、僕のことを知っているのかね？」

「はっ！　一度だけ、大学の講義を聴ちよう講こうさせていただいたことがあります。〝ダンテの『神曲』における煉れん獄ごく設定の歴史的概がい観かん〟──某それがし、たいそう感服いたしました」

「ああ、一昨年おととしのあの講義ね。あれについては、自分でもまあ自信があったんだが、その後、いくつかの発展があってね。今年に入って、新しい理論の構築に成功したんだ。来月、また講義をするからよかったら聞きにきたまえよ……ああ、ところで、ちょっと野暮用を済ませたいんだがかまわないだろうね？　警察が来る前に、ホールに転がっている死体を調べたい。野次馬を近づけないようにしてくれないかね？」

「ホールの死体？　なんでしょうか、それは？」

　いまだ停電が続いているエントランスホールは、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっている。それを手すり越ごしに見下ろし、ペテロは困こん惑わくしたように首を捻ひねった。

「某が見た限り、下に死体などありませんが……」

「死体がない？」

　ペテロの視線を追って〝教授〟は片眉をあげた。

　ホールに敷しき詰められた青いカーペットの一角が真っ赤に変色している。グデーリアン──あの灰色の髪かみの陰いん気きな男はあそこで喉のどを搔かき切られて絶命したはずだ。それは〝教授〟自身が目もく撃げきし、また、絨じゆう毯たんに拡ひろがった大量の血けつ痕こんがそれを証明している。だが、血痕の中央に転がっているはずの死体がどこにもない。

「……ああ、なんだか、また妙みような話になってきたような気がするねえ」

　いかにもうんざりと頭を搔いて、〝教授〟はため息をついた。

「まあ、とりあえずはしようがない。死体の話はこっちに置いておこう。それより問題はこちらの淑しゆく女じよだ……レディ、お怪我はありませんか？」

　何か物問いたげなペテロの視線は黙もく殺さつして、〝教授〟は大股にエレベーターの方へと歩み寄った。そこには、だらしない格好の女が一人、尻しり餅もちをついている。女は、焦しよう点てんのあってない目を呆ぼう然ぜんと前に向けていたが、〝教授〟の接近を察知した途と端たん、飛び上がって逃げ出そうとした。それを素す早ばやく取り押さえ、

「我々は怪あやしい者ではありません、レディ。少し、お話をうかがわせていただきたいだけなのです」

「こ、来ないでおくれよ、人殺しッ！」

　女は、年ねん齢れいは三十代も半ばといったぐらいだろうか──髪の毛には白い物が混じり始め、いかにも栄養状態の悪い顔には小じわが浮うかんでいたが、若い頃ころはなかなかに愛らしかったのだろうと思わせる顔立ちだ。しかし、いまはそれを涙なみだでくしゃくしゃに歪ゆがめ、猿さるのように喚わめき散らしている。

「知らない……あたしは何も知らない！　だから、殺さないで！」

「落ち着いてください、レディ。我々はあなたに危害を加えるつもりはない。むしろ、お守りしたいのです。〝殺される〟とはどういうことです？　さきほどの者にお心当たりがおありなのですか？」

「みんな……みんな、殺された……」

〝教授〟の声は完かん璧ぺきな礼節と抑よく制せいを備えていたが、女の意識にまでは届いていないようだ。短めの髪を搔きむしって喚き散らすその目は虚うつろで、何も見えていない。

「だから、今度はあたしの番だ！」

「みんな？　汝なんじの言う〝みんな〟とは、ひょっとすると〝あのときの同どう僚りよう〟とかいう輩やからのことか？」

　脇わきから声を挟はさんだのはペテロだ。記き憶おくを掘ほり起こすようにいくつかの名を口にする。

「ええっと、サラ、ハーマイオニー、セアラ、キャサリン、マーサ……それから、さきほどのアナ・ファーマー。おい、女。何者だ、この者たちは？」

「……おい、その連中は、ホワイト家の使用人たちだよ！」

　驚おどろいたような声は、〝教授〟のものではなかった。無論、恐きよう怖ふに顔を歪めている女のものでもない。カメラ片手に走ってきた中年男が、荒あらい息の下から叫さけんだのだ。

「やあ、クレマン君。警察と救急車は呼んでくれたかね？」

「ええ、神父さま。それはばっちりです……それより、そこで泣いている女のこと、あたしはよく知ってますよ。そっちの大きなお兄さんの言った名前もね。ここ数ヶ月、さんざん勉強させられた名前でさ。サラ・ジェンキンズ、ハーマイオニー・ベッグ、セアラ・ノートン、キャサリン・ブラムシーカー、マーサ・トムスン、アナ・ファーマー……そして、その女はミシェル・リー。〝ホワイトの乱〟の当時、エドワード・ホワイトの小間使いだった女ですよ。他の名前もみんな、ホワイト家の女中や小間使いだった連中でさあ！」

「〝ホワイトの乱〟？　それは、例の王太子妃ひ殺害事件のことか？」

　女の手首を摑つかんだまま、ペテロは胡う乱ろんげに振ふり返った。女──ミシェルは騒ぎ疲つかれたのか、いまはぐったりとなっている。虚ろに見開いた目で意味のないことを呟つぶやいている彼女の顔を覗のぞきこんで、〝壊滅騎士〟は不思議そうに頭を搔いた。

「む？　しかし、さっき殺されたアナとやらはそんなことは言うておらなんだぞ？　ただ、その者たち同様、このミシェルとかも殺されるので助けてやって欲しいと某それがしに頼たのんだだけで──」

「ア、アナが殺された!?」

　騎き士しの言葉は意外な効果をもたらした──それまでまったく意志の疎そ通つうを受け付けなかったミシェルが、頭を撥ね上げたのだ。騎士の胸ぐらを摑むと、唾つばを飛ばして叫ぶ。

「そ、それはほんとう!?　ほんとうなの!?」

「う、うむ……残念ながら本当だ。最さい期ごに、汝のことを某に託たくして息を引き取った。それで、急いで駆かけつけてきたのだが」

「ア、アナが殺された……アナが……」

　再び、女の目が虚ろになった。頭を抱かかえてへたりこむと、男たちのことなど忘れたように黙だまりこくってしまう。それを薄うす気き味み悪げに見下ろし、ペテロは首を捻ひねった。

「ううむ、これはいったいどういうことだ？　さっきの気色悪い奴やつは何者だ？　なぜ、この女が狙ねらわれる？　某にはさっぱりわからん！」

「……つまり、彼女の話やこれまでの事件を総合するとこういうことだよ、ペテロ君」

　騎士の疑念に答えたのは、〝教授〟だ。へたりこんだ女の脈を取りながら、思し慮りよ深げに口を開く。

「最近の〝切裂魔〟事件の被ひ害がい者しやは五……いや、六人は全員、十八年前の王太子妃殺害事件当時、反逆者エドワード・ホワイトの家に勤めていた者たちなんだ。つまり、これは無差別連続殺人なんかじゃない。明らかに何者かが、なんらかの目的を持って行っている大量謀ぼう殺さつだ」

「謀殺ですと？　さっきの不ふ埒らち者ものがでありますか？　しかし、いったいなんのために？」

「うん、最前の彼はただの実行犯だと僕は思うね。おそらく、命令した者はどこか別にいるはずだ。そして、目的は何らかの口くち封ふうじ……」

　まぶたを半眼におろすと、〝教授〟は何かを考えるように口をつぐんだが、それも長いことではなかった。すぐに視線をあげて、女に向き直る。

「教えてもらえませんか、レディ。なぜ、あなたが狙われているんです？　あなたは──いや、あなたたちは何を知っていたんです？」

「し、知らない……あたし、何も知らない！」

　幼児がいやいやをするように首を捻ると、女は叫んだ。

「あたし、人に話すのはマズいってみんなに言ったんだ。だけど、あのバトラーが大金見せたら、みんな、欲に目が眩くらんじまってペラペラ喋っちまって……ちくしょう、あの男さえ現れなかったら！　ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう！」

「……どうやら、もう少し落ち着いてから、話を聞いた方がよさそうだね」

　甲かん高だかい声に辟へき易えきしたように首をすくめると、〝教授〟は騎士と記者を振り返った。

「どうせ、これ以上ここにいるのはまずいからね。宮きゆう殿でんか教会に安全な場所を確保しよう。さっきの男はもう生きてはいないだろうが、別の者が手を出してこないとも限らないし、場所を変えて、ゆっくりと話をしてもらおう」

「あ、あたし、何も喋しやべらないよ！　旦だん那な様のことも、奥様のことも、おぼっちゃまのことも……何も喋らないから！」

「ああ、それはかまいませんよ、レディ」

　優やさしげな笑え顔がおを作ると、だだっ子をあやすように紳しん士しは頷うなずいた。パイプをいじりながら、

「ただ、これだけは申し上げておきましょう。誰だれだか存じませんが、どうやら敵はあなたが喋ろうと喋るまいと関係ないようです。どちらにせよ、口封じということなら、あなたを殺して……なに!?」

　流りゆう暢ちように喋っていた紳士の声が急に途と絶だえた。彼にしては珍めずらしく毒気を抜ぬかれた顔で黙り込む。ぽかんと口を開けた紳士を覗きこんで、ペテロはその目の前で手を振った。

「どうされました、ワーズワース博士？　どこかお加減でも？」

「──レディ、いまあなた、奇き妙みようなことをおっしゃいましたな！　『おぼっちゃまのことも』？　〝おぼっちゃま〟とは誰のことです？」

〝壊滅騎士〟を黙もく殺さつして、〝教授〟は怒ど鳴なった。はっとしたように口をつぐんだ女につかみかからんばかりに顔を寄せる。

「僕の記き憶おくでは、確か、エドワード・ホワイトには娘むすめが一人いただけのはず。男児の子息はいなかった──いったい、〝おぼっちゃま〟とは何者です？」

「し、知らない！　あたし、何も知らない！」

「いいや、あなたは知っている。そして、あなたが知っていることを相手も知っているからこそ、あなたを殺そうとしたのだ……早く答えたまえ！　君の友人たちのようになりたくなければ！」

「…………」

　一転、強い口調となった神父に睨にらまれ、女は怯おびえたように口をつぐんだ。だが、瞳ひとみには逆に理性の光が蘇よみがえってくる。しばしの沈ちん黙もくの後──

「お、奥様は死産でした……」

　ぽつりぽつり紡つむがれる言葉はもどかしくなるほどゆっくりとしていたが、そこにはそれまでのような狂きよう気きはもうなかった。項うな垂だれたまま、静かに囁ささやき続ける。

「生まれたのは男の赤ちゃん。だけど、お腹なかから出てきたときには、もう死んでた」

「つまり、死産かね？」

「はい。でも、どういうわけか、旦那様は葬そう式しきを出しませんでした。奥様と難しい顔で何時間も話してたと思ったら、その晩、赤ちゃんの遺体を持ってどこかに出かけられました……もう明け方になる頃ころ、やっと帰ってきたと思ったら、そのときは別の赤ちゃんを抱だいてました。女の、元気な赤ん坊ぼうです──そして、あたしたち家の者全員に厳しくこのことを口止めしました。このことは絶対に喋ってはいけない。この女の子が、これからはホワイト家の子供だと……」

「死産した子供の代わりに別の子供を連れてきて、実子としたわけかね？」

　実のところ、子供のすり替かえ自体は、珍しくはあるが絶無というほどでもない。家門の存続にこだわる貴族の家庭にはしばしば見られる現象だ。

　たとえば、生まれてきた子供が死産だったり、とうてい生き延びられそうにない未熟児である場合、そして、夫人が病弱で家門を継つぐ子が二度と生まれそうにないというようなときには、家門の断絶を防ぐため、健康な子供を調達してきて実子に仕立て上げるのである。悪戯いたずら好きの妖よう精せいが人間の子と自分の子をすり替える伝説にちなんで〝取り換えチエンジっ子リング〟と呼ばれるこのようなケースを、〝教授〟は何件か知っていた。ホワイト家に起こったこともそれであろうか？　だとすれば、エステルが反逆者の娘であるというスキャンダルはめでたく避さけられるわけだ。

　しかし、なぜかひっかかるものを感じて、〝教授〟は顎あごに手を当て続けていた。

　これは本当にただの〝取り換えチエンジっ子リング〟なのだろうか。もしそうなら、なぜいまごろになって、事情を知る関係者が次々と殺されている？　ホワイト家はとうに滅ほろびた家だ。そうまでして秘密を守る動機などないはずだ。

「エドワード卿きようは、その子をどこから連れてきたか話したかね？　ああ、それと正確な日付はわかるかな？」

「どこから連れてきたか、旦那様は何もおっしゃいませんでした。だけど、日付のことははっきり覚えています──十八年前の十一月二十六日です」

「十八年前の十一月二十六日か……〝ホワイトの乱〟の半月前だね。それにしても君、十八年も前のことなのに、よくそんな細かい日付まで覚えていたね」

「その日は、王太子のお妃きさきさまも死産なさったんです。偶ぐう然ぜんってあるもんなんだって思ったから……それで覚えてたんです」

「王太子妃も死産──!?」

　女の口調はごく普ふ通つうだったが、その言葉を耳にした〝教授〟は電流でも流されたように身を強こわ張ばらせた。

「〝王太子妃が死産〟でなくて、〝王太子妃も死産〟……いま、君、そう言ったね!?」

「は、はい……あの、それが何か？」

「そうか！　そういうことだったのか！　〝王太子妃も死産〟……そうだ、それしか考えられない！」

「……あの、どうかされたのですか、ワーズワース博士？」

　自分の額を叩たたいて喚わめき出した紳しん士しを、不気味なものでも見るように見やって声をかけたのは、それまでちんぷんかんぷんな顔で黙っていたペテロだ。すぐにでも救急車を呼びたそうに腰こしを浮うかせて、恐る恐る相手の正気を確かめる。

「どこか、お体の調子でも悪いのでありますか？　なんだったら、人を呼びますか？」

「ああ、僕は馬ば鹿かだったよ！　とんだ大馬鹿者だよ、ペテロ君！　そうなんだよ！　王太子妃も死産──そうなんだよ！」

「は、はあ……」

　ペテロはますます胡う乱ろんげな目になって、傍かたわらのクレマンと顔を見合わせた。だが、〝教授〟はそんな彼らの反応に注意を払はらうどころではなかった。遠くから聞こえてきたサイレンの音に耳を澄すませると、急いでミシェルの手をとって立ち上がらせる。

「いかん、警察が来た。こうしちゃいられない……ペテロ君、君はこのレディをどこか安全な場所に匿かくまってくれたまえ。僕が行くまで、片時も目を離はなしてはいかん。ぴったりと警護するんだ。そしてクレマン君、君にはちょっと調達して欲しい機材がある」

　そう言って〝教授〟はその機材の名を口にしたが、その名を聞いた途と端たん、クレマンは血相を変えて首を振ふった。

「ご、ご冗じよう談だんでしょ！　そんなたいそうなもん、いったいどこから手に入れてくれば──」

「ロンディニウム総合大学の生化学部が持ってる。すぐに行って、調達してきたまえ。もしごねるようなら、『ドクター・ワーズワースの遣つかいで来た』というんだ。そうすれば、何も言わずに貸してくれる」

「せ、先生は？」

「僕かね？　僕は大至急面会したい人物がいるので、これで失礼する。二人とも、言ったとおりに動いてくれたまえよ。ことは緊きん急きゆうを要するからね」

　それだけ告げると、〝教授〟はいまだ事情を吞のみ込んでいない三人の男女を置いて、身を翻ひるがえした。その脚あしを止めたのは、ペテロの懐ふところで鳴り始めた小さな電子音だ。

「むっ、留守のシスター・パウラからです……ちょっと失礼」

　軽く会え釈しやくして、ペテロは懐から取り出した無線機を耳にあてた。

「某それがしだ……ああ、パウラか。どうした？　うん、いまか？　いや、それが妙みような騒さわぎに巻き込まれてな。市内のランガムホテルにおるところだ。しばらく帰れんから、聖下の警備は…………な、なにいっ!?」

　いったい何事か──胴どう間ま声ごえを放った偉い丈じよう夫ふにいっせいに視線が集中した。

　ペテロ本人だけが、自分の声の大きさに気づかぬように泡あわを飛ばして絶ぜつ叫きようしている。

「せ、聖下が誘ゆう拐かいされただとおっ!?」




　　　　Ⅷ




「……君って、僕が顔を見るたびに、ここに入れられてるよね、アベル？」

　ガラス壁へきの向こうに向かって苦笑した顔は、天使のように美しかった。おさまりの悪い金きん髪ぱつの下、冬の湖を思わせる瞳ひとみが温かな光を湛たたえて揺ゆれている。それを細めて、その少年は自分と同じ顔に向かって尋たずねた。

「今度は何をやらかしたの？　いつかみたいにシステムをハックしちゃった？　それとも、サリンかマスタードガスでも作った？」

「もっと悪いわ……彼、Ｂ─Ⅵのあれを作動させようとしていたの。危あやういところで発見できたからよかったようなものの、もうちょっとで大変なことになるところだったわ」

　金髪の少年の質問に答えたのは、独どく房ぼう内で拘こう束そく着を着せられている銀ぎん髪ぱつの少年ではない。ガラス壁のこちら側、金髪の少年の隣となりでボードを抱かかえていた赤毛の少女だ。リリス・サール──Ｓ南アジＡア共Ｕ同体開発の人工子宮から誕生した〝被ひ遺伝子調整児〟第一号は、悲しげな目をしていた。ガラス壁の向こう、銀髪の下のふて腐くされた顔を見つめて囁ささやく。

「アベル、どうしてあんなことをしたの？　あなたのやったことは重大な規則違い反はんよ。ううん、それだけじゃない。一歩間ま違ちがえば、何百万という人に死をもたらしていたでしょう。そしてこのロンドンという歴史ある街も消え去っていたかもしれない……そのことを少しでも考えていたら、あんなことはできなかったはずよ」

〈……考えたさ。考えたから、あれを作動させようとしたんじゃないか〉

　インカムの向こうから聞こえてきた含ふくみ笑いには、滴したたるような悪意がこめられていた。取り押さえられたときに、相当、手て荒あらな扱あつかいを受けたらしい。血に汚よごれた銀髪を揺すると、拘束着の少年は、冷たい瞳を床ゆかからあげた。空調がたてる羽虫のような音の中、可か聴ちよう域ぎりぎりの声で答える。

〈〝灰は灰に、塵は塵に〟、さ……あいつが動けば、あの鬱うつ陶とうしい奴やつらもろとも地上が塵に還かえる。それってさ、なんだかわくわくしない？〉

「──なんてこと言うの！」

　リリスは褐かつ色しよくの顔に嫌けん悪おと憐れん憫びんの色を浮かべた。ガラスの向こうのふて腐れきった笑えみに向けて、年長者らしい態度をみせて窘たしなめようとする。

「アベル、そんな恐おそろしいこと、考えてもいけないわ！　相手は、同じ人間なのよ？　想像してみて。あなたが殺そうとした人たちにも家族がいて、毎日の生活があって──」

「アベル、つまらない真ま似ねはよしなよ」

　必死に訴うつたえる少女の言葉を遮さえぎったのは、気のない声だった。金髪の少年が、前まえ髪がみを弄いらいながら、しごくつまらなさそうに口を開いたのだ。

[image: ]

「何百万か何千万か知らないけど、その程度の人数の生き死にに何の価値がある？　奴らが君のことを危険視し始めるだけだ。いちおう僕らにも人権があるから、処分はされないだろうけど、〝不良品〟ってレッテルが貼はられるよ。そうしたら、君には未来はない」

〈未来？　未来だって？　この俺たちに、どんな未来があるっていうんだ、カイン！〉

　はじめてインカムからの声が感情にたかぶった──ガラス壁に拳こぶしを打ちつけ、少年が立ち上がったのだ。

〈あいつら、俺たちを〝計画〟の消しよう耗もう品ひんとして作ったんだぞ！　何億キロも向こうの地じ獄ごくまで島送りにするために……世界の果てまで送り込まれるためだけに、俺たちは作られた！　そんな未来がありがたいのかよ、お前は！　腹が立たないのか！〉

「腹なんて立たないさ。とっても幸せだよ、僕は……この世界に生まれてくることができて。しかも、ただ漫まん然ぜんと生まれてきただけじゃない。何かを成し遂とげるために生を享うけることができたんだ。これほど幸せなことはないと思うけど？」

〈……俺にはわからない〉

　優やさしいが、それでいてどこか突つき放すような相手の言葉に、銀髪の少年は肩かたを落とした。どこか迷うように瞳を彷徨さまよわせて訴える。

〈俺はどう生きればいいんだ？　〝計画〟の部品としてむりやり命を与あたえられて、未来も、生きる場所も、いや死に場所すら決められている。こんなので、本当に生きているっていえるのか？〉

「……それを決めるのは、君自身なんじゃないかな、アベル？」

　金髪の少年は、血を吐はくような弟の言葉を優しく掬すくいあげた。ガラス壁に押し当てられた相手の拳に沿わせるように掌てのひらをあてると、温かな微笑ほほえみを浮うかべる。

「未来は自分で摑つかむものだと僕は思う。たとえ、どんな環かん境きように生まれても、意志さえあれば、人は自分の望んだ未来に立てるんだ。少なくとも、僕はそう信じているよ……聞かせてくれないかな、アベル。君はどんな未来を望む？」

〈お、俺が望む未来？〉

　兄の言葉に、銀髪の少年は戸と惑まどったようだった。縋すがるように相手の瞳を見上げたまま、かすかに震ふるえる言葉を絞しぼり出す。

〈俺が望む未来は──〉




　羽虫の羽音のような音がずっと耳元で聞こえていた。耳鳴りかと思っていたが、どうやら、近くに空調があるらしい。

　ゆっくりまぶたをあげると、アベルは薄うす暗ぐらい天てん井じようを見上げた。コンクリートが剝むき出しになった壁かべ際ぎわにくっついた簡易ベッドから上半身を起こしつつ、枕まくら元もとに置いていたシャツを羽織る。

　どうも、思ったより疲つかれてたようだ。わずかばかりまどろむはずが、ぐっすり眠ねむってしまっていた。

「さて、いまって、何時ぐらいだろ。太陽がないとこういうときは不便……あいててて！」

　ボタンを止めようとしたところで、アベルは肩の痛みに悲鳴をあげた。手を動かした拍ひよう子しに、昨夜の傷が激痛を発したのだ。どうやら、寝ねていた間に痛み止めが切れてしまったらしい。

「あいたたた……ううっ、主よ、私の肩が激痛です……」

　シャツの前をはだけた格好のまま、アベルは這はうようにベッドから立ち上がった。妙みような方向に進化してしまった昆こん虫ちゆうを思わせる格好で、痛み止めを求めてサイドボードを探さぐる。

　コンクリートが剝き出しになった室内には、そのサイドボードとベッド以外に家具らしい家具はなかった。かわりに数多くの木箱やダンボールが無造作に積み重ねられている。ここを怪け我が人にあてがったヴァージルによれば、ここは本来は倉庫として使われているスペースだという。そんな部屋を怪我人にあてがわざるを得なかったのは、教皇庁の神父が居住区内をうろつくことを、ヴァネッサら一部の住人が嫌きらったためだ。

　もっとも、この〝隔離地区ゲツトー〟の住居はどこも似たようなものらしい。〝大災アルマゲ厄ドン〟以前、まだ地上が〝ロンドン〟と呼ばれていた時代の地下鉄跡あとや核かくシェルターが発展を遂げたこの地下都市では、居住可能な空間はごく限られている。窓にかかったカーテンの隙すき間まから外を覗のぞいても、そこから見えるのは薄暗い廊ろう下かだけで、当然、空も大地もない。天井の高い廊下には、十メートルおきほどに鉄てつ扉ぴが並んでいるが、あの中が居住用のフラットとして、この地の人々の家になっているのだ。

「……変わっていないな、ここも」

　黙だまったまま廊下を見やっていた神父の口から、ふと小さなため息がこぼれた。高い天井で瞬またたいている明かりを見上げた目は、どこか懐なつかしむような光を湛たたえている。

　最後にこの地を訪おとずれたのは、いつだったろう。まだ、この街が別の名で呼ばれていた頃ころだ。

〝計プロジ画エクト〟が発動されて以来、何度かここに滞たい在ざいしたことがあったが、そのたびに騒さわぎを起こしては、同どう胞ほうたちに庇かばってもらった。あの頃は、とにかく世の中の何もかもが嫌いやで堪たまらなかったのだ。こんな世界はすべてが消えてしまえばいいと本気で思っていた。

　だが、その思いのなんと愚おろかだったことか。

　そして、それに気づくことのなんと遅おそかったことか……

「……そこにいるのは、誰だれです？」

　ふとカーテンから手を離はなして、アベルは背後を顧かえりみた。

　小さな物音が、過去の世界に漂ただよっていた意識を引き戻もどしたのだ。ベッド脇わきに置かれたままだった旧式回転拳銃に手を伸のばしつつ、慎しん重ちように声をかける。

「誰かいるんでしょう？　私に何かご用ですか？」

「…………」

　答えは返ってこなかった。だが、積み上げられたダンボール箱の陰かげからかすかな息づかいが聞こえる。何者かが、そこに潜ひそんでこちらを窺うかがっているらしい。肩の痛みに顔をしかめながら、アベルはそっとベッドを立ち上がった。窓からの光に自分の影かげが入らぬよう身をかがめ、足音を忍しのばせて壁際を移動する──怪我人の様子を見に来たここの住人だろうか？　だが、それにしては声をかけてこないのは妙だ。あるいは、なんらかの敵意を抱いだいている者だろうか？　相変わらず息をひそめてうずくまったままの何者かは神父がそろそろと移動していることに気づいていない。闇やみ伝いにその背後まで回り込むと、アベルは猫ねこのように躍おどりかかった。

「…………！」

　上がったのは小さく息を吞のむ音だった。そしてそのときには、アベルは自分が摑んだ相手の肩かたが意外なほどに薄うすく、華きや奢しやなことに気づいている。

「こ、子供!?」

　それは、一人の少女だった。いや、幼女というべきだろうか。まだ小学校にあがる前ぐらいの年ねん齢れいにしか見えない娘むすめが目をいっぱいに見開いて、驚おどろく神父を見返していたのだ。

　ここの長生種メトセラだろうか？　だが、その胸には、大人用のロザリオがかかっている。薄めの毛布を抱かかえて震えている娘を見下ろし、アベルは困こん惑わくした。

「子供……子供がこんなところで何を？」

「──『何を』だって？　決まっている。お前が寒くないように毛布をもってきてやったんじゃないか」

　敵意に満ちた声は、アベルの背後から聞こえた。再び驚きよう愕がくした神父が弾はじかれたように振ふり返ったときには、素す早ばやく伸びた手が魔ま法ほうの鮮あざやかさで旧式回転拳銃を奪うばい取っている。

「それをこんなにおどかしやがって……やはり、貴様ら短生種テランは恩知らずぞろいだな」

「ヴァ、ヴァネッサさん……あなたでしたか」

　いかにも不ふ機き嫌げんげな表情をした中性的な美び貌ぼうをそこに見み出いだし、アベルはため息をついた。黒くろ革かわのジャンパーというラフな格好の長生種メトセラはヴァネッサ──マンチェスター伯はくの妹だ。

「おどかさないでくださいよ。私はてっきり、泥どろ棒ぼうさんでも入り込んだかと……」

「この街にそんなことをする奴はいない。貴様ら短生種テランとは違ちがう」

　指先に奪い取った旧式回転拳銃を玩もてあそびながら、女はぶっきらぼうに吐はき捨てた。それからふと、アベルの側そばで声もなくたちすくんだままの少女に目を移し、顎あごをしゃくる。

「さ、アンゼリカ、もうだいじょうぶだから、あっちに行ってな。この男の面めん倒どうは俺が見る」

「…………」

　アンゼリカと呼ばれた少女は、しばらく物言いたげにヴァネッサを見上げていたが、やがて素直に頷うなずいて身を翻ひるがえした。

「いい子だろう？　あの子は〝覚かく醒せい〟前の子供たちの中でもめっぽう気が優やさしくてな。お前の怪我のこともずっと心配してた……それで介かい抱ほうするつもりで来たんだろう」

「そ、そうだったんですか。驚かせて、悪いことをしてしまいました。あとで謝らないと」

　小さな影が出て行った扉とびらを見やって、アベルは頭を搔かいた。そういえば、昼間見た子供たちの中にいたような気がする。

「でも、人見知りの激しい子ですね。介抱しにきてくれたなら、言ってくれればよかったのに」

「それは無理だ。彼女の両親は三年前、まだボヘミアに住んでいた頃に彼女の目の前で亡なくなってしまわれた。それがショックだったんだろう。以来、言葉をずっと無くしてしまっている」

「そうだったんですか……ご両親一いつ緒しよというのは、やはり事故か何かで？」

「事故？　ああ、あるいはそういえるかもしれんな」

　アベルの太平楽な言葉にヴァネッサは苦く笑しようしてみせた。もっともその瞳ひとみは笑ってはいない。むしろ激しい怒いかりを湛えて、神父を睨にらみつけている。

「館やかたを焼き討うちにされ、心臓に杭くいを打ち込まれて火ひ焙あぶりにされることを〝事故〟と呼ぶなら、な……彼女の両親は、お前たち短生種テランに捕つかまって嬲なぶり殺しにされたんだよ！」

「え……」

　毒を孕はらんだ言葉にアベルは口元を強こわ張ばらせた。〝心臓に杭を打ち込まれて火焙りにされた〟──それはつまり、吸きゆう血けつ鬼きとして処しよ刑けいされたということだろうか？

「もともとあの子の一族は、ボヘミアの辺境の森にひっそりと住んでいた。周囲の短生種との折り合いも良かったらしい。なんでも村の司祭がもののわかった男で、聖職者のくせに、一家を庇ってくれていたんだそうだ」

　言葉を失い、口元を強張らせた神父を非友好的な視線で串くし刺ざしにしたまま、ヴァネッサは少女の身の上を語った。

「ところが三年前、その司祭が死んだ。そしてローマから新しい神父が着任したんだが、そいつがガチガチの狂きよう信しん者しやだったらしい。それまで村の連中とそれなりによろしくやっていた彼女の一族を根絶やしにしようと、村人を扇せん動どうしたんだと……家か畜ちくを殺してみせたり、病で死んだ村人の死体から血を抜ぬいてみせたりして。馬ば鹿かで無知な短生種どもは、そんな単純な手にひっかかって、彼女の邸やしきを襲おそい、両親を殺した……たまたま、兄貴と俺がそこを通りがかってなければ、アンゼリカもいまごろは焼き殺されていただろうさ」

「そんな……」

　最前、一言も言葉を発さないまま怯おびえていた少女の胸で揺ゆれていた輝かがやきを思い出し、アベルは胸が痛んだ。きっと、あのロザリオは亡くなった神父から授さずけられたものだろう。両親を殺されてなお、信しん仰こうを捨てていないのだろうか。アベルに薬を持ってきてくれたのも、そのためなのか。もしそうだとすれば──

「傷いたましい話ですね……」

「ああ、そろそろ痛み止めが切れてきたか。そう思って、薬を持ってきてやったぞ」

　神父の詠えい嘆たんを苦痛を訴うつたえているものと勘かん違ちがいしたらしい。ヴァネッサはジャンパーのポケットから取り出した薬包をサイドボードに置いた。水差しの水をコップに注ぐと、ふて腐くされたような顔で勧すすめる。

「飲め。少しは楽になるから……薬が効いてきたら、包帯を取り替かえてやろう」

「え？　包帯を取り替えるって……あなたがですか？」

「なんだ、その意外そうな顔は……こう見えても、俺は医い療りよう技術の専門家なんだぞ」

　アベルが目を瞬しばたたいたのは、どう見ても教会関係者を嫌きらっている長生種メトセラが示した優しさに驚いてのことだが、当のヴァネッサはまたもや勘違いしたらしい。心外げに口を尖とがらせた。

「骨折からお産まで、たいていの処置はできる。怖こわがらなくてもいい」

「い、いやそうじゃなくて……ただ、あなたが私の手当てをしてくださるっていうのにびっくりしたんです。はは、てっきり、私、あなたに嫌われてるものと勘違いしてまして」

「ああ、それは勘違いだな──俺は、別にお前のことを嫌ってるんじゃない。短生種テラン全員を憎にくんでいるだけだ」

「あ、ああ……そうでしたか……」

　敵意に滾たぎった瞳で一いち瞥べつされ、アベルは愛あい想そ笑いを途と中ちゆうで凍こおりつかせた。口元をひきつらせたまま、なんと会話を続けたものか、必死に考えるが何も思いつかない。

「あ、えーと、その、えーと、あの……」

「安心しろ。俺はお前たちを憎んでいるが、いま、お前に手出しするつもりはない──いま、聖職者を殺すのはちょっとまずいからな。殺すなら、もっと問題のないときに殺すさ」

「あ、ああ、そりゃどうもありがたい話ですね……で、どうして、いま私に手を出すとまずいんで？」

「決まってる。〝上〟の連中に、ここを潰つぶす口実を与あたえちまうからさ」

　相変わらず霜しもが張ったような視線で天てん井じようを示し、ヴァネッサは吐き捨てた。といって、いま二人がいるフロアの上に別の階があるわけではない。そのさらにうえ──ロンディニウムという街と、そこに存在する宮きゆう殿でん、そしてそこに住む人々テランのことをここでは〝上〟と呼ぶのだ。

「この隔離地区ゲツトーが何百年も前から、お前たちに迫はく害がいされて行き場を失った者たちを受け入れてきたってことは兄貴に聞いてるな？　俺たちは代々、アルビオンの女王たちに膝ひざを屈くつし、彼女たちのために働くことで、この隠かくれ家がを維い持じしてきた──少なくとも、これまではそうだった」

「でも、ブリジット二世の病気で事情が変わった……」

「そうだ。あの女はずる賢がしこくて、厚かましくて、俺は大だい嫌きらいだったが、その俺から見ても盟約には忠実な女だった。俺たちからさんざん搾さく取しゆはしたが、金の卵を産む鵞が鳥ちようを野の良ら猫ねこから守る知ち恵えはあった……だが、その孫は違う」

「孫……というとスペンサー大たい佐さのことをおっしゃってるんですね？」

　ヴァネッサの言葉にアベルは頷うなずいた。

　これはここに来て知った事実なのだが、カルスレー子し爵しやくメアリ・スペンサー──彼女は十九年前に亡なくなった王太子が、愛人に生ませた娘むすめなのだという。正式な婚こん姻いんによる子供ではないので庶しよ子しということになるが、遺伝的には、女王の現存するただ一人の孫娘なのだ。

　それを聞いたときはさすがにアベルも驚おどろいたが、同時にいろいろと納なつ得とくしたものだ。一いつ介かいの大佐でありながら、エステルや教皇のアルビオン来訪をとりしきっていたことや、病びよう床しようの女王の警備を任されていたこと。それに、妙みように教皇庁首脳の動静に詳くわしかったこと──これまでけっして良好と言えなかったアルビオンと教皇庁の関係が、女王が倒たおれた途と端たんに好転したことにも、彼女と教皇庁上層部でなんらかの駆かけ引きがあったのかもしれない。

「〝ブラッディ・メアリ〟はブリジットが死んだあと、自分が女王として即そく位いするための後ろ楯だてとして、ローマと手を結びたがっているんだ」

　よほどにメアリのことが嫌いなのだろう。瞳ひとみに暗い炎ほのおを燃やして、ヴァネッサは吐はき捨てた。まるでそこに王孫がいるかのように拳こぶしを固めている。

「そして貴ヴアチ様カンらも、自分たちがコントロール可能な女王の誕生を望んでいる。ところが、たった一人の孫とはいえ、庶子を即位させるためには手品が必要だ。派手な功績をあげて、世間が出自のことを忘れちまう必要がある……あの女はこの隔離地区ゲツトーをそのための贖罪のスケープ山羊ゴートにしようとしてるのさ！　〝アルビオンに巣くう大勢の吸きゆう血けつ鬼きを滅ほろぼした〟という名声と教皇庁の歓かん心しんを買うために。そのために、何百年も力を尽つくしてきた俺らを滅ぼそうとしてやがるんだ！」

「……わかってます。それをなんとかするために、お兄さんに〝上〟に行ってもらったんです」

　徐じよ々じよに興奮してきた吸きゆう血けつ姫きを宥なだめるように、アベルは猫ねこ撫なで声を作った。兄のマンチェスター伯はくと違ちがって、ヴァネッサはずいぶんと短気な性格だ。頭に血が昇のぼると何をしでかすかわからないところがある。

「スペンサー大佐にその計画を諦あきらめさせることができるのは、おそらく教皇聖下本人を除いて〝イシュトヴァーンの聖女〟唯ただ一人です──彼女に事情を説明し、知恵を出し合えば、スペンサー大佐を説得できるかもしれません」

「兄貴はそう考えているようだな……だがな、神父。この俺までそんな甘っちょろいことを考えていると思ったら大間違いだぞ。貴様は外国人だから〝ブラッディ・メアリ〟がどれほどずる賢い女かわかってない。戦場で、あいつがどれほど汚きたない手を使ってきたか知っているか？　二年前のパーシーの反乱では帰順してきた反逆者を宴えん席せきで騙だまし討うちにしてるし、去年、北海の海かい賊ぞくを討とう伐ばつしたときは、本ほん拠きよ地ちの島を女子供ごと焼き払はらった……そんな、血も涙なみだもない女なんだ。あの女が、そうやすやすと王位を諦めてこの街から手を引くもんか！　それに第一、しょせん聖女も教会の人間だ。信用はできん！」

「だから、何度も言ってるじゃありませんか。エステルさんは信用に足る人物です。正義感も強いし、弱い人たちには優やさしい……彼女なら、きっとあなたたちの力になってくれますって」

「……だが、あの娘はイシュトヴァーンで、二人も同胞メトセラを殺しているんだろう？」

　力説するアベルに対し、ヴァネッサは胡う散さん臭くさげな目を向けた。露ろ骨こつに疑っていることを隠そうともせず、不信を露あらわにする。

「その功績で〝聖女〟なんて呼ばれてるんじゃないか。そんな女など信用できん！」

「いや、それにはですね、深い深い事情があったんです。詳しいことは彼女自身の口から聞いてもらえばわかると思いますが……」

　少し慌あわてて、アベルは弁解した。その一点だけはできれば触ふれられたくない問題だった。長生種メトセラたちからすれば、確かに長生種を狩かって〝聖女〟の名声を手に入れた娘が自分たちを助けてくれるというのは眉まゆ唾つばな話に聞こえるかもしれない。

「まあ、とにかく彼女に会ったら、あなたの目で彼女の人ひと柄がらを確かめてください。きっと信用して間ま違ちがいありませんから……それに実際問題として、彼女の力を借りる以外、スペンサー大佐の圧力にどう対たい抗こうしようっていうんです？　向こうには軍だけじゃなくて、いまや教皇庁まで味方についてるんですよ？　それに立ち向かう方法が何かあるっていうんですか？」

「あるさ。決まってる。戦うんだ」

　得たりとばかりに、ヴァネッサは二の腕うでを叩たたいた。力強く拳を握にぎり、牙きばを覗のぞかせる。

「そのときが来れば、徹てつ底てい的に戦うまでだ……なにしろ、こちらには切り札がある。いかに奴メアリの軍隊が強力だろうと、教ヴアチ会カンがしゃしゃり出てこようと、最終的には勝利は俺たちのものさ」

「……切り札？　なんです、それ？」

　急に氷ひよう塊かいが背中を滑すべり落ちたような気がした──肩かたの痛みも忘れてアベルは身を乗り出した。自分の喋しやべりすぎに気づいたのか、口に手をあてたヴァネッサの顔を覗いて問い質ただす。

「ここゲツトーには武器らしい武器はないって、さっきマンチェスター伯はおっしゃってましたよ？　ヴァネッサさん、切り札ってなんです？」

「ふ……、ふふん、それは秘密だ」

　問いつめられ、わずかに焦あせったようにヴァネッサは首を振ふった。それでも尊大な態度は崩くずさず、神父を突つき放す。

「だが、〝灰は灰に、塵ちりは塵に〟……こっちが切り札を使えば、この街の半分が塵になる。そうなったら、奴らもびびって手出しは控ひかえるだろうよ」

「……灰は灰に、塵は塵に!?」

　その言葉を聞いた一いつ瞬しゆん、アベルの脳のう裏りを鋭するどい刃は物もののようなものが過よぎった。確かに聞いたことがある。いまとなっては、本当に現実のものだったかどうかわからぬほどに遠い過去。まだ、この世界のすべてが敵に思えてならなかった頃ころ──

「まさか、ヴァネッサさん……」

　記き憶おくの輪りん郭かくがあやふやになっている。それをなんとか摑つかみ出そうと顔に手をあてたまま、アベルは呻うめいた。

「まさか、あなた……あなたの言う切り札ってあれじゃあ──Ｂ─Ⅵのあれのことじゃあないでしょうね？」

「なっ……!?」

　神父の言葉を耳にした瞬間、ヴァネッサの顔から音をあげて血の気が引いた──顔どころか唇くちびるまで蒼そう白はくにして飛び上がる。

「〝Ｂ─Ⅵのあれ〟だと!?　神父、貴様、どこで……どこで、それを知った!?」

「やっぱり……」

『何百万か何千万か知らないけど、その程度の人数の生き死にに何の価値がある？』

　耳の奥に蘇よみがえった甘やかな響ひびきがある。それを打ち消すように、アベルは声を張り上げた。ほとんど相手に摑みかからんばかりになって唾つばを飛ばす。

「ヴァネッサさん、あれは使っちゃ駄だ目めだ。あれは悪あく魔まの兵器です！　あんな恐おそろしいもの、近づくだけでもよくありません！」

「〝あんな恐ろしいもの〟だと？」

　その言葉が神父の口をついて出たとき、最初、ヴァネッサは困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せた。その表情のまま、胡う乱ろんげに尋たずねる。

「お前、いったいあれのことをどこまで知っている？　いや、なんでそんなこと知ってるんだ？」

「私のことなんてどうでもいいんです！　それより、あの悪魔の兵器は……う、うわっ！　ヴァ、ヴァネッサさん、いったい何を!?」

「黙だまれ、教会のスパイめ！」

　悲鳴をあげた神父の喉のど首くびを絞しめ上げながら、長生種メトセラは吼ほえた。すでにその指先には鉤かぎ爪づめが鋭い光を放っている。バチルスからの信号で伸しん長ちようを開始したそれを、神父の静脈に沿わせながら、ヴァネッサは憎にく々にくしげに唸うなった。

「ただの神父風情ふぜいがなんであれのことを知ってる……吐はけ、神父！　やはり貴様、メアリの命令で、ここに来たんだろう！　いったい、あの女は〝遺い跡せき〟のことをどこまで知ってるんだ！」

「ち、違う！　違います！　ヴァネッサさん落ち着いて……わ、私はスパイなんかじゃありません。ただ、ちょっと事情があって、このあたりのことに詳くわしいだけで……」

「この期ごに及およんで、まだ、そんな痴しれ言ごとほざくか……」

　四し肢しをばたつかせる神父を睨にらむヴァネッサの柳りゆう眉びがあがった。鋼板をも引き裂さく指に徐じよ々じよに力を加えながら、殺意を音声化する。

「よかろう！　その細首握り潰つぶされてまだ戯ざれ言ほざけるか、試ためしてやる！」

「──そんなことしたら、その前にあなたの頭が吹ふき飛ぶわよ」

　長生種の背後からかかった声は静かだったが、悪意の量ではさして劣おとるものではなかった。それを証明するつもりか、居い丈たけ高だかに鳴り響いたのは散さん弾だん銃じゆうの装そう塡てんポンプが引かれる音だ。

「昨日の夜はありがとう。なかなか楽しい遊覧飛行だったわ……でも、神父さまからその手を離はなしなさい。じゃないと、本当に撃うつわよ！」

「エ、エステルさん！」

　ヴァネッサの背後、切り詰つめた散弾銃を長生種メトセラの後頭部に突きつけている少女がいる。さらにその背後に黒ずくめの若者──エステルとヴァージルに涙なみだぐんだ目を向けて、アベルは意外げな声をあげた。

「ヴァージルさん、これはどういうことです？　どうして、エステルさんがここに……お手紙を渡わたしてくるだけだって……」

「それが、上で深刻なトラブルがありまして」

　申し訳なさげにマンチェスター伯はくは目を伏ふせた。やむを得なかったといわんばかりに肩をすくめる。

「そのままだと、お二人とも命を落とされかねない状じよう況きようだったのです。それで緊きん急きゆうにここまでお連れしました」

「──あ、兄貴、この神父はメアリのスパイだ！」

　一方、頭に散弾銃を突つきつけられたままのヴァネッサは訴うつたえるような視線を兄に向けた。アベルの喉のどに巻き付けた指を離そうともせず、吼える。

「さっき、とんでもないことをほざきやがった！　絶対、俺たち、騙だまされてるんだ……その聖女も本物かどうか！」

「無礼なことを言うものではない、ヴァネッサ。わざわざお呼びした方々に失礼だぞ。早く神父さまを解放してさしあげろ……聖女さま、妹のご無礼をお許しください。どうにも短気な奴やつでして」

「……ええ、それは昨日から存じております」

　面めん目ぼくなげに頭を下げたヴァージルに少女は皮肉たっぷりの調子で答えた。それでも、ヴァネッサの手がアベルの首から離れたのを確かく認にんしたのか、銃じゆう口こうをおろすと、

「まったく、こんなところで何をやってらっしゃるんですか、神父さま……さんざん心配かけて」

「えへ、すいませんね」

　あきれ顔で──しかし、どこか安あん堵どの表情でため息をついたエステルに向けて、アベルは微笑ほほえんでみせた。面目なさげに頭を搔かくと、言い訳にあい努める。

「実は、昨日からとんでもないトラブル続きでしてねえ……詳くわしい話を聞いたら、きっとエステルさんも納なつ得とくしてくださると思いますよ」

「トラブル続きなら、あたしたちもでしたわ……ほんと、肝かん心じんなときに神父さんがいらっしゃられないものですから、あたしも聖下も大変でした」

「聖下も、ですって？」

　尼に僧そうの言葉にアベルは片眉まゆをあげた。戸口の陰かげに身を隠かくしてこちらを窺うかがっている瘦やせっぽっちの影かげを見み出いだし、頭を抱かかえる。

「あちゃあ、聖下まで連れてきちゃったんですか……なんてこったい」

「仕方なかったんです。毒を盛られたり、撃たれたり、溺おぼれかけたり……それは大ピンチで」

「……まあ、詳しいことは落ち着いてお話しいたしましょう」

　ほっとしたように喋しやべり始めたエステルをヴァージルが窘たしなめた。いまだ牙きばを剝むいたままの妹にも顎あごをしゃくって、廊ろう下かの方へ押しやる。

「とりあえずはお互たがいの情報を交こう換かんしましょう。その後は、せっかくですからこの街でもご案内いたしますので……まあ、とにかく私の家までお越こしください」

　マンチェスター伯の言葉は完かん璧ぺきに礼節に則のつとったものであり、また、全員の立場をも救うものだったから、誰だれも反対はしなかった。救われたといわんばかりに、あるいは不承不承、促うながされるままに部屋を出てゆく──

　だから、室内に詰まれた木箱の間から、じっと彼らを見つめる機械の眼めの存在に気づいた者は、誰もいなかった。




　動甲冑スーツ──遺失ロスト技テクノ術ロジーの塊かたまりというべき人型兵器はこの時代、戦場の華はなだ。

　高出力ジェネレーターを利用した火器と、戦せん車しや砲ほうの直ちよく撃げきをも跳はね返す複合装そう甲こうの組み合わせはほとんどの通常兵器を撃げき破はし、動甲冑を装備した装甲歩兵一個小隊は通常歩兵の一個大隊に匹ひつ敵てきすると言われる。

　だが、たいていの兵器がそうであるように、動甲冑にもいくつかの深刻な欠点がある。

　たとえば人造筋肉にエネルギーを供給する擬ぎ似じリンゲル液の劣れつ化かが激しいため、作戦行動はごく短時間に限られるし、また煩はん雑ざつな操作を行う必要上、操縦士には薬物投とう与よが欠かせない。中でも不評なのはその操縦コクピ槽ツトの殺人的なまでの狭せまさだ。

「……むうっ、なんということじゃっ！」

　その狭い操縦槽で、異い端たん審しん問もん官かんブラザー・アンデレはおおいに興奮していた。

　別に薬物の影えい響きようではない。モニターに映し出された映像が、この最年少の異端審問官の信しん仰こう心と正義感を激しく逆なでしていたのだ。

　といって、映像は別に異様なものではなかった。忙いそがしげに働く男たち、料理や洗せん濯たくに勤いそしむ女性、教室で授業を受ける子供ら──空の代わりに薄うす暗ぐらい天てん井じようが延々拡ひろがっていることを除けば、ごく普ふ通つうの下町の情景としか見えなかったかもしれない。だが、アンデレは生まれてこのかた、これほどまでに激げつ昂こうさせられたことはなかった。

「なんて数じゃ……こいつらが全員、吸ヴア血ンパ鬼イアなのか!?」

　そう、この映像はロンディニウム地下に拡がる闇やみの領域、〝隔離地区ゲツトー〟と呼ばれる場所から送られてくるものだった。現在、テムズ川に浮うかぶ中型輸送船の船底に潜せん伏ぷく中のアンデレの乗機〝聖ミカエルの鎧よろい〟には、戦術偵てい察さつ用装備として、〝プローブ〟と呼ばれる自律移動式小型カメラが数台搭とう載さいされている。現在、モニター内のウインドウに展開されている映像は、現在、地下に送り込んだそのプローブがリアルタイムで転送してきているものなのだ。

「アルビオンめ！　これだけの数の怪かい物ぶつを飼っているとはなんと罰ばち当あたりな！」

　百近くあるカメラの映像をウインドウ上で切り替かえてゆきながら、アンデレは歯は軋ぎしりした。

　上司であるシスター・パウラから彼が与あたえられた命令は、アルビオンの背信の動かぬ証しよう拠こ──具体的には〝隔離地区ゲツトー〟と呼ばれる地じ獄ごくが実在する証拠を押さえることであった。これだけの映像が揃そろえば、存在についてはまず問題なく証明できるだろう。だが、ここに映っている連中が吸ヴア血ンパ鬼イアであることを示す映像が欲しい。なにしろ相手は、厚こう顔がん無む恥ちで有名なアルビオン貴族だ。これだけの証拠を突きつけても、しゃあしゃあとしらばっくれる罰当たりどもである。

　アンデレはめまぐるしく映像を切り替えた。これが同じ異端審問官でも、彼に命令をくだしたパウラや、あるいはその懐ふところ刀がたなと噂うわさされるブラザー・マタイなどであれば、顔色も変えず、どぎつい〝証拠画像〟を捏ねつ造ぞうしたろう。しかし、この少年の思考回路は正義と直結しており、そのような派生的発想は出てこない。律りち儀ぎに映像を探してウインドウを切り替える。

「もっとインパクトの強い映像はないか？　血を吸ってるところとか、悪あく魔ま教の儀ぎ式しきとか……くそ、待ってろよ、悪魔ども！　もうすぐ、この僕の正義の拳こぶしをがつんと──ややっ!?」

　ふと、少年の顔が曇くもった。映像にゴミでも発見したかのように目をすがめると、行きすぎてしまった画像を急いで巻き戻もどす。

　それは、どこか薄暗い部屋の映像だった。プローブは通風口からこれを撮とっているのだろう。金かな網あみらしきものが、画面いっぱいにぼんやりソフトフォーカスがかかって拡がっている。しかし、アンデレの目を奪うばったのはそれではない。

　金網の向こうで、数人の男女がなにやら言い争っている。黒ずくめの男女、背の高い銀ぎん髪ぱつの神父はどうでもいい。しかし、その側そばにいるジャンパースカートの少女とスーツの少年は……

「た、大変じゃ……！」

　映像に目を奪われたまま、アンデレは慌あわてて通信機のスイッチをオンにした。







　　　　第三章：薔ば薇らの玉座





──天は我が玉座。地は我が足台。

汝なんじら、我が為ためにいかなる宮を建てん。

（使徒行伝七章四十九節）






　　　　Ⅰ




　王ロンデイ都ニウム随ずい一いちの目め抜ぬき通どおりであるリージェント街を南下し、ピカデリー・サーカスを行き過ぎると、官庁ホワイト街ホールをペル・メル街ストリートという瀟しよう洒しやな名の通りが東西に貫つらぬいているのに行き当たる。

　高級デパートや出版社が軒のきを連ねる町並みはいかにも文ぶん雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、行き交かう人々の身なりも例外なくトラッドなものばかりだ。それもそのはずで、ここペル・メル街はロンディニウムきってのクラブ街として外国にも名を知られている通りなのだ。

　航空産業の振しん興こうを目的とする〝ロイヤル・エアロ〟、文人が集つどう〝アテネウム〟、引退した高級軍人の結社〝ユナイテッド・サービス〟、探検家たちのスポンサーとして名高い〝トラヴェラーズ〟……などなど。ここに本部を置くクラブは有名無名あわせて百を下るまい。

〝ディオ人間ゲネス嫌い・クラブ〟なる一風変わった名前を持つそのクラブも、この通りにその本ほん拠きよを構える数多くの団体の一つだ。

　建物そのものは、こぢんまりとして飾かざり気のないものだ。通りのやや引っ込んだあたりに、老隠いん者じやよろしくひっそりと建っている。規模メンバーも百人を超こえることはけっしてなく、ことに目立った活動をしているという話もない。つまりは歴史と格式こそあれ、ほとんど世に知られていない存在であるということだ──いや、けっして目立たぬよう努めてきたというべきか。

「──ようこそ。ようこそ、当ディオゲネス・クラブにいらっしゃいました、シスター・パウラ。ブラザー・アンデレ」

　その日、夕ゆう餐さんの時間もほど近い頃ころ、本館二階にある談話室に二人の来客が入ってきたとき、円えん卓たくについていた中年の紳しん士しは大げさに両手を拡ひろげて立ち上がった。瘦やせた面おも長ながの顔に、端たん正せいに切り整えられた灰色の髭ひげはアルビオン紳士の見本のようだ。内閣副首相サー・アルバート・ボズウェル──四よ十そ路じに入ったばかりの若さで安全保障全ぜん般ぱんを担当する女王陛へい下かの重臣は、にこやかに微笑ほほえむと、特警将校服の尼に僧そうと少年に対面の席を勧すすめた。

「急にお呼びだてして、申し訳ありませんでした。なにしろ事は緊きん急きゆうを要するゆえ──」

「はっ、それはそうだろうさ！　なにしろ、貴様らが匿かくまっていた化け物どもが、よりによって教皇聖下と〝イシュトヴァーンの聖女〟を攫さらったのじゃからな！」

　かわいらしい小鼻に憎にく々にくしげな皺しわを寄せたのは、勧められるままに着席した小こ柄がらな少年だ。少年──異い端たん審しん問もん官かんブラザー・アンデレは円卓を叩たたくと、それを囲む紳士たちを睨にらみ据すえた。

「覚かく悟ごしておけよ！　この国はもう終わりじゃっ！　代々、吸ヴア血ンパ鬼イアを匿い、人類に対して裏切りを行っていたのが暴ばく露ろされたわけじゃからな……呪のろわれるがいい、瀆とく神しん者しやども！」

「控ひかえなさい、ブラザー・アンデレ。まだ、こちらの方々が人類を裏切っていたと決まったわけではありませんよ」

　興奮する少年を窘たしなめる声は、その隣となりからかかった。出された紅茶に口を付けていた尼僧が、同どう僚りようを穏おだやかに制したのだ。尼僧──シスター・パウラは控えめな沈ちん黙もくを守ったまま、静かに瞳ひとみをあげて列席者の顔を見み渡わたした。その視線の先では、副首相を筆頭に、官かん房ぼう長官、国軍総参さん謀ぼう長、警視総そう監かん、ロンディニウム市長ら、アルビオンの安全保障を司つかさどる者たちが、神しん妙みような表情を並べている。そもそも、このディオゲネス・クラブは表向きこそただの社交クラブだが、その実態は王国の安全保障上のトラブル解決を目指すための秘密機関である。その権限と能力はいかなる公的な機関をも凌しのぎ、これまでも数え切れないほどの外交上、あるいは内政面でのトラブルを処理してきた実績を持つ。

　だが、今回に限っては、さしもの彼らも困じ果てているかに見えた。なにしろ、これまで何百年もの長きにわたって、アルビオン王家が国際社会から隠かくしてきた〝隔離地区ゲツトー〟の存在が暴露されつつあるのだ。しかも、よりによって来訪中の教皇と〝聖女〟がそこの住人たちに誘ゆう拐かいされるという最悪の事態まで起こっている。おまけにそれを最初に発見したのが、隔離地区を監かん視し中だった異端審問官とあれば、もはや言い逃のがれはできない。

「さて……それで聖下奪だつ還かんの準備は調ととのったのでしょうか？」

　全員の顔を確かく認にんし終えて、パウラは円卓の末席で沈黙を守っていた女性士官に視線を転じた。国家の存亡に直結しかねぬ事じ項こうであるはずなのだが、それがまるでささいな事務仕事であるかのように問いかける。

「今回の一件、いろいろと打たねばならぬ手だてはありますが、なにより優先すべきは教皇聖下と〝聖女〟の安全を確保すること──その準備はできているのですか、スペンサー大たい佐さ？」

「八分前、戦略情報局ならびに参謀本部がお二人を救出するための基き礎そプランを策定しました」

　ネイビーブルーの軍服に身を包んだ女性士官は手にしたファイルを開くと、落ち着き払はらった態度で〝死の淑しゆく女じよ〟に差し出した。悪名高い異端審問官の視線を真っ向から受けたその表情には、静かな自信がたゆたっている。

「基本的には、二段階にわけて部隊を投入します。まず、特とく殊しゆ部隊を当とう該がい地区に先行投入。聖下および聖女の身み柄がらの確保とあわせて、地形・設備・状じよう況きようなどの詳くわしい偵てい察さつを行わせます。彼らが救出対象を確保すると同時に、装そう甲こう歩兵と機械化歩兵から構成される後続部隊が出動。お二人の脱だつ出しゆつを支し援えんする一方で、吸血鬼どもを攻こう撃げき──最終的には、Ｂ─Ⅷと呼ばれるエリアの水道を破は壊かいし、地下区画そのものを水すい没ぼつさせて怪かい物ぶつどもの完全排はい除じよを目指します。すでに部隊の配備は完かん了りようしておりますので、いつでも状オペレー況シヨンを開始できます」

「けっこう。素す晴ばらしい手て際ぎわです。大佐の作戦計画を我々も全面的に支持します」

　胸の前で指を組むと、〝死の淑女〟は無表情に頷うなずいた。隣のアンデレがじれったげに口を尖とがらせているのをあえて黙もく殺さつしたうえで、メアリに視線を注ぐ。

「ただし、作戦行動には我々異端審問局も参加させていただきたい。今回の事態については、聖下の護衛にあたっていた我々にも責任の一いつ端たんがあります。奪還に力を尽つくすことで、いささかなりと汚お名めいをそそぎたいのですが──いかが？」

「わかりました。そういうことであれば、第二波に参加していただいて、聖下脱出の支援にあたってもらいましょう」

「……聖下の救出はそれでいいとして、問題はその後の責任追つい及きゆうじゃ！」

　事務的に交かわされていた会話に苛いら立だたしげな声が割り込んだ。憤ふん懣まんやるかたない様子で沈黙を強しいられていたアンデレが、ようやく口を挟はさむきっかけを摑つかんだのだ。マホガニーの円卓を殴なぐりつけると、最年少の異端審問官は座ったばかりの椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「ことが一段落したら、吸ヴア血ンパ鬼イアどもを匿っていた女王の罪を追及せねばならん！　いったい、いつ頃ごろから奴やつらを匿い、どんな密約を交わしていたのか。それに関わった者は誰だれか……事細かに調べ上げ、関係者全員に然しかるべき報むくいを食らわせてやる！　覚悟しておけよ、貴様ら！」

「……お言葉ですが、ブラザー・アンデレ。あなたは何か勘かん違ちがいしておられる」

　獅し子し吼くする少年を窘めたのは、閣かく僚りようや参謀長ら、王国の重臣たちではない。着席したままだったメアリが冷静に反はん駁ばくしたのだ。静かな威い厳げんを漂ただよわせたその態度は、まるできかん気な生徒を相手にした女教師を思わせる。重臣たちが不器用に沈黙しているだけに、彼女の威いはこの場ではなおさら目立った。

「まずはうかがいたい、アンデレ卿きよう。あなたは、さきほどから我らが吸血鬼どもを匿っていたと盛んに主張しておられるが、何の根こん拠きよあってそのような誹ひ謗ぼうをなされるのです？」

「根拠だと？　はっ、今回のことがなによりの証しよう拠こではないか！　首都の地下にあのように大量の怪物どもが匿われていた……これほどの証拠があるか！」

「これはしたり。吸ヴア血ンパ鬼イアが王都の地下にいた──ただ、それだけのことで我らの罪を鳴らされるのですか、異端審問官？　ではお聞きするが、人類社会のあちこちで吸血鬼たちの被ひ害がいが報告されている。あなたは、その被ひ害がい者しやたちが悪いとおっしゃられるのですか？　吸血鬼たちを近づけたことが罪であるとでも？」

　吼ほえ猛たける少年に対し、メアリは眉まゆ一つ動かすことなく反論した。その態度には感情に訴うつたえようとする色は見られない。あくまで理り詰づめでもって、淡たん々たんと相手の主張を崩くずしてゆく。

「吸血鬼どもが王都の地下に棲すみついていたことは、我らの関知せぬところ。奴らが勝手に入り込んでいたのです。むろん、警けい戒かいが甘かったという非難は甘んじて受けましょう。ですが、我らが意図して人類への裏切りを行っていたと糾きゆう弾だんされるのは、いささか不本意かと」

「と、と、とぼけるな！」

　静かに──しかし容よう赦しやなく主張を斥しりぞけられ、少年は声を荒あらげた。だだっ子のように地じ団だん駄だを踏ふみながら、見え透すいた言い訳に真正直に反駁する。

「しらばっくれるんじゃないぞ、この罰ばち当あたり！　あれだけの数の吸血鬼が潜もぐり込んでいたのを知らなかったですませられると思ってるのか……副局長！　副局長もこの無む恥ちな女に何か言ってやってください！」

「……スペンサー大佐のおっしゃることはごもっとも」

「そうっ！　まったくもってごもっとも……はあっ!?」

　大きく頷いたところで、ようやく上司が容易ならぬ──いや、まるで予想だにしなかった発言をしたことに気づいたらしい。アンデレは血相変えて尼に僧そうを振ふり返った。

「な、な、何をおっしゃるのです、シスター・パウラ!?　こいつらは──」

「まずは、皆みなさま。アンデレがご無礼を申しましたことを篤あつくお詫わびいたしますわ」

　静かに立ち上がったシスター・パウラは訴えるようなアンデレの視線を完全に無視していた。いやそれどころか、無情にも少年の主張を否定してのけさえしたではないか。

「吸ヴア血ンパ鬼イアが我らの努力によって社会の表おもて舞ぶ台たいから駆く逐ちくされて数百年──我らが人類社会ではめったに見られなくはなりました。しかし、いまだ辺境や地下に潜ひそんでいる不ふ浄じようの輩やからの存在はたびたび確かく認にんされており、人類はけっしてその脅きよう威いから完全に解放されたわけではありません。確かに、今回のように大規模なコロニーが発見されたのは初めてですが、可能性的にありえない話ではありません。スペンサー大たい佐さの釈しやく明めいは、おおいに頷けるところですわね」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください、副局長！　こんな戯ざれ言ごと、まさか本気にされるおつもりですか!?　冗じよう談だんじゃない！　百匹ぴき以上の吸血鬼ですよ？　そんな数が地下に棲みついているのを気づかなかっただなんて、詭き弁べんも甚はなはだしい！　噓うそっぱちに決まってます！」

「〝誰が己おのれの過あやまちを知り得んや。願わくは、我を隠かくれたる咎とがより放ちたまえ〟──人は誰でも過ちを犯おかすものですよ、ブラザー・アンデレ。ましてや、いまは一いつ致ち団結して事態を解決せねばならぬとき。互たがいの過失を責め合っている場合ではありません」

「い、いや、そうはおっしゃってもですな……あの……その……」

　不気味なほどに寛かん容ような〝死の淑しゆく女じよ〟の言葉に、アンデレは虚むなしく口を開閉させた。

　いったい、副局長はどうなさったのだ──そんな目で上司を見返すが、それすらあっさり無視して、パウラはメアリに向き直った。

「あれだけ大量の怪物たちが、この都にどうして棲せい息そくしていたのか？　その調査は重要ですが、いまはそれ以上に喫きつ緊きんを要することがあります。我らにとって掛かけ替がえのない方々をお救い奉たてまつること──お集まりの皆みなさん、教皇庁と異い端たん審しん問もん局きよくは大佐の作戦を支持します。どうか、聖下と聖女を悪あく霊りようの巣そう窟くつから救い、怪物たちを絶ぜつ滅めつする任を、彼女に委ゆだねていただきたい」

「身に余る光栄です、シスター・パウラ」

〝死の淑女〟の支持に対し、軍ぐん帽ぼうを深くかぶり直した〝ブラッディ・メアリ〟の表情に怖おじる色も気負う気配もない。すでに決定した未来を告げるかのように、淡々と頷いてみせる。

「ご期待には必ず沿います。聖下と聖女はどのようなことがあってもお救いしましょう。我らアルビオンが教会のご期待に背そむくことは過去にも、そして未来にも絶対にありません」

「期待しております」

　手て堅がたいアルビオン軍人としては珍めずらしく芝しば居いがかったメアリの台詞せりふに対し、相変わらず無表情にパウラが頷うなずき返したそのとき。

「──失礼いたします」

　クラブ付のボーイがノックの音とともに現れた。丁てい寧ねいに一礼すると、礼れい儀ぎ正しい口調で新たな訪問者の来着を告げる。

「ただいま、玄げん関かんにブラザー・ペテロさま、ワーズワース神父、ご両名が到とう着ちやくなさいました。ご案内してもよろし──うわあ」

「どけい！　邪じや魔まであるっ！」

　ボーイの台詞は荒あら々あらしい怒ど声せいと勢いよく部屋に入ってきた二つの人ひと影かげによって中断を余よ儀ぎなくされた。人影の一方──悲鳴をあげるボーイを突つき飛ばして入室していた偉い丈じよう夫ふの姿を認めて、それまで途と方ほうにくれたように立ち尽つくしていたアンデレが飛び上がる。

「きょ、局長！　遅おそいですよ！　なにをなさっておいでだったのですか！」

「パウラ、アンデレ、聖下は御無事か!?」

　偉丈夫──ブラザー・ペテロは開口一番、そう言い放った。円えん卓たくにつく高官たちも無視して、二人の部下に歩み寄る。

「すまぬ。少しトラブルがあったので遅おくれた……それで、聖下は御無事なのであろうな？」

「──監かん視し班からの連れん絡らくによれば、いまのところはお二人に何の問題も生じておりません」

　身を揉もむような上司の言葉に冷静な答いらえを返したのはパウラだ。まるで来年度の予算案でも読み上げているように淡たん々たんと説明する。

「ただし、いまだ予断を許さない状じよう況きようです。たったいま、スペンサー大佐から、救出作戦案が提出されましたので、それを検討していたところでした」

「ほほう、もう計画ができているのかね？　なかなか素す早ばやいねえ」

　異端審問官たちの会話にキザったらしい声を挟はさんだのは、僧衣カソツクについた赤い染しみをハンカチで拭ぬぐっていた僧衣の紳しん士しだ。面おも長ながの紳士──〝教授〟は汚よごれたハンカチをボーイに手て渡わたすと、期末試験の試験範はん囲いでも告げるかのような口調になった。

「だが、慎しん重ちようなうえにも慎重に対応してくれたまえよ。なにしろ場所が場所だし、相手が相手だ。下手に手を出して、聖下とシスター・エステルに危害を加えられては元も子もない……ああ、そこにいるのはボズウェル君かね？　久しぶりだ。元気だったかい？」

「……ウィリアム？　君か、ＷＷＷ！」

　気さくな声をかけられた副首相が立ち上がった。懐なつかしげに紳士の差し出した手を握にぎる。

「アルビオンに帰ってきていることは知っていたが、まさかここに顔を出す気になるとは思わなかったよ……十七年ぶりか？」

「いや、十八年ぶりだ。そういえば、いまは君がここの幹ロツ事ジマス長ターらしいね。出世したものだ」

「ああ、なにしろどこかの次期幹事長がローマなんぞに出しゆつ奔ぽんしてしまったもので、代わりに僕が大役を押しつけられてしまった……それで、フランセスにあんなことをした奴は見つかったのかね？　婚こん約やく者しやの仇かたきは取ったのか？」

「いや、残念ながらそれはまだだ」

　旧友の言葉に、ふと神父の面長の顔に翳かげりが落ちた。だが、彼もアルビオン貴族である。すぐに特有のポーカーフェイスを取り戻もどすと、口調をビジネスライクなものに切り替かえる。

「まあ、僕のことはどうでもいい。それより、問題は隔離地区ゲツトーへの対応だ……なにしろ、かかっているのは教皇聖下と王女殿でん下かの命だからね。お二人の身に何かあったら、アルビオンとローマの関係は完全に終わりだと思って間ま違ちがいない。ボズウェル、慎重に動いた方がいい」

「王女殿下だって？」

　旧友の発言に副首相は訝いぶかしげな顔になった。いや、彼ばかりではない。メアリやパウラといった円卓の面々がパイプを捻ひねっている紳士を不ふ審しんげに見返す。当然だろう。女王こそまだ存命だったが、王女はこの国にはいない。いったい誰だれのことを彼は話しているのだ？

「おいおい、ウィリアム、なにか勘かん違ちがいでもしてるんじゃないのか？　君らしくもない……我が国には王女なんていない。そのことは君も知っているだろう」

「いや、それがいたんだよ。もっとも、我々もその事実を摑つかんだのはついさきほどだがね」

　そう言って〝教授〟は、古びた書類を円卓に拡ひろげた。どうやら、誰かのカルテらしい。

「これは、十八年前に亡なくなった王太子殿下の未亡人──ヴィクトリア妃ひの出産記録だ。出産に立ち会った医師ドクター・チャールズ・ラングレーが所有していた隠かくし金庫から、半時間前に発見した。残念ながら、ラングレー博士本人はつい半月前にラドゲイト駅で事故死していたんで、発見にちょっと手間取ってしまったがね。これによれば、ヴィクトリア妃は十八年前の十一月二十六日未明に女児を出産したとある。体重は二千八百グラム……まあ、普ふ通つうかな」

「ちょ、ちょっと待ってください、ワーズワース博士。ヴィクトリア妃が出産された王太子の忘れ形見は男児で、しかも死産だったと聞いていますわ。何かの間違いではありませんか？」

「ああ、〝取り換えチエンジっ子リング〟ですよ、大たい佐さ。ヴィクトリア妃は、無事に生まれた自分の娘むすめと、死産した友人の息むす子こを交こう換かんしていたのです。おそらくは、すでに予想されていた暗殺の陰いん謀ぼうから我が子を守るためでしょう。そして、不幸なことに、数日後、その予測はあたってしまった……」

「──君が言っているのは、〝ホワイトの乱〟のことだね、ウィリアム？」

　蕩とう々とうと喋しやべる紳士に対し、念を押すようにボズウェルが口を挟んだ。

「とすれば、エドワード・ホワイトが叛はん意いを抱いだいていることをヴィクトリア妃は知っていたわけだな？　しかし、ならばどうしてホワイトを告発して、暗殺を未然に防ごうとされなかったのだ？　そして、ご息女──王孫女殿下はどこに預けられたんだ？」

「〝ホワイトの乱〟か……ボズウェル、僕たちはそもそもそこから過あやまちを犯おかしていたんだよ。まず、ヴィクトリア妃を殺害した犯人はエドワード・ホワイト卿きようじゃなかったんだ。エドワード・ホワイト卿とその妻は〝死産した王子〟の本物の両親さ。そして、彼が国外に逃とう亡ぼうしたのは、真犯人の手から王孫女殿下を救うためで──」

「──ワーズワース博士！　借りてきましたぜ！」

　紳士の講義を遮さえぎったのは、荒あら々あらしく扉とびらの開け放たれた音だった。そこから駆かけ込んできたのは、どこかリスに似た顔の中年男だ。〝アルビオン紳士の忠実なる友〟ピカデリー・ガゼット社会部記者クレマンは手にしたアタッシュケースをさも重たげに持ち上げると、円えん卓たくの上に置いた。二重に鍵かぎのかかった蓋ふたを慎重な手つきで開けながら、自じ慢まん顔に報告する。

「いやあ、苦労しましたよ。研究所の連中、最初、あたしの話を聞きもしねえで追い払はらおうとしやしてねえ。でも、先生の名前を出したらすぐに貸し出してくれましたよ。あ、くれぐれも先生によろしくと言ってました」

「ああ、ありがとう、クレマン君。ご苦労だったね」

　なおも何か喋ろうとしている記者を丁てい寧ねいに、しかし断固脇わきに押しやると、〝教授〟はケースを覗のぞきこんだ。いくつかの機械部品を慣れた手つきで取り出している紳士に再び副首相が不審げな声をかけた。

「それはなんだ、ウィリアム？」

「ナノパーティクル・プローブ式ＤＮＡ鑑かん定てい装置さ……」

　手早く機械を組み立てながら、〝教授〟は落ち着いた声で答えた。機械が完成すると、ついで懐ふところを探さぐってビニール袋ぶくろを取り出す。そこから取り出したのは、一本の毛もう髪はつだ。

「この世に四台しかないうちの一台さ。ＤＮＡ内のポリメＰラーゼＣ連鎖反応Ｒを利用する従来の鑑定装置は、鑑定結果が出るまで二週間はかかったが、これには遺失ロスト技テクノ術ロジーから発はつ掘くつ復元されたナノパーティクル・プローブ──言ってみれば、特定の塩基とだけ結びつくマジックテープのようなものだよ──が用いられている。三十秒もあれば結果を出せる優すぐれものさ」

「ＤＮＡ鑑定装置？　それで、いったい何を調べるつもりかね？」

「むろん、とある二人の人物が本当に親子関係にあるかどうかの確かく認にんだよ……さて、お集まりの諸兄諸姉、ご注目いただきたい。こちらは十八年前に亡くなったギルバート──王太子の毛髪です」

　学友だった若者を偲しのぶように目を細めると、内ポケットから古いロケットを取り出した。薔ば薇らと一いつ角かく獣じゆうをモチーフとした王家の紋もん章しようが刻まれた蓋を開けると、ガラスに一束の赤毛がおしてある。王太子が逝せい去きよした際、特に親しかった臣下や友人一同に配られたものだ。

「この毛髪を一本、こちらのチップに載のせ、ナノパーティクル・プローブと食塩水の溶よう液えき中に沈しずめます。一方、こちらは別の人物の毛髪です。こちらも溶液に浸ひたして、その塩基スト配列ランドを調べます。二つのＤＮＡに合がつ致ちする塩基配列があれば、電極に電流が伝わって発光し、二つのＤＮＡがどの程度共通の塩基を持つかを判定してくれます──まず、九十九パーセントの確率で親子関係を鑑定できると言われています」

　説明の間にも、魔ま法ほうの杖つえのように動く〝教授〟の指は実験の準備を調ととのえ終えていた。二本の毛髪が二つのケースに収められ、薄うす紫むらさき色をした溶液中に沈められる。同時に、その側そばに置かれた液えき晶しよう画面に光が灯ともり始めた。最初はまばらに、そして次第に濃のう密みつに──瞬またたく間に画面いっぱいに発光体が現れる。

「ＤＮＡチェック終しゆう了りよう──九十九パーセント以上の確率で、この二人が親子関係にあることが確認されました」

「い、いったい、その髪かみの毛は誰だれのものかね、ウィリアム？」

　まるでリトマス試験紙でも観察するような目つきで結果を報告した旧友に、ボズウェルが震ふるえる声をかけた。幽ゆう霊れいでも見たかのように顔を引きつらせて答えを求める。

「いったい誰だ!?　どこから持ってきたのかね、その毛髪は!?」

「……宮きゆう殿でんの客館に落ちていたものを、ここに来る途と中ちゆうで回収してきた」

　一方、集中する視線に対しても、〝教授〟はしごく落ち着いた様子だった。パイプに火を落とすと軽く目を瞑つぶったまま何か考えているようだったが、やがて、紫し煙えんとともに、一国の命運を左右するその言葉を静かに吐はき出す。

「シスター・エステル・ブランシェ──いや、この国の呼び名に従えば、レディ・エスター・ブランシェットか。とにかく、現在、聖下とともに隔離地区ゲツトーに滞たい在ざい中の女性のものだよ」
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「……さて、こちらが薬物製造プラントです」

　六つ目の作業場は白い壁かべに囲まれた病院を思わせる大部屋だった。

　ガラス壁へきの向こうで、試験管や遠心分ぶん離り器を相手に数名の男女が働いている。彼らの動きはベテラン職人のそれだ。音もなく動き回っては複雑な作業工程を消化してゆく姿は、熟練した踊おどり子による群ぐん舞ぶを思わせる。そんな彼らをやや得意げな顔でみやって、四人の見学者の先頭、黒ずくめの三みつ揃ぞろいに山やま高たか帽ぼうという格好の若者は解説を付け足した。

「ここでは、医い療りよう用・工業用を問わず、〝上〟では作れない薬品の製造・開発業務も行います。いまは〝上〟の製薬会社からの依い頼らいで麻ま疹しんに使用されるワクチンを作っているところですね」

「……さっきの自動人形を製造してらした部屋もそうでしたけど、こちらもずいぶんと人が少ないんですのね」

　ヴァージルのレクチャーに、エステルは当たり障さわりのない感想を漏もらした。彼女の背後の二人──銀ぎん髪ぱつの神父は傷がまだ痛むとみえて妙みように口数が少ない。瘦やせぎすの少年にいたっては、さきほどからエステルの袖そでを強く握にぎりしめたまま、一言も喋しやべろうとしない。いきおい、受け答えは彼女一人が担当する形となる。

「一ひの、二ふの、三み……たった四人ですごい機械を操あやつられてますけど、事故とかはだいじょうぶなんですか？　毒性の強い薬やく剤ざいも作られたりするんでしょう？　危なくありません？」

「その点はご心配なく。〝上〟の工場とは違ちがい、ここではほとんどの作業は機械がこなします。極きわめてデリケートな作業を除けば、我々の仕事はその監かん視しや保守が主なんですよ。言ってみれば、機械のお守りですね」

　ガラス壁の向こうでは、こちらに気づいたらしい男女が顔をあげている。作業の手は休めることなく、それでもちょっとはにかむように笑ってみせた彼らに手を振ふりながら、ゲットーの長おさは腰こしの低い口調で問いに応じた。

「それに、我々の人口は極めて少ないのです。現在、この隔離地区ゲツトーには百四名の同どう胞ほうが住んでおりますが、そのうち未覚かく醒せい状態の者が二十七名、覚醒途と中ちゆうの者が三名含ふくまれますので、私のように完全覚醒状態にある者はわずか七十四名を数えるのみです」

「ははあ、百人の長生種メトセラですか……」

　それを多いと見るべきか、少ないと思うべきか──曖あい昧まいな口調でエステルは相あい槌づちを打った。

　居住区画といっても、長い廊ろう下かにところどころ扉とびらがあるだけの粗そ末まつな作りは、ちょっと見には作業区画と区別がつかない。ただ、丁てい寧ねいに掃そう除じのなされた床ゆかに埃ほこりや浸しん水すいは見られず、壁に蛍けい光こう塗と料りようでささやかな装そう飾しよくが描えがかれていたりして、わずかでも居住環かん境きようをよくしようとする住人たちの努力が看みて取れる。床に描かれた絵を踏ふみつけないよう注意して歩を進めながら、エステルは示された数字の意味を考えた。

　通常、一人の長生種メトセラは完全装備の兵士百名に匹ひつ敵てきすると言われる。その公式を単純に適用すれば、小規模な旅団相当の戦力がこの地下に存在している計算になる。むろん、一国の軍隊と比ひ較かくすればささやかな力だが、治安維い持じの観点から見れば十分に脅きよう威いたりえる数字だろう。

　しかし一方、聞いたところでは、ここの長生種はほとんどが科学系の技術者で占しめられ、戦せん闘とう訓練はいっさい受けていないという。確かに長生種一人一人の戦闘力は短生種テランと比べものにならぬほど高いが、集団戦闘の訓練も経験もない以上、やはりまとまった数の軍隊には拮きつ抗こうし得ないはずだ。にも拘かかわらず、歴代のアルビオン女王たちが彼らを生かし続けていたのは、やはり彼らの有する高い技術力に利用価値を見み出いだしてのことに違いない。確かにこれほどまでに確立された生産システムと高度な工業力は、人類社会ではわずかに教皇庁が有するのみである。これまでの数百年、歴代の女王たちが彼らを手放そうとしなかったのはよくわかる。

「──さて、以上で我々の従事しております仕事はだいたいお目にかけました」

　ガラス壁の向こうを熱心に覗のぞきこんでいる三人の客人をどこか満足げに見やって、ヴァージルは手を打った。鎖くさりで吊つった懐かい中ちゆう時計に目を落とすと、格式張った口調で告げる。

「ご満足いただけたなら、そろそろ居住区の方へお戻もどりいただけないでしょうか？　お茶でもご馳ち走そうしましょう。そろそろ陽ひが暮れます。陽が落ちたら、お三方は私が責任持って、地上までお連れしますので」

「お茶ですか？　それは嬉うれしいんですけど……そんなにのんびりしていてもいいのかしら？」

　示された好意に、エステルは小首を傾かしげた。いちおう、自分たちがここにいるということはヴァージルを介かいしてメアリに報告済みだ。あとは彼女が適当に誤ご魔ま化かしてくれているはずだから、宮殿うえの方もそれほど慌あわててはいないはずだが、問題は異い端たん審しん問もん官かんたちの存在だ。彼らに教皇不在がばれないうちに引き上げねば、極めてまずいこととなる。万が一にもこのゲットーの存在が彼らにばれれば、それこそおしまいだ。

「でも、せっかくだから、もっと話も聞きたいし、いま外に出たら例の暗殺者がうろついてるかもしれないし……んー、どっちがいいんだろ？　聖下はいかがです？」

「あ？　は、は、はい！」

　エステルに促うながされ、慌ててアレッサンドロは返事した。もっとも、彼とてエステル以上の判断材料を有しているわけではない。結局、気弱げな顔を上げて、頷うなずいただけだ。

「シ、シ、シスター・エステルがいいって、い、言うんだったら、ぼ、ぼ僕はどっちでもかまいません……お、おまかせします」

「そうですか？　では、せっかくですし、お茶だけいただいて帰ることにしましょうか……あ。ナイトロード神父もそれでよろしいですか？」

「……ええ、私はかまいませんよ」

　相変わらず心ここにあらずといった風情ふぜいで、銀髪の神父は頷いた。作業区から居住区へと続く坂道を昇のぼってゆく一行の最さい後こう尾びを、とぼとぼとついてきながら、陰いん気きな沈ちん黙もくを守っている。

（……変ね？）

　エステルは内心で首を捻ひねった。

　食事──しかもタダ飯となれば、普ふ段だんの彼なら飛び上がって喜ぶはずなのに。いや、食事に限ってのことではない。普段は要いらないことでもぺちゃくちゃと喋る彼が、今日ばかりは何か気がかりでもあるのか、この小一時間の視察中、ほとんど何も喋らなかった。滅めつ多たになかったことだ。

「……ひょっとして傷が痛むんですの、神父さま？」

　空気の対流の関係か、五メートルほどもある高い天てん井じようが延々と続く廊下を、蠟ろう燭そくを掲かかげて先行するヴァージルに遅おくれないように歩みながら、エステルはアベルに囁ささやきかけた。

「無理しない方がいいですよ？　なんだったら、早く地上に帰してもらいましょうか？」

「……いや、あなたも聖下もこんなところまでいらっしゃったんです。もっといろいろなものを見て帰られるべきだと思います」

　声は小さいが、意外にしっかりしていた。それでも口調と表情に射さした陰いん鬱うつな影かげはそのまま、アベルは首を振った。

「あなたはともかく、聖下にはこんな体験をする機会は二度とないでしょう。ですから、もう少しだけ、聖下にはこの街の状じよう況きようを見ていただきましょう」

「でも……」

　エステルは口ごもった。

　自分はともかく、アレッサンドロの方は怯おびえるだけで周囲の状況があまり見えているとは思えない。なにしろ、彼が入り込んでしまったのは〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟の巣そう窟くつであり、信しん仰こう的見地から見れば、地じ獄ごくにも等しい場所なのだ。気の弱い彼がまだ気絶していないのがむしろ奇き跡せきである。それに上に戻ってからも、ここで見たことについてちゃんと口をつぐんでいられるだろうか？　むろん口止めはするつもりだが、たとえばローマに帰ったときなどに、うっかり漏もらしてしまうかもしれない。フランチェスコあたりの耳に入ったらはなはだまずい結果となる。

（……そうなったら、ここの人たちは終わりだわ）

　おそらく、街中の住人メトセラが奇き妙みような客人の滞たい在ざいを知っているのだろう。居住区の窓という窓から、ひそやかな視線と小声で囁きかわす声がこぼれてくる。緊きん張ちように掌てのひらが汗あせばむのを感じながら、エステルは不ふ吉きつな予感を禁じえなかった。

（ここの人たちも怯えてるんだわ……）

　ブリジット二世という、したたかなまでに賢けん明めいな女王だからこそ、この隔離地区ゲツトーを護まもることができたのだ。彼女はおよそ他人に同情する為ひとと人なりではなかったそうだから、ここを保護していたのはあくまで実利のためだろう。しかしそれでも、彼女の力が長生種メトセラたちを庇ひ護ごしていたのは事実だ。至近の未来に迫せまった女王の死後、その後こう継けい者しやはここを護り通せるだろうか？　いやそもそも、護るべき価値を認めるだろうか？

（……どうしたらいいのかしら？）

　怯えたような視線を感じながら、エステルは途と方ほうにくれた。ヴァージルに頼たのまれるまでもなく、彼らをなんとかしてやりたいという意志はある。しかし、いったいどうすれば彼らを救えるものかとなると、まるで見当がつかない。

『あなたは聖女になる』

　あの冬の街で逝いった友は、最さい期ごにそう予言した。だが、現実の自分は無力な小こ娘むすめのままだ。ただの広こう告こく塔とう以上の力はない。もしローマがこの街の存在を知った暁あかつきには、住民の一人すら、助けることはできないだろう。

「はて、どうかされましたか、シスター・エステル？　お顔の色がずいぶんと悪いですぞ」

「あ!?　い、いえ、なんでもありません！」

　まるで胸中を読みとられたようなタイミングで質問を受けて、エステルはやや狼ろう狽ばいした。もっとも質問したヴァージルにはそれほど深い意図はなかったらしい。ほとんど怒ど鳴なり返すように返答した〝聖女〟の顔を目を丸くして見つめている。エステルはうろたえ気味に咳せき払ばらいすると、はぐらかすように別の質問をぶつけた。

「そ、そうだ……あの、あなたたちの〝渇かわき〟──貧血についてはどう処理してらっしゃいますの？　血液はどこから手に入れてらっしゃるのかしら？」

「ほほう、よく我らの生理をご存じですね」

　なぜ、この少女はそんなことを知っているのだ──ヴァージルはそんな目になった。当然だろう。長生種メトセラを悪あく魔まと見なす教皇庁の人間の持っている知識ではない。疑うような視線に、慌あわててエステルは弁解した。

「え、えっと、以前、何かの本で読んだことがありまして……ちょっと面おも白しろい記述だったんで覚えてたんです」

「なるほど、そうですか……ああ、我らの〝渇き〟についてご質問でしたな？　それにつきましては、〝上〟の一部の人間──イーストエンドの低所得層の方々から定期的に売血を受けて、問題を処理しております」

　そう言って、ヴァージルは懐かい中ちゆう時計の蓋ふたの裏板をスライドさせた。そこには、赤いセロファンのようなものが、ビニールに包まれて収められている。おそらく〝帝てい国こく〟で使用されている血液製せい剤ざいと同じものだろう。それを摘つまみ上げ、光に透すかしてみせる。

「もちろん、医い療りよう用という名目で買いあげていますので、秘密は保たれています。実は、二百年ほど前に人造血液の開発を試みたこともあったんですが、設備上の問題と開発費が捻ねん出しゆつできず、結局断念されました。実際、〝帝国〟のように何万人という長生種を抱かかえているならばともかく、ここの人口程度で人造血液を製造するのはコスト的にとても引き合いませんからね。それに、ふだんから〝上〟に対して経済的な援えん助じよを与あたえておけば、いざというときの協力も期待できるかもしれませんし……」

「いざというとき？」

「ああ、再び、ここを脱だつ出しゆつせねばならない状況に置かれたときですよ──つまり、教会に我らの存在が暴ばく露ろされ、アルビオン当局が我らを攻せめ潰つぶそうと決意したときです」

　懐中時計をしまうと、ヴァージルは顔を伏ふせた。やや寂さびしげに視線を彷徨さまよわせながら、慎しん重ちように言葉を選んで続ける。

「そうなったら、それこそ〝帝国〟にでも逃にげるしかありませんでしょうな。しかし〝帝国〟は遠い。いったい我らの何人が生きて辿たどり着けることやら……一人か二人、逃げ延のびられれば幸運でしょう」

「ええ、そうでしょうね……」

　かつて訪おとずれた地に至る遥はるかな道のりに思いを馳はせ、エステルは長生種メトセラたちに同情した。

　教皇庁の権けん威いをもって人類圏けんを通ることのできた自分たちでさえ、帝国との往おう還かんにはあれほど苦労したのだ。一方、かの地からこのアルビオンを目指していたシェラザードは、道半ばにして斃たおれた。海・砂さ漠ばく・日光といった自然環かん境きようだけでなく、人類すべてを敵に回しての旅は、亡命者たちにとっての死の行軍となろう。

「それを考えれば、なんとしてもこの地で生き延びないといけない……大変ですね」

「おやおや、教会の方にこうやって同情していただけるとは思いませんでしたな。でも、おっしゃるとおりですよ。それが定めとあらば仕方ないことです」

　肩かた越ごしに、やや諦あきらめの混じった目で尼に僧そうを見返し、ヴァージルは苦く笑しようした。最前聞いたところでは、彼は百五十年ほど前に北方のオスロという街で生まれたが、その後、故郷を逐おわれ、妹共々この街に逃げ込んできたのだという。その後、三代前の女王の知ち遇ぐうを得て、ロンディニウムの長生種メトセラを統とう括かつする職を拝命したのだそうだ。だが、物もの腰ごしといい、完かん璧ぺきなケンジントン訛なまりといい、どう見てもアルビオン人以上にアルビオン人らしい紳しん士しだ。文字通り、彼はこの地に生きて、この地の土となる覚かく悟ごを決めているらしい。

「ただ、あえて生意気を言わせていただくなら、我らはあなたたちに人として認めて欲しいと申し上げているのではないのですよ、聖女さま。いまさら、教あなた会たちとて我ら長生種を自分たちと同じ人として認めるなど到とう底ていできますまい。まず感情が許さないでしょうし、万が一それが可能だったとしても、そんなことをすれば、自らの存在意義を根こそぎ破は壊かいしてしまうこととなる──それぐらい、我々にだってわかります。だから、そんな不可能な望みは抱いだきません。我らが望むのは、ただ黙もく殺さつしていただくこと──それだけです」

「黙殺？　つまり、無視してくれと？」

「そのとおりです。我らは蔑さげすまれようと、憎にくまれようと、別に気にしません。吸ヴア血ンパ鬼イア、化け物と恐おそれられるのもけっこう。ただ、気づかないふりをして、そっと放っておいてくれさえすれば……それだけで、我らはこの薄うす暗ぐらい地下で細々と暮らしてゆけるのです。これまでどおりね」

　ほの暗い空間──彼らの楽園を見み渡わたし、吸血鬼の長おさはため息をついた。それから視線を移し、エステルと、相変わらずエステルの袖そでを摑つかんだままの少年教皇の顔を一いち瞥べつする。

「我らの望みはたったそれだけなのです。我らの考える〝共存〟とはその程度のものなのです……それとも、いまの状じよう況きようではそんな望みすら、贅ぜい沢たくなのでしょうか？」

「いいえ、あたしはそうは思いませんけど……ああ、でも、妹さんはちょっと違ちがった見解をお持ちのようですね」

　さきほど銃じゆう口こうのあちら側からこちらに向けられた瞳ひとみを思い出しながら、エステルは指し摘てきした。ヴァネッサ──ヴァージルの妹というあの長生種メトセラの目は、煮にえ滾たぎる溶よう岩がんのような憎ぞう悪おを宿していた。思い出すと、冷ひや汗あせが出てくる。

「彼女は、教皇庁やアルビオン王家に激しい敵意をお持ちのようでした。あなたの〝共存〟には不満があるんじゃないかしら？」

「ああ、昨夜の話はうかがいました。妹がとんでもないことをしでかしたようで……監かん督とく不行届で申し訳ありません。あれもけっして悪い娘むすめではないのですが、ただ、もっと完全な形で我らの安全が守られるべきだと考えているようでして……」

　面めん目ぼくなさげにヴァージルは顔を伏せた。妹との意見の相そう違いは、彼にとっても気がかりなのだろう。重いため息をつく。

「女王が危き篤とくとなられてからこちら、〝上〟の態度が微び妙みように変わりました。もともと、女王陛へい下かが我らを保護することを危き惧ぐしていた一部の貴族や軍人がなにやら企たくらんでいるようでしてね。その中心になっているのがスペンブラツサーデイ・大佐メアリです。ヴァネッサは彼女を前から目の仇かたきにしていたんですが、それにしてもまさか、暗殺のような馬ば鹿かなことをしでかすとは思いませんでした。強く叱しかっておきましたので、どうか聖女さまも……おや、どうしたかね、アンゼリカ？」

　ふと歩みを止めたヴァージルが前方の人ひと影かげに不ふ審しんげな声をかけた。

　マンチェスター伯はく爵しやく邸てい──つまりヴァージルの住居は、廊ろう下かに面したややおおぶりなフラットになっている。その扉とびらの前で、人待ち顔に佇たたずんでいた幼い少女が四人を見つけるやちょこちょこと駆かけ寄ってきたのだ。金きん髪ぱつの巻き毛が愛らしい、五つぐらいの娘だが、なにやらバスケットを後生大事に胸の前に抱かかえている。

「どうしたんだい？　いまは食後の読書の時間じゃないかね？」

　アンゼリカと呼ばれた娘はヴァージルの質問にすぐには答えなかった。その代わり、ポケットから小さな帳面を引っ張り出すと素す早ばやく鉛えん筆ぴつでメモを書く。

〈ごめんなさい、伯爵さま。でも、アンゼリカは法王さまにお願いがあってきたの〉

　そう書いたメモを示すと、アンゼリカは賢かしこげだが、ちょっと臆おく病びようそうに瞳を瞬またたいた、ヴァージルの背後の三人を見つめながら、抱えていたバスケットの蓋ふたを慎しん重ちように開く。

〈ペローが病気なの……先生が助からないかもしれないって。だから、アンゼリカ、法王さまに祝福をしてもらいに来たの〉

「ペロー？　ああ、このおちびちゃんのことね……」

　少女の開けたバスケットを覗のぞきこみ、エステルは困った顔になった。バスケットの中で震ふるえていたのは、おそらく、まだ生まれて一週間と経たっていないであろう仔こウサギだ。隣となりで驚おどろいたように目を瞬いているアレッサンドロを素早く盗ぬすみ見て、それから改めて幼女に向き直る。

「ええっと、アンゼリカちゃんだったかしら？　悪いけど、教皇さまはいま、お疲つかれなの。代わりに、あたしが祝福してあげてもいいかしら」

〈お姉ちゃんは？〉

「あたしはシスター・エステル。ああ、こう見えてもお祈いのりはうまいのよ。あたしが祈ったら、ペローはすぐによくなるわ」

〈でも、アンゼリカはやっぱり法王さまにお祈りしてほしいの〉

　エステルの申し出にアンゼリカはきっぱりと首を振ふった。おどおどと、いまにも逃にげ出したそうな顔をしている少年を見上げ、一生懸けん命めいにメモを見せる。

〈法王さまはこの世で一番えらい人だって、先生が言ってたの。神さまと一番近いところに座ってらっしゃるって……だから、神さまも法王さまの言うことなら、聞いてくれるとアンゼリカは思うの〉

「い、い、一番偉えらい？」

　意外げな顔で幼女のメモを読み上げたのは、アレッサンドロ本人だ。我知らず、少女から一歩後ずさって首を振る。

「ち、ち、違ちがう……ぼ、僕は偉くなんてない。ぼ、ぼぼ、僕はただ……」

〈どうしたの、法王さま？〉

　おそらくは幼すぎて、自分が教会から忌いみ嫌きらわれる存在であることも知らないのだろう──アンゼリカは、後ずさる少年教皇に無防備に近づくと、その裾すそを摘つまんだ。バスケットを相手に見えるよう、可能な限り差し上げながら、あどけない顔でメモを書く。

〈アンゼリカも法王さまが一番えらい人だと思うの。だって、法王さまなんだもの……お願い、ペローを助けてあげて〉

「ぼ、僕が一番偉い……こ、この僕が？」

　エステルがこの場をどう収めようかと知ち恵えを絞しぼっている間にも、当のアレッサンドロは何か新発見の事実でも告げられたかのように幼女の言葉を繰くり返していた。どうやら、〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟に触ふれられていることさえ忘れているようだ。呆ぼう然ぜんと繰り返す。

「ぼ、僕が偉い……で、でも、僕はみんなに馬鹿にされてるから……偉くなんて、ない、です」

〈法王さまをいじめる人がいるの？　そういういけない人はめーするの〉

　まるでこの世の真理でも告げるような力強い表情で、幼女は断言した。

〈だって、神さまが、法王さまを法王さまにえらんだの。それなのに法王さまをいじめる人はまちがってるの……アンゼリカがめーしてあげようか？〉

「…………」

　あどけない言葉に最初、アレッサンドロは戸と惑まどっていたようだった、それはそうだろう。幼女の言葉は意味のないたわごとだ。だが、やがてその顔に気の弱げな微び笑しようを浮うかべて、少年教皇はひざまずいた。少女の抱えたバスケットに一方の手をかざし、空いた手で十字を切る。

「か、か、彼に神の祝福のあらんことを──エィメン」

〈ありがとうございます、法王さま！〉

　顔を赤らめている教皇を見上げ、アンゼリカは破顔した。バスケットを抱えたまま、そのままくるりと一回転ステップを踏ふんでみせる。
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〈これでペロー、よくなるね！〉

「──ウサギにはあとで抗こう生せい物質を与あたえておきます」

　少年教皇は、幼女に強要されるようにただ頷うなずくことを繰り返している。そちらを気の毒げに見やっていたエステルに囁ささやいたのはヴァージルだ。実直な長生種メトセラは、申し訳なさそうに眉まゆをひそめていた。

「教皇聖下にはとんだお手間をお掛かけしました。本当に申し訳ないことで──」

「──兄貴！」

　詫わびをいれていたヴァージルを遮さえぎったのは、彼と同じ顔の持ち主だった。中性的な美び貌ぼうの女が、足早に近寄ってきたのだ。ジャンパーに洗いざらしのパンツという出いで立ちのその女──ヴァネッサは、一いつ瞬しゆん、三人の短生種テランに非友好的な眼まな差ざしを向けたが、そちらは結局黙もく殺さつして、兄に薄うすいファイルを差し出した。

「ここにいたのか。さんざん捜さがしたんだぜ……これ、読んでくれよ」

「捜したとはどういうことだ、ヴァネッサ？　この書類は何だ？」

「おいおい、自分で頼たのんだことを忘れたのかよ。例の薬やつ莢きようの分ぶん析せき結果さ……実は面おも白しろいことが二つばかりわかってね。兄貴に教えてやろうと思って捜してた」

「例の薬莢？　ああ、あれか……シスター・エステル、夕方の事件の証しよう拠こですよ」

　妹からファイルを受け取りながら、ヴァージルはエステルに会え釈しやくした。胸ポケットから出した伊だ達て眼鏡めがねを鼻に載のせると、ファイルを拡ひろげる。

「さきほど、あなた方をお救いしたとき、ついでに近くに落ちていた薬莢を二、三拾ってきたんです。あなたたちを狙ねらっている敵の正体を推測する手て掛がかりになればと思ってね……ふむふむ、薬莢は、ラインメタル・ホジーク社製七・三二ｋクルツ。おや、これは確か、ゲルマニクス陸軍で制式採用されている機き関かん銃じゆう弾だんじゃなかったかな？」

「ああ、汎はん用よう機関銃の銃弾だ。特とく殊しゆ部隊でも採用されている」

「ゲルマニクスの軍用機関銃ですって？」

　意外な国名にエステルは耳をそばだてた。なぜ、アルビオン国内のテロにゲルマニクスの軍用機関銃が使われたのだ？

「そ、それってどういうことなんです？」

「……つまり、あんたらを狙ったのが、ゲルマニクスの軍関係者って可能性が出てきたわけさ」

　革かわジャンのポケットに手を突つっ込んだまま、ヴァネッサはそっけなく質問に答えた。ヴァージルの話によれば、彼女は隔離地区ゲツトーの治安や保安を担当しているらしい。そのような仕事柄がらか、いかにも荒あら事ごとに慣れた調子で分析してみせる。

「七・三二ｋは二年前に制式採用されたばかりの機関銃弾だ。使ってる機関銃も最新型さ。拳けん銃じゆうやライフルならともかく、現用制式機関銃なんてそうそう部外者の手に入るもんじゃない。だから、フリーの殺し屋とかマフィアの線は消えたとみて、まず間ま違ちがいねえよ」

「ふむ……確かに面白い結果が出てきたな」

　相変わらずファイルに目を落としたまま、ヴァージルは顎あごを撫なでた。やや深刻な顔になって妹に顎をしゃくる。

「とりあえずはご苦労だった、ヴァネッサ。引き続き、詳くわしい分析を頼む……ああ、もう一つわかったことがあると言ったな。なんだ？」

「そいつは、あとで説明しよう」

　フラットの電でん子し錠じようを開錠しながら、ヴァネッサはウインクしてみせた。ちなみにヴァージルとヴァネッサは兄妹で同居しているため、このフラットはヴァネッサの家でもある。

「これから、お客と一いつ緒しよにお茶だろ？　俺も付き合っていいか？」

「ああ、それはかまわんが……しかし、いいのか？　仕事が残ってるんじゃなかったのか？」

「ふふん、せっかくの客人だ。俺もいろいろ話を聞きたいのさ……おう、アンゼリカ。お前はおうちに帰んな」

　一行の先頭に立ってフラットに入りかけ、ヴァネッサは後についてきていた幼女を見とがめた。餌えさをやったらついてきた野の良ら猫ねこでも追い払はらうように、邪じや険けんに手を振ふる。

「俺たちはこれから大事な話があるんだ。子供はお断りだ」

〈えー！　どーしてー？〉

　幼女は無言で抗こう議ぎの声をあげた。バスケットをしっかりと抱だきかかえたまま、メモ用紙に抗議の言葉を書き殴なぐる。

〈アンゼリカ、法王さまと一緒にいるの〉

「駄だ目めだ。お前にうろちょろされていると、落ち着いて話ができねえからな。とっとと帰んな」

〈でも──〉

「うるせえ！　駄目だっつたら駄目なんだ！　早く帰れ！」

　腕うでに巻いた時計に目を落としながら、ヴァネッサはいらいらと幼女を叱しかりつけた。エントランスホール中に響ひびき渡わたるような声で怒ど鳴なる。

「それにガキは目め障ざわりなんだよ……とっとと帰って、クソして寝ねちまえ！」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください」

　くしゃっと顔をしかめていまにも泣き出しそうな幼女を庇かばうような声がかかった──さかんに顔の冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、それでも言葉を差し挟はさんだのは、それまでエステルの陰かげに隠かくれていた少年だ。アレッサンドロはまるで自分が保護者であるかのようにアンゼリカとヴァネッサの間に割ってはいると、聞きづらい吃きつ音おんを絞しぼり出した。

「ぼ、ぼ、僕もこの子の話をまだ聞きたい……よ、よ、よかったら、お茶の間だけでもここで話をさせてもらえませんか？」

「……まあ、いいじゃないか、ヴァネッサ」

　つっかえつっかえ幼女を弁護する短生種テランにたいし、長生種メトセラの女はなにか鋭するどい言葉をぶつけようとした。それを見て取ったのか、素す早ばやくヴァージルが割って入った。マンチェスター伯はくは鼻眼鏡をはずすと、二人をとりなすように妹を宥なだめた。

「どうせ、アンゼリカには難しい話はまだわからんさ。それより、せっかく聖下がお望みなんだから、彼女もお茶に付き合ってもらおうじゃないか。別にかまわんだろう？」

「……いや、かまうよ、兄貴」

　腕うで時計に目を落としたまま、ヴァネッサはヴァージルの言葉に首を振った。滑なめらかにあげた手で兄の手首を握にぎりながら、どこか不本意げな口調で呟つぶやく。

「俺としては、できれば子供は巻き込みたくなかったんだ……だが、もう時間だ。仕方がねえ」

「時間？　時間とは何の──」

　ヴァージルの声が、スイッチでも切られたように途と絶だえたのはそのときだった。無敵を誇ほこるはずの長生種メトセラの長身がぐらりとのけぞったのを見たとき、エステルはヴァネッサがさかんにいじくっていた腕時計から伸のびた何かが、ヴァージルの手首に突き刺ささっているのを目もく撃げきした──極きわめて長い針だ。しかも、それがよろめく長生種の手首から引き抜ぬかれたとき、その先せん端たんからは、銀色に輝かがやく液体が玉となってしたたり落ちている。

「ああ、ただの硝しよう酸さん銀ぎんとモルヒネさ。三、四時間は起きあがれんかもしれんが、命がどうこうなるもんじゃねえ。安心してくれ、兄貴」

「ヴァ、ヴァネッサ……なぜ……!?」

　そう言葉を絞り出したとき、ヴァージルの足下はすでに泥でい酔すいしたようにふらついている。おそらく、大量注射されたモルヒネが思考能力を奪うばっているのだろう。しかしそれでも、客人たちを庇うように両腕を拡ひろげながら、自分に薬物を打ち込んだ妹を糾きゆう弾だんする。

「な、なぜだ、ヴァネッサ……なぜ、こんなことを……」

「あんたの手ぬるいやり方に、いい加減愛あい想そが尽つきたのさ、兄貴」

　咄とつ嗟さのことに三人の短生種テランは声もない──そちらに冷たい視線を向けたまま、ヴァネッサは固い答えを返した。その長い指の間には、袖そで口ぐちから引き出した投げ矢ダーツが鋭い光を放っている。

「教皇と聖女……こんな美お味いしい獲え物ものが向こうから飛び込んできやがったんだ。黙だまって〝上〟に帰す馬ば鹿かがどこにいるよ。こいつらを利用して時間を稼かせいでやるのさ」

「じ、時間？　時間とはなんのこと……だ……？」

「ヴァネッサさん、あなたまさか、あそこに行くつもりじゃないんでしょうね!?」

　苦しげに声を絞り出すヴァージルを抑おさえて口を挟んだのは、ヴァネッサではなかった。それまで相手の隙すきをうかがうように目を光らせていたアベルが、焦あせったように口を開いたのだ。

「馬鹿な真ま似ねはやめてください！　あれは危険だと言ったはずです！」

「やかましい！　誰だれがお前に意見なんか聞いたよ、神父！」

　鋭い眼光をアベルの顔に突つき刺して、ヴァネッサは怒鳴った。手の投げ矢を指の間で回転させながら、ドスを利きかせた声で囁ささやく。

「だいたい、てめえはぶち殺してやってもいいんだ。人ひと質じちは教皇と聖女で十分なんだからな」

「この人を殺したりしたら、あたし、あなたを許さないわよ」

　剣けん吞のんな目つきで凶きよう器きを玩もてあそんでいる長生種メトセラと神父の間に立ち位置をずらしながら、エステルは口早な警告を送った。スカートの下に吊つった散さん弾だん銃じゆうにできるだけ手を近づけながら、視線と声にありったけの険をこめる。

「それに、神父さまの意見は正しいわ。いま、上の人たちは意見に統一がとれてないの。あなたがそんなこと交こう渉しようしたところで、まず、窓口を絞るだけで苦労することになると思うけど……もう少し辛しん抱ぼうして、様子を見たら？　案外、うまいほうに転がるかもしれないわよ？」

「あいにくと、俺たちにはもう時間がないんだよ、聖女さま」

　エステルが散弾銃を所持していることを知らないのか、知っていてなお問題にしていないのか、ヴァネッサの口調は落ち着いたものだ。投げ矢ダーツを指先に回転させながら、尼に僧そうの意見を小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「〝上〟にいる俺の協力者の話だと、〝ブラッディ・メアリ〟──メアリ・スペンサーが異い端たん審しん問もん局きよくと手を結んでこのゲットーを本格的に潰つぶす準備を進めているらしい。あの女はここを潰して、教皇庁の歓かん心しんを買い、それをバックに次期王位継けい承しよう戦に出馬するつもりなのさ」

「次期王位継承？　スペンサー大たい佐さが!?」

　思いも寄らぬ人物の名に、エステルは一いつ瞬しゆん、呆ほうけたように口を開けた。彼女が王位継承戦に出馬するとはどういう意味だ？　思わず、質問を繰くり返す。

「ス、スペンサー大佐が王位とどういう関係があるっていうのよ？」

「おいおい、知らなかったのかよ？　あの女──〝ブラッディ・メアリ〟はブリジットの孫なのさ。といっても庶しよ子しだけどな」

　聖女の無知を憐あわれむように、ヴァネッサは肩かたをすくめた。優ゆう越えつ感に浸ひたっているのか、それとも、さきほどアンゼリカを巻き込むまいと努力していたことからわかるように根は面めん倒どう見のいい性格なのか、意外なほど丁てい寧ねいに説明を加える。

「メアリ・スペンサーの母親は、十九年前に死んだ王太子の愛人だった。王太子にはすでにヴィクトリアって王おう妃ひがいたから、正式な妻にはなれなかったがね。だから、〝ブラッディ・メアリ〟は庶子ながら、立派な王孫なんだ──庶子の身分さえなんとか誤ご魔ま化かせれば、まず間ま違ちがいなく、ブリジットのくたばったあとの王位を狙ねらえるのさ」

「知らなかった……」

　エステルは自分の鈍にぶさを呪のろうように頭を抱かかえた。

「でも、待って！　スペンサー大佐が庶子ってことと、この街を滅ほろぼすこととどういう関係があるの？　異端審問局がどう絡からんでいるの？」

「決まってるだろう？　貴様ら教会は、アルビオンに傀かい儡らい政権を造るために……おい、貴様、何をしている！」

　ヴァネッサの口調が突とつ如じよ変わった。だが、その目はエステルに向けられてはいない。短気な長生種メトセラが鋭するどい一いつ喝かつを放った相手はエステルの背後、銀ぎん髪ぱつの神父だ。

「武器を捨てろ！　殺すぞ！」

「し、神父さま!?」

　ヴァネッサの狼ろう狽ばいした様子に思わず振ふり返ったとき、エステルはそこに信じがたいものを見た──アベルが愛用の旧式回転拳銃を抜きはなっている。いや、そのこと自体はいい。エステルが目を瞠みはったのは、銃じゆう口こうが向けられた先だ。こともあろうに、旧式回転拳銃の銃口は、やや離はなれたところで身をすくませているアレッサンドロその人を照準に捉とらえているではないか。

「だ、だめ、神父さま！」

　そして、反射的にエステルがその銃をはたき落とそうと手を伸ばしたのと、アベルの指が引き金を絞しぼったのはほぼ同時だった。直後、轟ごう然ぜんと撃ち放たれた銃じゆう弾だんが肉を抉えぐる音と苦鳴が噴ふき上がっている。

「……なっ!?」

　銃弾に貫つらぬかれたアレッサンドロを幻げん視しして、身を強こわ張ばらせたエステルだったが、煙えん幕まくのように一瞬拡ひろがった硝しよう煙えんが薄うすれ去ったとき、別の意味で体を硬こう直ちよくさせた──棒のように身を縮めたアレッサンドロには傷一つついていない。その代わり、彼の背後、銃じゆう痕こんがくっきりと穿うがたれた壁かべ板いたがばりばりとやかましい騒そう音おんをたてたかと思うと、その向こうから人ひと影かげが転がり出てきたではないか。黒い野戦服に短機き関かん銃じゆうを携たずさえた短生種の兵士。やや斜ななめに傾かたむけてかぶられたベレー帽ぼうを飾かざるエンブレムは──

「〝神ヴイのネア鉄ム・槌ドミニ〟──特務カラビ警察ニエリ!?」

「──教皇ヴアチ庁カンだと!?」

　思わぬ珍ちん客きやくにエステルとヴァネッサが驚きよう倒とうの声をあげたときには、薄い壁板は次々と音をあげて破れていた。中から銃火を閃ひらめかせて飛び出してきたのは、床ゆかでのたうっている兵士と同じく、黒い野戦服にベレーをかぶった兵士たちだ。

　兵士たちはほとんど機械めいた精確さとスピードで銃口を掲かかげた。ヴァージルとヴァネッサ、そしてアンゼリカに狙いを定めるや躊ちゆう躇ちよ無く引き金を絞る──だが、銃弾は発射されなかった。直前、長い針のようなものが兵士たちの眼球を貫き、悲鳴をあげさせたからだ。

「目……目があっ！」

　絶ぜつ叫きようする兵士たちの両目に突き立った針──それは、長い毛もう髪はつだった。彼らが射殺しようとしていた吸きゆう血けつ鬼き、〝鬼メデユ女ーサ〟であるヴァネッサの髪かみは頭皮から生はえているときは彼女自身の意志で操作が可能だが、頭皮から抜ぬけた時点で急速に水分を失い硬こう化かする。その硬度は、鉄板程度なら楽に貫くほどだ。床でのたうつ兵士たちのほとんどは、今後の人生を闇やみの中で送ることになろう。

「くそっ！　こいつら、どうやってここに!?　なんでこんなに正確に教皇の居場所がわかった……そうか！」

　長い金きん髪ぱつを一ひと振ふりしたヴァネッサの目が、何かに気づいたように瞠られた。振り返るや、いまだに何が起こったかよく理解していないらしいエステルに血走った目を向ける。

「てめえらの誰だれかが、〝上〟に連れん絡らくをいれてやがったんだな！」

「い、いや、それは誤解ですよ、ヴァネッサさん……」

　糾きゆう弾だんに狼狽したのは、いまだ硝煙をあげる拳銃を握にぎった神父だ。ちぎれんばかりに首を振る。

「誓ちかって、我々は何もしていません！　でも、どうして特務カラビ警察ニエリがこんなところに!?」

「わざとらしい！　俺を騙だまそうたって、そうはいくか！　貴様ら全員、皆みな殺ごろしに……なにっ!?」

　神父を罵ののしろうとしたヴァネッサの声が途と中ちゆうで途と絶だえた──遠くから轟とどろいてきた爆ばく音おんに搔かき消されたのだ。地鳴りのような、不ふ吉きつな響ひびき。と同時に、床が激しく揺ゆれる。

「じ、地じ震しんなの!?」

「い、いや、違う！　これは……」

　とっさにふんばって転てん倒とうを堪こらえたエステルの言葉に、窓に飛びついたヴァネッサが首を振った。遠くの方から聞こえてきた悲鳴を耳にするや、狼狽した表情で傍かたわらの壁かべに手を伸のばす。一いつ瞬しゆんのタイムラグを置いて、壁に仕込まれたいくつものＬＥＤモニターが無数の像を結び始めた。

「な、なに、この軍隊は……!?」

　壁に描えがき出された画像を見たエステルの口を、震ふるえる言葉がついて出た。

　先日、とある戦争の記録映画を見たのだが、モニター群が描き出したのはそれによく似た光景だった。

　洞どう窟くつのような暗い廊ろう下かを行軍する兵士たち。壁に空いた穴から、続々と入り込んでくる機械化歩兵。中には、巨きよ大だいな動甲冑スーツを映したモニターさえある。

「なんてこと……」

　これがどこかなどという愚おろかな問いは、さすがにエステルも発しなかった。聞かずともわかる。これは、ゲットーの各地に仕し掛かけられた監かん視しカメラが送ってくる画像だ。そして、そこに映し出された軍隊は──

「きょ、教会軍の特とく殊しゆ部隊!?」

「いや、それだけじゃないですね。こっちに映っている動甲冑スーツはロールスロイス・マリーン〝バスタード〟ＭｋⅤ……アルビオン軍の最新型です！」

「アルビオン軍だと……くそおっ！　奴やつら、ついに仕掛けてきやがったな！」

　アベルの指し摘てきに、モニターを睨ねめつけていたヴァネッサが怒ど声せいをあげた。血の滲にじむ唇くちびるで吐はき捨てるや、身を翻ひるがえす。

「あ！　ヴァネッサさん、どこに!?」

「もう、ゲットーは……俺たちの街は終わりだ！」

　振ふり返った長生種メトセラの声は意外に静かだった。だが、毛細血管の破は裂れつした目は不吉に輝かがやき、その激情を雄ゆう弁べんに語っている。

「だが、俺たちだけじゃ滅ほろびねえぞ！　あの裏切り者どもに、思い知らせてやる！」

「ま、待ってください、ヴァネッサさん……話を聞いてください！」

　アベルはなおもしつこく訴うつたえようとした。が、そのときには長生種の姿は拭ぬぐったように消失している。と同時に、扉とびらが爆ばく発はつしたように吹ふっ飛ぶと、目に見えない何かが風を巻いて、フラットを飛び出していった。

「まずい……あの人、あれを使うつもりだ！」

　こちらも慌あわてて拳けん銃じゆうを懐ふところに戻もどしながら、アベルが叫さけんだ。風を追いかけるように走り始める。

「あんなもの使ったら、ロンドンが吹っ飛ぶ……止めないと！」

「ちょっと待って、神父さま、あれってなんです!?　彼女、何をやらかすつもりなんです!?」

「エステルさんはここにいてください！」

　エステルが慌てて声をかけたとき、アベルはもう部屋を出て行きかけていた。吹っ飛んだ扉から外にまろび出る間ま際ぎわに振り返ると、早口に告げる。

「あなたは、ここで聖下と負傷者の方々を見ていてください！　私は彼女を止めます──でないと、ロンドンが大変なことになる！」

「待ってください、神父さま！　どこが大変なことになるっておっしゃいました!?」

　咄嗟に腰こしを浮うかせるも、そのときには神父の背中は暗い廊下に走り出ていってしまっている。それを追おうとして、エステルはかろうじて思いとどまった。血と硝しよう煙えんの臭においに満ちた室内を、正確にはその向こうで沈ちん黙もくを守っている少年と、その腕うでの中で震えている少女を振り返る。

　そうだ、自分にはこの少年を護まもる義務がある──エステルは唇を嚙かんだ。神に仕える身として、教皇を護らねばならない。安全な場所に連れて行き、一いつ緒しよに隠かくれていなければならない。そうすることがいまの自分の義務だ。それぐらいはわかる──しかし。

「あ、あの聖下……」

　エステルは佇たたずむ少年に声をかけた。おそらく、相手には拒きよ否ひされるだろう申し出を、恐る恐る切り出す。

「聖下はどこかその辺にお隠れになっていてくださいませんか？　でもって、あたしはよかったら、その……」

「……い、い、行ってください、シスター・エステル」

　返ってきた声は相変わらずたどたどしかったが、エステルが意外に思ったほど落ち着いていた。

　激しく身を震わせる女の子とともに床ゆかで昏こん倒とうしているヴァージルの側そばに跪ひざまずきながら、アレッサンドロは自分と尼に僧そうの双そう方ほうを安心させようとするかのように頷うなずいた。

「ぼ、僕なら、へ、平気です……だから、ナイトロード神父、お、追って」

「え？　よ、よろしいんですの？　お一人で本当に平気ですか？」

「だ、だ、だいじょうぶです……ぼ、ぼ、僕には主がついていらっしゃいます」

　ロザリオをまさぐると、少年は微笑ほほえんでみせた。泣き笑いのような顔で尼僧を促うながす。

「ぼ、僕はこの人たちとここにいます……だから、行って！」

「──すいません、聖下！　すぐに戻りますから！」

　声を震わせつつもしっかりと頷いて見せた少年に頷き返し、エステルは身を翻した。暗い廊下に飛び出すと、最前、アベルが消えた方角に脚あしを向ける。

「……ええっと、確か、こっちの方だったよね？」

　断続的に爆発音の聞こえてくる廊下のいずこにも、神父の姿はもう見あたらなかった。

　さきほど見た侵しん入にゆう者しやたちの映像はどのあたりで撮とられたものだろうか？　地下通路ということもあり、銃じゆう声せいや爆ばく音おんは反はん響きようを繰くり返して、ここからどれほど離はなれたところで発せられているものか見当もつかない。いずれにせよ、兵士にでくわすと面めん倒どうなことになる。エステルは爆発音の聞こえてくる方角とは反対側に脚を向けた──

「──シスター・エステル？」

　どこかで驚おどろいたような声が、尼僧を打った。見れば、ちょうどエステルが曲がろうとしていた角から二つの影かげが飛び出してきたところだ。ネイビーブルーの野戦服と肩かたから提さげた短機サブマ関銃シンガンはこの街の者ではなかったが、特務カラビ警察ニエリではない。瘦やせたのっぽとでっぷり太った小男の二人組は、まぎれもなくアルビオン海兵隊の兵士だ。

「よかった、捜さがしていたんですよ！　ご無事でしたか」

「え、ええ……」

　まずい。

　内心の動どう揺ようを押し隠し、エステルは話しかけてきた兵士に頷き返した。骸がい骨こつのように骨の浮いた襟えり元もとに海兵隊曹そう長ちようの階級章が光っているのを確かく認にんして、愛あい想そ笑いを浮かべる。

「あ、あなたたちは海兵隊の方？　あたしを救助に来てくださったの？」

「そのとおりです。どうぞこちらへ。地上までお送りいたしますから」

「え、ええ、ありがとう……」

　兵士に促されるままに歩き出そうとして──エステルはふと首を捻ひねった。どうして彼らは教皇の安否を尋たずねないのだ？　また、どうして仲間に連れん絡らくを入れない？　そもそも、二人だけで本隊から離れて行動してるというのも変ではないか？

「……あの、教皇聖下は？」

　まるで凶きよう悪あく犯はんを護送する刑けい事じのように両側についた兵士たちに、エステルは尋ねた。スカートの下の散さん弾だん銃じゆうにそっと指を伸のばしながら、いかにも怯おびえ、疲つかれきった表情を作ってみせる。

「聖下とはここに来たときにはぐれてしまいましたの……ご無事ですか」

「ええ、すでに救助に成功したとの報告を受けております」

　小男の兵士はさきほどから深くヘルメットをおろしたまま、一言も発していない。今度も、早口に答えたのは瘦せた方だった。

「いま頃は、きっと地上で聖女さまのお帰りをまだかまだかとお待ちになっていることでしょう。早く参って、安心させてさしあげましょう」

「……動かないで！」

　大げさにのっぽが肩をすくめてみせたのが、エステルの狙ねらっていた隙すきとなった──素す早ばやく伸ばした尼僧の手が、のっぽの短機サブマ関銃シンガンをひったくった。と同時に、引き出した散弾銃を小男の方へ向けて怒ど鳴なる。

「動かないで！　両手をあげなさい、二人とも！」

「せ、聖女さま、これはどういうことですかい!?」

　散弾銃を向けられた小男の兵士が、はじめてうわずった声を放った。聖女の気が触ふれたとしか思えぬ振ふる舞まいに、狼ろう狽ばいしたように首を振る。

「あっしらは、命令を受けてあなたを助けようと……」

「命令を受けてですって？　あなたたち、アルビオンの兵士じゃないのに？」

　散弾銃は小男に向けたまま、奪うばい取った短機関銃の狙いはのっぽに定めながら、エステルは固い声で指し摘てきした。

「馬ば鹿かにしないで……この短機サブマ関銃シンガンはゲルマニクス軍の特とく殊しゆ部隊で使われている装備だわ。なんで、アルビオンの兵士がこんなもの持ってるのかしら？　それに本当に兵士なら、どうして仲間に連絡を入れないの？」

「……おい、ジャック。やっぱ、ダメだったろ？」

　諦あきらめたように肩をすくめたのは小男の方だった。目ま深ぶかにかぶっていたヘルメットを脱ぬぎ捨て、沈ちん黙もくを守る相棒に声をかける。

「言ったじゃねえか。このお嬢じようちゃん、鋭するどいんだ……こんな子供だまし、通用しねえって」

「あ、あなたは……!?」

　淡あわい冷光灯の下に現れた小男の顔に、エステルは声をうわずらせた。にやにやと笑ったその顔は、紛まぎれもない。昼間、エステルを射殺しようとしたあの屋台の親父おやじではないか。

「あなた、あのときの……いったいどういうこと！」

　一いつ瞬しゆん取り落としかけた散弾銃を握にぎり直すと、エステルは声を荒あらげた。改めて狙点を定めながら、ドスを利きかせた声で威い迫はくする。

「説明しなさい！　どうして、あたしを狙うの!?　あなたたちはいったい何者!?」

「何者？　俺たちは死人さ」

　相変わらずとぼけた調子で小男──トッドは笑ってみせた。

「あの世はちょいと寂さびしいんでな……美人のねーちゃんを連れて帰ろうと思って迎むかえに来た」

「!?」

　小男のたるんだ頰ほおが歪ゆがんだ次の瞬間、エステルは焼け付くような痛みに襲おそわれ悲鳴をあげた。突とつ然ぜん、両りよう肩かたを激痛が貫つらぬいたのだ。だが、何が？　思わず両手の銃を取り落として後ずさりながら、尼に僧そうは目を瞠みはった。

「な、なに、この人……」

　骸骨のようなのっぽ──その両手は短機サブマ関銃シンガンを突つきつけられ、頭頂に上がったままだ。だが、その背中から、別に二本、丸太のように太い腕うでが突き出している。そこに握られたナイフが、彼女の肩かたを切りつけたのだと悟さとったときには、素早く床ゆかに転がった小男が、散弾銃と短機関銃を拾い上げていた。

「さあて、これで形勢逆転だな、お嬢ちゃん？」

　無言のまま腕をおろした骸骨男に代わって銃口を掲かかげ、トッドはさも気の毒そうに首を振った。もっとも、たるんだ口元には相変わらず不気味な笑えみが貼はり付いている。

「あんたに恨うらみなんざないんだが、これも浮うき世の義理ってやつでな……あまり苦しまないように殺してやるから、死んでも化けて出てこないでくれよ」

　しおらしい台詞せりふに反して楽しげに笑うと、トッドは散弾銃の引き金に指をかけた。犠ぎ牲せい者しやに最大限の恐きよう怖ふを味わせるつもりか、ことさらゆっくりとそれを絞しぼってみせる──

「──ぶぎゃっ!?」

　だが、銃声が轟とどろいた瞬間、野の豚ぶためいた悲鳴をあげてひっくり返ったのはトッドの方だった。

　その肩はザクロが弾はじけたように肉が割れ、血がほとばしっている。散弾がかすめたのだ。だが、いったい誰だれが、どこから撃うったというのか──銃声は一つしか聞こえなかったというのに。それに、彼の撃った銃じゆう弾だんはどこに行ったのか？

「ん～、いけないなあ、キミタチ。実にいけない。よってたかってレディをいぢめるのは紳しん士しの道に反するんじゃないかね？」

「あ、あなたは!?」

　トッドの手元で硝しよう煙えんをあげる散弾銃──それを眼を見開いて見つめていたエステルの耳に入ってきたのは、どこかのほほんと間延びした男の声だった。弾はじかれたように振り返ったとき、そこには背の高い、白い影かげが佇たたずんでいる。

「あなた……カインさん？　なんで、ここに!?」

「なんでって……君を捜さがしてに決まってるじゃないか、エステル。急にいなくなったから、ぼかぁさんざん捜し回ってたんだよ？　やっと見つけた」

　冗じよう談だんのように大きなサングラスをとると、青年はさも嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。だが、すぐに前方の二人に視線を移し、肩をすくめる。

「ええっと、この人たちはお友達かな？　パーティーにしちゃ、変わった扮ふん装そうだけど……」

「──何者だ、貴様？」

　血まみれの肩を抱かかえてのたうち廻まわっている相棒を無視して誰何すいかしたのは、四本の腕にナイフを握った骸がい骨こつ男だ。四振りの白はく刃じんを体の前で回転させつつ、嗄しわがれた声で問い質ただす。

「いまのは貴様か？　いったい、トッドに何をした？」

「え？　別に何もしてないけど？」

　ポケットの中に手を突っ込んだカインは不思議そうに首を捻ひねった。

「キミも見たでしょう？　何かしたのはキミのお友達……ボクは何もしてないよ？」

「しらばっくれるつもりか……では、貴様を要排はい除じよ因子とみなし、殲せん滅めつする」

　その瞬間、骸骨男の腕が消えた──いや、目にも止まらぬスピードでナイフを振ふりかざし、投じたのだ。ほとんど長生種の〝加速〟にさえ匹ひつ敵てきする速度で投射された四振りの刃やいばは、音速に迫せまるスピードと針をも通すような正確さで青年に迫った。だが──

「!?」

　声にならぬ声とともに、骸骨男が跳とびすさった。その腕の一本──心臓から顔面にかけてを庇かばうように垂直に立てた腕に、深々と突き刺ささっていたのは四本のナイフだ。いずれも無骨な作りのナイフは、半秒前、彼が投じたばかりのものであった。

「馬ば鹿かな……弾き返しただと!?」

　骸骨男の口を驚きよう愕がくの声がこぼれた。目の前の青年は、視し認にんすら不可能な速度で飛来したナイフを四本とも宙で受け止め、投げ返したというのか──もしそうなら、信じがたい反射神経と動体速度だ。それこそ長生種さえ問題とならない。

（……なに、いまのは？）

　だが、骸骨男同様に目を瞠っていたエステルは眼前で起きた事象に不自然なものを感じていた。カインと名乗る青年は、確かに何もしなかったように見えた。あまりに動きが早すぎて見えなかったのか？　いや、そうは思えない。本当に何もしなかったように見えたのだ。しかし、それではあのナイフの説明はつかない。

「……ええっと、気は済んだかな？」

　ぽりぽりと頭を搔かいて、白ずくめの青年は笑った。本当は遊び足りないのだが、門限が迫っていることを気にしている子供のような口調で、二人の暗殺者たちに語りかける。

「気が済んだのなら、もう帰ってくれないかな？　僕ら、いまから行かないといけないところがあるんだ……悪いけど、遊ぶのはまた今度にしようよ」

「……覚えておけよ、若造」

　地鳴りのような声で骸骨男は唸うなった。プライドの高い性格なのか、憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめつつ、小さな円えん盤ばんを野戦服のポケットから取り出す。

「次に会ったときは、必ず殺す──貴様も、貴様の聖女もだ！」

　捨て台詞と共に投じられた円盤が煙けむりと閃せん光こうをあげて炸さく裂れつした。それが薄うすまって視界が回復したときには、二人の男たちの姿も通路から消え去ってしまっている。

「……やっと帰ってくれたか」

　目の前の白はく煙えんを手で扇あおぎながら、カインは煙けむたげな顔でため息をついた。

「でも、エステルって、もてるんだねえ。ボクが見るたびに誰かにおっかけまわされてるよね？」

「す、好きで追い回されてるわけじゃありません！」

　陽気な口調で話しかけてきた青年に、エステルは憮ぶ然ぜんと答えた。肩の痛みをなんとか堪こらえて立ち上がる。

「ああ、いけない。そんな怪け我がをしてるのに無理しちゃ……」

　歯を食いしばる尼に僧そうに心配げな声をかけたのは、カインだ。床ゆかに落ちたままだった散弾銃を拾い上げ、それをエステルに手て渡わたしながら、肩かたを支える。

「どこかで手当てしないといけないな……でも、ずいぶんとうるさいんだね、このあたりは。どうしたのかな？」

「軍隊が攻せめてきてるんです……早くなんとかしないと……」

　痛みで朦もう朧ろうとなる中、尼僧はなんとか意味を為なす声を絞しぼり出した。

「早くナイトロード神父のところに行って……どうにかしないと……」

「ナイトロード神父？　その人のところに行けばいいんだね？」

　苦痛に顔を歪めているエステルの耳元に優やさしい声が囁ささやいた。肩を支えたまま、カインが頼たのもしげに頷うなずいたのだ。

「わかった。それじゃあ、連れて行ってあげるよ、ナイトロード神父のところに……行こう。彼はこっちだ」










　　　　Ⅲ




「こ、こここにいれば、だいじょうぶだ、からね」

　少女の不安げな顔を覗のぞきこんで、神の代理人は努めて平静を装よそおった。

「こ、ここは安全だって、シ、シスター・エステルは言ったから……だ、だか、だから、ここでじっとしていよう」

　フラットの中はしんと静まりかえっていた。奥の部屋に転がっている兵士たちは髪かみ針にやられて気絶していたし、ソファに寝ねかせたマンチェスター伯はくは硝しよう酸さん銀ぎんとモルヒネで人事不省だ。傍かたわら、少年に縋すがり付いた少女は口がきけない。自然、アレッサンドロ以外に喋しやべっている者は室内にはいなかった。

（外はどうなっているのかな……）

　壁へき面めんで輝かがやいているモニターを盗ぬすみ見ながら、アレッサンドロは思った。

　モノクロの画面の中では、依い然ぜん、兵士たちと街の住人たちが慌あわただしげに動き回っていた。おそらく複数の経路から侵しん入にゆうしてきた教皇庁とアルビオン軍──兵士と動甲冑スーツの混成部隊は、暗い通路を奥へ奥へと侵入してきている。一方、街の住人たちには抗こう戦せんする意思はないようだ。できるだけ荷物をまとめて、これまた奥へ奥へと避ひ難なんしている。

　長生種メトセラの戦せん闘とう力は短生種テランの百倍というのが相場だ。今回、侵しん攻こうしてきた敵戦力は約一個大隊──五百人規模の部隊でしかなく、しかも地の利は完全にゲットー側にある以上、抵てい抗こうすればたやすく押し返せるはずなのだが、暴力で暴力に対抗しようという発想そのものがないらしい。長生種たちはとにかく逃にげることだけを考えているようだ。侵攻軍は無人の野を征ゆくが如ごとく歩を進めている。ときおり、壁かべや防ぼう火か壁へきが進行を妨さまたげることはあったが、各ルートで先頭に立つ動甲冑スーツが砲ほう撃げきを加え、瓦が礫れきの山に変えてしまう。モニターの中で砲ほう口こうが火を噴ふくたびに、遠くから地鳴りのような音が響ひびき、不安げにアンゼリカが体を擦こすりつけてくる。

　アレッサンドロにとって、これまで人に縋ることはしょっちゅうだったが、他人に縋りつかれたのは生まれて初めての体験だ──妙みようにくすぐったかった。

（……だいじょうぶだよね）

　モニターの中、次第に近づいてくる侵入者たちを見上げて、アレッサンドロはなんとか自分を安あん堵どさせようと努めた。彼らは教会軍とアルビオン軍──自分の味方だ。いやそれどころか、おそらくは自分のことを救出に来ているのだ。もう少し経たてば、きっとここまで来て自分を見つけてくれるに違ちがいない。そうしたら、きっと地上に連れ帰ってくれるはずだ。だが、それを待たずに、慌てて外に飛び出したりしたらかえって危険だった。流れ弾だまが飛んでくるかもしれないし、最悪、長生種メトセラと間違えられて撃うたれたりするかもしれない。ここなら安全だ。シスター・エステルも言ったではないか。ここでじっとしていればいいのだ。そうすれば、そのうちに誰だれかが助けてくれる……

「──ど、ど、どうしたの、ア、アンゼリカ？　寒いの？」

　ふと傍らの少女が激しく震ふるえていることに気づいて、アレッサンドロは声をかけた。ダンボール箱を抱かかえたアンゼリカもまた、アレッサンドロ同様、食い入るようにモニターを見つめていたがその瞳ひとみに映っているのは不安ではなく、あきらかな恐きよう怖ふと動どう揺ようだ。兵士を怖こわがっているのだろうか。それとも、逃げ惑まどう仲間たちの姿に怯おびえているのか。

「だ、だいじょうぶだよ、アンゼリカ……ぼ、ぼ、僕の近くにいればだいじょうぶ」

　こうして、自分より弱い者を励はげますのも生まれて初めてだった。アレッサンドロは不器用に笑え顔がおを作ると少女の肩を抱だき寄せた。その薄うすさに驚おどろきながら、あらためてモニターに目を戻もどす。

　こうして〝戦争〟を目まの当たりにするのは二度目だった。最初は三年前──ずっと東のブルノという街でのことだ。そういえば、あのときも街の中にいて、その周囲を教会軍が取り囲んでいるのを眺ながめていたのだった。

　ただ、あのときは力強い手に肩を抱かれていたのだが、今度は自分が人の肩を抱いている──それが、ずいぶんと不思議なことのような気がする。

（ヴァーツラフだったら、こんなときどうしただろう？）

　ふと、アレッサンドロは思った。

『神だけは、弱者の最後の味方であるべきではありませんか』

　かつて彼にそう告げて、主の御み許もとに旅立ったあの男なら、こんなときどうしたろう？　あのとき彼は弱き者たちのために命を捨てたが、その彼がいまの自分の立場にあったらどうしたろう？　戦いを止めようと銃じゆう口こうの前に身を曝さらした？　それとも逃げる人々を誘ゆう導どうして、元気づけたろうか？　いずれにせよ、自分にはできないことを、きっとやってのけただろう。なにしろ、彼はヴァーツラフで自分はアレッサンドロ──たぶん、歴史上、もっとも情けなく無力な教皇だ。到底、そんな度胸はない。それになにより、自分が出て行ったところで、何もできないことはわかりきっている。だったら、せめて震えている少女の側そばに座って、肩を抱いてやっていた方がよほどに気が利きいているではないか……

「あ、あそこは……？」

　ふとモニターの一角に動いている人ひと影かげを見つけて、アレッサンドロは視線を移した。

　いままで気づかなかったが、左端の画面に映ったあの清潔そうな部屋は、さきほど見学させてもらった薬の部屋のようだ。そこで、白衣を着た四人の男女が慌ただしげに動き回っている。どうやら、ファイルや実験機材を荷造りしようとしているらしい。きっと貴重な機材やデータなのだろうが、それにしても敵が侵攻してきているときに悠ゆう長ちようなことだ。それとも、あのあたりまではまだ侵攻軍は到とう達たつしていないのだろうか──実験室の壁が紙細工か芝しば居いの書き割りのように吹ふっ飛んだのは、アレッサンドロがちょうどそんな感想を抱いていたときだった。

　突とつ如じよとして崩ほう落らくした壁の向こうから現れたのは、二つの巨きよ大だいな人影だ。モノクロ画面なのでよくわからないが、どうやらアルビオン軍の動甲冑スーツらしい。一体は大きな戦ウオー槌ハンマーを片手に提さげている。きっと壁を吹っ飛ばしたのはあの機体だろう。もう一体、腰よう部ぶの装そう甲こう板に有翼グリフ獅子オンの紋もん章しようを銀で打ち出した方の動甲冑は背中にボンベのようなものを背負い、そこから延びたホースが片かた腕うでに装着されたノズルに繫つながっている。あれは消火器か何かだろうか？

　なお、壁の穴から入ってきたのは動甲冑たちだけではなかった。アルビオンの兵士たちが十名ほど、小銃をかまえて何事か叫さけんでいる。一方、白衣の長生種メトセラたちは突とつ然ぜんの侵入者に驚いたようだったが、すぐに抵抗は無益とあきらめたのか、機材を床ゆかに置くと静かに両手をあげた。たぶん、争う意思のないことを告げようとしたのだろう。代表者らしい女性が、硬い微び笑しようとともに一言二言、口を開閉する──画面が輝いたのはその瞬しゆん間かんだった。

　最初、アレッサンドロには何が起こったかわからなかった。動甲冑スーツがつけた例のノズルから、眩まばゆい光がほとばしったのはわかったが、光の正体が炎ほのおであることは、光に包まれた長生種メトセラたちがすさまじい苦く悶もんの形相でのたうつまではわからなかった。ようやくそれを悟さとったとき、アレッサンドロは反射的に悲鳴をあげていた。

「や、やめて！」

　モニターでは、火か炎えん放射器から放射された炎が四人の男女を消し炭に変えている。アレッサンドロが立ち上がったせいでアンゼリカからその地じ獄ごく絵図が見えなかったことだけが、せめてもの救いだ。

「やめて……やめて……！」

　アレッサンドロはモニターを叩たたいて叫んだ。が、当然、彼の声が向こうに届くことはけっしてない。その間にも画面中ではおぞましい儀ぎ式しきが粛しゆく々しゆくと続けられている。四人の男女が骨から炭に変わり、彼らが運んでいた機材も焼かれる。それが済んだあとは部屋全体に火が放たれた。

　一方、自分たちが放った炎を見守る兵士たちの表情も恐怖と嫌けん悪おに強こわ張ばっていた──彼らも恐おそろしいのだ。自らの行こう為いを恐れているが、それ以上に、目の前の生き物たちが怖いのだ。彼らに死を撒まき散らさせていたのは、皮肉なことに死への恐怖以外の何物でもなかった。

「う……あ……げえっ！」

　アレッサンドロは吐はいた。

　こみあげてくる嘔おう吐と感にたまらず吐いた。今日は朝から何も食べていない。胃液以外に出るものなどなかったのだが、それでも吐く──ついに声帯が異様な音をあげて、アレッサンドロは膝ひざをついた。背中を震ふるわせながら、涎よだれと涙なみだを一いつ緒しよに垂れ流す。苦しかった。

「…………」

　気がついたとき、誰だれかが背中をさすってくれていた。唾だ液えきを拭ぬぐいながら振ふり返ったアレッサンドロは涙に歪ゆがんだ視界にアンゼリカの顔を見つけた。幸いにも、彼女はアレッサンドロが何を見たか悟らなかったのだろう。少女は心配そうな顔で、一心に教皇の背中を撫なでている。

　その真しん剣けんな顔を見つめているうちに、アレッサンドロは恐きよう怖ふが蘇よみがえってくるのを自覚した。自分の身に危険を覚えたのではない。もっと別種の恐怖──他者が危険にさらされることへの恐れに気づいたのだ。

（そうだ、迎むかえが来るということは……）

　教会軍にせよアルビオン軍にせよ、自分を救出するために動いているのだ。なまじ部屋の外に出てふらふらと動き回ったりしない限りは、じきに自分を発見して丁てい重ちように保護してくれるはずである──だが、彼女はどうなる？　まだ覚かく醒せいしていないとはいえ、長生種メトセラである彼女は？

　ようやくそのことに思い至って、アレッサンドロは身み震ぶるいした。

　いま生きながらに焼殺された人たちを見るまでもなく、救出部隊にはここの住人を見つけ次第殲せん滅めつせよとの指示が出ているはずだ。でなくとも、長生種を見つけ出して放っておくはずがない。きっと救出された自分の目の前で、アンゼリカは焼き殺されてしまうだろう。

　それに気づいたとき、アレッサンドロは身を翻ひるがえして戸口に駆かけ寄っていた。いや、正確には駆け寄ろうとして、ふと立ち止まる。

「だ、だけど、ぼ、僕も焼き殺されたら……」

　最前、生きながら炭化していった者たちのすさまじい苦悶の形相を瞼まぶたの裏に描えがき、アレッサンドロは呻うめいた。

　このまま外に出て流れ弾だまにあたったら？　敵と間ま違ちがえられて焼き殺されたら？

　そんなことを考えると、膝が笑って前に進まなくなる。

（や、やっぱり僕は……）

『いまのあなたに、私やここに集つどう者たちをお救いになることはできない』

　あのとき、ハヴェルは自分にそう言った。そして、そのとおりになった。彼は何もできなかったアレッサンドロの目の前で、ほとんど犬死に同様の死を遂とげた。アレッサンドロは一生懸けん命めいに祈いのったが、結局、何もできなかった。そして、いままた──

「…………」

　ふと温かなものが掌てのひらに触ふれたような気がして、アレッサンドロは目を落とした。その視線の先で、少女の顔が柔やわらかな笑えみを浮うかべている。きっとアレッサンドロの様子が尋じん常じようでないことを心配してのことだろう。自分も相当に不安なはずなのに、むりやりに笑って見せている──それを見たとき、史上もっとも無力な教皇の中で何かが弾はじけた。

「……君はここにいるんだ、アンゼリカ」

　少女の手を握にぎり返すと、アレッサンドロはそのまま脱だつ兎とのように戸口に駆け寄った。

「僕は……自分の仕事をしてくるから！」

　そう叫さけんで扉とびらに手をかける。

　そうだ。自分にはやらないといけないことがあるのだ。命がけでもやらないといけないことが。

　あのとき、あの人がそうであったように……

　そう胸の中で叫びながら、大きく扉を開け放った瞬間。

　目の前に、巨きよ大だいな鋼鉄が落ちてきた。

「!?」

　出会い頭の衝しよう撃げきだった。

　アレッサンドロの体はあっけなく床ゆかに転がっていた。そのまま、自分の身に何が生じたかもわからぬままに転がり、壁かべに叩きつけられる。鉄てつ塊かいの正体が、巨大な動甲冑スーツの脚きやく部ぶであることに気づいたのは、声にならない悲鳴をあげて駆け寄ってきたアンゼリカに引っ張り起こされたあとでのことだ。

〈見つけたぞ、吸ヴア血ンパ鬼イア！〉

　アンゼリカとアレッサンドロ──二人を見下ろした単眼が、毒々しい声で吼ほえた。アルビオン軍の動甲冑だろう。ネイビーブルーに塗と装そうされた鋼鉄の巨人が頭上に振り上げているのは、人の体ほどもある戦槌つちだ。せいぜいが五メートル程度しかない天てん井じようの一部が剝はく落らくしてくるのをものともせずに怒ど鳴なる。

〈覚かく悟ごしろ、怪かい物ぶつ！〉

「ち、違ちがう……ち、ちが、違います、僕らは──」

　やはり、慣れないことなどするべきではなかった──しょせん、自分はその器うつわではなかったのだ。絶望的な後こう悔かいの念とともに、それでもせめてアンゼリカを背後に庇かばおうとしたとき。

〈おやめなさい、ハワード大たい尉い！〉

　ハスキー声が横合いからかかった。

　見れば、やはりネイビーブルーの動甲冑スーツが廊ろう下かの向こうに立っている。背中に火か炎えん放射器を背負い、有翼グリフ獅子オンの紋もん章しようを輝かがやかせたその巨人は戦槌の動甲冑が振り返るよりも早く、素す早ばやい足取りで前進してきた。天井ぎりぎりのところにある単眼が機械音をあげて動くと、アレッサンドロの顔にあわせて絞しぼりを絞る。

〈その方はもったいなくも教皇聖下です！　大尉、武器をおろしなさい……ブラザー・ペテロ！　聖下です！　聖下を発見しました！〉

「──おおっ、聖下！」

　拡声器の声に答えたのは、野太い咆ほう哮こうだった。見れば、廊下の向こうからネイビーブルーのアルビオン兵士たちの一団が駆け寄ってくる。その先頭に立つのは白銀の甲冑を纏まとう偉い丈じよう夫ふだ。

「御無事であらせられましたか……よかった！　本当によかった！」

「ブ、ブラザー・ペテロ……」

　猪いのししのような勢いで突とつ進しんしてきた騎き士しに抱だきしめられ、アレッサンドロは一いつ瞬しゆん、息が詰つまった。苦しさに咳せき込みつつ、ようよう声を絞り出す。

「し、し、心配おかけして、す、すみません……ほ、本当にごめんなさい」

「何をおっしゃいますやら！」

〝壊滅騎士〟はまるで御み子この復活を目もく撃げきしたかのように破顔した。グローブのような手で少年教皇の背中を叩たたきつつ、いまにも感かん涙るいにむせび泣きそうな声で怒鳴る。

「聖下が御無事であったことに比べれば我らの苦労なぞ……ああ、いや、こんなところでそのようなことを話しておっても始まりませぬな。とにかくまずは、上までお連れいたします。皆みなに、玉体の御無事を報しらせてやらねば！」

〈では、掃そう討とう任務の方は我らにお任せください、ブラザー・ペテロ〉

　まるで少年教皇を抱きかかえんばかりの〝壊滅騎士〟に、火炎放射器を担かついだ動甲冑が声をかけた。胸のハッチが開くと、そこから白い女の顔が覗のぞく。

「聖下の安全は異い端たん審しん問もん局きよくで確保されるがよろしいでしょう。この地の吸血鬼どもは、我らが一人も余さず討うち滅ほろぼしますので、どうかご安心ください」

「うむ、かたじけない、スペンサー大たい佐さ」

　パイロットスーツも凜り々りしいオレンジ色の髪かみの女性士官を仰あおぎ見て、ペテロは重々しく頷うなずいた。へたりこんでいたアレッサンドロに手を貸して立ち上がらせながら、慇いん懃ぎんに会え釈しやくする。

「卿けいらを残して戦場を離はなれるは心苦しい限りだが、聖下の安全は確保せねばならん──聖下を上に送り届けたら、某それがし、すぐに戻もどってくるゆえ、どうかそれまではよろしく頼たのむ」

〈いやいや、お戻りになられる必要はありませんぞ、ブラザー・ペテロ〉

　騎士の言葉に対し、いかにも頼もしげに請うけあってみせたのはメアリ機の後方にあったもう一機の動甲冑だ。さっきからさかんに単眼を動かしていたその機体は、最前、危あやうくアレッサンドロを血けつ塊かいに変えかけた戦槌を頭上に振ふり上げると、騒そう々ぞうしい笑声を放った。

〈我がアルビオン軍だけでも、ここの化け物どもを殲せん滅めつするには十分です……それ、このように！〉

「…………!?」

　咄とつ嗟さに、アレッサンドロは身をすくませた。瞬間、戦鎚つちが風を巻いて振り下ろされたのだ。むろん、彼に対してではない。鉤かぎ爪づめのように鋭するどく尖とがった槌は、廊下の隅すみにこそこそと隠かくれようとしていた小さな人ひと影かげをかすめ、床に大穴を穿うがった。

「ア、ア、アンゼリカ！」

「やっ！　聖下、危のうございます！　お近づきになられますな！」

　戦鎚に跳はね飛ばされ、床に転がった人影に走り寄ろうとして、アレッサンドロはペテロに抱き留められた。必死にもがくが、丸太のような腕うではびくともしない。それでも死にものぐるいで、教皇は喚わめいた。

「お願い！　その子を殺さないで！」

「……はあっ？　何をおっしゃいます、聖下。その者は吸ヴア血ンパ鬼イアでございますぞ？」

「わかってるけど、駄だ目めだ！　殺しちゃ駄目だ！　お願い！」

〈……ペテロ殿どの、聖下はどうやら錯さく乱らんしておいでのようだ〉

　やや不ふ審しんげにそう指し摘てきしたのは、床ゆかから戦槌を引き抜ぬいたアルビオンの動甲冑スーツだ。赤く輝く単眼で油断なく少女を見下ろしたまま、再び戦鎚を振り上げる。

〈早く、上にお連れして医師に診みせるがいいでしょう。任務は我らが果たしますゆえ、ご安心あれ〉

「……任務？」

　恐きよう慌こう状態にあって、アレッサンドロは自分を捕とらえている騎士を見上げた。不ふ吉きつな託たく宣せんでも耳にしたかのような表情になって尋たずねる。

「ペテロ、任務ってなに？　なにをするの？」

「この忌いまわしき魔ま物ものの巣をば、掃そう滅めついたすのです」

　教皇庁最強の騎士の答えは鋼はがねにも似ていた。

「一通り、怪物どもを倒たおしてから、この近くの水門を開きます──まともにやりあってはこちらも少なからぬ犠ぎ牲せいがでます。そこで水みず攻ぜめによって一挙に奴やつらを葬ほうむる手て筈はずにござる」

「や、やめて！」

『今のあなたに、私やここに集つどう者たちをお救いになることはできない──』

　あの東の辺境で逝いった男の言葉が耳の奥に蘇よみがえった──それに突つき動かされるように、アレッサンドロはほとんど半はん狂きよう乱らんで怒ど鳴なっている。

「そんなことやめて、ペテロ……お願い！」

「いや、お願いと言われましても……これは教皇庁とアルビオン当局で策定した作戦なのです。もはや、某の一存ではなんとも──」

「……ペテロ殿、聖下はお疲つかれのようです」

　狂くるったように暴れる教皇とそれに手を焼く騎士を見かねたのだろう。コクピットハッチを開けたままだった女性士官が会話に割り込んだ。困こん惑わくしている騎士にそつのない助言を与あたえる。

「上にお連れすればきっと落ち着かれるでしょう。さ、ここは我らに任せて、どうかお戻りください。きっと上の者たちもいまごろ心配しておりましょう」

「あいすまぬ、スペンサー大佐。お言葉に甘えさせてもらう……ささ、聖下、こちらへ。詳くわしいお話は、向こうでうかがいますゆえ」

「いやだ！　みんながここから出て行くまで、僕はここを離れない！」

　わずかにペテロの腕が緩ゆるんだ瞬間、アレッサンドロはそのくびきから飛び出していた。いましもアンゼリカを叩き潰つぶそうとしていた動甲冑スーツの前に両りよう腕うでを拡ひろげて立つと、涙なみだながらに訴うつたえる。

「みんな、お願いだから僕の話を聞いて！　ここの人たちは悪い人じゃないんだ！　何も悪いことなんてしていない！　ただ、静かに暮らしたいって……それだけなんだ！」

〈何をつまらぬことを……聖下、どうかいい加減になさってください〉

　神の唯ゆい一いつ絶対の代理人に対する発言としては、いささか敬意に欠けていたかもしれない──戦槌の動甲冑はうんざりとため息をついた。加えて無造作に手を伸のばすと、マニピュレーターの先に仁に王おう立ちになった少年の襟えり首くびを引っかける。

〈どうか聖下、仕事を邪じや魔まするのはやめてください。我々は命令を受けてきているのです。妙みような戯ざれ言ごとにこれ以上付き合っている暇ひまはない〉

「離せ……離せえっ！」

　襟首を摑つかまれ、摘つまみ上げられたアレッサンドロの姿は、これから保健所に送られる子犬を彷ほう彿ふつとさせた。摘み上げられたまま、必死で四し肢しをばたつかせているが、当然ながら、動甲冑スーツはびくともしない。それどころか、左ひだり腕うで一本で抵てい抗こうする少年を保持したまま、空いた右腕は中断された作業──つまり、長生種メトセラの少女を戦鎚で叩たたき潰すという作業に戻っている。

「やめて……やめてえっ！　ぼ、僕、初めてだったんだ！　初めて、人に頼たよられたんだ！」

　目の前で振り上げられた鋼鉄の塊かたまりを、地じ獄ごくを覗のぞき込んだような目で見つめながら、アレッサンドロは喚いた。目から涙、鼻から鼻水を垂らして叫さけぶその姿は、お世辞にも格好のいいものではない。しかし、おそらくはこれまでの人生の中で最大の勇気を振り絞しぼって、振り下ろされた凶きよう器きに向けて少年は絶ぜつ叫きようした。

「だからお願い……その子を殺さないでええええっ！」

「──むんっ！」

　低い気合いが戦槌の巻き起こした風鳴りに重なった──ほとんど失神しかけている少女の頭上で豁かつ然ぜんと火花が散ったときには、折り砕くだかれた槌の先せん端たん部だけが風車のように回転しながら、壁かべに突き刺ささっている。

「……え？」

〈な、なにをなさるのです、ブラザー・ペテロ！〉

　柄つかだけになってしまった戦槌を見上げて目を擦こすったアレッサンドロの耳に、狼ろう狽ばいしたような声が届いた。それは彼を捕らえた動甲冑スーツのものだ。いったい何が起こったのか──まるで銀色の壁のように巨きよ体たいと娘むすめの間に立ちふさがっている異い端たん審しん問もん官かんに向け、ひっくりかえった声で喚わめき散らす。

〈ご乱心めされたか、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟!?〉

「いいや、某それがしはいたって正気だ。乱心などしておらぬ……それより、とっとと聖下を離はなせ、ハワード大たい尉い。不敬であるぞ」

　白銀の騎き士し──ペテロは無表情に言い放った。その手中では、たったいまハワード機の戦槌をへし折った〝叫喚スクリー者マー〟が高周波の吼ほえ声をあげている。大尉とその手に握にぎられた少年教皇が何が起こったかいまだわからぬままに声を詰つまらせている間にも、無骨な相棒を指先に回転させた〝壊滅騎士〟は沈ちん黙もくするメアリに向き直った。彼にしては珍めずらしく静かに口を開く。

「スペンサー大たい佐さ、とりあえず聖下の玉体は奪だつ還かんできたのだ。兵はここで退こう──残る聖女の身は、某が責任もって捜してくるゆえ、貴き殿でんは聖下を上にお連れしてくれぬか」

「……ご自分が何をおっしゃっているのか、わかっておいでなのですか、ブラザー・ペテロ？」

　いささか不器用な口調で発言した異端審問局長とは対照的にメアリの声は明めい晰せきだった。だが、その瞳ひとみは氷にも似た光を点ともしている。

「聖下を保護したら、吸ヴア血ンパ鬼イアを殲せん滅めつするというのが所期の予定でした。それを現場の判断だけで勝手に兵を退くなど、小官は納なつ得とくできかねます……それに、局長殿どの。ローマで報告をお待ちのメディチ枢すう機き卿きように知れたら、あなたもまずいことになるのではないですか？」

「……某は、別に聖務を放ほう棄きするわけではない」

　忠告を装よそおった恫どう喝かつに対し、ペテロは一点の迷いもない口調で答えた。

「この作戦の最優先目標は聖下を保護したてまつることだ。従って、聖下の安全を確保せぬうちは、吸血鬼の殲滅にとりかかるわけにはいかぬ」

「しかし、こうして聖下は保護したてまつっているではありませんか。となれば次は──」

「いや、まだだ。まだ、聖下の安全は確保しておらぬ……見ろ、聖下は重傷を負っておられる」

　頑かたくなに首を振ふった〝壊滅騎士〟は、少年教皇に顎あごをしゃくった。ぽかんと口を開けたままのアレッサンドロの額には、さきほど倒たおれたときにどこかでぶつけたものだろう。小さな痣あざができている。それをいかにも大おお仰ぎように指さし、ペテロは重々しい声で宣言した。

「かような大おお怪け我がをしておられる以上、我々は全力をもって玉体を地上まで護送したてまつるべきだ。それ以外に力を割さく余よ裕ゆうはない──まことに残念だが、吸血鬼どもの殲滅は、またの機会に延べざるを得ん」

〈ちょ、ちょっと待ってください、ペテロ殿！　そんな屁へ理り屈くつが通用するとお思いですか！〉

　ペテロの発言に慌あわてて割って入ったのは、それまで呆ぼう然ぜんと突つっ立っていたハワード大尉である。いまどき、子供でもこんな芸のない言い訳を思いつきはしないだろう。泡あわを食ったようにまくしたてる。

〈そんなわけのわからぬ理由で兵を引いて、弁明できるとお思いか！　いくら異端審問局長といえど、厳げん罰ばつは免まぬかれませんぞ！〉

「……貴殿に言われるまでもない、大尉。某もそれは何度も考えた」

　糾きゆう弾だんの声を受け、〝壊滅騎士〟は目ま深ぶかにかぶった兜かぶとの下で苦く笑しようしたようだった。やはりこちらも呆然と彼を見下ろしていたアレッサンドロを見上げると、なにか重大なことを決意した者独特の、あの澄すんだ笑え顔がおを見せる。

「だが、ここに一人の漢おとこがいる。そして、その漢が、この某を騎士と見込んで懇願おねがいしてくださったのだ。それを拒こばむようなら、もはや某は騎士でも、また神の道を歩む者でもない！　責せめ咎とがは、この某がすべて引き受ける。絶対に、汝なんじらには責めを負わせぬと約束しよう。それゆえ、ここは我わが儘ままを通してくれぃ──頼たのむ」

「ブ、ブラザー・ペテロ……」

　ペテロの表情には優やさしさとか仁じん慈じとか、そういった柔やわらかな感性を感じさせるものは欠片かけらもない。だが、かつてボヘミアで味わって以来の温かな感情が心を浸ひたすのを感じながら、アレッサンドロは声をうわずらせた。

「僕は……僕は……その……」

「──いまは何もおっしゃいますな、聖下」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、教皇ヴアチ庁カン最兇の騎士は首を振った。

「某、聖下の御成長ぶりを拝見して、涙なみだが出るほど嬉うれしゅうござる。聖下のそのお姿を拝見したからには、たとえ火か刑けい台の灰となろうと、もはや、いささかの悔くやむところもござらぬ」

〈馬ば鹿かな、裏切ったか、ブラザー・ペテロ！〉

　無ぶ愛あい想そだが、断固として迷いのない声に、軋きしるような金属音と狼狽の声が重なった──ようやく驚きよう愕がくから立ち直ったハワード機が、ひび割れたスピーカーで抗こう議ぎの声をあげたのだ。柄だけになった戦槌を振りあげると、騎士に向けて突とつ進しんする。

〈異端審問局長の身でありながら、吸ヴア血ンパ鬼イアを庇かばうとは……許せん！〉

「──やめろ、ハワード大尉！」

　後方でメアリの制止の声があがったときにはハワード機はその得物を騎士めがけて振り下ろしていた。いくら先端を失っているとはいえ、人の背せ丈たけほどもある鉄棒だ。まともに食らえば、人間の一人や二人、原形をとどめぬまでに潰つぶす威い力りよくはある──だが、唸うなりをあげて叩たたき込まれた凶きよう器きの前から、すでに騎士の姿は消えていた。

〈ば、馬鹿な、消えただと!?　いったい、奴やつはどこ──〉

「──ここだ、大尉！」

　大音声は機体の真後ろから聞こえた。後方の監かん視しカメラが、なにかの薬のアンプルを投げ捨てる巨きよ漢かんの姿を拾った刹せつ那な、鋭するどい衝しよう撃げきが動甲冑スーツの左ひだり肩かたを襲おそっている。

〈ぐ、がっ──！〉

　高周波の刃ホイールに背中を袈け裟さ懸がけに叩き割られ、鉄の巨きよ人じんは完全に重心を失っている。大きくよろめいたその巨体が、轟ごう音おんをあげて床ゆかに沈しずんだときには、反応促そく進しん剤ざいによる〝加速〟状態を解いたペテロは動甲冑の左ひだり腕うでごと落下してきたアレッサンドロを宙で受け止めていた。

「──御無事で、聖下？」

　傷一つ無い教皇を、床で失神している少女の側そばに立たせながら、教皇庁最強の騎き士しはその安否を気き遣づかった。

「お怪け我がはござらぬか？」

「ペ、ペテロ、あ、あの、僕は……」

　激しく体を震ふるわせながら、かろうじてアレッサンドロはそれだけを口にした。それ以上の言葉は、もつれた舌が意味もない音にしてしまったのだ。だが、そんなみっともない主を〝壊滅騎士〟は別に見下す風もない。黙だまったまま恭うやうやしく一礼すると、残るもう一体の動甲冑とネイビーブルーの兵士たちに向き直る。

「スペンサー大たい佐さ、貴き殿でんの部下には申し訳ないことをした……」

　ハワード機が倒れた直後、操縦コクピ槽ツトのハッチを閉じた動甲冑に対してペテロは慇いん懃ぎんに詫わびた。

「この埋うめ合わせはいずれ必ずしよう。だが、今は某それがしの我が儘を聴きいてはもらえんだろうか……ここはいったん兵を退いてくれ。この区画の処置は協議のうえ、また改めて行おうではないか」

〈我が儘？〉

　拡声器から響ひびいた女の声は、意外と静かだった。目の前で部下を傷つけられ、機体を破は壊かいされたというのに、そこには怒いかりも動どう揺ようもない。むしろ感情の存在が疑わしくなるほどだ。

〈では、ご自分の行動が我が儘だということは、一応、わかってらっしゃるのですね、ブラザー・ペテロ？〉

「うむ、無論だ」

　穏おだやかに返され、かえって気まずいものを感じたように、ペテロは口をへの字に引き結んだ。それでも、メアリ機の抱かかえる火か炎えん放射器とその腰こしに提さげられた軍刀サーベルには油断無い視線を注ぎながら頷うなずく。

「迷めい惑わくをかけて面めん目ぼくないと思っている。だが、某、聖下の御期待を裏切るわけにはいかんのだ……申し訳ないが、ひとつ、理解してくれい」

〈そうですか……それでは仕方ありませんね〉

　大きな金属音が鳴り響いた。

　動甲冑スーツが、その火炎放射器を背負っていたボンベごと床に投げ捨てたのだ。争う意志がないことを示したのだろうか──いや、違ちがう。空になった手が、素早く腰の軍刀に伸のびたではないか。

〈状じよう況きようを理解していてなお作戦を中断するとおっしゃるのであれば、これはもう仕方ありません……ブラザー・ペテロ、あなたを敵前逃とう亡ぼうならびに通敵容疑で拘こう束そくします！〉

「──聖下、お退さがりをっ！」

　巨きよ腕わんでアレッサンドロと彼が抱だきかかえた少女を突つき飛ばすと、ペテロは再び〝叫喚スクリー者マー〟を起動した。甲かん高だかく喚わめく槌つち矛ほこを体前で風車のように回転させ、突き込まれた軍刀を危あやういタイミングで弾はじき返す。

「ほう、なかなかに鋭い太刀筋！　さきほどの未熟者とは一味違うと見た！」

　不敵に笑って論評を加えたときには、いったんは弾かれた軍刀が虚こ空くうでベクトルを変えて、ブーメランのように舞まい戻もどってきている。スピードといい、無む駄だのない軌き道どうといい、ペテロが世の常の強化歩兵であれば甲冑ごと、脳天から斬きり割られていただろう。しかし、彼は〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟──教皇庁最強を謳うたわれる戦士だった。

「だが、まだ甘い……その程度で、この某は倒たおせぬ！」

　咆ほう哮こうした騎士の輪りん郭かくが一いつ瞬しゆんぶれた──そう見えたときには、巨きよ大だいな鋼刃は騎士の残像だけを斬り裂さき、床に激げき突とつして大きな亀き裂れつを生じさせている。

「もらったああああああああああっ！」

　吹ふっ飛んだ瓦が礫れきが散さん弾だんのように飛び散り、耳を聾ろうする轟音が廊ろう下かに反はん響きようした瞬間、ペテロは動甲冑スーツのま後ろをとっていた。

　このまま得物をふるえば、無防備な背中のどこにあてても敵を屠ほふることが可能だったろう。だが仮にも友軍の士官を傷つけるのはまずい。敵機の動きだけを止めるつもりで、ペテロは二本に分割した〝叫喚スクリー者マー〟を動甲冑の脚きやく部ぶ、左右の膝しつ関かん節せつに突き込む──いや、突き込んだつもりだった。

「──な、なんだとっ!?」
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　しかし、あがったのは高周波ホイールが動甲冑スーツの装そう甲こうを斬り裂く響きでもなければ、メアリの悲鳴でもない。およそ手て応ごたえのなさにペテロがくぐもった声をこぼしたときには、彼の眼前からネイビーブルーの巨きよ影えいは消失してしまっている。

「ペ、ペテロ、う、後ろ！　後ろだ！」

「馬ば鹿かな……〝加速〟する動甲冑だと!?」

　アレッサンドロの悲鳴と〝壊滅騎士〟の呻うめき声に、胸の悪くなるような風鳴りが重なった。幻まぼろしのように騎士の背後に現出した巨影がふるった白はく刃じんは正確に敵手の背中を斬り裂き、二メートルを超こえる巨体を壁かべまで吹き飛ばしてしまっている。

「ペ、ペテロ……ペテロ！」

〈──各員、聖下を保護したてまつれ〉

　不気味に輝かがやく単眼で半はん狂きよう乱らんになっている少年を見下ろしながら、ネイビーブルーの巨人は同色の兵士たちに命じた。片手に提げたその軍刀は、柄つかから刃は先さきまで真っ赤に濡ぬれている。その切っ先を床に転がって動かぬ巨体に向けると、メアリは気のない口調で命令を付け足した。

〈それから、ブラザー・ペテロを逮たい捕ほしろ。厳重に拘束してから、いちおう手当してやれ。運がよければ、まだ助かるかもしれん〉

　命令を受領した兵士たちが倒れたまま痙けい攣れんを繰くり返す巨漢に駆かけ寄ってゆく。それを確かく認にんしたうえで、青い動甲冑は正面に向き直った。ぶ厚い地下住宅フラツトの扉を軍刀の一いつ閃せんでやすやすと切断すると、巨体をかがめてそれをくぐる。

〈……こんばんは、マンチェスター伯〉

　動甲冑の単眼モノアイが、室内にあった人影を映して赤く煌きらめいた。モニターが幾いくつもならんだ壁かべ際ぎわ、苦しげな息を吐はきながら立ち上がっていたのは中性的な若者だ。いかにもアルビオン貴族らしくフォーマルなファッションに身を固めた青年を機械の瞳ひとみで見下ろし、メアリは揶や揄ゆするでもなく告げた。

「マンチェスター伯、いや、我が王都に巣くったおぞましき吸ヴア血ンパ鬼イアよ。今宵こよい、我らは女王と神の名において、汝なんじを討うち滅ほろぼしにきた……覚かく悟ごはいいな？」

「なぜ……なぜ、このようなことを……殿下……」

　何か薬でも投与されているのであろうか──朦もう朧ろうと垂れてきた瞼まぶたを必死でこじ開けようとしながら、青年はやや、呂ろ律れつの回っていない言葉を紡つむいだ。モニターを兼かねる壁に背を預けたまま、哀かなしげに動甲冑を見上げる。

「我らは王国と陛下のために今日まで尽くして参りました。数百年の歳月を捧ささげて参りました……それをなぜ？　我らに、何の罪ありてぞ、お討ちあそばす？」

〈この世に生きてあること──それが貴様たちの罪だ〉

　外部マイクから響ひびいた声は、感情を欠落させていた。ただその単眼だけが、罪つみ人びとの咎とがを計る裁きの天使のように赤く輝いて、ヴァージルの絶望に歪ゆがむ顔を映しこんでいる。

〈吸血鬼と我らはけっして相あい容いれぬ存在だ。それはお前にもわかっているはずだぞ、マンチェスター伯……王家としてはせめてもの情けだ。一息に滅ぼしてやるゆえ、おとなしくしているがよい〉

「へ、陛下はこのことを知っておいでなのですか？」

　やはり薬物を投与されて、動くこともままならぬようだ。その場から逃にげ出そうともせず、ヴァージルは振ふり上げられた軍刀を膜まくのかかった瞳で見上げた。この期ごに及およんで相手の翻ほん意いを請こおうというのか、たどたどしく舌を動かす。

「女王陛下があなたのやってらっしゃることを知れば、いかにお孫さまとはいえ、許されませんぞ……」

〈愚おろかなことを。陛下の病状は貴様も知っているはず……待て!?　貴様、何をやっている!?〉

　まるで埒らちもないことを喋しやべっている吸血鬼の背後に回した手が、モニターの一つの上を複雑に動き回っていることにようやくメアリは気づいた。

　いったい、いつから動いていたのだろう？　震ふるえる指が不規則な──しかし、明らかに一定の手順に従って、モニター上を這はい回っているのだ。しかも、地下都市内を映している他ほかのモニターと違ちがい、ひときわ小さなその画面に映っているのは、ＬＥＤで構成された仮想キーボードだ。

〈しまった、時間稼ぎか！〉

　気力の限界が近づきつつあるらしい──前方に倒たおれ込みつつも、必死で入力エンターキーに指を伸のばそうとしている吸血鬼を見下ろし、メアリは舌打ちした。敵の目もく論ろ見みを阻そ止しすべく、その頭上に軍刀を振り降ろそうとする。だが、動甲冑の逞たくましい肩かたが、異音をあげて裂けたのはその瞬間だった。

〈……なにっ!?〉

「た、大佐！」

　メアリ自身の驚きよう声せいと兵士たちの悲鳴に、胸の悪くなるような金属音が重なった。そのときには、砕くだけた肩関節は自身の重みを支えきれず、動甲冑の右腕うでは握にぎった軍刀ごと床ゆかに落下している。

〈しまった……さっきの〝叫喚者〟か！〉

　さきほどの戦せん闘とうで敵に打だ撃げきを与あたえていたのは、独りメアリだけではなかったのだ。いや、ほんの少しタイミングが遅れていれば、敗れていたのは〝壊滅騎士〟ではなく、自分の方だったろう──ようやくそのことに思い至ったメアリの目の前で、細いヴアー人影ジルが動いた。動甲冑の肩から吹き出す循じゆん環かん剤ざいを頭から浴びつつも最後のキーを叩たたくと、それで力尽きたかゆっくりと床に倒れ伏す。その直後、

〈──管理者による非常事態宣言がなされました〉

　中性的な機械音声が室内に響き渡わたった。

〈以後、管理システムは手続手順Ｒ－Ⅱに従い、封ふう鎖さシークエンスの実行に移ります。シェルター内の全オペレーターは十五分以内に第五層以下に避ひ難なんしてください。繰り返します。シェルター内の全オペレーターは十五分以内に第五層以下に避難してください。隔かく壁へき封鎖後は宣言解除まで外部との交通は禁止されます──〉

「……た、大佐、これは？」

　兵士の一人が、不安げにメアリを見上げた。銃じゆう口こうを床で倒れたままのヴァージルに擬ぎしつつ、全員を代表して尋たずねる。

「い、いったい、この吸血鬼は何を？」

〈この隔離地区ゲツトーを完全封鎖するつもりだ──やってくれたな、マンチェスター伯〉

　いまや、廊下を響き渡るサイレンの音は耐たえ難がたい大きさになりつつある。いくつかのモニターに映った廊下で、隔壁が下りつつあるのを霜しもの張ったような瞳で睨にらみ据すえ、メアリは吐き捨てた。

〈これではさすがに作戦の続行は無理か……今回のところは引き上げるしかないな〉

　おそらくは今日のような事態に備え、吸血鬼たちは太古のシェルターシステムの一部を復旧させていたものらしい。隔壁で隔離地区のさらに一部を封鎖して、そこに閉じこもるつもりだ──これでは予定されていた水攻めも無意味だ。いや、それどころか隔壁が閉じる前に脱出せねば、こちらの方が孤立状態で各個撃破される恐れさえある。いまは剣を引くしかなかった。

〈作戦本部に連絡しろ。教皇聖下の救出は成功。しかし、ブラザー・ペテロの通敵行為によって、吸血鬼の殲せん滅めつならびに聖女シスター・エステルの救出は不可能となった。本隊は即そく時じ退たい却きやくするとな……各員、撤てつ収しゆう準備！〉




　そこに黒々と蟠わだかまった闇やみは巨きよ大だいで、そしてあまりに暗かった。まるで生ある者のすべてを拒こばんでいるかのようだ。

　いったいいつの頃ころから存在しているのか──隔離地区ゲツトーでも最下層にあるこのブロックに人が訪おとずれることは滅めつ多たにない。まだ、太古の警備システムが作動しており、長生種メトセラたちにとってすら危険だということもあったが、それ以上に、この最下層部に収められているデータが禁断のテクノロジー──かつて〝大災アルマゲ厄ドン〟をもたらしたおぞましい兵器の一つが封ふう印いんされているという噂うわさがあったからだ。それでも二百年ほど前に一度、四人の長生種が埋まい蔵ぞうされているデータを求めて調査に向かったことがあるが、結局、二度とその姿は見られなかった。以来、このブロックを訪れる者はいない。

「くそっ、狂きよう信しん者しやどもめ！　人殺しのクソ野や郎ろうどもが！」

　その生きる者の姿とてない廊下、突き当たりの扉とびらの前に、何か罵ののしりながら浮うかび上がった影かげがある。

　ヴァネッサ──若い長生種は〝加速〟を解くと、荒あらい息をついた。神経系の異常励れい起きをあまりに長く継けい続ぞくしたために、体中の神経節が悲鳴をあげている。虚きよ血けつ状態に陥おちいった筋肉が、ちぎれそうに痛い。さしも強気な長生種も、小さな呻うめき声をあげて扉によりかかるようにしてへたりこむ。

「くそっ！　野や蛮ばんな短生種テランども……裏切り者の蛆うじ虫むしども！」

　喘ぜん鳴めいは苦痛の呻きではなかった。激しい憎ぞう悪おと怒いかりを瞳ひとみに灯ともして、ヴァネッサはよろよろと立ち上がった。かすかに震ふるえる手を伸のばし、扉の電子キー──複雑な変へん換かん型暗号と遺伝子情報照合システムが併へい用ようされたキーを苦もなく解除する。

　重々しい音をあげて開いた扉に歩み入った足取りに恐おそれはなく、もし誰だれかここにいれば、彼女がこの場所をすでに何度も訪れていることに気づいただろう。暗い室内には明かり一つ無く、ただ押しつぶすような闇だけが拡ひろがっていたのだが、どこになにがあるのかすら知ち悉しつしているらしく、確かな足取りで奥を目指す。

「見てろよ、蛆虫ども！　ぜんぶ、叩たたき潰つぶしてやる！　何もかも全部……自分たちがやったことを思い知れ！」

「〝世界とア・スいうテイ舞台ジ・の上で、ホエア・人は誰しエヴリマもその役ン・マスを演じなト・ブレければイ・アならぬ・パート〟……」

　女の呪じゆ詛そに応こたえたように響いたのは、まろやかな男の声だった。同時に、天てん井じように眩まばゆい明かりが灯る。

「〝そしてアンド我が役・マイどころはン・憂いにア・沈む役サツドなのだ・ワン〟──〝ヴェニスの商人〟一幕一場……こんばんは、ヴァネッサ様」

「──貴様、バトラーか!?」

　落ちてきた白い輝かがやきから目を庇かばいながら、ヴァネッサは思わず不ふ審しんと不信の声で男の名を呼んだ。

　そこは巨大な劇場を思わせるホールだった。広い部屋を囲むように壁かべにキャットウォークが張り巡めぐらされ、いくつもの実験機器が並ぶ部屋の突つき当たり、舞台に相当する場所には電動知性の端たん末まつが一台、ぽつんと据すえられている。

　そしてここはまた、墓ぼ廟びようでもあるらしかった。端末の前に折り重なるようにして、四つの人ひと影かげが倒たおれている。生者ではない。乾かん燥そうしきった皮ひ膚ふが貼はり付いた顔の中、ぽっかりと窪くぼんだ眼がん窩かから虚うつろに生者たちを見つめていたのは、何百年も前のものと思われる四体のミイラだ。

「バトラー、お前、いったいどうやってここまで入ってきた!?」

　四体のミイラの中でも特に大おお柄がらな一体──腕うでにアタッシュケースを握にぎりしめたままの遺体の傍かたわら、静かに細葉巻をくゆらせている人影にヴァネッサは声を荒げた。喪も服ふくのような黒いスーツに腰こしまでもある黒くろ髪かみ。特徴的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げていたのは明らかに彼女の〝協力者〟だ。だが、いったいどうやってここに来たのだ？

　ここの入室システムのハッキングを彼と彼の代表する〝騎士団〟とやらに依い頼らいしたのはヴァネッサだったから、彼があの扉をくぐり抜ぬけたことは不思議ではない。だが、このブロック──〝大災アルマゲ厄ドン〟前の先端技術開発局に至るルートにはゲットーを通り抜けねば到とう達たつできないはずだ。どうやって、長生種メトセラたちの目をくぐり抜けて、ここまで先回りできたのか？　いや、そもそもなぜこの時期に見計らったようにここを訪れていたのか？

「答えろ！　どうして、貴様がここにいる!?」

「どうして？　ああ、それはもちろんあなたをお助けするためですよ」

　故意か偶ぐう然ぜんか、質問の意図を枉まげた答えを男は返した。端末の載のったテーブルに軽くよりかかったまま、手で触ふれられそうなほどに濃こい紫し煙えんを立ち上らせる。

「このあたりもずいぶんと騒さわがしくなって、あなたも人手が欲しくなられたのではないかと思いまして……それで、さしでがましいとは思いましたが、こちらから出向かせていただきました。お気に障さわったのであれば申し訳ございません」

「…………」

　用心深く距きよ離りを保ったまま、ヴァネッサは男を盗ぬすみ見た。

　初めて会った頃から、どうにも得体の知れぬ男だと思っていた。一いつ介かいのテロリスト──しかも短生種テランにしては遺失ロスト技テクノ術ロジーへの造ぞう詣けいはあまりに深く、またこの地下遺い跡せきに関しても知りすぎていた。それでもヴァネッサがこの男の申し出に乗ったのは、彼と彼の組織が、この研究所のガードシステムを解除するために必要だったからだ。なにしろ、自分がここに出入りしていることは兄をはじめとする一族の者たちにも秘密だったし、ここの警備システムはあまりに固くてほとんどお手上げだった。もし、〝騎士団〟とやらの援えん助じよがなくば、四体のミイラの隣となりにもう一体、新しん鮮せんな死体が転がっていたに違ちがいない。その点では確かに彼らには助けられている。

　だが、感謝しているかどうかといえば話は別だ。そもそも、こいつらがなぜ自分を助けるのかがわからなかったし、その知識の深さが怪あやしすぎる。なにより、正体ときたら、皆かい目もく不明だ。

「バトラー、貴様はいったい何者なんだ？」

　いかにもさりげなく髪かみ留めに指を伸ばしながら、ヴァネッサは気のない声で尋たずねた。返答次第では四し肢しをひきちぎってやるつもりで──そこまではせずとも、いつでも拘こう束そくできるよう準備しながら、気け怠だるげに細葉巻を銜くわえている短生種を問い質ただす。

「〝騎士団〟は教皇庁に反発する組織だと前に聞いた……だが、それだけか？　本当にそれだけで、俺を助けたのか？　無む償しようで？」

「いいえ」

　解答は迅じん速そくかつ正確だった。あまりにあっけなく首を振ふられたもので、ヴァネッサが髪を飛ばす機会を逸いつしたほどだ。

「むろん、あなたをお助けした理由は別にあります。ですが、それはあなたとは直接の関係のない、我ら独自の利害に基づくもの……あなたがお気になさる必要はありません」

「いや、気にしたいな」

　髪留めをはずして、ヴァネッサは視線に険しいものを籠こめた。これまではとにかく目の前の障害を取り除くことに懸けん命めいで、怪しげな協力者の意図に注意を払はらう間もなかったが、いまや疑念は夏の雨雲のように警けい戒かい心しんの地平に広がっている。長い髪の先せん端たんを蛇へびの鎌かま首くびのように立てながら、〝鬼メデユ女ーサ〟は男を詰きつ問もんした。

「その、〝独自の利害〟とやらはなんだ？　この研究所と何か関係があるのか？　俺の知らない秘密兵器でも、ここに眠ねむっているのか？」

「兵器？　そんな無ぶ粋すいなものを欲しがるのはあなたぐらいのものですよ。我々が欲しいものは別にあります」

　男は端末に手を伸のばした。光触しよく媒ばいを利用したプラスチックは千年の時を経て、いまだ新品のような輝きを放っている。それをどこか愛いとおしげに撫なで、バトラーは呟つぶやいた。

「我らの欲ほつするものはただ一つ……この奥に眠る、〝神〟の設計図です」

「神、だと？」

　ヴァネッサはぽかんと口を開いた──自分でも、自分が間の抜けた顔になっていることがわかる。それでもなお馬ば鹿かのように口を開いたまま、長生種メトセラはこの場所にはもっともそぐわぬその単語を繰くり返した。

「〝神〟の設計図って……お前、正気か？　夢でも見てるんじゃないのか？」

「ああ、夢ならいつも見ていますよ。バトラー、ケンプファー、カリオストロ、サン・ジェルマン、パラケルスス、シュー・フー……これまで、私はいくつもの名で呼ばれてきましたが、いつも夢を見ていました。もちろん、いまもね」

「……付き合っていられないな」

　こいつは狂きよう人じんだ──力強く断定して、ヴァネッサは質問を打ち切った。どう見ても狂くるっているとしか思えないし、いまはネジのはずれた会話を楽しんでいられる状じよう況きようでもない。それより、目の前の課題を片づけることに集中しよう。

「まあ、お前は勝手に夢を見ているがいい。俺はやることがある……あれを作動させる。〝上〟の街を潰つぶし、裏切者と狂きよう信しん者しやどもをぶっ潰すんだ。お前も手伝え」

「ええ、私としましては、お手伝いしたいのはやまやまなのですが──」

　相変わらず、人を食ったようにゆっくりとしたバトラーの返答だった。細葉巻を指先と唇くちびるに弄いらいつつ、視線だけで、戸口の方を指し示す。

「どうやら、それは難しそうですね……ヴァネッサ様、あなたにお客さんですよ」

「……なにっ!?」

　弾はじかれたように振り返ったヴァネッサはそこに信じられない者を見た──血と擦さつ過か傷しようでぼろぼろにすり切れた僧衣カソツク。王おう冠かんのような輝かがやきを放つ銀ぎん髪ぱつの神父が、開け放たれた扉とびらの向こうに立っていたのだ。

「ナ、ナイトロード!?　貴様、いったいどうやってここまで──」

　長生種メトセラでさえ絶対に侵しん入にゆう不可能なルートを、いかなる手を使って突とつ破ぱしてきたのか──ヴァネッサはうわずった声で問い質そうとしたが、それはできなかった。まろやかな男の声が、彼女の言葉を圧あつ倒とうして響ひびいたからだ。

「ようこそ、アベル様──」

　バトラーの表情は恭うやうやしかった。

　最前までのヴァネッサとの会話にあった慇いん懃ぎん無礼さは欠片かけらもない。あたかも神に接する信者のように、深々と一礼する。

「お久しぶりですね。私のことは覚えておいででしょうか？」

「ケンプファー……」

　軋きしるような声が、神父の口をこぼれた。と同時に、ざわざわと音をあげて神父の銀髪が鎌首をもたげ始める。

「イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー……薔薇ローゼン十字・クロイ騎士ツ・オル団デン!!」

　怒ど声せいが炸さく裂れつするや、冬の湖を思わせる碧へき眼がんが、血の赤に染まった。
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［ナノマシン〝クルースニク02〟四十パーセント限定起動──承認！］




　不ふ吉きつな声の轟とどろきとともに神父の腕うでが割れた。とろりと黒い輝きがかいま見えた次の瞬しゆん間かん、長大な大鎌がその手には握にぎられている。

「あ、危ない、バトラー！」

　死そのもの以上に死を思わせる漆しつ黒こくの輝きが黒衣の男に迫せまったとき、ヴァネッサは思わず声をあげてしまっていた。相手への疑念も一時的に忘ぼう却きやくし、救いの手を伸ばす──塔の中ラプンの姫ツエルのように長い髪かみを僧衣の怪かい物ぶつめがけて飛ばしたのだ。自じ慢まんの金きん髪ぱつは生ある者の如ごとくうねりながら直進し、危あやうくバトラーの首を斬きりとばすところだった大鎌を搦からめ捕った。

「安心しろ、バトラー！　こいつは俺が押さえる！」

　爛らんと輝く赤せき瞳とうは、煉れん獄ごくの炎ほのおを思わせる──牙きばを剝むいて金髪をふりほどこうとする僧衣の怪物の姿に内心、怖おじるものを感じながらも、ヴァネッサは動かぬ男を怒ど鳴なり飛ばした。

「お前は、あれを持ってここを脱だつ出しゆつしろ！　教会軍に見つかるな！　〝上〟で落ち合おう！」

「おどきなさい、ヴァネッサさん……」

　金属質の響きは、歯は軋ぎしりの音だったろうか──四し肢しを絡からめ取った髪をひきちぎろうと力を籠こめながら、さきほどまで〝アベル・ナイトロード〟と名乗っていた怪物が呻うめいた。

「その男はこの世のあらゆる命の敵です──何をあなたに吹ふき込んだのか知らないが、行かせてはいけない！」

「──黙だまれ、化け物！」

　怪物が言葉を発するごとに吹き付けてくる瘴しよう気きに吐はき気を覚えながら、ヴァネッサは怒鳴り返した。

　何者か知らないが、四肢を切断してしまえばさすがに動くこともできまい。怪物の手足に巻きついた髪鎖くさりに力を籠めつつ、背後で動かぬ男に命じる。

「早く行け、バトラー！　こいつは俺──がっ！」

　いましもアベルの四肢をひきちぎろうとしていたヴァネッサは大きくのけぞった。鋭するどい何かが、脇わき腹ばらに突つき刺ささったのだ。痛みに悲鳴をあげようとした次の瞬間、燃えるような熱が〝何か〟に貫つらぬかれた腹ふく腔こうを襲おそった。

「ヴァ、ヴァネッサさん!?」

　悲鳴のような声は、僧衣の怪物のものだ。ヴァネッサ本人はかっと眼めを見開いたまま、仰あお向むけに倒たおれている。生きながら内臓を焼かれる激痛に声もない。ただ、肉の灼やける臭においに嗅きゆう覚かくを刺し激げきされ、軽く嘔おう吐とする。

「な、なぜだ……」

　激痛の正体──自分の腹を深々と抉えぐった凶きよう器きをみおろし、ヴァネッサは血ち泡あわとともに呻いた。

　それは、一見、人間の内臓のように見えた。直径は三センチほどだろうか。長いぶよぶよとした紐ひもが、肉ともゼラチンともつかぬ、ぬめるような光こう沢たくを放っている。人間の小腸を思わせるそれの一方はバトラーの黒衣の袖そで口ぐちに消えていた。もう一方の先せん端たんは、槍やりの鋭さを備えているらしい。ヴァネッサの腹に深く突き立っている。しかもその周囲からは、肉の焼ける臭いとともに煙けむりが立ち上っているではないか。

「なぜだ……なぜ、俺を、バトラー……」

「なぜ？　あなたがそちらの方に不敬な振ふる舞まいをしたからに決まっているではありませんか、お嬢フロイさんライン」

　表情を消した顔で静かに答えるとバトラーは軽く腕を振った。途と端たんにヴァネッサは激痛に悲鳴を放った──脇腹を貫いていた触しよく手しゆが勢いよく引き抜ぬかれたのだ。触手の先端には銛もりのような返しがついていた。大きく肉が爆はぜ、焼け焦こげた内臓がどっとはみ出す。

「あ……が……」

「ヒトの身にして、〝神〟たるお方に手を出そうとするとは……慎つつしみなさい」

　もはや白目を剝いて痙けい攣れんを始めた吸血姫を見下ろし、黒衣の男は袖そでを振った。そこから落ちたのは、ピンク色をしたゼリー状の物体だ。物体はふるふると震ふるえながら偽ぎ足そくを作ると、床ゆかの上をゆっくりと這はいずり始めた。這いずった痕あとから強きよう烈れつな酸の臭いが立ち上っているのと、不気味なほど滑なめらかなその動きからしてどうやら粘ねん菌きんの一種らしい。さきほどヴァネッサに突き刺さっていたのも菌糸で作った偽足の仕し業わざだ。

「人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イスト〝火ザラマ精ンデル〟──私のペットです」

　再び偽足を作り始めた粘液の塊かたまりを眺ながめやって、〝バトラー〟は物もの憂うげな表情になった。床に頽くずおれたまま痙攣を繰くり返すのみの〝鬼メデユ女ーサ〟と、その髪に絡み取られたまま必死でもがいている僧そう衣いの青年を熱のない視線で見比べ、ため息をつく。

「数年ぶりの再会につまらない水を注さしてしまいましたね……私が不注意でした。やはり、使った道具はきちんと舞ぶ台たいから降ろしておかねばならなかったのですね」

「──や、やめなさい、ケンプファー！」

　金髪に四肢を搦め捕れたままの神父が叫さけんだ。黒衣の〝魔ま術じゆつ師し〟が指を鳴らすや、〝火精〟がヴァネッサの方に這いずり始めたからだ。あたかも恋こい人びとを抱ほう擁ようしようとするように太い偽足を作ると、倒れたままの長生種メトセラにゆっくりとかぶさってゆく。群体を構成している菌が分ぶん泌ぴつする粘液は強酸性だ。いかに長生種といえど、吞のみ込まれれば、ものの数秒で骨の髄ずいまで溶とかされてしまうだろう。そして、〝火精〟はゆっくりとその獲え物ものにのしかかっていった──




［ナノマシン〝クルースニク02〟、稼か働どう率りつ上じよう昇しよう八十パーセント──承認!!］




　電光いなずまは、大気を水平に疾はしった。

　青白い輝きスパークがこの広大な空間の隅すみ々ずみまで満たしたかに見えた刹せつ那な、飛来した雷らい光こうはいましもヴァネッサを吞み込もうとしていた〝火精〟を直ちよく撃げきしている。

〈…………！〉

　下等な細菌の塊にも意思があるのだろうか──まるで苦く悶もんするもののように人造精霊が身を逸そらした次の瞬しゆん間かん、再びほとばしった雷撃がその巨きよ体たいを捕ほ捉そく、一瞬にして消し炭へと変えてしまっていた。しかも余よ剰じよう放電はなおも続き、壁かべと言わず天てん井じようといわず、触ふれたものをすべて叩たたき、燃やし、打ちのめしている。

　それは美しくも凄せい絶ぜつな光景だった。あるいは、堕だ天使が造物主に戦いを挑いどんだその日こそがこんなだったのかもしれない──見る者をしてそう思わざるを得ないような光景。だが、それを目もく撃げきしながら、まったく表情を変えなかった者がいる。

「ああ、これは困りましたね……」

　その声は、お気に入りのシャツの上にコーヒーをこぼしたとき程度には深刻に聞こえた。

「私としたことが、弟君を本気で怒おこらせてしまった……これでは貴重なデータまで壊こわれてしまう。どうしたものでしょうか？」

〝魔術師〟──ケンプファーはほとばしる雷光を前にため息をついた。その背後には、四つのミイラとそれに取り囲まれた電動知性の端たん末まつがある。それらを護まもるように両足を拡ひろげながら、黒衣の男は銜くわえていた細葉巻に指をやった。

「我は彼なり、生まれなき者なり……」

　奇き妙みような不協和音から構成される単語の羅ら列れつが、男の唇くちびるから這い出した。不ふ吉きつな呪じゆ文もんを唱える間にも、〝魔術師〟の指は、細葉巻を挟はさんだまま複雑な軌き跡せきを描えがいている。細葉巻の先端からこぼれた灰が、床に奇妙な方ほう陣じんを描き始めた。

　だが、その間にも危機は急速に迫せまりつつあった。

〝火精〟を吹ふき飛ばした僧衣の怪かい物ぶつの瞳ひとみが、こちらに向けられたのだ。血のような視線が怒いかりと憎にくしみを湛たたえて〝魔術師〟を射い貫ぬく。同時に、膨ふくれあがった僧衣の背中が裂さけ、ゆうに身の丈たけを越こえる黒こく翼よくが広がった。翼は強力に帯電しているらしい。漆しつ黒こくの羽毛の一つ一つが、風を孕はらんだかのように膨長している──それは、あたかも魔ま王おうが怒りに体を伸ばそうとしているかのようだ。放電の前に力を蓄たくわえているのか、青白い光が、蛇へびのように魔ま物ものの全身を走り始める。

「足下に視界を持ち、強大にして不ふ滅めつの火なる者──我は彼にして真理。我は彼にして世界に善の働くを厭いとう者。我は彼にして世界の災さい禍か。蛇を纏まといし心臓こそ我が名、汝なんじ、来たりて我に従い、我にすべての霊れいを従わしめよ──」

　一方、その間にも〝魔術師〟の魔方陣は最後の一角を構築し終えていた。黒い灰が一瞬、緑の燐りん光こうを放って浮うかび上がる──だが、次の瞬間、それは吹きつけてきた凶きよう風ふうによってあっけなく吹き飛ばされていた。細かな粒りゆう子しとなって舞まい散ってしまう。

　刹那、世界が発光した。

　これまでで最大──そして最強の電撃が、〝クルースニク〟から放たれたのだ。いまや生きた発電機械と化した神父の全身から、膨ぼう大だいなエネルギーが〝魔術師〟めがけて叩き込まれる。神父の背後にすさまじい風が巻き起こったのは、生体発電の過程で発生した熱が、放熱板を兼かねる翼から放散し、空気に対流を生じさせているためだ。ゆうに一国の消費を賄まかなうに足る電流が、ただ一人の男を貫つらぬいた──

「──さればすべての天の霊れい地ちの霊人の霊、そして神のすべての呪しゆと天てん罰ばつまでも我が思いのままとならん！　ィアオ・サバオ・バン──来たれ、〝マモンの鎚つち〟！」

　そして同時に、〝魔術師〟は顔の前に指を掲かかげた。己おのれの額に触れたそれを、肉にく薄はくしてくる光の奔ほん流りゆうへと向ける──その瞬間。

「…………!?」

〝クルースニク〟の全身が、血を噴ふいた。

　まるで、見えない剣つるぎが彼の全身を切り刻んだかのように傷口が開き、そこから鮮せん血けつが噴き出したのだ。衝しよう撃げきに長身がのけぞったとき、憎ぞう悪おと破は壊かい衝しよう動どうだけに歪ゆがんでいた顔が驚きよう愕がくめいた表情を浮かべていた。

「ああ、申し訳ない、アベル様……玉体に傷をつけてしまいました。お許しください」

　一方、そういってひっそりと笑った〝魔術師〟の体にはかすり傷一つ、火傷やけど一つ存在しない。

　それもそのはず──あれだけの電撃の渦うずは、彼を吞み込む寸前、まるで見えない壁がその前にあったかのように消しよう滅めつしてしまっていたからだ。壁や天井、そして床ゆかには、くっきりと焦こげ目が残っていたが、〝魔ま術じゆつ師し〟を中心にした方形の範はん囲いだけが、そこに何か別の物体が置かれていたように傷一つ無い。

「さすがに二度も同じ手を食らってしまうと、私がまじめに仕事をしないと中傷する者がでてきますのでね……そこで、いささか姑こ息そくかとは思いましたが、あなたの力を封ふうじる術をかけさせていただきました。我が〝マモンの鎚〟──ここの周囲に散った圧電素子の微び粒りゆう子しは、あなたの電撃を疎そ密みつ波へと変へん換かんし、あなた自身に送り返します。〝02〟の生体発電能力は、いまやあなたを傷つけるだけですよ」

「…………」

〝魔術師〟が懇こん切せつな説明を加えている間にも、〝クルースニク〟の全身に開いた傷からはいまだ血が噴き出していた。もともと青白い顔から血の気が消え失うせ、足下の血ち溜だまりからは湯気が立ち上っている。いかなる生物でもとっくの昔に生命活動を停止しているはずのダメージ──にも拘かかわらず、アベルは黙だまってケンプファーを睨ねめつけていた。〝魔術師〟の周囲を方形に囲んだ細かな煙けむり──いや、圧電効果を備えた微粒子の壁かべを睨み、瞳を不ふ吉きつに輝かがやかせている。

　一方、そんな怪物をどこか憐あわれむように見やって、ケンプファーは再び口を開いた。

「とは申せ、私にこれ以上あなた様を傷つけるつもりは毛頭ございません……どうかこのまま、鉾ほこをお収めいただけないでしょうか？　所用が済みましたら、すぐに退散いたします」

「イヤだ、ト言っタら？」

　どこかたどたどしい言葉が〝クルースニク〟の口からこぼれた。出血が続いているにも拘らず、大おお鎌かまを構え直すと、怪物は〝魔術師〟に不吉な笑えみを向けた。

「お前に勝手はサせナい……お前は、のえルヲ殺した。カテりーなヲ傷つけタ。いっぱいいっぱい殺しタ……お前は逃にガさナい！」

「──やれやれ、無む駄だなことをなさる」

　咆ほう哮こうした怪物が大鎌を掲げたとき、〝魔術師〟の顔に緊きん張ちようの気配はない。むしろだだっ子を相手にするかのような憮ぶ然ぜんとした表情だけがそこにはあった──それがかすかに強こわ張ばったのは、風を巻いて大鎌が振ふり下ろされた直後のことだ。

「……なにをなさるおつもりです!?」

　漆黒の刃やいばが突つき立っていたのは、金属製の壁へき面めんだ。それを深々と穿うがった大鎌を握にぎったまま、再び〝クルースニク〟は羽根を膨ふくらませ始めた。

「言ったはずですよ、アベル様……私にあなた様のお力は通用しないと！」

　一方、ケンプファーも手を掲げた。手て袋ぶくろの五ご芒ぼう星せい──〝魔術〟の発動とコントロールを司つかさどるユーザーインターフェイスを経由して、空中に浮ふ遊ゆうする圧電素子に誘ゆう導どうコマンドを与あたえる。いかな電撃といえ、全周に張り巡めぐらされたこのシールドを突とつ破ぱすることは不可能だ。一通り命令を下し終えたところで目に見えないほどに小さな微粒子の展開状じよう況きようを確かく認にんして──

「なにっ!?」

〝魔術師〟の死魚にも似た瞳ひとみに、かすかな驚愕が浮かんだ。誘導に従い、彼の体を囲んでいるはずの圧電素子粒子が、周囲から完全に消え去ってしまっていたのだ。どこにいったのか？　とっさに確認しようとして、〝魔術師〟はとあることに思い至った。壁に突き立てられたままの大鎌に視線を向けて呟つぶやく。

「これは……静電気か!?」

　静電気に対して、圧電素子は反応しない。逆にあまりに軽いその微粒子は静電気によって吸い寄せられる。ケンプファーが体の周囲に微粒子の〝壁〟を作り出していた仕し掛かけ自体、この性質を利用したものだ。ところが壁面に溜まった静電気はケンプファーのそれより遥はるかに強力だったらしい。これが、圧電素子を完全に吸着してしまった──これでは、電撃に対して裸はだかも同然である。

「しまった……」

〝魔術師〟の顔からはじめて笑みが消えた。急ぎ別の〝魔術〟を発動しようと、手を掲かかげる。だが、〝クルースニク〟の動きの方が早かった。たっぷりと帯電した壁面から大鎌を引き抜ぬくや、再び放電の姿勢に入る。低い地鳴りのような唸うなり声とともに黒こく翼よくが膨れあがり、青白い光を全身が放ち始めた──

「墜おちロ、〝魔術師〟！」

「…………!?」

　怒ど号ごうとともに、電光が奔ほん騰とうした。と同時に、まるで見えない剣が振り下ろされたかのように、空気がうねる。次の瞬しゆん間かん、うねりの通り過ぎた空間にあったすべて──天てん井じよう、壁、床、そして〝魔術師〟の右みぎ肩かたがガラスのような切り口をみせて裂さけている。
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　スパークギャップ衝撃──二つの電極間に強力な放電が発生したとき、イオン化した空気の圧力が周囲の空間の一点に集中しておきる一種の放電切断現象だ。不気味な音をあげて吹ふっ飛んだ〝魔術師〟の右みぎ腕うでが、重々しい音をあげて壁に叩たたきつけられた。

「──エンテク・パウ！」

　だが、〝魔術師〟の表情はなおも変わらない。右腕を切り落とされた衝撃を感じないのか、それとも痛覚を切り離はなしているのか、かすかに青ざめた顔に残った左の中指を触ふれ、それを胸の中心、ついで右肩、左肩へと移して素す早ばやく印を結ぶ。

「ター・サークヘム、ター・デジェセル、ター・タウイー・エン・ハー、ネッド・ハー！　来たれ、〝アスタルテの──」

「さセルかッ！」

　だが、術が完成するより──複雑なコマンドにより起動される遺失ロスト技テクノ術ロジー兵器が発動するより、堕だ天使の鎌が繰くり出される方が迅はやかった。再び風が吼ほえたときには、今度は〝魔術師〟の左腕が中心から真っ二つに裂けている。

「!?」

　今度こそ、〝魔術師〟はすべての反はん攻こう手段を喪うしなったようだった。かすかに後方によろめいたときには、両腕を失ったその体は力無く跪ひざまずいている。だが、堕天使の方はいまだ攻こう勢せいを緩ゆるめるつもりはないようだ。赤眼を一ひと際きわ怪あやしく輝かせると、第三の刃を無力化した敵に解き放とうと羽根を膨らませる──

「……おやめ、アベル」

　最後の、そして最強の放電衝しよう撃げきにいましも吹き飛ばされそうになっていた〝魔術師〟を救ったのは、どこか、深い悲しみを湛たたえた声だった。

　一切の邪じや気きのない、清せい澄ちような声──もし天使というものが実在するなら、それはきっとこんな声で喋しやべっただろう。

「我がマイン君・ヘル……」

　声の方を振り返った〝魔術師〟の口を、小さな、しかし隠かくしきれぬ畏い敬けいに満ちた声がこぼれた。

　声の主は、戸口に立っていたほっそりとした若者だった。長身の部類には入るが、ずば抜けて背が高いというほどでもない。傍かたわらで目を丸くしている尼に僧そうと比べて、頭一つほど高い程度だ。また、金きん髪ぱつの下の顔は端たん整せいであったが、こちらも絶世の美形というほどでもない。

　だが、そんな彼を前にした者は否いや応おうなく視線を釘くぎ付づけにされただろう。その顔に浮うかんでいたのは、哀かなしくなるほどに清らかな微び笑しようだった。人間という生き物の持つ生なま臭ぐささから一切解放された微笑ほほえみは、本当にこの若者がこの世のものか疑わしくなるほどだ。

　その清らな表情のまま、若者はそっと手を差し伸のべた。その瞳の先にいたのは、ずたずたの僧そう衣いを纏まとい、血と殺意にまみれた銀ぎん髪ぱつの怪かい物ぶつだ。慈じ母ぼにも似た声が、怪物の名を呼んだ。

「もういいんだよ、アベル……そんなに苦しまなくても、もういいんだ……」

　そう呟いたとき、若者の頰ほおを透とう明めいな雫しずくがしたたり落ちた。

　あたかも数百年の長きにわたって離れ離れになっていた半身をようやく見み出いだした──そんな歓よろこびと哀しみに声を震ふるわせ、怪物の方へ歩み寄っていく。

「ごめんね、アベル。君を一人にしてしまって……でも、もう二度と君を孤こ独どくにしない。僕が君を──」

「…………！」

　声にならぬ絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

　絶叫の主は、慈じ愛あいに満ちた瞳を向けられた怪物だ。次の瞬間、その輪りん郭かくが揺ゆらいだかと思うと、一いち陣じんの凶きよう風ふうに変じて床ゆかを蹴けっている。

「カイイイイイイイイイイイイン！」

　耳を覆おおうような咆ほう哮こうが谺こだました。

　信じがたい速度で天使に肉にく薄はくした悪あく魔まが、醜みにくくひき歪ゆがんだ顔で凶器を振ふりかぶったのだ。素手を掲げただけの若者の頭上に、漆しつ黒こくの刃やいばが踊おどる──

「まったく……アベル、君はぜんぜん変わってないんだね」

　落ちかかってくる死の下で、形のいい唇くちびるが苦笑するように綻ほころびた。掲げられた掌てのひらが、咆哮する悪魔に向けて愛いとおしむように差し伸べられる。

　転瞬──

「…………!?」

　白い掌からほとばしった光が、憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに歪むアベルの顔を一いつ瞬しゆん、照らし出した。だが、それも刹せつ那なのこと──次の瞬間、悪魔の頭部は血ち煙けむりに変わって吹っ飛んでいる。

「し、神父さま……いやあああああああああっ！」

　誰だれかの甲かん高だかい絶叫がほとばしった。

　血と絶叫の中で、魔ま物ものの胴どう体たいは、愛する者と抱ほう擁ようを交かわす恋こい人びとのように差し伸べられた天使の腕うでの中へゆっくりと倒たおれ込んだ。




　アベル・ナイトロードは死んだ。








〈Ｒｅｂｏｒｎ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｍａｒｓ Ⅵ　茨の宝冠〉に続く









　あとがき







　お久しぶりです。皆みな様さまには恙つつがなくお過ごしでしょうか。吉田直です。

　さて、そんなわけでＲ．リボーン・Ｏ．オン・ザＭ．・マルスⅤを無事にお届けする運びとあいなりましたが、今回、いつもと違ちがって前後編で分冊化されております。

　実は、従来までは「いつ打ち切られても見苦しくないように」という編集部命令で原則的に分冊は禁止されていたのですが、Ｒ．Ｏ．Ｍ．で五冊目、作品全体では通算九冊目となる今巻はついにそうも言っておられなくなりました。これまでさんざん引っ張ってきた伏ふく線せんならびに登場人物の相関関係を消化し、アルビオンという一種独特の世フイー界ルドを広げ、そしてシリーズ中でも一つの大きな山場を迎むかえるには、ボリューム的にとても一冊では足りないと吉田も編集部も判断したからです。

　何度も、あるいはあちこちで御説明させていただいておりますが、この『トリニティ・ブラッド』という作品はＲレイ．ジ・Ａアゲイン．スト・ザＭ・ムー．ンズとＲ．Ｏ．Ｍ．の時間軸じくの異なる二つのシリーズから成り立っております。これらはいわゆる本編と外伝という形態ではなく、それぞれが一つの独立したシリーズです。これはこれであまり他にはない試みかなと思うのですが、いかんせん、現実時間上では二つのシリーズはほぼ同時に発表されることになるため、こと伏線やキャラクターの相関関係に関しては、提てい示じから解決までの期間ならびに作品の冊数がずいぶんと多くなってしまうという構造的デメ欠陥リツトを持っています。実は書いている私自身からして、張った伏線を早く顕けん在ざい化させたくて、ずいぶんと歯がゆい思いをさせられていたものです。まして本シリーズに長々とお付き合いいただいている読者の皆様には、ずいぶんと忍にん耐たい力の消しよう耗もうを強しいてしまったのではないかと慚ざん愧きに堪たえません。

　それが今回のアルビオン編をもちまして、ようやく──まさにようやく、二シリーズにわたって語ってきた伏線を自由に動かすことが可能になってきました。これから、登場人物同士の関係も劇的に変化してきますし、物語もアップテンポで流れ始めます。この世界そのものもご存じのものとはまったく別物に変容を始め、今後の展開はおそらくどなたも予測されていない方向に転がってゆくんじゃないかと思っています。

　どうかご期待ください。




　では、次はおそらく秋──Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅵ『茨いばらの宝ほう冠かん』でお会いしましょう！





吉田　直　拝　　






【追記】皆様のご声援のよろしきをもちまして「月刊ＡＳＵＫＡ」10月号より『トリ・ブラ』コミック連載が始まります。筆を揮ふるっていただくのは新鋭・九条キヨさん。ご期待ください！
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